
1

＊
凡
例

1
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, Verlag von 

Georg W
igand. 1853.; Reprint. N

abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

2
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

3
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler Verlag. 1981. Vollständige 
A

usgabe, nach dem
 Text der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an L

egends of the Brothers G
rim

m
. Vol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
二
）

鈴
　
木
　
　
滿
　
訳
・
注
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Issues. Philadelphia, 1981. 

4
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

5
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

6
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

7
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

8
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　
　
　

一
─
─　
　

六
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号

�

一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　
　

六
一
─
─　
　

九
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号

�

四
六
三
〜
五
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　
　

九
一
─
─　

一
三
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号

�

七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五
─
─　

一
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号

�

一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五
─
─　

二
二
五	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号

�

九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六
─
─　

二
八
八	
所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号

�

二
〇
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九
─
─　

三
三
九	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
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�

一
五
一
〜
二
四
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇
─
─　

三
九
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号　

�

一
〜
九
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）　

三
九
五
─
─　

四
四
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号

�

九
九
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
）　

四
四
五
─
─　

四
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
一
号

�

八
三
〜
一
七
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
一
）
四
八
五
─
─　

五
四
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
二
号

�

五
五
〜
一
五
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
三
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
十
二
）
の
伝
説

五
四
五　

乳
ミ
ル
ク

龍
と
お
金か

ね

龍 M
ilch- und Gelddrachen.

五
四
六　

苔モ
ー
ス
ロ
イ
テ

小
人
、
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
、
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん V

on M
oosleuten, H

olzw
eibeln und H

eim
chen.

五
四
七　

姫キ
ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭 K
üm

m
elbrod.

五
四
八　

皮
だ
け
に
な
っ
た
麵パ

ン麭 D
as hohle Brod.

五
四
九　

お
っ
た
ま
げ
た
小ヴ

ィ
ヒ
テ
ル人 D

as erschrockene W
ichtel.

五
五
〇　

罰
を
受
け
た
娘 D

ie bestrafte M
agd.

五
五
一　

繁ブ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
ス
ム
ッ
タ
ー

み
の
祖
母
様 D

ie Buschgroßm
utter.

五
五
二　

餌え
さ

や
り
グ
ー
ペ
ル D

er Futter-Gupel.

五
五
三　

建バ
ウ
メ
ン
ヒ
ェ
ン

築
小
人 D

as Baum
ännchen.

五
五
四　

カ
ム
ス
村ド

ル
フ

の
山
の
精
た
ち K

am
sdorfer Berggeister.
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五
五
五　

ビ
ル
プ
ツ
ェ
ど
も D

ie Bilbzen.

五
五
六　

莨ビ
ル
ゼ
ン

ト
根
刈シ

ュ
ニ
ッ
タ
ー

り
人
の
報
い D

es Bilsenschnitters Lohn.
五
五
七　

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト V

oigtland.
五
五
八　

ロ
イ
ス
一
門
の
名 D

er Stam
m

nam
e Reuß.

五
五
九　

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ア

魔
の
障
壁 D

as T
eufelsw

ehr.

五
六
〇　

ク
ロ
ス
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
村
の
鍛ヒ

ュ
ッ
テ
ン
メ
ン
ヒ
ェ
ン

造
小
人
た
ち D

ie H
üttenm

ännchen im
 K

losterham
m

er.

五
六
一　

お
い
ら
の
た
め
の
灯ひ D

as Licht für sich.

五
六
二　

娘ド
ッ
ケ
ン
タ
イ
ヒ

っ
こ
池 D

er D
ockenteich.

五
六
三　

カ
ル
シ
ュ
テ
ー
ト
の
亡
霊 Geist K

arrstet.

五
六
四　

粉ミ

ュ

ー

ル

ゲ

ッ

ツ

挽
き
場
の
偶
像 D

er M
ühlgötz.

五
六
五　

ト
リ
プ
ス
ト
リ
ル T

ripstrill.

五
六
六　

ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子 Pum

phut

五
六
七　

水ミ

ュ

ー

ル

ア

ー

ル

ツ

ト

車
装
置
修
理
人
に
な
っ
た
ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子 Pum

phut als M
ühlarzt.

五
六
八　

ル
ン
ゲ
レ Rungele.

五
六
九　

世
話
好
き
な
灯と

も
し
び火 D

as dienstfertige Licht.

五
七
〇　

カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん D

er K
lapperer.

五
七
一　

踊
る
牝め

す
ね
こ猫

た
ち T

anzende K
atzen.

五
七
二　

正
真
正
銘
の
降ク

リ
ス
ト
バ
ウ
ム

誕
祭
樹 D

er w
ahre Christbaum

.
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五
七
三　

青
い
靄も

や D
ie blaue D

unst.

五
七
四　

ホ
ー
フ
の
背
高
の
っ
ぽ
男 D

er lange M
ann in H

of. 　
　
　

*D
S168. D

er lange M
ann in der M

ordgasse zu H
of. 

五
七
五　

プ
レ
ヒ
タ
の
麦ビ

ー
ル酒 Prechten-Bier.

五
七
六　

ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
説
教 U

rbanuspredigt.

五
七
七　

黄き

ん金
の
上
靴
を
履
い
た
巨
人 D

er Riese m
it dem

 goldnen Pantoffel.

五
七
八　

カ
ム
ゼ
ン
のベ

ル

ゲ

山
山
の
宝
物 D

ie Schätze im
 Cam

senbergen.

五
七
九　

銀
の
泡
が
湧
く
泉 Silberschaum
quell.

五
八
〇　

愚
か
な
女 D

ie U
nkluge.

五
八
一　

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
の
市シ

ュ
タ
ッ
ト
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

お
抱
え
楽
士 D

er Stadtpfeifer aus O
rlam

ünde. 

五
八
二　

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
夫
人 D

ie Gräfin von O
rlam

ünde. 　
　
　

*D
S585. D

ie Gräfin von O
rlam

ünde.

五
八
三　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
二
人
用
寝
台 D

as Gleichen’sche D
oppelbette. 　

　
　

*D
S581. D

er Graf von Gleichen.

五
八
四　

ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
城
の
記
念
の
徴

し
る
し Schloß K

rannichfelder W
ahrzeichen.

五
八
五　

別
別
の
塔 D

ie verschiedene T
hürm

e.

五
八
六　

乙
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
と
ベベ

ー

ラ

ー

ス

メ

ン

ヒ

ェ

ン

ー
ラ
ー
の
小
人
た
ち D

er Jungfernsprung und die Böhlersm
ännchen.

五
八
七　
「
マ
ー
ス
た
っ
ぷ
り
！
マ
ー
ス
た
っ
ぷ
り
！
」„V

oll M
aaß, voll M

aaß!“

五
八
八　

子
ど
も
十
字
軍
と
子
ど
も
の
踊
り K

inderzüge und K
indertanz.

五
八
九　

む
っ
つ
り
し
た
子
ど
も D

as stille K
ind.

五
九
〇　

伯
爵
の
口
癖 D

es Grafen Sprüchw
ort.
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五
九
一　

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
路
地 D

oktor Faust’s Gäßchen.

五
九
二　

鞭べ
ん
だ打

巡
礼
者 D

ie Geißelfahrer.
五
九
三　

特
殊
不
治
病
者 D

ie Sondersiechen.
五
九
四　

短
い
裁
判 K

urzer Prozeß.

五
九
五　

ジ
ビ
ュ
レ
の
小
塔 Sibyllenthürm

chen.

五
九
六　

情じ
ょ
う

の
深
い
牡お

す

狼
お
お
か
み D

er zärtliche W
olf.

五
九
七　

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム D

er W
olfram

.

五
九
八　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯 D

er Graf von Gleichen. 　
　
　

*D
S581. D

er Graf von Gleichen.

五
九
九　

殺モ
ル
ト
ガ
ル
テ
ン

し
の
庭 D

er M
ordgarten.

六
〇
〇　

アヘ

ア

・

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ン

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん H

err A
ugustin.

六
〇
一　

フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 
城
の
財
宝Schatz auf dem

 Friedenstein.

六
〇
二　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
洪
水 T

hüringer Fluthen.

六
〇
三　

ネネ

ー

ゲ

ル

シ

ュ

テ

ッ

タ

ー

・

ヴ

ァ

イ

デ

ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
草
地 D

ie N
ägelstätter W

eide.

六
〇
四　

血
の
濠ほ

り Blutgraben.

六
〇
五　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
さ
な
鐘 D

as Schw
edenglöckchen.

六
〇
六　

イ
エ
ナ
の
七
つ
の
奇き

せ
き蹟 D

ie sieben W
under von Jena.

六
〇
七　

狐
フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム

塔
と
狐
と
い
う
名 Fuchsthurm

 und Fuchsnam
e.

六
〇
八　

イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜 D

ie Jenaische Christnacht.
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六
〇
九　

大
学
生
の
受
難
劇 D

ie Studenten-Passion.
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五
四
五
　
乳

ミ
ル
ク

龍
と
お
金か

ね

龍

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
地
方
で
は
、
近
隣
の
オ
ル
ラ
地ガ

ウ域
や
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
同
様
（
も
っ
と
も
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
も
、
ま
た
遠
く

フ
ラ
ン
ケ
ン
の
地
に
入
っ
て
も
そ
う
だ
が
）、
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
は
悪
魔
と
盟
約
を
結
ん
だ
者
に
富
を
授
け
る
、
と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
こ

と
に
多
く
の
村
村
で
住
民
が
そ
う
し
た
家
を
指
摘
し
、
遠
慮
会
釈
無
く
名
を
挙
げ
る
。
龍
は
火か

え
ん焰

に
包
ま
れ
た
姿
で
出
現
、
い
い
龍
と

つ
ま
ら
ん
龍（

（
（

に
区
別
さ
れ
る
。
大
抵
の
龍
は
火
の
玉
の
形
で
煖
炉
の
煙
突
か
ら
家
の
中
に
入
っ
て
来
て
、
そ
こ
に
宝
物
や
乳ミ

ル
ク

や
卵
や
金か

ね

や
ら
を
撒ま

き
散
ら
す
。
そ
う
い
う
の
は
、
い
い
龍
、
と
呼
ば
れ
る
。
長
い
干
し
草
締
め
付
け
柱（

（
（

の
恰か

っ
こ
う好

を
し
て
窓
の
楔

く
さ
び

型（
（
（

か
ら
部
屋
に

入
り
込
む
龍
が
時
折
い
る
が
、
こ
れ
は
財
宝
の
代
わ
り
に
恐
ろ
し
い
悪
臭
を
残
す
。
こ
れ
が
つ
ま
ら
ん
龍
で
あ
る
。
い
い
龍
が
入
っ
た

と
分
か
っ
た
ら
、
乳

ミ
ル
ク

桶お
け

を
幾
つ
も
急
い
で
綺
麗
に
し
て
、
龍
が
乳ミ

ル
ク

を
そ
の
中
に
注
げ
る
よ
う
に
、
台
所
や
穴
蔵
に
置
く
。
龍
を
惹ひ

き
付

け
る
た
め
に
、
牛バ

タ
ー酪

製
造
の
攪か

く
に
ゅ
う乳

桶（
（
（

は
異
教
時
代
神
聖
と
さ
れ
た
種
類
の
木
、
た
と
え
ば
杜ね

ず松
、
立た

ち
あ
お
い葵

、（
（
（

科リ

ン

デ

の
木
の
よ
う
な
も
の
を
用

材
と
す
る
。
使
う
木
は
降

ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
ツ
フ
ェ
ス
ト

誕
祭
の
聖
な
る
宵
に
採
っ
て
来
て
、
す
ぐ
に
皮
を
剝む

く
。
攪
乳
桶
に
は
別
別
に
三
回
に
分
け
て
乳ミ

ル
ク

を
注
ぎ
込

み
、
掻か

き
混
ぜ
て
牛バ

タ
ー酪

を
作
る
の
は
金
曜
日
の
み
。
現
在
で
も
家
家
の
穴
蔵
に
は
そ
こ
に
埋
め
込
ま
れ
た
独
特
の
形
状
の
壺つ

ぼ

が
見
つ
か

る
。
丈
が
高
く
、
底
が
尖
り
、
中
央
部
を
九
本
の
環わ

が
取
り
巻
き
、
把と

っ
て手

は
な
い
。
本
来
の
蓋
は
縁
を
欠
い
て
壺
内
部
の
底
に
置
き
、

蓋
の
代
わ
り
に
粘ス

レ
ー
ト

板
岩
の
板
が
載
せ
て
あ
る
。
何
も
か
も
乳ミ

ル
ク

を
増
や
す
と
い
う
龍
の
仕
事
を
容
易
に
す
る
た
め
の
用
意
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
火
焰
龍
に
は
別
の
種
類
も
あ
る
。
伝
説
で
は
一
般
に
宝
の
守
護
者
と
し
て
登
場
、
宝
の
発
掘
を
生な

り
わ
い業

と
し
、
そ
の
た
め
に

往
往
に
し
て
己お

の
れ

の
頸く

び

と
永と

わ遠
の
至
福
を
代
償
に
し
て
し
ま
う
連
中
が
目
に
す
る
や
つ
で
あ
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
お
金か

ね

龍
で
、
し
ば
し
ば

人
間
の
顔
を
し
て
二
本
足
で
徘は

い
か
い徊

す
る
こ
と
も
あ
る（

（
（

。



9

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十二） 鈴木　滿　訳・注

ラ
ニ
ス
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
パ
イ
ス
ラ
村
の
近
辺
に
天エ

ン
ゲ
ル
ベ
ル
ク

使
山
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
全
山
赤あ

か

山ぶ

な
毛
欅
に（

（
（

覆
わ
れ
て
い
る
。
山
麓
に
は
深
い
溝

が
北
へ
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。
ポ
ッ
ペ
ン
溝

グ
ラ
ー
ベ
ンと

い
う
名
で
、
ポ
ッ
ペ
ン
ビ
ー
ル
山
に
突
き
当
た
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ク
の
東
山
腹

に
は
洞ど

う
く
つ窟

が
口
を
開
け
て
い
る
。
こ
の
洞
窟
は
─
─
伝
説
に
よ
れ
ば
─
─
山
全
体
に
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
る
由
。
洞
窟
内
に
は
二
頭
の
火
焰
龍

が
鎖
に
繫つ

な

が
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
莫
大
な
宝
物
を
見
張
っ
て
い
る
。
何
世
紀
か
の
後
白
髪
の
男
の
小
人（

（
（

が
、
財
宝
に
至
る
入

口
を
開
く
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
鍵
の
あ
る
場
所
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
小
人
は
杖
で
パ
イ
ス
ラ
か
ら
ド
ビ
ア
ン
へ
行
く
路
傍
に

横
た
わ
っ
て
い
る
大
き
な
石
の
一
つ
に
印
を
付
け
る
の
だ
。

五
四
六
　
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

小
人
、
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
、
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん

民
衆
が
種
種
様
様
の
名
称
で
呼
び
、
種
種
様
様
の
特
徴
付
け
を
し
て
い
る
小
妖
精
た
ち
の
類
縁
関
係
を
は
っ
き
り
区
分
け
す
る
の
は

難
し
い
。
書
こ
う
と
思
え
ば
こ
う
し
た
小
人
族
に
つ
い
て
だ
け
で
優
に
一
冊
の
本
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
も
ア
イ
リ
ン
・
Ｔ
・
ナ
イ
ト

レ
イ（

（
（

の
『
フ
ェ
と
エ
ル
フ
の
神
話
学（

（1
（

』
よ
り
遙
か
に
内
容
豊
富
な
も
の
を
。
け
れ
ど
も
本
か
ら
学
ぼ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
村

落
で
庶
民
が
互
い
に
語
り
合
う
話
に
自
身
現
場
で
耳
を
傾
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
出
鬼
没
の
小
人
族
が
き
ち
ん
と
分
類
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
小
人
族
の
伝
説
も
整
理
不
能
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
こ
の
連
中
が
現
れ
る
場
所
は
こ
こ
と
思
え
ば
ま
た
あ
ち
ら
、
姿
に
し
て
も

千
変
万
化
、
ま
た
、
群
れ
を
成
す
こ
と
も
あ
る
し
、
独
り
ぼ
っ
ち
の
こ
と
も
。
し
か
し
な
が
ら
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

小
人
は
お
助
け
妖
精
で
は
な
い
し
、

女ホ
ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
は
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

小
人
で
は
な
い
。
そ
し
て
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
は（

（1
（

ま
た
こ
れ
ら
全
て
と
は
ろ
く
す
っ
ぽ
似
て
い
な
い
。
精
精
の
と
こ
ろ

お
助
け
妖
精
で
は
あ
る
が
─
─
。
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
は
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ
の
お
伴
を
形
成
す
る
。
け
れ
ど
も
彼
ら
は
荒
れ
狂
い
は
し
な

い
。
名み

ょ
う
せ
ん
じ
し
ょ
う

詮
自
性
で
親
し
み
易
い
。
ド
イ
ツ
語
中
最
も
親
し
み
易
い
名
称
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
居
心
地
の
良
い
煖
炉
の
傍
、
麵パ

ン麭
焼
き
竈か

ま
ど

の
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傍
な
ど
で
ひ
そ
や
か
に
温ぬ

く

も
っ
て
い
る
生
き
物
に
も
附
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ツ
ィ
ル
・
ツ
ィ
ル
・
ツ
ィ
ル
と
い
う
鳴
き
声（

（1
（

に
民
間
信

仰
は
予
言
的
意
味
を
持
た
せ
る
。
こ
の
虫
た
ち
は
こ
の
地
方
で
蟋

ハ
イ
ム
ヒ
ェ
ン

蟀
（
こ
お
ろ
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
を
ハ
イ
ン
ヒ
ェ
ン
と
か
ハ
イ

ン
ツ
ヒ
ェ
ン
と
か
と
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ル
ラ
地ガ

ウ域
で
は
ペ
ル
ヒ
タ
は
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
のケ

ー
ニ
ギ
ン

女
王
と
呼
ば
れ
、
こ
の
お
ど
け
た

妖
精
の
群
れ
に
囲
ま
れ
て
登
場
す
る
。
他
地
方
で
は
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
が
川
を
舟
で
渡
し
て
も
ら
い
、
ど
こ
か
へ
立
ち
去
る
が
、
オ
ル
ラ
地ガ

ウ域

の
ゴ
ス
ド
ル
フ
や
レ
ー
デ
ル
ン
の
村
村
（
ど
ち
ら
も
も
は
や
現
存
し
な
い
）
で
は
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
た
ち
が
そ
う
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
の
幾
つ
か
の
村
落
で
は
彼
ら
は
ちブ

ッ
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

び
小
人
、
家ハ

イ
メ
レ

ち
び
、
地エ

ー
ル
ト
メ
ン
ネ
レ

中
小
人
と（

（1
（

呼
ば
れ
、
指
ほ
ど
の
背
丈
で
、
家
家
の
鼠

ね
ず
み

穴
に
棲す

ん
で
い
る
ご
く
ち
っ
ぽ
け
な
地
の
精
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
通
常
彼
ら
が
姿
を
現
す
の
は
宵
の
内
で
、
白
装
束
を
纏ま

と

い
、
愛
想

の
良
い
性
格
を
示
し
、
数
百
も
の
数
で
愛
ら
し
い
旋
回
舞
踏
を
踊
っ
て
み
せ
る
。
彼
ら
は
家
の
者
に
吉
凶
を
あ
ら
か
じ
め
予
告
す
る

し
、
心
細こ

ま

や
か
な
応
対
を
受
け
る
と
、
ご
く
ち
っ
ぽ
け
で
は
あ
る
が
値
打
ち
の
あ
る
贈
り
物
を
残
し
て
行
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ

れ
ら
は
黄こ

が
ね金

の
小
箱
に
入
れ
ら
れ
て
鼠
穴
の
外
に
置
い
て
あ
る
の
が
朝
見
つ
か
る
。

グ
ロ
ー
ベ
ン
ゲ
ロ
イ
ト（

（1
（

近
く
の
シ
ュ
ナ
フ
ァ
ー
ト
に
あ
る
赤

ロ
ー
テ
スビ

ー
ル
山
に
は
そ
の
昔
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
が
ど
っ
さ
り
い
た
。
彼
女
ら
は

干
し
草
山
や
穀
物
の
束
の
山
の
上
で
跳
ね
回
り
、
子
ど
も
の
よ
う
に
ふ
ざ
け
あ
っ
た
。
人
間
た
ち
が
や
っ
て
来
て
、
こ
れ
ら
小
さ
い
者

を
目
に
し
、
う
じ
う
じ
び
く
び
く
し
た
様
子
を
見
せ
る
と
、
愛
想
良
く
「
ま
あ
さ
、
こ
っ
ち
へ
来
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
ば
え
え

が
な
。
あ
た
し
ら
、
あ
ん
た
ら
に
何
も
し
や
し
ね
え
で
」
と
声
を
掛
け
る
の
だ
っ
た
。
─
─
も
っ
と
も
シ
ュ
ナ
フ
ァ
ー
ト
で
野の

ら良
稼か

せ

ぎ

を
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら
盗
み
食
い
す
る
の
は
好
き
で
、
弁
当
を
半
分
と
か
あ
る
い
は
全
部
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
。

ア
ル
テ
ン
ゲ
湖ゼ

ー

周（
（1
（

辺
一
帯
─
─
今
日
に
至
る
ま
で
樹
木
が
豊
富
で
あ
る
─
─
の
農
民
は
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
た
ち
と
仲
良
し
に
し
て
い

た
。
木
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
彼
女
ら
は
す
ぐ
そ
こ
に
や
っ
て
来
て
、
薪

た
き
ぎ

作
り
の
衆
に
、
倒
れ
る
木
が
地
面
に
つ
か
な
い
う

ち
に
ど
う
か
十
字
を
三
つ
幹
に
刻き

ざ

ん
で
ち
ょ
う
だ
い
な
、
と
頼
む
の
だ
っ
た
。
そ
の
上
に
い
れ
ば
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヤ
ー
ク
ト

れ
狂
う
狩
猟
か
ら
守
っ
て
も
ら
え
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る
の
、
と
。
人
間
が
喜
ん
で
そ
う
し
て
や
る
と
、
そ
の
代
わ
り
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
た
ち
は
知
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
、
で
き
る
こ
と
を
し

て
、
働
く
者
た
ち
に
助
力
し
た
。
朝
森
に
入
る
と
、
農
民
は
麵パ

ン麭
を
一
切
れ
と
か
団ク

ロ
ー
ス子

を
一
つ
と
か
を
お
助
け
小
人
の
た
め
に
十
字
が

刻
ま
れ
た
幹
に
載
せ
て
お
く
の
だ
っ
た
。
す
る
と
彼
女
た
ち
は
気
持
ち
よ
く
お
招よ

ば
れ
し
て
、
こ
う
言
い
な
が
ら
せ
っ
せ
と
薪
を
持
っ

て
来
た
。

薪
が
要
る
衆
、
来
れ
ば
え
え
。 

貧
乏
な
衆
、
取
る
が
え
え
。

五
四
七
　
姫キ

ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭

メ
ル
ケ
ン
ド
ル
フ
の
西
十
五
分
の
行
程
に
あ
る
シ
ャ
ル
ホ
ル
ツ
に
も
男ホ

ル

ツ

メ

ン

ネ

ル

の
樹
の
小
人
や
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
た
ち
が
棲す

み
着
い
て
い
た
。

彼
ら
は
人
間
た
ち
に
援
助
・
奉
仕
す
る
の
が
好
き
で
、
干
し
草
作
り
の
手
伝
い
も
し
た
が
、
内
気
な
性
分
で
は
な
く
、
鍋な

べ

か
ら
団ク

ロ
ー
ス子

を
、

竈か
ま
どか

ら
麵パ

ン麭
を
、
し
ば
し
ば
勝
手
に
失
敬
し
た
。
と
う
と
う
人
間
た
ち
は
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
こ
う
い
う
あ
り
が
た
く
な
い
お
客
さ

ん
が
た
を
厄
介
払
い
す
る
こ
と
を
考
え
、
有
効
な
手
立
て
を
行
使
し
た
。
粉こ

な
ひ挽

き
─
─
樹
の
小
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
こ
ま
め
に
力
を
貸

し
、
粉
を
掃そ

う
じ除

し
た
り
臼う

す

を
綺
麗
に
し
た
り
し
た
の
だ
が
─
─
は
彼
ら
の
た
め
に
服
を
新
調
し
て
置
い
て
お
い
た
。
お
助
け
小
人
た
ち

は
こ
れ
に
気
を
悪
く
し
て
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
あ
る
人
た
ち
は
姫キ

ュ
ン
メ
ル

茴
香
を（

（1
（

麵パ

ン麭
生
地
に
混
ぜ
て
焼
く

か
、
あ
る
い
は
今
日
で
も
よ
く
や
る
よ
う
に
、
麵パ

ン麭
生
地
の
皮
に
振
り
掛
け
る
か
し
た
。
す
る
と
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
は
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
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姫キ
ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭
、 

あウ

ン

ザ

ー

・

ト

ー

ト

た
し
ら
死
ん
じ
ゃ
う
。

そ
こ
で
彼
ら
は
退
去
し
な
が
ら
─
─
な
に
せ
い
な
く
な
っ
て
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
ね
─
─
こ
う
言
っ
た
。

姫キ
ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭
を
喰く

う
が
え
え
、 

苦
し
い
仕
事
を
背し

ょ負
う
が
え
え
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
人
間
た
ち
は
二
度
と
再
び
以
前
の
よ
う
に
安
楽
な
暮
ら
し
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

五
四
八
　
皮
だ
け
に
な
っ
た
麵パ

ン麭

ゲ
フ
ェ
ル（

（1
（

の
牛
飼
い
娘
が
牧
場
に
い
る
と
、
よ
く
女ホ

ル

ツ

ヴ

ァ

イ

ベ

ル

の
樹
の
小
人
が
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
娘
は
こ
の
女
小
人
と
仲
良
し
に

な
っ
た
。
あ
る
日
家
で
新
し
く
麵パ

ン麭
を
焼
い
た（

（1
（

。
暮
ら
し
に
困
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
娘
は
麵パ

ン麭
を
一
塊
全
部
友
だ
ち
の

女ホ
ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
の
た
め
に
持
っ
て
行
っ
た
。
女
小
人
は
大
喜
び
で
そ
の
麵パ

ン麭
を
受
け
取
る
と
、
割
っ
て
、
中
身
の
柔
ら
か
い
と
こ
ろ

を
す
っ
か
り
取
り
出
し
、
牧
場
の
縁
に
生
え
て
い
る
木
の
葉
っ
ぱ
を
集
め
、
そ
れ
を
皮
だ
け
に
な
っ
た
麵パ

ン麭
に
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ん

だ
。
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
っ
ぽ
い
遣や

り
口
に
若
い
牛
飼
い
女
は
憤
慨
、
せ
っ
か
く
の
麵パ

ン麭
が
惜
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
突

然
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
は
消
え
失
せ
て
い
て
、
牛
飼
い
娘
の
傍
に
そ
の
麵パ

ン麭
が
転
が
っ
て
い
た
。
娘
は
取
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
皮
だ
け
に
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な
っ
た
麵パ

ン麭
か
ら
詰
め
込
ま
れ
た
葉
っ
ぱ
を
振
り
落
と
す
と
、
麵パ

ン麭
を
持
っ
て
家
に
戻
っ
た
。
す
る
と
麵パ

ン麭
の
中
で
何
か
チ
ャ
ラ
チ
ャ

ラ
音
が
す
る
。
娘
は
、
小
石
が
葉
っ
ぱ
と
一
緒
に
麵パ

ン麭
の
中
に
入
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
い
、
ま
た
振
り
落
と
し
た
。
す
る
と

な
ん
と
ま
あ
、
前
に
振
り
落
と
さ
れ
な
い
で
中
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
何
枚
か
の
葉
っ
ぱ
が
そ
れ
ぞ
れ
葉
っ
ぱ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨（

（1
（

に
変

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
牛
飼
い
女
は
急
ぎ
に
急
い
で
牧
場
の
縁
へ
駈か

け
つ
け
、
値
打
ち
物
の
葉
っ
ぱ
を
捜さ

が

し
た
。
葉
っ
ぱ
は
ま
だ
見

つ
か
っ
た
の
で
、
前
掛
け
に
く
る
ん
で
家
へ
持
ち
帰
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
の
葉
っ
ぱ
は
葉
っ
ぱ
タ
ー
ラ
ー
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
お
礼
を
し
て
く
れ
た
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
に
も
二
度
と
会
え
な
か
っ
た
。

五
四
九
　
お
っ
た
ま
げ
た
小ヴ

ィ
ヒ
テ
ル人

ゲ
ス
ジ
ッ
ツ（

（2
（

の
農
夫
の
女
房
が
シ
ュ
リ
ン
ゲ
ン
谷

グ
ル
ン
トに

あ
る
自
家
の
森ホ

ル
ツ
ヴ
ィ
ー
ゼ

の
草
原
で（

（2
（

最
後
の
干
し
草
山
を
拡ひ

ろ

げ
に
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
山
の
上
に
彼
女
に
背
中
を
向
け
て
ご
く
ち
っ
ぽ
け
な
男
の
小
人
が
坐す

わ

っ
て
い
た
。
は
て
、
ど
う
す
り
ゃ
よ
か
っ
た
ろ
う
ね
。
女
房
は

仕
事
を
済
ま
せ
て
し
ま
い
た
か
っ
た
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
小
人
に
話
し
掛
け
、
そ
こ
か
ら
降
り
て
、
と
頼
む
勇
気
も
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
ち
ょ
っ
と
思
案
す
る
と
、
小
人
の
背
後
か
ら
忍
び
寄
り
、
手
に
し
た
熊フ

ォ
ー
ク手

で
山
の
下
か
ら
干
し
草
を
搔か

き
取
っ
た
。
小ヴ

ィ
ヒ
テ
ル人

は
一
向

そ
れ
に
気
付
か
な
か
っ
た
。
女
房
は
ま
た
搔
き
取
り
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
た
。
と
う
と
う
干
し
草
山
は
上
の
重
み
に
堪た

え
か
ね
て
崩
れ

た
。
お
っ
た
ま
げ
た
小
人
は
落
ち
な
が
ら
甲
高
い
悲
鳴
を
挙
げ
、
骨
折
っ
て
干
し
草
の
中
か
ら
も
が
き
出
た
。
す
る
と
森
の
中
か
ら
わ

ら
わ
ら
と
ち
っ
ぽ
け
な
小ヴ

ィ
ヒ
テ
ル人

の
群
れ
が
現
れ
、
こ
う
叫
ん
だ
。

ど
し
た
だ
、
ど
し
た
。 
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ぬ
し
ゃ
あ
い
っ
た
い
何な

に
ょ

さ
れ
た
。

小ヴ
ィ
ヒ
テ
ル人

は
な
ん
と
か
気
を
取
り
直
し
た
も
の
の
、
陥
没
し
た
干
し
草
山
を
ま
じ
ま
じ
と
眺
め
る
だ
け
。
頭
を
振
り
振
り
、
答
え
て
い 

わ
く
。

は
れ
ま
あ
、
は
れ
ま
あ
、
こ
い
つ
が
こ
ん
な
に
崩
れ
て
よ
。
お
ら
あ
、
全
く
お
っ
た
ま
げ
た
だ
。

そ
う
し
て
農
夫
の
女
房
な
ど
気
に
も
せ
ず
、
走
れ
る
だ
け
の
速
さ
で
、
仲
間
と
一
緒
に
森
の
中
へ
と
退
散
し
た
。

五
五
〇
　
罰
を
受
け
た
娘

気
の
強
い
娘
が
三

ド
ラ
イ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ア
ー
ベ
ン
ト

王
節
の
宵
に（

（2
（

ナ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
ザ
ー
ル
タ
ー
ル
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
村ド

ル
フ

か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
ザ
ー
レ
川
に
接

す
る
村
）
へ
向
か
っ
て
家
路
を
辿た

ど

っ
て
い
た
。
彼
女
は
ナ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
の
あ
る
灯あ

か

り
部
屋
〔
＝
紡
ぎ
部
屋（

（2
（

〕
で
糸
紡
ぎ
に
精
を
出

し
、
自
分
の
下ス

カ
ー
ト裳

分
〔
の
糸
〕
は
綺
麗
に
紡
ぎ
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
谷
へ
と
な
だ
れ
て
い
る
山
腹
ま
で
は
何
人
か
同
行
の
若
い
衆
が
い

た
の
だ
が
〔
今
は
独
り
だ
っ
た
〕。
す
る
と
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
の
群
れ
を
連
れ
た
ペ
ル
ヒ
タ
が
山
道
を
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
た
。
子
ど
も

の
大
群
に
う
よ
う
よ
取
り
巻
か
れ
た
堂
堂
た
る
ご
婦
人
を
目
に
し
た
娘
は
は
っ
と
し
て
立
ち
止
ま
っ
た
。
ち
び
た
ち
は
大
き
な
犁す

き

を

引
っ
張
っ
た
り
、
押
し
上
げ
た
り
、
他
の
道
具
を
引
き
ず
っ
た
り
、
大
骨
折
り
を
や
ら
か
し
て
い
た
。
こ
の
光
景
に
な
ん
と
も
お
か
し

く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
娘
は
頭
上
の
絶
壁
か
ら
谺こ

だ
ま

が
帰
っ
て
来
る
ほ
ど
大
笑
い
し
た
。
そ
こ
で
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
た
ち
は
び
っ
く
り
仰
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天
、
運
ん
で
い
た
道
具
を
何
も
か
も
、
犁
に
至
る
ま
で
ほ
っ
ぽ
ら
か
し
て
、
急
な
坂
道
を
転
が
り
落
ち
て
行
っ
た
。
す
る
と
粗そ

こ
つ
も
の

忽
者
に

腹
を
立
て
た
ペ
ル
ヒ
タ
夫
人
は
娘
の
両
眼
に
ふ
っ
と
息
を
吹
き
込
ん
だ
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
ピ
シ
ャ
リ
、
何
も
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
娘
は
も
う
怖
く
て
怖
く
て
、
道
も
な
い
と
こ
ろ
を
闇や

み
く
も雲

に
突
き
進
み
、
一
晩
中
あ
て
ど
も
な
く
踏
み
迷
っ
た
。
朝
に
な
っ
て

や
っ
と
だ
れ
か
が
彼
女
を
見
つ
け
、
川
向
こ
う
へ
渡
し
、
ザ
ー
ル
タ
ー
ル
の
雇
い
主
の
家
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
主
人

は
こ
の
女
中
に
暇
を
出
し
た
の
で
、
寄
る
辺
な
い
彼
女
は
物
乞
い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
泣
い
て
自
分
の
軽
は
ず
み
を
後
悔
し

な
が
ら
、
道
端
や
川
の
渡
し
場
に
坐す

わ

っ
て
い
た
。
さ
て
再
び
三

ド
ラ
イ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ア
ー
ベ
ン
ト

王
節
の
宵
が
廻
っ
て
来
た
。
盲め

し
い目

の
娘
は
だ
れ
か
女
性
が
道
を
や
っ
て

来
る
き
ぬ
ず
れ
の
音
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
の
よ
う
な
パ
タ
パ
タ
い
う
音
を
耳
に
し
、
声
を
挙
げ
て
、
喜
捨
を
乞
う
た
。
と
こ
ろ
で
こ

の
女
性
は
ち
い
ち
ゃ
な
お
供
を
引
き
連
れ
た
ペ
ル
ヒ
タ
で
、
娘
に
「
施
し
を
し
ま
し
ょ
う
ね
。
わ
た
し
は
一
年
前
に
お
ま
え
の
二
つ
の

灯
り
を
吹
き
消
し
た
。
今
日
ま
た
点と

も

し
て
あ
げ
る
」
と
言
う
な
り
、
物
乞
い
の
顔
に
フ
ッ
と
息
を
吹
き
掛
け
、
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
娘

の
両
眼
は
突
然
開
き
、
以
前
と
同
様
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
は
自
分
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
他
の
人
た
ち

が
用
心
す
る
よ
う
に
、
ま
た
教
訓
と
す
る
よ
う
に
、
た
び
た
び
そ
れ
を
物
語
っ
た
。

オ
ル
ラ
河
畔
の
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
の
い
わ
ゆ
る
ゾ
ル
ゲ
で
も
、
ペ
ル
ヒ
タ
に
両
眼
の
明め

い

を
吹
き
消
さ
れ
た
糸
紡
ぎ
女
に
関
す
る

同
じ
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。

五
五
一
　
繁ブ

ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
ス
ム
ッ
タ
ー

み
の
祖
母
様

ロ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク（

（2
（

の
近
く
、
ザ
ー
レ
左
岸
に
─
─
田い

な
か舎

の
人
た
ち
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
─
─
な
ん
て
い
う
か
、
一
種
の
魔
物
が
棲す

ん
で
い
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
繁ブ

ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
ス
ム
ッ
タ
ー

み
の
祖
母
様
。
苔モ

ー
ス
フ
ロ
イ
ラ
イ
ン

の
嬢
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
娘
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
引
き
連
れ
幾
つ
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か
の
一
定
の
時
期
と
聖
夜
に
田
舎
を
う
ろ
つ
き
廻
る
。
出
く
わ
す
の
は
険け

ん
の
ん呑

で
あ
る
。
目
は
じ
い
っ
と
坐す

わ

っ
て
動
か
ず
、
髪
は
も
じ
ゃ

も
じ
ゃ
。
小
さ
い
荷
馬
車
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
そ
う
い
う
場
合
う
ま
く
避よ

け
る
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
子
ど
も

た
ち
は
殊
の
外
こ
の
お
化
け
婆ば

あ

ち
ゃ
ん
に
怯お

び

え
、
お
互
い
こ
れ
を
口
に
し
て
怖
が
ら
せ
っ
こ
す
る
。
こ
の
妖
怪
は
フ
ル
ダ
と
か
ベ
ル

ヒ
タ
、
あ
る
い
は
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヤ
ー
ク
ト
フ
ラ
ウ

れ
狂
う
狩
猟
の
奥
方
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
の
地
域
伝
説
で
は
彼
女
に
娘
た
ち
が
扈こ

じ
ゅ
う従

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
お
隣
の
地
方
で
は
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
が
お
伴
と
い
う
わ
け
。

五
五
二
　
餌え

さ

や
り
グ
ー
ペ
ル

オ
ル
ラ
河
畔
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
、
騎リ

ッ
タ
ー
グ
ー
ト

士
の
荘
園
ミ（

（2
（

ジ
ッ
ツ
で
羊
飼
い
の
下
僕
─
─
名
前
は
シ
ュ
ペ
ッ
ク
─
─
が
奉
公
を
始
め

た
。
こ
こ
に
は
グ
ー
ペ
ル
（
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
）
が
一
人
活
躍
し
て
い
て
、
夜
毎
羊
た
ち
に
餌
を
や
る
の
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
獣
ど
も
が
干
し
草

架
に
架
け
て
も
ら
っ
た
飼か

い
ば葉

を
食
べ
よ
う
と
、
秣ま

ぐ
さ
お
け桶

や
飼
葉
架
け
へ
跳
ん
で
来
る
物
音
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
た
も
の
で
あ
る
。
新
参

の
下
僕
は
、
ち
い
ち
ゃ
な
お
助
け
妖
精
が
干
し
草
を
脇
に
抱
え
て
引
き
ず
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
拡ひ

ろ

げ
て
や
る
─
─
羊
た
ち
は
そ
の
際
全

然
怖
が
る
様
子
が
な
か
っ
た
─
─
の
を
、
窓
の
一
つ
か
ら
じ
い
っ
と
見
守
っ
た
。
こ
う
し
て
丸
一
年
が
過
ぎ
た
。
好
奇
心
に
駈か

ら
れ
た

シ
ュ
ペ
ッ
ク
は
藁ブ

ン
グ床

─
─
藁わ

ら
た
ば束

で
作
っ
た
寝
床
─
─
を
家
畜
小
屋
の
台
の
上
に
拵こ

し
ら

え
た
。
で
き
れ
ば
グ
ー
ペ
ル
の
餌
の
遣や

り
方
を
見
習

お
う
と
思
っ
て
。
こ
れ
は
大
失
敗
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
グ
ー
ペ
ル
は
そ
れ
以
来
二
度
と
出
て
来
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
羊
た
ち
は

と
い
え
ば
、
そ
の
時
か
ら
ど
ん
ど
ん
痩
せ
細
り
、
日
の
光
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
─
─
こ
れ
だ
っ
て
ま
あ
ち
っ
た
あ
教
え

に
は
な
る
だ
ね
、
と
、
こ
の
話
を
し
た
時
シ
ュ
ペ
ッ
ク
は
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ス
バ
ハ
の
古
城
に
も
昔
大
変
な
働
き
者
の
誠
実
な
餌
や
り
小
人
が
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
城
に
嫁と

つ

い
で
来
た
若
奥
様
が
こ
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の
小
人
の
た
め
に
と
う
と
う
新
し
い
襯シ

ャ
ツ衣

を
縫
っ
て
や
っ
た
。
す
る
と
小
人
は
滝
の
よ
う
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
〔
＝
ル
ー

ラ
〕
の
あ
の
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
の
よ
う
に（

（2
（

、
こ
う
嘆
い
た
。「
お
ら
あ
も
う
こ
れ
っ
き
り
お
さ
ら
ば
せ
に
ゃ
あ
な
ん
ね
え
。
労
賃
を
貰も

ら

っ
ち

ま
っ
た
だ
か
ら
よ
」。
以
来
二
度
と
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

ラ
ニ
ス
近
く
に
住
む
羊
飼
い
の
親
方
も
同
じ
体
験
を
し
た
。
こ
の
人
は
冬
に
た
ま
た
ま
手
伝
い
好
き
な
餌
や
り
小
人
の
足
跡
を
見
掛

け
、
小
人
が
は
だ
し
で
歩
い
て
い
る
の
に
気
付
い
て
憂ゆ

う
う
つ鬱

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
急
い
で
縦
横
の
寸
法
を
測
り
、
小
人
の
た
め
に
綺
麗
な

可
愛
い
靴
を
一
足
拵こ

し
らえ

、
こ
れ
を
並
べ
て
お
い
た
。
や
っ
て
来
た
餌
や
り
小
人
は
靴
を
発
見
、
取
り
上
げ
て
上
か
ら
下
ま
で
じ
っ
く
り

検
分
す
る
と
、
深
い
溜
息
を
つ
い
て
言
っ
た
。

あ
ん
た
の
靴
を
貰
っ
た
で
、 

お
ら
は
休
む
と
す
る
べ
え
よ
。

そ
う
し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
二
度
と
再
び
現
れ
な
か
っ
た
。

五
五
三
　
建バ

ウ
メ
ン
ヒ
ェ
ン

築
小
人

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
と
ラ
ニ
ス
─
─
ど
ち
ら
も
重
要
な
鉱
山
業
の
町
で
あ
る
─
─
の
間
に
あ
る
大

グ
ロ
ー
スカ

ム
ス
村ド

ル
フ

で
教
会
を
建
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
の
こ
と
、
顔
は
皺し

わ

く
ち
ゃ
で
髪
は
白
い
ち
っ
ぽ
け
な
男
が
い
る
の
が
人
目
に
止
ま
っ
た
。
だ
れ
も
こ
の
男
を
知
ら
な

か
っ
た
が
、
ま
あ
働
く
こ
と
、
働
く
こ
と
。
こ
こ
か
と
思
え
ば
ま
た
あ
ち
ら
、
現
れ
た
か
と
思
え
ば
見
え
な
く
な
り
、
石
材
を
運
ん
だ
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り
、
灰モ

ル
タ
ル泥

を
混
ぜ
た
り
、
足
場
を
あ
ち
こ
ち
攀よ

じ
登
っ
た
り
。
と
り
わ
け
昼
飯
時
に
は
目
立
っ
た
。
な
に
し
ろ
こ
の
男
、
一
切
飲
食
し

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
た
か
と
思
え
ば
い
な
く
な
り
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
て
、
ど
こ
へ
帰
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ

た
。
棟
梁
が
週
給
を
払
う
時
、
親
方
連
や
職
人
た
ち
の
中
に
い
た
例た

め

し
が
な
か
っ
た
。
老
人
た
ち
は
こ
の
小
男
が
若
手
の
職
人
た
ち
に

侮
辱
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
配
り
、
職
人
た
ち
に
「
あ
り
ゃ
あ
建バ

ウ
メ
ン
ヒ
ェ
ン

築
小
人
だ
。
わ
し
ら
、
絶
対
に
あ
れ
を
怒
ら
せ
ち
ゃ
な
ん
ね
え
。
さ
も

ね
え
と
え
れ
え
こ
と
に
な
る
」
と
低こ

ご
え声

で
言
っ
て
聴
か
せ
た
。
さ
て
、
教
会
建
立
は
滞

と
ど
こ
おり

な
く
み
ご
と
に
済
み
、
竣し

ゅ
ん
こ
う工

は
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
早
か
っ
た
。
教
会
の
奉
献
式
が
行
わ
れ
た
時
、
建バ

ウ
メ
ン
ヒ
ェ
ン

築
小
人
は
、
こ
の
新
し
い
神
の
家
を
祝
福
す
る
祈き

と
う禱

が
唱
え
終
わ
ら
れ
る
ま

で
、
高エ

ン
ポ
ー
レ廊

や
ら
、
風オ

ル
ガ
ン琴

演
奏
席
や
ら
、
説
教
壇
や
ら
に
出
没
し
た
。
そ
れ
か
ら
衆
目
が
見
守
る
前
で
ど
こ
へ
と
も
な
く
姿
を
消
し
、
二

度
と
現
れ
な
か
っ
た
。

五
五
四
　
カ
ム
ス
村ド

ル
フ

の
山
の
精
た
ち

カ
ム
ス
村ド

ル
フ

の
数
数
の
鉱
坑
に
は
性
格
が
善
良
、
意
地
悪
を
取
り
混
ぜ
て
い
ろ
い
ろ
な
種
類
、
姿
形
の
山
の
精
が
い
る
。
白し

ら
が髪

の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

と
し
て
現
れ
る
場
合
は
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
と
呼
ば
れ
、
鉱
夫
ら
に
豊
か
な
鉱
脈
を
教
え
て
く
れ
る
。
事
故
が
起
こ
り
そ
う
な
時
、
捨ず

り石
山や

ま

の

上
に
火か

え
ん焰

に
包
ま
れ
た
巨
人
の
恰か

っ
こ
う好

で
坐す

わ

り
込
ん
で
い
て
、
鉱
夫
ら
が
入
坑
す
る
前
に
警
告
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
姿
で
も
親

切
な
性
質
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
た
だ
し
、
大
き
な
騒
音
や
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄

は
我
慢
で
き
な
い
。
そ
こ
で
地
底
で
働
く
際
、
鉱
夫
は
無
用
な

音
を
一
切
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
暗
闇
の
中
で
は
口
笛
を
吹
い
た
り
、
悪
態
を
つ
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
え
て
し
な
い
。
ど
ち
ら
も
明

る
い
地
上
な
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
平
気
の
平
左
で
や
ら
か
す
の
だ
が
。
呪
い
の
言
葉
を
口
に
す
る
者
が
い
る
と
、
山
の
精
た
ち
は
ご
く
深

い
縦た

て
あ
な坑

に
突
き
落
と
し
た
り
、
頸く

び

を
ぐ
い
と
捻ひ

ね

っ
て
顔
を
真
後
ろ
に
向
け
て
し
ま
う
。
灰
色
の
上
っ
張
り
を
着
込
ん
だ
彼
ら
は
、
好
意
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を
寄
せ
る
鉱
夫
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
や
る
。
す
る
と
諸
事
万
端
素
晴
ら
し
く
速
く
進し

ん
ち
ょ
く捗

す
る
。
山
の
精
た
ち
の
声
は
雄お

ん
ど
り鶏

の
鳴
き
声

に
似
て
い
る
。
猫
の
姿
に
な
っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
鉱
塊
の
上
に
坐
っ
て
い
る
の
が
時
折
見
掛
け
ら
れ
る
。
大
き
な
、
火
の
よ
う
な
目

で
こ
う
し
た
宝
を
見
張
っ
て
い
る
の
だ
。
カ
ム
ス
ド
ル
フ
の
鉱
坑
の
一
つ
に
、
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
で
み
っ
と
も
な
い
風
采
、
乾チ

ー
ズ酪

鉢ば
ち

み（
（2
（

た
い
に
で
っ
か
い
目
玉
の
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
が
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
姿
で
は
あ
っ
た
が
、
極
め
て
善
良
な
性
質
で
、
独
り
静
か

に
暮
ら
し
て
お
り
、
鉱
内
作
業
を
こ
つ
こ
つ
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
た
。
と
り
わ
け
、
哀
れ
な
少
年
鉱
夫
が
く
た
び
れ
た
時
に
は
力
を

貸
し
、
仕
事
を
代
わ
っ
た
り
し
た
も
の
。
け
れ
ど
も
そ
の
時
一
言
も
喋し

ゃ
べ

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
少
年
は
坑
内
に
入
る
際
毎
朝
プ
フ
エ
ニ
ヒ

小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
を
一
つ
持
っ
て
来
て
、
決
ま
っ
た
場
所
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
を
か
ら
か
っ
て
や
り
た
か
っ
た
別
の
少

年
が
そ
の
小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
を
平
ら
げ
た
。
そ
の
後
鉱
石
運
搬
容バ

ケ
ッ
ト器

が
引
き
揚
げ
ら
れ
て
地
表
に
着
く
と
、
そ
の
中
に
小ゼ

ン

メ

ル

型
丸
白
麵
麭
を

食
べ
て
し
ま
っ
た
若
者
が
発
見
さ
れ
た
。
死
ん
で
い
た
。
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
に
頸
を
捻
ら
れ
、
運
搬
容バ

ケ
ッ
ト器

に
押
し
込
ま
れ
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
、
麵パ

ン麭
を
喰く

っ
た
り
と
は
未
来
永え

い
ご
う劫

お
さ
ら
ば
の
身
と
な
っ
た
し
だ
い
。

五
五
五
　
ビ
ル
プ
ツ
ェ
ど
も

こ
の
地
域
の
田
舎
の
民
衆
の
間
に
は
い
ま
だ
に
こ
の
ビ
ル
プ
ゼ
と
も
莨ビ

ル
ゼ
ント

根（
（2
（

刈シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー

り
人
と
か
灯ビ

ン
ゼ
ン

心
草
刈シ

ュ
ニ
ッ
タ
ー

り
人
と
も
呼
ば
れ
る
、
魔
物

だ
っ
た
り
人
間
だ
っ
た
り
の
い
や
ら
し
い
穀
物
刈
り
手
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
形
態
の
描
写
は
種
種
様
様
だ
が
、
小
さ
な

三
角
帽
を
被か

ぶ

っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
由
。
彼
ら
は
妖
精
の
よ
う
な
お
化
け
と
し
て
、
田
舎
の
人
た
ち
が
宵
も
遅
く
に
な
っ
て
畝う

ね

の
間
を
抜
け
、
家
に
帰
る
折
、
そ
の
行
く
手
に
し
げ
し
げ
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
ビ
ル
プ
ツ
ェ
ど
も
は
髪
を
靡な

び

か
せ
、
大
抵
は
白
い
亜
麻

の
服
を
着
て
い
る
。
巨
大
な
玉
の
恰か

っ
こ
う好

を
し
て
畑
を
転
が
り
廻
り
、
ひ
ど
い
損
害
を
与
え
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
収
穫
時
に
は
ま
ま
恐
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ろ
し
い
旋つ

む
じ
か
ぜ風

に
な
っ
て
襲
来
、
刈
っ
た
ば
か
り
の
穀
物
を
吹
き
散
ら
し
て
し
ま
う
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
こ
れ
に
気
付
い
た
ら
、
農

夫
た
ち
は
懐ポ

ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ

中
小
刀
─
─
刃
に
十
字
が
三
つ
刻
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─
を
そ
の
ビ
ル
プ
ツ
ェ
に
投
げ
つ
け
、「
こ
い
つ
を

喰く

ら
え
、
ビ
ル
プ
ツ
ェ
め
」
と
叫
ぶ
の
が
常
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
日
一
般
に
民
衆
が
信
じ
て
い
る
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー（

（2
（

と
い

う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
、
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
、
三
位
一
体
の
祝
日
に（

（3
（

畑
に
や
っ
て
来
る
。
裸
足
で
、

右
の
親
指
に
小
さ
い
鎌か

ま

型
の
小
刀
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
耕
地
を
歩
い
て
行
き
、
こ
の
小
刀
で
一
筋
ず
っ
と
刈
り
取
る
。
刈

り
入
れ
と
脱
穀
の
時
が
来
る
と
、
こ
う
さ
れ
た
畑
の
収
穫
は
十
分
の
一
を
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
に
分
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
そ
う
し
た
所
業
は
大
き
な
危
険
を
孕は

ら

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
最
中
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
が
だ
れ
か
に
呼
ば
れ
た

り
、
頭
上
に
銃
を
撃
た
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
年
の
内
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
や
つ
の
方
が
や
っ
て
来
た
者
に
先
に
気
付
い

て
、
声
を
掛
け
れ
ば
、
死
の
籤く

じ

は
そ
ち
ら
に
中あ

た

る
。
大
抵
の
農
夫
は
こ
ん
な
具
合
に
自
家
の
畑
に
降
り
掛
か
り
か
ね
な
い
損
失
を
以
下

の
方
法
で
防
ぐ
。
畑
を
外
側
か
ら
ぐ
る
ぐ
る
耕
し
て
、
種
も
そ
の
よ
う
に
播ま

く
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
こ
う
し
て
収
穫
さ
れ
た
穀
物
に
ビ

ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
は
手
を
出
せ
な
い
。
刈
り
取
ら
れ
た
穀
物
が
脱
穀
さ
れ
る
と
、
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
が
や
っ
て
来
て
、
う

ま
い
こ
と
を
並
べ
立
て
、
収
穫
物
を
い
く
ら
か
掛
け
で
売
っ
て
欲
し
い
、
と
言
う
が
、
聴
き
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ

ニ
ッ
タ
ー
へ
仕
返
し
す
る
に
は
、〔
こ
や
つ
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
〕
十
分
の
一
の
穀
物
を
脱
穀
す
る
際
、
杜ね

ず松
の
木
の
小
枝
を
何
本

か
〔
殻か

ら
ざ
お棹

に
〕
添
え
る
と
よ
い
。
穀
物
を
殻
棹
が
打
つ
ご
と
に
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
に
中
る
の
で
、
遂
に
は
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ

タ
ー
が
慌あ

わ

て
て
や
っ
て
来
て
、
ど
う
か
お
願
い
だ
か
ら
、
別
の
殻
棹
で
叩た

た

い
て
く
れ
、
と
頼
む
。
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五
五
六
　
莨ビ

ル
ゼ
ン

ト
根
刈シ

ュ
ニ
ッ
タ
ー

り
人
の
報
い

ビ
ル
プ
ツ
ェ
だ
っ
た
欲
張
り
男
が
、
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
の
真
夜
中
少
し
過
ぎ
、
日
の
出
前
に
例
の
い
や
ら
し
い
畑
歩
き
を
始

め
よ
う
と
身
支
度
し
た
。
屋
根
裏
部
屋
の
ご
く
人
目
に
付
か
な
い
片
隅
か
ら
注
意
深
く
隠
し
て
お
い
た
小
さ
な
三
角
帽
と
二
挺ち

ょ
うの

小
さ

な
鎌か

ま

型
の
小
刀
を
取
り
出
し
、
上
っ
張
り
の
下
に
し
ま
い
込
ん
だ
。
隣
人
の
穀
物
畑
を
目
指
し
て
進
み
な
が
ら
、
男
は
だ
れ
に
も
見
咎と

が

め
ら
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
た
。
な
に
し
ろ
途
中
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
が
だ
れ
か
に
出
く
わ
し
て
、
声
を
掛
け
ら
れ
挨
拶
さ
れ
よ

う
も
の
な
ら
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
ふ
さ
ふ
さ
と
見
事
に
稔み

の

っ
て
い
る
穀
物
を
貪
欲
に
見
渡
し
、
男
は
呪
わ
れ
た
妖
術

に
よ
っ
て
こ
の
半
ば（

（3
（

が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
ほ
く
そ
笑
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
急
い
で
小
さ
な
帽
子
を
被か

ぶ

り
、
鎌
を
両
足
の
親
指

に
結
び
付
け（

（3
（

、
穀
物
の
茎
を
刈
り
な
が
ら
、
耕
地
を
斜
め
に
歩
い
た
。
こ
れ
を
済
ま
せ
た
帰
り
道
、
も
う
村
の
取
っ
つ
き
の
家
並
み
に

差
し
掛
か
っ
た
時
、
彼
は
う
っ
か
り
荘
園
領
主
の
牝め

う
し牛

の
群
れ
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
牛
飼
い
に
朝
の
挨
拶
を
さ
れ
て
は
大
変
と
、
慌あ

わ

て
て
脇
の
路
地
に
滑
り
込
ん
だ
の
は
よ
い
が
、
腹
立
ち
の
あ
ま
り
、
牝
牛
た
ち
が
血
の
乳ミ

ル
ク

を
出
す
よ
う
、
呪
い
を
掛
け
た
。
夕
方
の
乳

搾し
ぼ

り
の
後
で
女
中
た
ち
が
牛
飼
い
を
呼
ん
で
、
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
た
、
と
訴
え
た
。
世せ

こ故
に
長た

け
た
牛
飼
い
は
因
果
関
係
を
推
し
量

り
、
近
く
の
森
の
一
軒
家
に
住
ん
で
い
る
賢
い
男
の
許も

と

へ（
（3
（

急
い
だ
。
賢
い
男
は
、
犯
人
は
き
っ
と
自
分
か
ら
名
乗
り
出
る
だ
ろ
う
、
安

心
し
て
家
に
帰
れ
、
と
牛
飼
い
に
告
げ
た
。
そ
れ
か
ら
賢
い
男
は
感か

ん
の
う応

と
反
感
応
の
術
を
用
い
、
牝
牛
を
汚
損
し
た
者
が
不
安
で
堪た

ま

ら

な
く
な
る
よ
う
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
間
信
仰
に
よ
れ
ば
、
加
害
者
が
家
畜
の
所
有
者
に
何
か
を
借
り
に
行
く
ま
で
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
の
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
は
恐
ろ
し
い
不
安
に
襲
わ
れ
、
遮し

ゃ

に

む

に

二
無
二
荘

園
領
主
の
と
こ
ろ
へ
押
し
掛
け
、
挨
拶
も
な
に
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
領
主
の
部
屋
に
転
げ
込
ん
で
、
ど
う
か
お
願
い
で
す
か
ら
、
麵パ

ン麭
を
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貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
頼
ん
だ
。
こ
の
異
常
な
懇
請
に
驚
い
た
荘
園
領
主
は
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
し
た
。
す
る
と
ビ
ル
ゼ

ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
は
極
度
の
不
安
に
駈か

ら
れ
て
跪

ひ
ざ
ま
ずき

、
ど
う
か
ど
う
か
麵パ

ン麭
を
一
切
れ
お
貸
し
く
だ
さ
い
、
と
哀
訴
嘆
願
し
た
。
と
う

と
う
荘
園
領
主
が
願
い
を
叶か

な

え
て
や
る
と
、
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
は
蒼そ

う
こ
う惶

と
し
て
立
ち
去
っ
た
。
さ
て
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、

こ
の
男
は
も
っ
と
大
き
な
難
儀
に
見
舞
わ
れ
た
。
自
分
の
穀
物
畑
で
だ
れ
が
例
の
歩
行
を
や
ら
か
し
た
か
、
す
ぐ
に
悟
っ
た
男
の
隣
人

は
、
か
ん
か
ん
に
怒
り
、
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
に
刈
り
取
ら
れ
た
穀
物
の
穂
を
一
握
り
集
め
、
束
に
縛
る
と
、
こ
れ
を
家
の
煙

突
の
中
に
吊
し
た
。
な
に
し
ろ
こ
れ
こ
そ
か
の
妖
術
に
対
す
る
最
も
強
力
な
反
撃
手
段
な
の
で
あ
る
。
悪
評
高
い
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ

タ
ー
は
そ
の
日
か
ら
消
耗
性
疾
患
に
取
り
憑つ

か
れ
、
穀
物
畑
の
所
有
者
が
穂
の
束
を
煙
道
か
ら
出
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
穂

の
よ
う
に
乾ひ

か涸
ら
び
て
、
生
け
る
木み

い

ら

乃
伊
と
化
し
、
だ
れ
が
見
て
も
お
ぞ
ま
し
い
化
け
物
と
な
っ
た
が
、
と
う
と
う
惨
め
な
死
を
遂
げ

た
。
こ
れ
が
彼
の
非
道
な
悪
行
の
報
い
だ
っ
た
。

五
五
七
　
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト

エ
ー
ル
ス
ニ
ッ
ツ（

（3
（

近
郊
の
フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク
の
館（

（3
（

に
纏ま

つ

わ
る
広
く
知
ら
れ
た
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
城
を
築
い
た
の
は
ロ
ー
マ
の

將
軍
ド
ル
ス
ス
・
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス（

（3
（

だ
そ
う
な
。
城
の
一
室
─
─
後
に
役
場
執
務
室
と
し
て
使
わ
れ
た
─
─
の
壁
に
は
か
つ
て
ラ
テ
ン
語

の
二
行
詩
が
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
陣
営
を
張
り
し
ド
ル
ス
ス
は
山
を
総プ

ラ
エ
ト
ル督

と
名
付
け
た
り
。 

し
か
し
て
そ
の
名
を
後
代
は
継
承
せ
り（

（3
（

。　
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古
人
は
こ
の
詩
句
に
次
の
よ
う
に
唱
和
し
た
。

高
貴
な
る
ロ
ー
マ
の
代フ

ォ
イ
ク
ト官

ド
ル
ス
ス
は 

危
急
に
遭
い
て
こ
の
山ベ

ル
ク

を
築
き
ぬ
。 

彼
は
ド
イ
ツ
で
戦
を
こ
と
と
せ
し
ゆ
え
、 

こ
こ
は
今
に
至
る
ま
で
代フ

ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク

官
山
と
呼
ば
れ
た
り
。

更
に
こ
う
い
う
韻
文
も
あ
る
。

代フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク

官
山
の
周
り
の
土
地
は 

ど
こ
も
か
し
こ
も
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト（

（3
（

。 

幾
歳
月
を
閲け

み

し
た
城
を 

た
ま
た
ま
得
た
の
は
プ
ラ
ウ
エ
ン（

（3
（

の
殿
ら
。

一
五
三
六
年
フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク
は
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
の
か
な
り
の
部
分
と
共
に
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
の
手
に
渡
っ
た
。

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
オ
ル
ラ
地ガ

ウ域
の
幾
つ
も
の
小
都
市
を
世
俗
で
は
こ
ん
な
諷ふ

う
し刺

詩
─
─
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方

の
も
の
の
同
類
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
一
）
─
─
で
お
ち
ゃ
ら
か
す
。
そ
の
文
句
は
左
の
ご
と
し
。
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ア
ダ
ム
の
堕
罪
で
ト
リ
プ
ツ（

（4
（

は
滅
び
た
。 

そ
し
て
ア
ウ
マ（

（4
（

は
そ
の
隣
。 

ヴ
ァ
イ
ダ（

（4
（

に
ゃ
お
銭あ

し

は
一
文
も
。 

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト（

（4
（

は
何
も
く
れ
な
い
。 

ツ
ィ
ー
ゲ
ン
リ
ュ
ッ
ク（

（4
（

は
大
窮
乏
。 

ラ
ニ
ス
に
ゃ
麵パ

ン麭
は
一
口
も
。 

そ
し
て
パ
ウ
ザ（

（4
（

は
そ
の
姉
妹
。 

空
っ
ぽ
の
巣
じ
ゃ
な
い
の
か
い
。

伝
承
に
よ
れ
ば
パ
ウ
ザ
は
世
界
の
中
心
だ
そ
う
な（

（4
（

。
そ
こ
へ
行
く
に
は
ザ
ク
セ
ン
＝
バ
イ
エ
ル
ン
鉄
道
で
メ
ー
ル
ト
イ
ア
ー（

（4
（

ま
で
行

く
。
そ
こ
か
ら
郵
便
馬
車
が
シ
ュ
ラ
イ
ツ（

（4
（

へ
通
っ
て
い
る
。
六
人
以
上
の
人
間
が
こ
れ
に
乗
ろ
う
と
申
し
込
む
と
、
こ
う
言
わ
れ
る
。

「
シ
ュ
ラ
イ
ツ
行
き
の
郵
便
馬
車
は
満
員
で
す
。
で
も
パ
ウ
ザ
へ
な
ら
他
の
馬
車
で
行
け
ま
す
よ
」
と
。
さ
て
、
パ
ウ
ザ
ま
で
行
く
と
、

ど
う
や
っ
て
シ
ュ
ラ
イ
ツ
に
辿た

ど

り
着
い
た
も
の
か
、
思
案
投な

げ
く
び首

と
あ
い
な
る
。
こ
れ
を
称
し
て
「
パパ

ウ

ジ

ー

レ

ン

ウ
ザ
を
や
ら
か
す
」
と
申
し
ま
す

な
。

五
五
八
　
ロ
イ
ス
一
門
の
名

ロ
イ
セ
ン
ラ
ン
ト
─
─
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
は
こ
う
言
わ
れ
る
こ
と
も
稀ま

れ

で
は
な
い
─
─
は
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
部
族
名（

（4
（

「
ル
ッ
ツ
ェ
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ン
」
─
─
「
ロル

ッ

セ

ン

シ
ア
人
」
と
響
き
は
同
じ
。
ロ
シ
ア
皇
帝
の
称
号
中
に
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
ロ
イ
セ
ン
人
の
専
制
君
主（

（5
（

」
と
い
う
の
が
ま

た
こ
の
ド
イ
ツ
の
地
方
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
─
─
に
由
来
す
る
。
伝
説
は
こ
の
邦く

に

の
名
の
語
源
学
的
推
論
を
鼻
で
あ
し
ら
い
、
こ
の
よ

う
に
説
く
。
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世（

（5
（

が
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
大
軍
─
─
こ
れ
に
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
諸
邦
の
伯
爵

や
殿
輩ば

ら

が
多
数
参
加
し
た
─
─
を
率
い
て
出
征
し
た
折
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
の
代フ

ォ
イ
ク
ト官

、
ゲ
ラ（

（5
（

の
殿
、
そ
れ
か
ら
か
の
、
後
に
一
度
に
二
人
の

妻
を
持
っ
た
の
で
知
ら
れ
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯（

（5
（

も
従
軍
し
た
。
プ
ト
ロ
マ
イ
ス（

（5
（

攻
防
戦
で
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
が
サ
ラ
セ
ン
人
の
捕
虜
と

な
っ
た
時
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
の
代フ

ォ
イ
ク
ト官

も
同
じ
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
彼
は
異
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ア
の
商
人
に（

（5
（

奴
隷
と
し
て
売

り
渡
さ
れ
、
そ
の
故
国
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
さ
て
そ
の
地
で
こ
の
ド
イ
ツ
の
伯
爵
は
奴ぬ

ぼ
く僕

と
し
て
仕
え
る
身
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア

軍
が
タ
タ
ー
ル
軍（

（5
（

に
打
ち
負
か
さ
れ
た
時
、
闘
い
で
雄
雄
し
く
活
躍
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
し
て
も
虜と

り
こ囚

に
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ヘ
カ
ッ
タ
な
る
名
の
タ
タ
ー
ル
の
君
侯
が
新
し
い
主
人
と
な
っ
た
。
こ
の
野
蛮
な
種
族
の
当
た
る
と
こ
ろ
敵
無
き
強
大
な
軍
勢
は

ド
イ
ツ
の
地
に
も
侵
入
、
シ
レ
ジ
ア
ま
で
押
し
進
ん
だ
。
元
プ
ラ
ウ
エ
ン
の
代フ

ォ
イ
ク
ト官

も
軍ぐ

ん
り
ょ旅

の
中う

ち

に
あ
っ
た
が
、
機
会
を
見
つ
け
て
う
ま

う
ま
と
脱
走
、
再
び
自
ら
の
治
め
る
邦
と
民
の
許も

と

に
戻
り
、
身
辺
の
要
務
を
処
置
し
終
わ
る
と
、
皇
帝
の
宮
廷
に
伺し

こ
う候

、
冗
談
に
つ
け

本
気
に
つ
け
そ
の
堂
堂
た
る
騎
士
と
し
て
の
進
退
で
頭
角
を
現
し
た
。
そ
の
際
し
ば
し
ば
ロ
シ
ア
の
民
族
衣
装
を
纏ま

と

っ
て
人
前
に
出
、

モ
ス
コ
ヴ
ィ
ア
人
の
言
葉
を
喋し

ゃ
べ

る
こ
と
が
で
き
、
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ア
人
の
習
俗
を
少
な
か
ら
ず
身
に
着
け
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
の
っ
ぽ

の
ロル

ッ

セ

シ
ア
人
と
か
ロ
イ
セ
と
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
で
古
文
献
に
は
彼
の
名
が
ル
ッ
ツ
ォ
、
リ
ュ
ッ
ツ
ォ（

（5
（

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か

る
。
か
く
し
て
彼
の
添
え
名
の
ロ
イ
ス
が
一
族
の
姓
お
よ
び
称
号
と
し
て
代フ

ォ
イ
ク
ト官

家
の
全
て
の
家
系
に
受
け
継
が
れ
、
後
世
に
は
代フ

ォ
イ
ク
ト官

な

る
名
称
を
全
く
押
し
退
け
る
に
至
っ
た
。
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五
五
九
　
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ア

魔
の
障
壁

ツ
ィ
ー
ゲ
ン
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
森
林
地
帯
の
ヴ
ァ
ル
ス
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レ（

（5
（

の
ア
イ
ヒ
リ
ュ
ッ
ク
山
に
昔
む

か
し
悪
魔
が
そ
の
子
分
ど
も
と
共
に
棲す

み
、
こ
こ
に
近
づ
く
者
を
奸
計
を
廻め

ぐ

ら
し
て
捉と

ら

え
よ
う
と
し
た
。
あ
る
時
壁
工
の
親
方
が
そ
こ

へ
や
っ
て
来
た
。
邪

よ
こ
し
まな

者
〔
＝
悪
魔
〕
は
、
お
れ
は
あ
ん
た
が
見
て
い
る
前
で
、
真
夜
中
か
ら
雄お

ん
ど
り鶏

が
啼な

く
ま
で
の
間
に
、
川
の
一
番

流
れ
が
激
し
い
と
こ
ろ
を
横
切
っ
て
障
壁
を
築
く
つ
も
り
だ
が
、
お
れ
と
賭か

け
を
し
な
い
か
、
と
言
っ
た
。
親
方
は
賭
け
に
乗
り
、
近

く
の
木
に
登
っ
て
、
そ
こ
か
ら
事
の
成
行
を
見
届
け
る
こ
と
に
し
た
。
親
方
は
、
悪
魔
が
山
山
か
ら
で
っ
か
い
巖い

わ

の
塊
を
幾
つ
も
幾
つ

も
も
ぎ
取
り
、
ザ
ー
レ
川
に
ぶ
ち
込
み
、
足
で
踏
み
つ
け
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
を
眺
め
て
愕が

く
ぜ
ん然

と
し
た
。
あ
と
僅
か
十
五
、六

肘エ

レ尺
で
工
事
が
完
成
し
よ
う
と
い
う
時
、
お
っ
そ
ろ
し
く
心
配
に
な
っ
た
樹
上
の
壁
工
は
、
声
高
ら
か
に
「
キ
ッ
ケ
リ
キ
ー
、
キ
ッ
ケ

リ
キ
ー
、
キ
ッ
ケ
リ
キ
ー
」
と
啼
い
た
。
そ
こ
で
悪
魔
は
瞞だ

ま

さ
れ
て
、
本
物
の
雄
鶏
が
刻と

き

を
作
っ
た
の
だ
、
と
思
い
込
ん
だ
。
か
ん
か

ん
に
怒
っ
た
悪
魔
は
傍
に
あ
っ
た
巖
を
ぴ
し
ゃ
り
と
ぶ
ん
殴な

ぐ

り
─
─
今
日
で
も
そ
の
手
の
痕あ

と

が
そ
こ
に
ま
ざ
ま
ざ
と
見
え
る
─
─
、
そ

れ
か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
障
壁
は
悪
魔
が
ほ
っ
ぽ
ら
か
し
た
開
口
部
が
残
っ
た
ま
ま
い
ま
だ
に
未
完
成
で
、
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ア

魔
の
障
壁
と（

（5
（

呼
ば
れ
て

い
る
。

障
壁
近
く
の
大
き
な
巖
の
上
に
は
皿
や
鉢は

ち

の
よ
う
な
窪く

ぼ

み
が
数
数
あ
る
。
障
壁
工
事
を
始
め
る
前
、
悪
魔
が
子
分
ど
も
と
一
緒
に
こ

れ
を
使
っ
て
食
事
を
し
た
そ
う
な
。
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五
六
〇
　
ク
ロ
ス
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
村
の
鍛ヒ

ュ
ッ
テ
ン
メ
ン
ヒ
ェ
ン

造
小
人
た
ち

ロ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（

（6
（

近
郊
の
ク
ロ
ス
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
村
に
は
そ
の
昔
鍛
造
工
ら
の
仕
事
を
前
も
っ
て
片
づ
け
て
く
れ
る
鍛

ヒ
ュ
ッ
テ
ン
メ
ン
ヒ
ェ
ン

造
小
人

た
ち
が
棲す

ん
で
い
た
。
彼
ら
が
小
さ
な
緑
の
襯シ

ャ
ツ衣

を
着
て
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
る
の
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
一
人
が
炭
を
火
に

く
べ
れ
ば
、
一
人
が
鉄
を
運
び
、
一
人
が
大
き
な
鎚

ハ
ン
マ
ーを

振
る
う
と
い
う
具
合
。
鍛
造
工
ら
が
や
っ
て
来
る
と
、
い
つ
も
仕
事
の
大
部
分

が
も
う
で
き
て
い
る
の
だ
っ
た
。
小
人
た
ち
が
姿
を
消
し
て
か
ら
、
鍛
造
業
の
全
盛
時
代
は
終
わ
っ
た
。

五
六
一
　
お
い
ら
の
た
め
の
灯ひ

そ
う
そ
う
昔
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク（

（6
（

近
郊
の
小
村
レ
ル
ヒ
の
傍
で
は
、
灯と

も
し
び火

が
一
つ
、
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

に
目
撃
さ
れ
た
。
あ

る
区
域
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
、
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
と
、
消
え
る
の
で
あ
る
。
あ
え
て
こ
れ
に
出で

あ逢
お
う
と
か
、
行
く
手
の
邪
魔
を

し
よ
う
と
か
、
企
て
る
者
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
ご
く
年
若
な
生な

ま

物も
の
し識

り
が
登
場
し
た
。
こ
の
坊
や
、
教ゼ

ミ

ナ

リ

ウ

ム

員
養
成
所
で
大

量
の
啓
蒙
主
義
を
呑
み
込
み
、
お
腹
一
杯
ぽ
ん
ぽ
こ
り
ん
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
迷
信
に
拠よ

っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
の
さ
よ

う
な
妖
怪
を
信
じ
て
い
る
と
は
無
知
蒙も

う
ま
い昧

な
人
た
ち
だ
、
と
レ
ル
ヒ
の
農
夫
た
ち
を
笑
い
飛
ば
し
、「
灯と

う
か火

は
た
だ
一
つ
あ
る
の
み
。

す
な
わ
ち
、
我
ら
が
理
性
、
我
ら
が
啓
蒙
主
義
の
灯
火
で
あ
る
」
と
片
づ
け
、
そ
の
灯ひ

と
や
ら
を
見
せ
て
欲
し
い
、
そ
う
し
た
ら
自

分
は
、
そ
も
い
か
な
る
灯と

う
か火

ぞ
、
と
問
い
質た

だ

し
、
こ
れ
を
自
然
原
理
に
基
づ
い
て
彼
ら
農
夫
に
説
明
し
よ
う
、
と
言
っ
た
。
農
夫
ら
は

灯と
も
し
び火

が
よ
く
さ
ま
よ
う
宵
を
待
っ
て
、
出
没
す
る
場
所
ま
で
こ
の
小
先
生
に
随つ

い
て
行
っ
た
。
す
る
と
そ
の
灯
が
や
っ
て
来
た
。
先
生
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は
勇
気
凛り

ん
り
ん凛

灯
火
に
向
か
っ
て
進
み
、
近
く
ま
で
寄
る
と
、「
お
い
、
あ
ん
た
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
灯と

う
か火

な
ん
だ
」
と
叫
ん
だ
。
農

夫
た
ち
は
け
っ
こ
う
後
ろ
に
退
い
て
い
た
が
、
大
き
な
ピ
シ
ャ
リ
と
い
う
音
、
す
ぐ
に
続
け
て
も
う
一
発
ピ
シ
ャ
リ
、
そ
れ
か
ら
甲
高

い
声
で
こ
う
怒
鳴
る
の
は
充
分
聞
こ
え
た
。

お
ぬ
し
は
お
ぬ
し
の
世
話
を
焼
け
。 

お
い
ら
は
お
い
ら
の
た
め
の
灯
よ
。

こ
の
科せ

り
ふ白

と
共
に
で
し
ゃ
ば
り
の
啓
蒙
家
は
し
た
た
か
な
横
び
ん
た
を
二
つ
喰く

ら
わ
さ
れ
た
わ
け
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
レ
ル

ヒ
の
農
夫
た
ち
は
彼
に
「
灯リ

ヒ
ト
フ
ロ
イ
ン
ト

の
お
友
だ
ち
」
な
る
綽あ

だ
な名

を
奉
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
ち
ら
は
、
絶
対
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
堅
く
誓
っ

た
が
。

五
六
二
　
娘ド

ッ
ケ
ン
タ
イ
ヒ

っ
こ
池

（
ア
ウ
マ
近
郊
）
メ
ル
ケ
ン
村ド

ル
フ

の
北
西
半
時
間
、
ア
ウ
マ
水ミ

ュ
ー
レ車

の
傍
に
娘ド

ッ
ケ
ン
タ
イ
ヒ

っ
こ
池
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
る
。
昔
む
か
し
こ
の
池
に
は

父
親
と
二
人
の
こ
よ
な
く
愛
ら
し
い
娘
が
棲す

ん
で
い
た
。
そ
の
繊
細
優
美
な
こ
と
と
い
っ
た
ら
も
う
形
容
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
人
人

は
、
そ
れ
以
外
全
く
知
る
こ
と
の
な
い
こ
の
姉
妹
を
た
だ
た
だ
「
娘ド

ッ
ケ
ン

っ
こ
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
〔
水
中
の
〕
娘
た
ち
に
は
地
上
の
娘
た

ち
と
同
じ
く
、
踊
り
が
大
好
き
と
い
う
弱
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
し
ば
し
ば
山
を
下
り
て
メ
ル
ケ
ン
ド
ル
フ
や
ピ
ー
ジ
ギ
ッ
ツ
へ
と

や
っ
て
来
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
子
た
ち
に
は
す
ぐ
さ
ま
崇
拝
者
が
で
き
、
彼
ら
は
怠
り
な
く
家
ま
で
送
り
届
け
た
。
池
の
畔ほ

と
り

ま
で
行
く
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と
、
そ
こ
に
は
一
種
の
扉
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
階
段
が
下
へ
続
い
て
い
た
。
こ
れ
を
降
り
る
と
す
ぐ
に
快
適
で
広
広
と
し
た
住
ま
い
に

達
し
た
。
し
か
し
娘
ら
は
、
父
の
年
寄
り
水ニ

ッ
ク
ス

の
精
が
ま
ず
寝
て
し
ま
わ
な
き
ゃ
、
そ
う
す
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
徒
〔
＝
人
間
〕
の
臭
い
を

嗅か

ぎ
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
と
言
っ
て
、
送
っ
て
く
れ
た
男
た
ち
を
用
心
深
く
玄
関
の
後
ろ
に
隠
し
た
。
男
た
ち
は
こ
の
場
所
で
、
娘

ら
と
そ
の
父
親
の
会
話
を
震
え
な
が
ら
た
ま
た
ま
盗
み
聞
き
し
た
。
父
親
は
、
お
ま
え
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
と
こ
ろ
に
出
掛
け
た

の
か
、
そ
れ
と
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
こ
こ
へ
連
れ
て
来
て
い
る
の
か
、
と
訊き

い
た
。
娘
ら
が
、
こ
ち
ら
か
ら
出
掛
け
た
の
、
と
答
え
る

と
、
父
親
は
い
く
ら
か
落
ち
着
い
た
。
こ
の
娘
ら
は
父
親
か
ら
、
宵
の
十
時
に
は
家
へ
帰
っ
て
い
る
よ
う
に
、
と
極
め
て
厳
し
く
命
じ

ら
れ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
殺
し
て
し
ま
う
、
と
脅
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
メ
ル
ケ
ン
ド
ル
フ
の
若
者
た
ち
は
わ
ざ
と
娘
ら
を
も
っ
と

遅
く
ま
で
引
き
留
め
て
、
そ
れ
か
ら
送
っ
て
行
っ
た
。
若
者
た
ち
が
い
つ
も
よ
り
長
い
こ
と
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
メ
ル
ケ
ン
ド

ル
フ
の
乙
女
ら
は
不
安
に
駈か

ら
れ
て
他
の
若
い
衆
に
言
っ
た
。「
明
日
の
朝
早
く
お
池
に
行
っ
て
み
な
き
ゃ
だ
め
よ
。
お
池
の
水
が
赤

く
な
っ
て
い
た
ら
、
あ
の
ひ
と
た
ち
、
殺
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
わ
」
と
。
翌
朝
池
は
本
当
に
血
の
よ
う
に
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
後
若
者
た
ち
に
つ
い
て
も
娘
ら
に
つ
い
て
も
何
の
消
息
も
な
か
っ
た
。

五
六
三
　
カ
ル
シ
ュ
テ
ー
ト
の
亡
霊

そ
の
昔
ブ
ン
ツ
ィ
ヒ（

（6
（

に
カ
ル
シ
ュ
テ
ー
ト
と
い
う
貴
族
─
─
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
会
戦
で（

（6
（

ト
ル
コ
軍
と
闘
っ
た
こ
と
が
あ
る
─
─
が
住

ん
で
い
た
。
粗
暴
か
つ
傲ご

う
ま
ん慢

な
男
だ
っ
た
。
と
う
と
う
到
底
平
穏
無
事
と
は
申
せ
な
か
っ
た
生
涯
を
終
え
る
と
、
遺い

が
い骸

は
ホ
ー
エ
ン

ロ
イ
ベ
ン（

（6
（

の
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ま
だ
に
こ
の
死
者
の
霊
は
夜
白
い
戦
馬
に
ま
た
が
り
、
遺
骸
が
ホ
ー
エ
ン
ロ
イ
ベ
ン

へ
運
ば
れ
た
道
筋
を
乗
り
回
す
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
亡
霊
、
教
会
の
中
に
ま
で
闖ち

ん
に
ゅ
う入

す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
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時
ホ
ー
エ
ン
ロ
イ
ベ
ン
の
牧
師
が
黄た

そ
が
れ
ど
き

昏
刻
息
子
の
一
人
に
言
い
付
け
て
、
祭
壇
の
上
に
置
き
忘
れ
た
本
を
取
り
に
や
っ
た
。
息
子
は

合カ

ン

ト

ア

唱
隊
指
揮
者
の
二
人
の
息
子
を
一
緒
に
誘
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
男
の
子
た
ち
の
一
人
が
子
ど
も
っ
ぽ
い
悪
ふ
ざ
け
で
説
教
壇
に
上
が

り
、「
来
い
や
い
、
来
い
や
い
、
カ
ル
シ
ュ
テ
ー
ト
の
亡
霊
や
あ
い
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
な
ん
と
、
建
物
が
ど
っ
と
揺
れ
動
き
、
騎

馬
の
亡
霊
が
轟ご

う
ご
う轟

と
い
う
音
と
共
に
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
形ぎ

ょ
う
そ
う相

で
婦
人
席
を
越
え
て
疾
駆
し
て
来
た
。
男
の
子
た
ち
は
教
会
墓
地
で
気

を
失
っ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
。
以
来
カ
ル
シ
ュ
テ
ー
ト
の
亡
霊
を
呼
ぶ
者
は
二
度
と
い
な
い
。

五
六
四
　
粉ミ

ュ

ー

ル

ゲ

ッ

ツ

挽
き
場
の
偶
像

プ
ラ
ウ
エ
ン
の
上
手
の
粉こ

な
ひ挽

き
場
で
は
か
つ
て
─
─
あ
る
い
は
今
日
で
も
─
─
奇
妙
な
古
代
の
木
像
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
ま
あ
ゾ
ン

ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ（

（6
（

み
た
い
に
不ぶ

か
っ
こ
う

恰
好
な
人
間
の
形
で
、
粉ミ

ュ

ー

ル

ゲ

ッ

ツ

挽
き
場
の
偶
像
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
異
教
時
代
に
由
来

し
、
本
当
に
神
像
だ
っ
た
の
だ
、
と
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
こ
の
像
に
は
不
思
議
な
特
性
が
あ
っ
て
、
粉
挽
き
場
か
ら
持
ち
去
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
片
づ
け
て
し
ま
お
う
と
し
て
も
、
再
三
元
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
来
る
。
も
っ
と
も
そ
の
際
う
る
さ
い
音
や
ら
お
化
け
騒

ぎ
は
な
い
の
だ
が
。
あ
る
時
の
こ
と
、
がク

ラ
ッ
パ
ー
ブ
ル
シ
ェ

た
が
た
若
造
（
粉
挽
き
職
人
）
で
あ
る
小
生
意
気
な
青
年
が
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
、
慣
わ
し

通
り
親
方
や
朋ほ

う
ば
い輩

に
し
か
る
べ
く
仁
義
を
切
り
、
泊
め
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
み
、
あ
あ
、
い
い
と
も
さ
、
と
言
わ
れ
た（

（6
（

。
粉
挽
き
場
を

つ
ら
つ
ら
眺
め
る
と
、
当
然
粉ミ

ュ

ー

ル

ゲ

ッ

ツ

挽
き
場
の
偶
像
も
目
に
入
っ
た
。
で
、
訊た

ず

ね
る
と
、
そ
の
木
像
に
関
わ
る
由
緒
来
歴
が
講
釈
さ
れ
た
。

こ
れ
を
聴
い
た
余よ

そ
も
の

所
者
の
職
人
は
ふ
ふ
ん
と
鼻
で
嗤わ

ら

い
、
こ
ん
な
古
ぼ
け
た
茶
色
の
木
像
が
持
っ
て
行
か
れ
た
先
か
ら
自
分
で
こ
こ
へ

戻
っ
て
来
る
な
ん
て
話
が
ほ
ん
と
か
ど
う
か
一
つ
試
し
て
み
る
べ
え
、
と
心
中
ひ
そ
か
に
考
え
た
。
夜
が
更
け
る
と
、
あ
て
が
わ
れ
た

小
部
屋
か
ら
抜
け
出
し
、
折
か
ら
月
が
明
る
く
照
っ
て
い
た
の
で
、
偶
像
に
忍
び
寄
り
、
安
置
さ
れ
て
い
た
場
所
か
ら
取
っ
て
、
水
車
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溝
に
投
げ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
途
端
に
突
然
嵐
が
轟ご

う
ご
う轟

捲ま

き
起
こ
り
、
目
に
見
え
な
い
手
が
水
車
の
輪
を
始
動
、
水
車
が
ご

と
ご
と
運
行
、
鈴
が
リ
ン
リ
ン
、
水
は
凄す

さ

ま
じ
く
奔ほ

ん
と
う騰

、
も
ろ
も
ろ
の
装
置
が
、
桶お

け

が
、
箱
が
ぐ
る
ぐ
る
回
転
し
だ
し
た
の
で
、
若
者

は
気
が
遠
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
目
に
見
え
な
い
手
が
若
者
を
ぎ
ゅ
っ
と
摑つ

か

む
と
、
水
車
溝
に
引
き
戻
し
た
。
溝
の
中
か
ら
あ
の
木
像

が
に
ゅ
っ
と
突
き
出
て
お
り
、
仰
天
し
た
若
者
は
慌
て
て
ミ
ュ
ー
ル
ゲ
ッ
ツ
を
水
か
ら
引
き
揚
げ
て
元
の
場
所
に
運
ん
だ
。
す
る
と
、

何
も
か
も
ま
た
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
。
た
だ
し
親
方
を
除
い
て
。
親
方
は
、
奉
公
人
と
共
に
、
大
騒
動
の
原
因
を
調
べ
、
余
所
者

が
ミ
ュ
ー
ル
ゲ
ッ
ツ
の
平
安
を
妨
げ
た
こ
と
を
知
る
と
、
棒
を
一
本
お
っ
取
り
、
奉
公
人
に
も
そ
う
さ
せ
、
二
人
掛
か
り
で
軽
は
ず
み

な
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
を
こ
て
ん
こ
て
ん
に
叩
き
の
め
し
、
水
車
場
か
ら
抛ほ

う

り
出
し
た
。
以
来
ミ
ュ
ー
ル
ゲ
ッ
ツ
は
平
安
を
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
同
じ
場
所
に
鎮
座
し
続
け
た
。

五
六
五
　
ト
リ
プ
ス
ト
リ
ル

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
お
よ
び
お
隣
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
ザ
ク
セ
ン
で
は
あ
り
き
た
り
の
冗
談
だ
が
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
ね
、
と
詮

索
さ
れ
て
、
ち
ゃ
ん
と
本
当
の
こ
と
を
言
う
必
要
が
な
い
、
と
思
わ
れ
る
場
合
、「
ト
リ
プ
ス
ト
リ
ル
へ
さ
」
と
答
え
る
。
こ
の
お
ふ

ざ
け
は
小
都
市
ト
リ
プ
テ
ィ
ス
と
関
係
が
あ
り
、
こ
の
町
に
は
こ
ん
な
事
の
し
だ
い
が
あ
る
。
現
在
ト
リ
プ
テ
ィ
ス
市
が
あ
る
地
域
に

は
か
つ
て
三
つ
の
城
館
な
い
し
城
塞
が
あ
っ
た
由
。
一
つ
目
は
大

グ
ロ
ー
サ
ーホ

ッ
カ
ー
山
上
、
二
つ
目
は
現
在
館や

か
た

が（
（6
（

あ
る
と
こ
ろ
、
三
つ
目
は

現
在
墓
地
が
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
の
三
つ
の
城
塞
は
「
ト
リ
ー
オ
」
な
い
し
「
ド
リ
ロ
」
と
い
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
「
ト
リ
プ
ス
＝
ト
リ

ル
」
な
る
戯
名
が
作
ら
れ
た
。

ト
リ
プ
テ
ィ
ス
の
近
く
に
は
泉
が
あ
る
。
今
日
で
は
麗
し
か
ら
ざ
る
名
前
「
水デ

ィ
・
プ
フ
ュ
ッ
ツ
ェ

溜
ま
り
」
で
通
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
水
溜
ま
り
が
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柳
の
上
に
垂
れ
て
い
る（

（6
（

」
と
ふ
ざ
け
た
言
い
方
が
あ
る
。
そ
の
昔
、
そ
こ
は
日ひ

か
げ蔭

で
快
い
場
所
だ
っ
た
。
い
と
も
歳
古
り
た
柳
の
巨
木

が
立
ち
、
泉
と
芝
生
に
緑
の
天
蓋
の
ご
と
く
枝
を
垂
れ
、
逞た

く
ま

し
い
根
を
泉
の
底
ま
で
伸
ば
し
て
い
た
。
こ
の
根
は
澄
み
切
っ
た
水
中
に

見
え
た
し
、
今
な
お
見
え
る
。
か
の
麗
し
き
グ
ロ
イ
チ
ュ
女
伯（

（6
（

が
未
来
の
背
の
君
の
容
姿
を
水み

な
も面

に
あ
り
あ
り
と
予
見
し
た
の
は
こ
の

泉
で
あ
る
。
し
か
し
や
が
て
柳
は
枯
死
し
、
根
っ
こ
だ
け
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
根
っ
こ
の
上
に
水
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
前
述

の
戯
言
「
水
溜
ま
り
が
柳
の
上
に
垂
れ
て
い
る
」
が
巷
間
作
ら
れ
た
し
だ
い
。

五
六
六
　
ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子

昔
む
か
し
パ
ウ
ザ
周
辺
で
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
み
た
い
な
若
者
が
う
ろ
つ
き
廻
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
男
の
素
性
は
と
ん
と
見
当
が
つ
か

ず
、
人
間
な
の
か
、
手ヒ

ン
ツ
ェ
ル
マ
ン

伝
い
妖
精
な（

（7
（

の
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
い
つ
も
粉こ

な
ひ挽

き
職
人
の
恰か

っ
こ
う好

を
し
て
お
り
、
被か

ぶ

り
つ

け
て
い
る
み
ょ
う
ち
き
り
ん
な
形
の
帽
子
の
た
め
に
、
だ
れ
に
も
ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子
と
呼
ば
れ
た
。
彼
は
お
っ
そ
ろ
し
く
勤
勉
だ
っ
た

が
、
ど
の
粉
挽
き
場
で
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
ひ
と
を
か
ら
か
っ
た
り
、
ぶ
き
っ
ち
ょ
な
失
敗
を
や
ら
か
し
た
り
が
再
再

な
の
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
お
め
え
は
馘く

び

だ
、
と
申
し
渡
さ
れ
る
羽
目
に
陥
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
麵パ

ン麭
を
喰く

う
以
上
の
こ
と
が
で
き
る
〔
＝
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
〕
や
つ
、
と
口
を
揃そ

ろ

え
て
言
っ
た
し
、
や
り
こ
め
よ
う
と
し
た
連
中
で
手
ひ
ど

く
反
撃
さ
れ
た
の
も
少
な
か
ら
ず
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
当
た
ら
ず
障
ら
ず
で
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
た
い
て
い
は
無
害
な
悪
戯
を
す

る
だ
け
だ
っ
た
。
あ
る
時
、
ヴ
ァ
レ
ン
グ
リ
ュ
ー
ン
の
百
姓
屋
敷
で
、
一
家
が
大
人
も
子
ど
も
も
食
卓
に
着
い
て
昼
飯
を
食
べ
て
い
た

が
、
周
り
に
は
お
っ
そ
ろ
し
く
た
く
さ
ん
蠅は

え

が
群
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
扉
が
開
い
て
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
が
顔
を
覗の

ぞ

か
せ
た
。
愛
想
良

く
歓
迎
の
挨あ

い
さ
つ拶

を
さ
れ
て
、
一
緒
に
食
事
を
、
と
招
か
れ
た
彼
は
、
二
度
ま
で
言
わ
せ
ず
、
す
ぐ
さ
ま
坐す

わ

り
込
ん
だ
。
も
て
な
し
の
い
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い
主
婦
が
ず
っ
し
り
し
た
団ク

ロ
ー
ス子

を
皿
に
載
せ
る
と
、
突と

っ
ぴ
ょ
う
し

拍
子
も
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
プ
ン
プ
フ
ー
ト
が
当
該
団ク

ロ
ー
ス子

を
切
り
分
け
よ

う
と
す
る
と
、
団ク

ロ
ー
ス子

は
自
分
の
固
さ
を
目
に
物
見
せ
て
く
れ
ん
と
ば
か
り
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
の
小ナ

イ
フ刀

の
下
か
ら
滑
り
出
し
、
砲
弾
よ
ろ

し
く
部
屋
の
戸
と
真
向
か
い
の
厩う

ま
や

の
戸
を
ぶ
ち
抜
き
、
斑ぶ

ち

の
牡お

う
し牛

の
角
に
刺
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
皆
、
び
っ
く
り
仰
天
、
口
あ
ん
ぐ
り

と
な
っ
た
が
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
落
ち
着
き
払
っ
て
次
次
に
団ク

ロ
ー
ス子

を
皿
に
取
り
、
頗す

こ
ぶ

る
旨う

ま

そ
う
に
平
ら
げ
た
。
こ
う
し
た
楽
し
い
仕
事

に
い
そ
し
ん
で
い
る
最
中
、
蠅
が
な
ん
と
も
う
る
さ
く
彼
を
煩
わ
せ
た
の
で
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
主
人
に
向
か
っ
て
ぶ
う
ぶ
う
不
平
を

鳴
ら
し
、
害
虫
ど
も
を
戸
の
外
へ
追
い
出
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
言
っ
た
。「
そ
り
ゃ
ま
あ
、
や
つ
ら
が
追
い
出
さ
れ
て
そ
の
ま
ま

外
に
い
て
く
れ
り
ゃ
あ
え
え
だ
が
よ
」
と
返
辞
が
あ
る
。「
だ
ど
も
、
追
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
な
ん
に
な
る
」。「
そ
い
じ
ゃ
」
と
プ
ン

プ
フ
ー
ト
。「
お
め
え
さ
ま
た
ち
、
こ
の
け
っ
こ
う
な
飯
を
喰く

っ
ち
ま
う
ま
で
、
や
つ
ら
を
ど
っ
か
別
の
場
所
に
置
い
と
き
ゃ
あ
よ
か

ん
べ
え
。
そ
う
す
り
ゃ
、
あ
つ
か
ま
し
い
虫
け
ら
に
邪
魔
さ
れ
ね
え
で
済
む
」。
こ
れ
を
聞
い
て
、
一
座
は
げ
ら
げ
ら
笑
い
、
一
家
の

父
親
は
こ
う
言
っ
た
。「
ま
あ
さ
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
、
お
ぬ
し
が
そ
う
し
て
み
な
あ
よ
。
蠅
ど
も
を
ど
っ
か
へ
片
づ
け
な
せ
え
。
な
ん

せ
お
ぬ
し
ゃ
あ
妖
術
使
い
だ
で
」。
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
口
を
横
に
拡
げ
、
被
っ
て
い
た
帽
子
を
別
の
場
所
に
置
く
と
、
蠅
ど
も
に
中
へ

入
る
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
だ
れ
も
が
驚き

ょ
う
が
く愕

し
た
こ
と
に
は
蠅
は
悉

こ
と
ご
とく

蜂
の
集
団
の
よ
う
に
帽
子
の
中
に
潜
り
込
ん
だ
の
で
、
帽
子
は

一
杯
に
な
っ
て
膨
れ
上
が
り
、
更
に
縁
の
上
で
う
よ
う
よ
蠢う

ご
め

い
た
。
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
と
申
せ
ば
幅
の
広
い
大
き
な
口
を
拭ぬ

ぐ

う
と
、
ご

馳
走
さ
ん
、
と
挨
拶
し
、
蠅
の
入
っ
た
帽
子
を
手
に
取
り
、
扉
の
外
へ
蠅
を
持
ち
出
し
、
そ
こ
に
あ
っ
た
幾
つ
も
の
乳
入
れ
壺つ

ぼ

の
中
へ

払
い
落
と
し
、
大
声
で
笑
う
と
、
い
な
く
な
っ
た
。
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五
六
七
　
水ミ

ュ

ー

ル

ア

ー

ル

ツ

ト

車
装
置
修
理
人
に（

（7
（

な
っ
た
ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子

あ
る
粉こ

な
ひ挽

き
場
で
お
祓は

ら

い
箱
に
な
っ
た
ぶプ

ン

プ

フ

ー

ト

か
ぶ
か
帽
子
は
、
い
か
に
も
粉
挽
き
職
人
と
い
っ
た
恰か

っ
こ
う好

で
、
流
れ
に
沿
っ
て
歩
い
て

行
っ
た
。
辿た

ど

り
着
い
た
ブブ

ル

ク

ハ

ル

ツ

ミ

ュ

ー

レ

ル
ク
ハ
ル
ト
の
水
車
小
屋
な
る
粉
挽
き
場
に
は
、
か
な
り
の
数
の
人
間
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
水
車
の
車
輪
が
新
た
に
作
ら
れ
、
こ
れ
を
粉
挽
き
業
者
の
習
慣
に
従
い
、
厳
か
に
取
り
付
け
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
。
プ
ン
プ

フ
ー
ト
は
ほ
く
そ
え
ん
だ
。
な
に
し
ろ
、
こ
う
い
う
折
に
ご
馳
走
や
酒
を
た
っ
ぷ
り
振
る
舞
わ
な
い
と
世
間
一
般
の
し
き
た
り
に
背
く

の
で
ね
。
こ
の
放
浪
の
がク

ラ
ッ
パ
ー
ブ
ル
シ
ェ

た
が
た
若
造
〔
＝
粉
挽
き
職
人
〕
は
、
愛
想
良
く
も
て
な
し
て
も
ら
え
る
も
の
、
と
す
っ
か
り
当
て
込
み
、

図
図
し
く
部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
、
し
か
る
べ
く
同
業
の
仁
義
を
切
る
と
、
で
っ
か
い
菓
子
の
数
数
、
各
種
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
、
そ
の
他
宴
会
の

た
め
に
用
意
さ
れ
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
品
品
を
横
目
で
眺
め
た
。
と
こ
ろ
が
粉
挽
き
の
親
方
は
と
申
せ
ば
─
─
こ
の
御
仁
、
プ
ン

プ
フ
ー
ト
の
こ
と
を
こ
れ
ま
で
知
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
、
知
っ
て
い
れ
ば
多
分
こ
う
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
─
─
、
渡
り
者
の
粉
挽
き
職

人
が
仁
義
を
切
っ
た
時
に
い
つ
も
そ
う
し
て
い
た
通
り
、
麵パ

ン麭
を
一
切
れ
や
り
、
火

ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン

酒
を
小
さ
な
杯
に
注
が
せ
た
だ
け
だ
っ
た
。
プ

ン
プ
フ
ー
ト
は
渡
さ
れ
た
麵パ

ン麭
を
食
べ
、
酒
を
干
す
と
、
こ
ん
な
に
人
を
集
め
て
い
る
な
あ
、
な
ん
の
た
め
で
ご
ざ
ん
す
、
と
親
方
に

訊き

い
た
。「
水
車
の
建
前
さ
ね
」
と
粉
挽
き
が
言
葉
短
か
に
答
え
る
と
、「
さ
よ
で
」
と
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
も
っ
と
言
葉
短
か
に
返
し

て
、
ろ
く
す
っ
ぽ
礼
も
言
わ
ず
に
部
屋
を
出
た
。
さ
て
、
車
輪
取
り
付
け
の
作
業
が
始
ま
っ
た
が
、
車
軸
が
短
か
過
ぎ
て
軸
受
け
が
そ

こ
ま
で
届
か
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
時
の
粉
挽
き
の
狼ろ

う
ば
い狽

・
憤
慨
と
来
た
ら
な
か
っ
た
。
粉
挽
き
と
大
工
と
鍛
冶
屋
は
、
前
も
っ
て
何

も
か
も
き
ち
ん
と
計
り
、
ぴ
っ
た
り
寸
法
は
合
っ
て
い
た
、
と
三
度
も
固
く
誓
い
は
し
た
も
の
の
、
作
業
は
無
駄
骨
折
り
と
あ
い
な
っ

た
。
す
る
と
建
前
に
招よ

ば
れ
た
客
の
一
人
が
、
さ
っ
き
の
余よ

そ
も
の

所
者
の
職
人
は
も
し
か
し
て
例
の
底
の
知
れ
な
い
妖
術
使
い
プ
ン
プ
フ
ー
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ト
か
も
、
や
っ
こ
さ
ん
、
つ
っ
け
ん
ど
ん
に
あ
し
ら
わ
れ
た
の
を
根
に
持
っ
て
、
粉
挽
き
に
こ
ん
な
悪
戯
を
仕
掛
け
た
ん
じ
ゃ
あ
な
い

か
、
と
思
い
つ
い
た
。
一
同
、
こ
れ
に
同
意
、
何
人
か
が
、
で
き
れ
ば
プ
ン
プ
フ
ー
ト
に
追
い
つ
い
て
、
連
れ
戻
そ
う
、
と
駈か

け
去
っ

た
。
彼
ら
は
間
も
な
く
プ
ン
プ
フ
ー
ト
が
い
と
も
ゆ
っ
く
り
、
ぶ
う
ら
り
ぶ
う
ら
り
道
中
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
後
ろ
か
ら
大
声
で

呼
び
掛
け
た
。
男
は
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
い
た
が
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
に
間
違
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
追
い
つ
こ
う
と
速
度

を
上
げ
た
が
、
走
っ
て
走
っ
て
と
う
と
う
汗
び
っ
し
ょ
り
、
息
も
絶
え
絶
え
に
な
っ
た
。
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
て
ん
か
ら
怠
け
者
の
職
人

よ
ろ
し
く
至
極
の
ろ
の
ろ
歩
い
て
い
た
の
だ
が
、
追
い
掛
け
て
い
る
連
中
と
の
距
離
は
一
向
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
と
ど
の
つ
ま
り

は
追
い
つ
か
せ
て
や
り
は
し
た
が
、
水
車
小
屋
ま
で
戻
っ
て
く
れ
、
と
の
申
し
出
を
せ
せ
ら
嗤わ

ら

い
、
招
き
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
長
い
こ
と
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
頼
ん
だ
あ
げ
く
、
よ
う
よ
う
一
緒
に
引
き
返
す
気
に
な
っ
た
様
子
を
見
せ
た
。
以
前
挨あ

い
さ
つ拶

を
交
わ

し
た
時
と
は
天
地
雲
泥
の
差
で
も
て
な
し
が
良
く
な
っ
た
水
車
小
屋
で
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
す
ぐ
さ
ま
、
自
分
が
麵パ

ン麭
を
喰く

う
以
上
の
こ

と
が
で
き
る
〔
＝
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
〕
こ
と
を
証
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
焙や

き
肉
、
豚

ハ

ム

の
塩
漬
け
腿
肉
、
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
、
菓
子
類
を
驚

く
べ
き
分
量
で
貪む

さ
ぼ

り
、
加
え
て
、
こ
れ
ま
た
そ
れ
に
劣
ら
ず
傍は

た

の
者
を
仰
天
さ
せ
る
飲
み
っ
ぷ
り
を
見
せ
た
。
こ
の
牛
飲
馬
食
が
終
わ

る
と
、
彼
は
外
へ
出
て
、
届
か
な
い
軸
受
け
と
車
台
の
間
に
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
車
軸
の
短
い
車
輪
の
と
こ
ろ
に
行
き
、

水
受
け
板
に
攀よ

じ
登
り
、
被か

ぶ

っ
て
い
た
帽
子
を
脱
ぎ
、
そ
れ
で
車
台
の
片
側
、
次
い
で
も
う
片
側
を
叩
い
た
。
す
る
と
、
両
側
と
も
車

軸
に
じ
り
じ
り
と
近
づ
き
、
軸
受
け
に
す
っ
ぽ
り
嵌は

ま
っ
た
。
居
合
わ
せ
た
全
員
が
喝か

っ
さ
い采

し
、
プ
ン
プ
フ
ー
ト
は
一
言
も
言
わ
ず
に
立

ち
去
っ
た
。
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五
六
八
　
ル
ン
ゲ
レ

一
六
五
四
年
九
月
、
シ
ュ
ラ
イ
ツ
で
奇
妙
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
沿
い
の
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ク
な

る
靴
屋
で
、
煖
房
部
屋（

（7
（

に
お
化
け（

（7
（

が
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
年
の
四
分
の
一
、
毎
日
、
宵
の
六
時
か
ら
八
時

ま
で
暴
れ
回
り
、
子
ど
も
た
ち
や
奉
公
人
ら
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
投
げ
つ
け
た
。
煖
房
部
屋
で
女
中
が
夕
食
後
の
洗
い
物
を
す
る

た
び
に
、
洗
い
桶お

け

か
ら
雑ぞ

う
き
ん巾

を
引
っ
張
り
出
し
て
、
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
に
な
っ
た
の
を
女
中
の
顔
に
投
げ
る
の
だ
っ
た
。
噂う

わ
さ

が
高
く
な
る

と
、
毎
晩
近
隣
そ
の
他
の
人
人
が
検
分
の
た
め
こ
の
家
に
押
し
掛
け
た
が
、
こ
の
連
中
に
も
色
色
な
物
が
飛
ん
で
来
た
の
で
、
多
く
は

二
度
と
来
な
か
っ
た
。
日
中
こ
や
つ
は
匙さ

じ

や
小ナ

イ
フ刀

を（
（7
（

隠
し
た
の
で
、
家
人
が
昼
食
を
摂と

ろ
う
と
し
て
も
、
匙
や
小ナ

イ
フ刀

が
見
当
た
ら
な
い

と
い
う
始
末
。
靴
屋
の
娘
は
こ
の
お
化
け
を
ル
ン
ゲ
レ
と
名
付
け
、「
ル
ン
ゲ
レ
、
あ
た
し
の
小ナ

イ
フ刀

や
お
匙
を
返
し
て
よ
」
と
叫
ん
だ
。

す
る
と
皆
の
小ナ

イ
フ刀

が
真
っ
昼ぴ

る
ま間

食
卓
に
ざ
っ
と
抛ほ

う

り
出
さ
れ
、
一
同
、
わ
っ
と
跳
び
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
靴
屋
が
〔
肉
屋
に
頼
ん

で
〕
肥
え
た
豚
を
潰つ

ぶ

し
て
も
ら
い
、〔
拵こ

し
ら

え
た
〕
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
が
煖
房
部
屋
の
藁わ

ら
む
し
ろ筵

の
上
に
運
び
込
ま
れ
る
と
、
ル
ン
ゲ
レ
は
白ヴ

ァ
イ
ス
ヴ
ル
ス
ト

腸
詰
め
を（

（7
（

取
っ
て
、
こ
れ
を
肉
屋
の
頸く

び

の
周
り
に
襞ひ

だ
え
り襟

の
よ
う
に
巻
い
た
。
一
家
が
食
事
し
て
い
る
と
、
こ
や
つ
は
一ひ

と
つ
か摑

み
の
玉
葱
を
汁ス

ー
プ

〔
の

入
っ
た
深ふ

か
ば
ち鉢

〕
に
投
げ
込
ん
だ
の
で
、
汁ス

ー
プ

が
鉢
の
周
囲
に
飛
び
散
っ
た
。
靴
屋
の
隠ポ

ケ
ッ
トし

か
ら
金か

ね

を
引
っ
張
り
出
し
、
子
ど
も
た
ち
が
飲

ん
で
い
る
乳ミ

ル
ク
ス
ー
プ

入
り
汁
に
投
げ
込
ん
だ
の
で
、
ち
び
さ
ん
た
ち
は
匙
で
貨
幣
を
─
─
大
方
の
賢
し
ら
ぶ
っ
た
御
仁
が
学
識
を
掬す

く

い
出
す
よ

う
に
─
─
掬す

く

い
出
す
羽
目
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
家
に
い
た
時
の
こ
と
、
黄た

そ
が
れ昏

初そ

め
た
頃
、
煖
房
部
屋
で
一
緒
に
遊
ん
で
い

る
と
、
突
然
ル
ン
ゲ
レ
が
胸
を
は
だ
け
た
白
襯シ

ャ
ツ衣

姿
の
小
児
の
恰か

っ
こ
う好

で
出
現
し
た
。
胸
は
血
ま
み
れ
で（

（7
（

、〔
木
馬
遊
び
の
よ
う
に
〕
一

本
の
棒
に
ま
た
が
っ
て
走
り
回
っ
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
例
の
女
の
子
が
き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
言
い
始
め
、
子
ど
も
た
ち
は
怖
が
っ
て
あ
ち
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こ
ち
に
走
っ
て
逃
げ
、
ご
近
所
の
衆
や
両
親
を
探
し
た
。
集
ま
っ
て
来
た
こ
う
し
た
人
人
そ
の
他
は
、
例
の
女
の
子
─
─
い
つ
も
ル

ン
ゲ
レ
に
声
を
掛
け
て
い
た
─
─
を
、
あ
の
〔
血
ま
み
れ
の
〕
子
が
ま
だ
い
る
か
ど
う
か
、
独
り
で
煖
房
部
屋
に
見
に
や
っ
た
。
女
の

子
は
子
ど
も
が
煖だ

ん
ろ炉

の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、「
ぼ
う
や
、
ど
う
し
て
欲
し
い
の
」
と
訊た

ず

ね
た
。
亡
霊
い
わ
く
「
あ
ん
た

に
ゃ
ど
う
し
た
っ
て
ぼ
く
を
助
け
ら
れ
な
い
」。
煖
房
部
屋
の
扉
の
外
に
い
た
あ
る
女
の
指
図
で
、
女
の
子
は
更
に
色
色
な
こ
と
を
訊き

き
、
そ
の
つ
ど
返
辞
を
貰も

ら

っ
た
。
最
後
に
女
の
子
が
「
ぼ
う
や
、
安
息
に
就
き
な
さ
い
、
そ
う
し
て
も
う
戻
っ
て
来
ち
ゃ
だ
め
よ
」
と

言
わ
さ
れ
る
と
、
妖
怪
は
煖
房
部
屋
か
ら
出
て
は
行
っ
た
が
、
か
な
り
の
間
相
変
わ
ら
ず
家
に
留
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
が
寝
よ
う
と
す

る
と
、
ぴ
し
ゃ
り
と
ぶ
っ
た
り
、
髪
の
毛
を
引
っ
張
っ
た
り
、
鼻
を
つ
ま
ん
だ
り
、
時
時
は
平
手
打
ち
さ
え
喰く

わ
す
の
だ
っ
た
。
靴
屋

の
寝
台
の
前
に
も
来
て
、
揺
り
籠か

ご

に
入
っ
た
幼お

さ
な
ご子

を
前
後
に
跳
ね
返
る
ほ
ど
手
ひ
ど
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
錠
前
か
ら
鍵
を
外
し
た
り
、
焙や

き
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を（

（7
（

盗
ん
で
、
煖
炉
の
焼
き
網
に
載
せ
て
焙あ

ぶ

っ
て
平
ら
げ
た
り
な
ん
て
こ
と
も
や
ら
か
し
、
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
の
皮
は
焚た

き
口
に
放
っ
て

あ
っ
た
。
靴
屋
が
市
へ
出
掛
け
よ
う
と
す
る
と
、
彼
の
靴
を
靴
掛
け
棒
か
ら
ど
こ
か
へ
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
時
折
〔
靴
製

造
用
の
〕
皮
革
を
全
部
見
て
い
る
前
で
運
び
去
っ
た
。
と
う
と
う
こ
の
悪
い
幽
霊
は
あ
る
牝め

う
し牛

小
屋
に（

（7
（

入
り
込
ん
だ
。
何
度
か
二
階
の

干
し
草
置
き
場
か
ら
厩う

ま
や

へ
降
り
る
梯は

し
ご子

を
持
ち
出
し
、
そ
れ
を
厩
の
戸
の
前
に
横
た
え
、
そ
れ
か
ら
牝
牛
た
ち
を
解
き
放
ち
、
厩
中
追

い
か
け
回
し
た
の
で
、
牝
牛
た
ち
は
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
最
中
、
二
、三
度
邪
魔
が
入
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
と
う
と
う
お
化
け
は
鞍
替
え
し
た
。
も
っ
と
も
他
の
家
家
に
出
現
、
ひ
ど
い
被
害
を
与
え
た
。
織
物
工
が
乾
か
そ
う
と
し
た
糸
を

半
分
に
切
る
こ
と
が
度
重
な
り
、
別
の
場
所
で
は
牛ぎ

ゅ
う
ふ
ん糞

を
牛
乳
の
中
に
入
れ
た
り
、
乳ち

ち
し
ぼ搾

り
娘
に
石
を
投
げ
て
牛
小
屋
か
ら
追
い
出
し

た
り
し
た
。
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五
六
九
　
世
話
好
き
な
灯と

も
し
び火

シ
ュ
ラ
イ
ツ
近
郊
、
ノ
イ
ン
ド
ル
フ
と
ゲ
ル
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
間
で
、
街
道
は
か
な
り
大
き
な
沼
地
の
傍
を
通
っ
て
い
る
。
現
在
の
舗

装
道
路
が
で
き
る
前
、
夜
間
そ
こ
を
旅
す
る
の
は
険け

ん
の
ん呑

も
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
か
つ
て
そ
の
界か

い
わ
い隈

に
は
し
ば
し
ば
灯
火
が

一
つ
現
れ
、
道
に
踏
み
迷
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
旅
人
に
注
意
し
よ
う
と
し
た
。
昔
あ
る
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

が
夜
こ
の
道
や
っ

て
来
て
、
ぬ
か
る
ん
だ
場
所
で
馬
車
を
顚て

ん
ぷ
く覆

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
馭
者
は
す
ぐ
に
も
ノ
イ
ン
ド
ル
フ
へ
引
き
返
し
、
助
け
を
呼
ぼ
う
と

し
た
。
な
に
し
ろ
こ
う
も
真
っ
暗
で
は
独
り
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
時
彼
は
、
角ラ

ン
タ
ン灯

が
一
つ
、
ど
ん
ど
ん
近
づ

い
て
来
る
の
を
見
た
。
間
も
な
く
そ
れ
は
馬
車
の
背
後
に
到
着
し
た
。
馭
者
は
、
こ
う
も
親
切
に
世
話
を
焼
き
に
来
て
く
れ
た
の
は

だ
れ
だ
か
確
か
め
よ
う
と
し
た
が
、
人
間
の
姿
は
な
く
、
灯
火
だ
け
が
宙
に
ふ
わ
ふ
わ
浮
き
、
周
囲
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
の
に
、

び
っ
く
り
仰
天
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
切
羽
詰
ま
っ
て
い
た
の
で
、
世
話
好
き
の
灯
火
は
大
歓
迎
。
馭
者
は
こ
の
明
る
い
光
の
お
蔭か

げ

で

車
体
を
起
こ
し
、
道
中
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
馬
車
の
整
備
を
終
え
、
そ
れ
か
ら
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と
に
と
っ
く
り

礼
を
述
べ
よ
う
と
、
馬
車
の
後
ろ
に
廻
っ
た
。
け
れ
ど
も
、「
あ
り
が
と
さ
ん
」
と
馭
者
が
口
を
切
っ
た
途
端
、
へ
ん
て
こ
な
灯
火
は

穏
や
か
な
が
ら
リ
ン
リ
ン
と
響
く
声
で
こ
う
叫
ん
だ
。

あ
り
が
と
さ
ん
に
あ
り
が
と
ね
。 

こ
れ
で
救
済
、
決
ま
り
だ
も
ん（

（7
（

。
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そ
う
叫
び
な
が
ら
ふ
わ
ふ
わ
高
く
昇
っ
て
行
き
、
雲
間
へ
消
え
失
せ
た
。

五
七
〇
　
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん

パ
ウ
ザ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
テ
ィ
ー
ア
バ
ハ（

（8
（

の
教
会
墓
地
に
、
そ
の
昔
、
骸が

い
こ
つ骨

が
一
体
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
骨
が
ま
だ
全
部
揃そ

ろ

っ
て
い

た
。
骸
骨
は
墓
地
の
壁へ

き
が
ん龕

の
中
に
い
て
、
村
の
若
い
者
を
脅お

び
や

か
し
、
罪
を
犯
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
た
。
風
が
強
く

吹
く
た
び
、
野の

ざ
ら曝

し
の
骨
が
打
ち
合
っ
て
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
も
の
だ
か
ら
、
人
呼
ん
で
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん
。
こ
の
骸
骨
、
あ
る
農
夫
─
─

村
長
だ
っ
た
と
か
─
─
の
息
子
の
も
の
で
、
村
の
貧
乏
な
娘
に
惚ほ

れ
、
う
ま
い
こ
と
を
言
っ
て
そ
の
純
潔
を
奪
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
時
、
男
は
こ
う
誓
っ
た
。「
も
し
も
お
れ
が
お
ま
え
に
信ま

こ
と実

を
守
ら
ず
、
女
房
に
し
な
か
っ
た
ら
、
お
れ
は
こ
の
体
を
墓
の
中
で
安

ら
わ
せ
は
し
な
い
」
と
。
け
れ
ど
も
男
は
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
を
〔
親
に
〕
許
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
し
、
そ
の
後
も
そ
う
し
よ
う

と
せ
ず
、
結
局
あ
る
裕
福
な
女
と
縁
組
み
し
た
。
貧
し
い
娘
の
方
は
名
誉
を
恢か

い
ふ
く復

し
て
く
れ
る
男
性
が
見
つ
か
っ
た
が
、
信
実
を
守
ら

な
か
っ
た
男
は
裕
福
な
妻
と
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
極
め
て
不
幸
だ
っ
た
。
そ
こ
で
飲
酒
に
耽ふ

け

る
よ
う
に
な

り
、
酔
っ
払
っ
た
あ
げ
く
顚て

ん
ら
く落

事
故
を
起
こ
し
て
死
ん
だ
。
埋
葬
さ
れ
た
が
、
亡な

き
が
ら骸

を
納
め
た
柩ひ

つ
ぎ

は
涼
し
い
土
の
中
に
憩
お
う
と
せ

ず
、
地
表
へ
せ
り
上
が
り
、
そ
の
一
部
が
墓
か
ら
出
て
い
る
の
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
え
た
。
土
を
掘
っ
て
上
に
被か

ぶ

せ
て
も
だ
め
で
、
せ

り
上
が
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
人
人
は
と
う
と
う
柩
を
掘
り
出
し
、
棺
台
を
保
管
し
て
お
く
扉
も
な
い
窪く

ぼ

み
に
置
い
た
。
や
が
て

柩
は
だ
ん
だ
ん
に
崩
れ
、
骸
骨
が
剝む

き
出
し
に
な
り
、
衆
目
に
曝さ

ら

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
歳
月
が
流
れ
、
か
つ
て
こ
の
体
で
歩
き
回
っ

て
い
た
の
が
な
ん
と
い
う
名
の
男
か
、
も
は
や
知
ら
な
い
者
も
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
男
が
安
ら
ぎ
も
休
息
も
な
く
さ

ま
よ
っ
て
い
る
、
と
の
言
い
伝
え
が
広
ま
っ
た
。
さ
て
、
あ
る
時
、
テ
ィ
ー
ア
バ
ハ
で
婚
礼
が
あ
り
、
老
若
挙こ

ぞ

っ
て
祝
宴
に
連
な
っ
た
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が
、
や
が
て
若
い
人
た
ち
が
担
保
遊
び（

（8
（

を
始
め
た
。
も
う
真
夜
中
だ
っ
た
。「
担
保
は
何
に
し
た
ら
い
い
。
あ
た
し
が
持
っ
て
る
こ
の

担
保
」
と
だ
れ
か
が
唱
え
た
。「
墓
地
か
ら
こ
こ
ま
で
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん
を
運
ぶ
」
と
大
き
な
返
辞
。
だ
れ
も
が
げ
ら
げ
ら
笑
っ
た
が
、

こ
の
担
保
の
置
き
手
で
、
か
つ
、
な
ん
と
も
け
し
か
ら
ぬ
注
文
を
出
し
た
跳
ね
返
り
娘
に
惚ほ

れ
て
い
た
男
は
、
そ
っ
と
席
を
外
し
、
教

会
墓
地
へ
行
く
と
、
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん
を
背
負
い
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
カ
タ
カ
タ
音
を
立
て
る
荷
物
と
一
緒
に
戻
っ
て
来
た
。
一
同
び
っ
く

り
仰
天
し
て
悲
鳴
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
若
い
衆
は
自
分
の
勇
気
を
自
慢
し
た
。
し
か
し
若
い
人
た
ち
が
大
騒
ぎ
し
て
い
る
と
、
一
人
の

老ろ
う
や爺

が
進
み
出
て
、
厳
し
く
こ
う
言
っ
た
。「
み
ん
な
、
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん
と
握
手
し
て
、
煩
わ
せ
た
詫
び
を
す
る
が
い
い
。
で
な
い
と
、

良
く
な
い
事
に
見
舞
わ
れ
る
で
な
」。
一
座
の
者
は
び
く
び
く
し
な
が
ら
言
い
付
け
通
り
に
し
た
。
け
れ
ど
も
年
輩
の
小
柄
な
女
が
一

人
だ
け
遠
く
に
身
を
避
け
て
、
震
え
な
が
ら
目
に
涙
を
湛た

た

え
て
い
た
。「
あ
ん
た
も
だ
よ
、
あ
ん
た
も
、
許
し
て
く
れ
、
っ
て
言
わ
な

く
ち
ゃ
」
と
年
寄
り
が
叫
ん
だ
。
彼
女
は
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
も
歩
み
寄
り
、
骨
と
化
し
た
手
を
握
り
、
こ
う
囁さ

さ
や

い
た
。「
許
し
て
ね
。

あ
た
し
自
身
も
あ
ん
た
を
許
す
わ
」。
か
つ
て
捨
て
ら
れ
た
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
微
か
な
音
を
立
て
て
骨
と
骨
の
繫つ

な

が
り
が

外
れ
、
骸
骨
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
く
ず
お
れ
た
。
人
人
は
骨
を
拾
い
集
め
て
埋
葬
、
カク

ラ

ッ

ペ

ラ

ー

タ
カ
タ
ど
ん
は
か
く
し
て
安
息
を
得
た
の
で

あ
る
。

五
七
一
　
踊
る
牝め

す
ね
こ猫
た
ち

ベ
ル
ガ（

（8
（

の
上
手
、
ペ
ル
チ
ェ
ン
村
の
最
寄
り
に
、
そ
の
昔
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
と
い
う
女
子
修
道
院
が
あ
っ
た
。
近
く
の
ペ
ル
チ
ェ

ン
村
の
多
く
の
住
民
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
建
物
は
全
く
不
気
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
魔
女
ど
も
が

猫
に
化
け
て
夜
の
舞ダ

ン
ス踏

を
や
ら
か
し
た
。
村
の
古
株
で
元
の
レ
ン
マ
ー
亭
、
今
の
ガ
イ
ン
亭
の（

（8
（

主
人
は
よ
く
こ
ん
な
話
を
し
た
も
の
。
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「
あ
る
晩
の
こ
っ
て
す
が
、
あ
っ
し
の
牝
猫
が
閉
ま
っ
て
る
窓
に
外
か
ら
跳
び
上
が
り
ま
し
て
ね
、
窓
の
縁
に
坐す

わ

り
込
ん
で
カ
リ
カ
リ

引
っ
搔か

く
ん
で
さ
。
あ
っ
し
は
窓
を
開
け
て
、
菓
子
の
生
焼
け（

（8
（

を
縁
無
し
帽
に
入
れ
て
く
れ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
こ
う
言
っ
た

も
ん
で
す
。『
こ
の
老お

い
ぼ耄

れ
ど
腐
れ
女あ

ま郎
、（

（8
（

お
め
え
な
ん
ぞ
は
昨
日
の
晩
あ
た
り
、
修
道
院
で
仲
間
に
な
っ
て
た
ん
だ
ろ
う
な
』
っ
て

ね
。
す
る
と
猫
の
や
つ
、
急
に
い
な
く
な
り
ま
し
て
ね
、
帽
子
も
見
え
な
く
な
っ
た
ん
で
さ
。
あ
っ
し
ら
、
外
へ
出
て
窓
の
下
を
全
部

探
し
た
ん
で
す
が
、
帽
子
は
影
も
形
も
あ
り
ゃ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
猫
も
そ
れ
っ
き
り
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。
雪
が
降
っ
た
ば

か
り
で
、
黒
い
帽
子
は
簡
単
に
見
つ
か
る
は
ず
だ
っ
た
ん
で
す
が
」。

同
じ
こ
と
を
ペ
ル
チ
ェ
ン
に
あ
る
今
の
プ
ー
フ
ェ
亭
の
住
人
が
語
っ
て
い
る
。「
わ
し
は
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
修
道
院
で
夜
よ
く
猫

ど
も
が
踊
る
の
を
目
に
し
た
も
ん
だ
。
あ
る
夜
、
わ
し
は
ベ
ル
ガ
で
い
ろ
ん
な
用
事
を
片
づ
け
て
、
家
へ
帰
っ
て
来
た
。
す
る
と
古
い

修
道
院
に
灯あ

か

り
が
点と

も

っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
近
づ
い
て
、
す
ぐ
向
か
い
に
あ
る
わ
し
の
家
ま
で
来
る
と
、
あ
っ
ち
で
猫
が
た
く
さ

ん
踊
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ
の
中
に
わ
し
ん
と
こ
の
牝
猫
も
お
っ
た
。
で
、
翌
日
や
つ
を
見
掛
け
る
と
、
こ
う
怒
鳴
っ
て
や
っ

た
。『
や
い
、
こ
ん
ち
き
し
ょ
う
、
お
ま
え
も
夜
修
道
院
に
お
っ
た
だ
ろ
う
が
。
わ
し
ゃ
あ
、
お
ま
え
が
踊
っ
と
る
の
を
見
た
ぞ
』。
す

る
と
な
、
あ
の
け
だ
も
の
め
、
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
、
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
、
啀い

が

み
啼な

き
を
始
め
、
さ
あ
っ
と
走
っ
て
行
く
な
り
、
硝ガ

ラ
ス子

を
突
き

破
っ
て
窓
か
ら
跳
び
出
し
た
。
そ
れ
っ
き
り
二
度
と
わ
し
は
目
に
し
と
ら
ん
」。
─
─
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
あ
の
司
教
の
猫
と
同
様
で
あ

る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
一
）。

ま
た
別
の
時
、
ペ
ル
チ
ェ
ン
の
あ
る
男
が
古
い
修
道
院
で
四
匹
の
猫
が
踊
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
こ
に
は
男
の
牝
の
飼
い
猫
も
い

て
、
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
翌
日
戻
っ
て
来
た
猫
は
搔
き
傷
だ
ら
け
だ
っ
た
の
で
、
男
は
猫
に
こ
う
言
っ
た
。『
お
ま
え
、
何
を
や
ら

か
し
た
ん
だ
。
お
れ
は
昨
日
見
掛
け
た
な
あ
、
ど
う
や
ら
お
ま
え
だ
な
。
お
ま
え
、
目
を
光
ら
せ
と
っ
た
が
、
自
分
の
仕
事
は
ち
ゃ
ん

と
や
っ
た
ん
だ
ろ
な
』。
す
る
と
猫
は
く
る
り
と
振
り
向
く
と
、
飼
い
主
に
ぱ
っ
と
跳
び
つ
き
、
顔
を
引
っ
搔
く
な
り
、
一
躍
硝ガ

ラ
ス子

を
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突
き
破
っ
て
窓
か
ら
跳
び
出
し
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。

五
七
二
　
正
真
正
銘
の
降ク

リ
ス
ト
バ
ウ
ム

誕
祭
樹

ゲ
ラ
か
ら
行
程
一
哩マ

イ
ルの

村
に
つ
い
前
世
紀
〔
＝
十
八
世
紀
〕
ま
で
ボ
ル
ス
ド
ル
フ
種
の
林り

ん
ご檎

の（
（8
（

生な

る
樹
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

樹
は
毎
年
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
に
漸よ

う
や

く
開
花
し
始
め（

（8
（

、
熟
し
た
実
を
つ
け
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
樹
は
救
世
主
生
誕
の
夜
初
め
て
開
花
し
、
同
夜

実
を
つ
け
た
の
で
あ
り
、
不
可
思
議
な
奇き

せ
き蹟

に
よ
っ
て
、
長
寿
が
保
た
れ
た
の
だ
、
と
人
人
は
言
う
。

五
七
三
　
青
い
靄も

や

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
の
都
市
ゲ
ラ
と
そ
の
周
辺
に
は
黒ペ

ス

ト

死
病
流
行
時
代
の
伝
説
が
一
杯
あ
る
。
数
多
く
の
町
村
が
黒ペ

ス

ト

死
病
に
襲
わ

れ
、
住
民
は
ば
た
ば
た
斃た

お

れ
た
。
こ
の
折
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
り
、
い
ま
だ
に
伝
説
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

二
人
の
余よ

そ
も
の

所
者
の
旅
職
人
が
ゲ
ラ
の
と
あ
る
居
酒
屋
─
─
こ
こ
で
は
も
う
何
人
も
が
黒ペ

ス

ト

死
病
で
死
ん
で
い
た
─
─
に
入
り
、
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
。
そ
の
内
職
人
の
一
人
が
薄
い
霧
み
た
い
な
奇
妙
な
青
い
煙
が
部
屋
の
隅
か
ら
ゆ
っ
く
り
立
ち
昇
っ
て
い
る
の
を
目
に

し
、
仲
間
を
肘ひ

じ

で
つ
つ
い
た
。
仲
間
も
そ
の
青
い
靄
が
見
え
た
。
そ
し
て
二
人
は
靄
が
壁
の
割
れ
目
に
の
ろ
の
ろ
と
入
っ
て
行
く
の
を

見
届
け
た
。
最
初
の
職
人
は
ほ
ん
の
気
晴
ら
し
に
さ
さ
っ
と
楔く

さ
び

を
削
り
、
こ
れ
を
割
れ
目
に
打
ち
込
ん
で
、
靄
を
封
じ
込
め
た
。
そ
れ

か
ら
酒
代
を
払
い
、
旅
修
業
を
続
け
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、〔
ゲ
ラ
で
は
〕
黒ペ

ス

ト

死
病
で
死
ぬ
者
は
跡
を
絶
っ
た
。
二
、三
年
後
、

例
の
職
人
の
一
人
が
た
ま
た
ま
ゲ
ラ
を
再
訪
、
そ
の
時
に
は
も
は
や
だ
れ
も
あ
の
忌
ま
わ
し
い
疾し

っ
ぺ
い病

の
こ
と
を
憶お

ぼ

え
て
い
な
か
っ
た
。
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職
人
は
同
じ
居
酒
屋
に
立
ち
寄
り
、
自
分
が
あ
の
折
打
ち
込
ん
だ
楔
─
─
ま
だ
前
の
場
所
に
刺
さ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
─
─
に
ふ
と
目

が
行
っ
た
。
そ
こ
で
げ
ら
げ
ら
笑
い
だ
し
、
飲
み
仲
間
ら
に
向
か
っ
て
「
な
あ
、
み
ん
な
見
な
よ
、
二
、三
年
前
に
よ
う
、
お
い
ら
、

あ
す
こ
へ
青
い
鳥
を
閉
じ
込
め
た
。
ま
だ
、
中
に
い
る
か
ど
う
か
調
べ
よ
う
や
」
と
言
う
と
、
た
だ
ち
に
楔
を
引
っ
こ
抜
い
た
。
す
る

と
抜
か
れ
た
楔
の
奥
か
ら
す
ぐ
さ
ま
あ
の
青
い
靄
が
湧
き
出
し
た
。
こ
れ
は
黒ペ

ス

ト

死
病
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
居
合
わ
せ
た
幾

人
か
に
襲
い
掛
か
り
、
次
い
で
町
中
に
広
ま
り
、
前
回
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の
人
人
を
奪
い
去
っ
た
の
で
あ
る
。

ラ
ニ
ス（

（8
（

近
郊
の
モ
ラ
に
も
同
様
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
黒ペ

ス

ト

死
病
は
あ
る
梁は

り

に
楔
で
封
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
少
年
が
悪

戯
半
分
で
楔
を
抜
く
と
、
青
い
靄
が
町
の
各
戸
、
村
の
農
家
、
そ
し
て
田
園
全
体
に
広
ま
っ
て
行
き
、
レ
ー
マ
ー
ス
ド
ル
フ
と
ツ
ォ
イ

レ
ン
ロ
ー
ダ（

（8
（

へ
進
み
、
市
町
村
に
襲
い
掛
か
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
人
が
罹り

か
ん患

し
て
斃た

お

れ
た
。
ツ
ァ
ー
デ
ル
ス
ド
ル
フ
で
は
全
村

民
が
死
亡
、
ツ
ォ
イ
レ
ン
ロ
ー
ダ
の
墓
掘
り
人
が
村
中
の
者
を
埋
葬
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
男
、
死
人
の
中
に
老

オ
ー
ル
ド
ミ
ス

嬢
が
一
人
ま
だ
生

き
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
女
は
〔
埋
め
よ
う
と
す
る
と
〕
抵
抗
し
た
。
墓
掘
り
人
い
わ
く
「
お
ん
や
、
ま
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
ど

い
つ
も
こ
い
つ
も
穴
か
ら
出
て
来
て
、
ま
だ
生
き
て
る
よ
、
っ
て
言
い
か
ね
ね
え
な
」。
そ
う
し
て
あ
く
ま
で
も
一
緒
に
墓
穴
に
投
げ

込
も
う
と
し
た
。
で
も
女
は
な
ん
と
か
無
事
に
逃
げ
出
し
て
、
ゲ
ラ
近
傍
の
ツ
ァ
イ
ツ
山

ベ
ル
ク

へ（
（9
（

向
か
っ
た
。
こ
の
山
は
有
名
な
山
だ
が
、

老オ
ー
ル
ド
ミ
ス

嬢
だ
っ
て
留
め
針
で
掘
り
起
こ
し
、
指ゆ

び
ぬ
き貫

で
運
ん
で
行
け
る
に
違
い
な
い
。
で
、
老

オ
ー
ル
ド
ミ
ス嬢

連
が
死
ぬ
と
、
蟇ウ

ン
ケ蛙

に
な
っ
て
、
沼
地
に

坐す
わ

り
込
み
、
こ
う
歌
う
。

ウ
ン
ク
、
ウ
ン
ク
、
ウ
ン
ク
、 

昔
あ
た
し
は
若
か
っ
た
。 

あ
た
し
に
亭
主
が
あ
っ
た
な
ら
、 
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沼
地
に
坐す

わ

っ
ち
ゃ
い
な
か
ろ
う
。 

ウ
ン
ク
、
ウ
ン
ク
、
ウ
ン
ク
、 

も
一
度
若
く
な
れ
た
ら
な
。

五
七
四
　
ホ
ー
フ
の
背
高
の
っ
ぽ
男

ホ
ー
フ（

（9
（

に
は
市マ

ル
ク
ト
ガ
ッ
セ

場
小
路
と
呼
ば
れ
る
横
丁
が
あ
る
。
昔
こ
こ
に
は
大
き
く
、
黒
く
、
背
高
の
っ
ぽ
の
男
が
現
れ
た
も
の
。
こ
や
つ

の
丈た

け

と
来
た
ら
、
頭
は
家
並
み
を
越
し
、
足
を
踏
ん
ば
る
と
、
横
丁
の
幅
一
杯
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ー
ト
マ
ン
の
お

か
み
さ
ん
な
る
女
性
が
あ
る
晩
横
丁
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
男
を
目
に
し
た
。
で
、
男
の
股ま

た

の
間
を
抜
け
る

か
、
引
っ
返
す
か
、
と
あ
い
な
っ
た
。
と
う
と
う
彼
女
は
心
を
決
め
、
十
字
を
切
る
と
、
運
を
天
に
委ま

か

せ
、
横
丁
の
真
ん
中
を
通
っ
て

背
高
男
の
両
足
を
潜く

ぐ

っ
た
。
潜
り
抜
け
た
途
端
、
男
は
ぴ
し
ゃ
り
と
足
を
閉
じ
た
の
で
、
市マ

ル
ク
ト
ガ
ッ
セ

場
小
路
中
が
が
ら
が
ら
と
崩
れ
落
ち
ん
ば

か
り
、
ば
り
ば
り
が
た
ん
と
家
鳴
り
震
動
し
た
。
そ
の
後
黒ペ

ス

ト

死
病
の
大
流
行
が
起
こ
っ
た
が
、
始
ま
り
は
市マ

ル
ク
ト
ガ
ッ
セ

場
小
路
で
、
そ
こ
か
ら
全

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
に
蔓ま

ん
え
ん延

し
た
。
シ
ュ
ラ
イ
ツ
の
町
を
見
下
ろ
す
美
し
い
山ベ

ル
ク
キ
ル
ヒ
ェ

の
教
会
に
は
シ
ュ
ラ
イ
ツ
に
黒ペ

ス

ト

死
病
を
持
ち
込
ん
だ

黒ペ

ス

ト

死
病
男
に
つ
い
て
の
石
造
の
記
念
碑
が
い
ま
な
お
あ
る
。
町
は
こ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
た
の
で
あ
る
。
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五
七
五
　
プ
レ
ヒ
タ
の
麦ビ

ー
ル酒

ペ
ス
ネ
ッ
ク
の
町（

（9
（

か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
ボ
ー
デ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ（

（9
（

が
、
ボ
ー
デ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
近
く
に
デ
ー
ブ
リ
ッ
ツ（

（9
（

が
、
デ
ー

ブ
リ
ッ
ツ
の
近
在
に
三
角
形
の
畑
が
あ
る
。
こ
の
畑
を
時
折
怖
い
プ
レ
ヒ
タ（

（9
（

が
耕
す
。
デ
ー
ブ
リ
ッ
ツ
の
あ
る
娘
が
ボ
ー
デ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
ま
で
麦ビ

ー
ル酒

を
買
い
に
行
か
さ
れ
た
─
─
ホ
レ
夫
人
の
同
勢
に
麦ビ

ー
ル酒

を
飲
み
干
さ
れ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
の
あ
の
男
の
子
た
ち
（
Ｄ
Ｓ

Ｂ
五
〇
一
）
の
よ
う
に
。
だ
が
、
こ
ち
ら
で
は
飲
み
た
が
っ
た
の
は
プ
レ
ヒ
タ
で
あ
る
。
一
杯
入
っ
た
水
差
し
を
持
っ
て
帰
る
途
中
、

娘
は
村
の
近
く
の
三
角
畑
の
と
こ
ろ
で
鋤す

き

を
使
っ
て
い
る
プ
レ
ヒ
タ
に
や
っ
ぱ
り
出
く
わ
し
た
の
で
あ
る
。
プ
レ
ヒ
タ
は
娘
に
、
ど
こ

へ
行
っ
て
来
た
の
か
、
容
れ
物
に
は
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
、
訊た

ず

ね
た
。
そ
う
し
て
娘
の
手
か
ら
水
差
し
を
取
り
上
げ
、
麦ビ

ー
ル酒

を
底
ま

で
飲
み
干
し
た
。
そ
れ
か
ら
ペ
ル
ヒ
タ（

（9
（

は
水
差
し
の
中
に
小
便
を
し
、
そ
れ
を
娘
に
返
し
て
、「
と
っ
と
と
家
に
戻
り
な
」
と
言
っ
た
。

何
枚
か
の
木
切
れ
も
、
贈
り
物
だ
よ
、
と
や
ろ
う
と
し
、
娘
が
、
そ
ん
な
も
の
要
り
ま
せ
ん
、
と
拒
む
と
、
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
娘
の

靴
の
中
へ（

（9
（

そ
れ
を
詰
め
込
ん
だ
。
デ
ー
ブ
リ
ッ
ツ
に
着
い
た
娘
が
灯あ

か

り
の
下
で
よ
く
見
る
と
、
金
貨
六
枚
に
な
っ
て
い
た
。
持
ち
帰
っ

た
麦ビ

ー
ル酒

は
ケケ

ス

ト

リ

ッ

ツ

ァ

ー

ス
ト
リ
ッ
ツ
産
よ（

（9
（

り
も
旨う

ま

く
、
一
向
尽
き
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
苦
に
し
て
思
い
悩
ん
だ
娘
が
、
と

う
と
う
、
水
差
し
に
何
が
起
こ
っ
た
か
す
っ
か
り
喋

し
ゃ
べ

っ
て
し
ま
う
と
、
容
れ
物
は
突
然
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
娘
は
そ
の
後

い
つ
も
幸
せ
で
、
ま
た
誠
実
勤
勉
で
も
あ
り
、
お
ち
ゃ
ら
け
唄
で
そ
こ
い
ら
中
歌
わ
れ
た
、
そ
の
昔
の
ボ
ー
デ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
娘
っ
こ

連
み
た
い
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

ブ
ー
デ
ル
ス
っ
て
ど
こ
だ
か
知
ら
な
い
の
。 
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緑
豊
か
な
と
こ
に
あ
る
。 

あ
す
こ
に
ゃ
綺
麗
な
あ
ま
っ
ち
ょ
が
お
っ
て
さ
。 

雌め
ん
ど
り鶏

み
た
い
に
怠
け
者
。 

明
け
方
牛
飼
い
角
笛
吹
く
と
、 

あ
ま
っ
ち
ょ
叫
ぶ
よ
、
あ
ん
れ
ま
あ
、 

あ
た
い
は
ま
ん
だ
乳
搾し

ぼ

っ
て
ね
え
だ（

（9
（

。

五
七
六
　
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
説
教

エ
ー
ル
ゼ
ン（

（10
（

教
会
の
北
側
に
は
一
つ
石
像
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
牡お

ひ
つ
じ羊

に
ま
た
が
っ
て
い
る
羊
飼
い
の
姿
で
、
こ
ん
な
伝
説
が
語
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
エ
ー
ル
ゼ
ン
の
上
手
、
ク
リ
ー
デ
ン
巖

フ
ェ
ル
ゼ
ンの

上
に
は
醸
造
釜が

ま

が
置
か
れ
て
い
て
、
村
民
は
こ
れ
を
使
っ
て
せ
っ

せ
と
麦ビ

ー
ル酒

を
醸か

も

し
た
。
こ
の
釜
は
毎
回
、
貸
し
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
ん
で
取
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
元
へ
戻

さ
れ
る
の
だ
が
、
麦ビ

ー
ル酒

一
マ
ー
ス（

（10
（

と
白
麵パ

ン麭
一
列
分（

（10
（

を
必
ず
中
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
時
羊
飼
い
の
下
働
き
が
飢

渇
に
迫
ら
れ
て
こ
う
し
た
飲
食
物
を
発
見
、
す
っ
か
り
平
ら
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
若
者
は
罰
と
し
て
羊
の
群
れ
や
醸
造
釜
と
も
ど
も

地
中
に
沈
ん
だ
。
白
麵パ

ン麭
を
食
べ
、
麦ビ

ー
ル酒

を
飲
ん
だ
償
い
と
し
て
、
沈
ん
で
行
く
羊
飼
い
は
遺
言
を
遺の

こ

し
た
。
そ
こ
で
毎
年
、
彼
が
罪

を
犯
し
た
日
─
─
こ
れ
は
聖

ザ
ン
ク
トウ

ル
バ
ヌ
ス
の
祝
日（

（10
（

だ
っ
た
─
─
に
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
い
、
彼
の
哀
れ
な
魂
の
た
め
に
祈き

と
う禱

を
捧
げ
、
そ
の

際
参
列
者
一
同
に
彼
の
遺
産
を
用
い
て
焼
か
れ
た
小ブ

レ

ー

チ

ェ

ン

型
丸
白
麵
麭
が
一
つ
づ
つ
配
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
由
。
こ
れ
は
い
ま
な
お
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行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
麵パ

ン麭
は
決
し
て
黴か

び

が
生
え
な
い
効
能
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
大
切
に
祀ま

つ

っ
て
お
け
ば
、
そ
れ
が
保
管
さ
れ

て
い
る
限
り
、
家
で
麵パ

ン麭
に
不
自
由
す
る
こ
と
は
な
い
そ
う
な
。

五
七
七
　
黄き

ん金
の
上
靴
を
履
い
た
巨
人

ペ
ス
ネ
ッ
ク
近
郊
に
絵
の
よ
う
に
美
し
い
巖い

わ

の
塊
が
あ
る
。
険
し
い
斜
面
は
東
の
オ
ッ
プ
ル
ク（

（10
（

の
方
に
向
い
て
い
る
。
毎
晩
、
ペ
ス

ネ
ッ
ク
の
教
会
の
時
計
が
十
二
時
を
打
つ
と
、
こ
の
巖
の
家
か
ら
巨
人
が
出
て
来
て
、
絞ガ

ル
ゲ
ン
ベ
ル
ク

首
台
の
山
を
越
え
て
行
く
。
巨
人
は
左
足
に

黄
金
の
上
靴
を
履
い
て
い
る
。
だ
れ
か
が
巖
の
と
こ
ろ
で
巨
人
と
一
緒
に
歩
き
始
め
、
追
い
つ
く
と
、
巨
人
は
上
靴
を
失な

く
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
そ
の
だ
れ
か
は
上
靴
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
て
、
生
涯
裕
福
に
な
る
。

五
七
八
　
カ
ム
ゼ
ン
のベ

ル

ゲ

山
山
の
宝
物

ペ
ス
ネ
ッ
ク
と
オ
ッ
プ
ル
ク
の
間
に
カ
ム
ゼ
ン
のベ

ル

ゲ

山
山
と
か
ヒ
ャ
ム
ゼ
ン
のベ

ル

ゲ

山
山
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
山
が
あ
る
。
南
側
の
巖い

わ

の
裂

け
目
を
指
し
、
こ
れ
こ
そ
カ
ム
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
の
大
宝ほ

う
く
つ窟

の
入
口
だ
、
と
す
る
者
が
あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
狭
い
口
か
ら
長
い
こ

と
内
部
へ
辿た

ど

る
と
、
拡
が
っ
て
大
き
な
広
間
に
な
る
と
か
。
や
っ
と
最
深
部
に
達
す
る
と
赤
く
輝
く
黄
金
で
一
杯
の
醸
造
用
鍋
が
あ

る
。
け
れ
ど
も
両
開
き
の
鉄
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
焰ほ

の
お

を
吐
く
一
頭
の
龍
が
見
張
っ
て
い
る
。
幸
い
中
に
入
れ
、
さ
て
次
に
真
っ

暗
な
恐
怖
の
洞
窟
の
中
で
龍
と
闘
い
、
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
黄
金
の
財
宝
が
我
が
物
に
な
る
わ
け
だ
が
…
…
。
カ
ム
ゼ
ン

ベ
ル
ゲ
は
、
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ゲ
、
ヘ
ル
マ
ン
ス
ベ
ル
ゲ
、
ヴ
ァ
ル
ト
ベ
ル
ク
、
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
そ
の
他
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テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
幾
つ
も
の
山
山
同
様
、
言
い
伝
え
に
富
ん
で
い
る
。
オ
ス
テ
ラ
リ
ッ
ツ
な
る
城
が
そ
こ
に
沈
ん
で
い
る
。
さ
ま
よ

う
白
衣
の
令
嬢
が
財
宝
を
守
護
し
て
い
る
。
旅
回
り
の
楽
士
た
ち
が
輝
く
灯
火
が
走
り
去
っ
て
行
く
の
を
目
に
し
、
た
っ
た
一
人
、
一

番
貧
乏
な
低コ

ン

ト

ラ

バ

ス

音
大
提
琴
の
奏
者
だ
け
が
、
そ
う
速
く
は
な
か
っ
た
が
、
跡
を
跟つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
寄
る
と
こ
れ
は
火
の
玉
と
な

り
、
パ
チ
パ
チ
弾
け
、
燃
え
る
炭
を
周
り
に
撒ま

き
散
ら
し
た
。
そ
の
幾
ら
か
は
楽
器
胴
体
の
響
孔
に
跳
び
込
み
、
中
で
金
塊
に
変
わ
っ

た
。
白し

ら
が髪

の
男
の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒

た
ち（

（10
（

が
農
夫
、
羊
飼
い
、
牛
飼
い
、
男
の
子
な
ど
を
山
の
胎
内
に
招
き
入
れ
、
多
く
は
宝
物
を
貰も

ら

っ
て
戻
っ
て

来
た
。
子
ど
も
を
抱
い
て
い
た
女
中
が
誘
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
女
は
、
麵パ

ン麭
と
黄き

ん金
を
取
れ
、
と
言
わ
れ
た
。
し
か
も
同
時

に
。
そ
こ
で
子
ど
も
を
卓テ

ー
ブ
ル子

の
上
に
置
い
て
、
両
方
を
摑つ

か

み
、
前
掛
け
に
包
む
と
、
上

オ
ー
バ
ーオ

ッ
プ
ル
ク
の
奉
公
先
目
指
し
て
走
り
去
っ

た
。「
子
ど
も
は
一
体
ど
う
し
た
だ
」。
─
─
「
あ
れ
ま
あ
、
カ
ム
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
に
忘
れ
て
来
ち
ま
っ
た
」。
─
─
急
い
で
走
り
戻
る
と
、

洞
窟
の
入
口
は
ま
だ
開
い
て
お
り
、
子
ど
も
は
見
つ
か
り
、
卓テ

ー
ブ
ル子

か
ら
抱
き
取
っ
て
、
山
の
外
へ
出
た
。
─
─
外
へ
出
て
み
る
と
、
子

ど
も
は
塵
に
な
っ
た
。
放
牧
の
家
畜
が
群
れ
か
ら
誘
い
出
さ
れ
、
地
中
に
沈
ん
だ
城
の
厩う

ま
や

に
連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し

牛
飼
い
は
た
っ
ぷ
り
弁
償
し
て
も
ら
っ
た
。
例
の
〔
洞
窟
を
開
く
鍵
と
な
る
〕
奇き

せ
き蹟

の
花
は
、
カ
ム
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
山
麓
や
胎
内
で
の
不

思
議
な
話
に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
タ
ー
レ
村
近
く
の
湧
き
出
す
銀
貨
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
四
）
に
す
ら
匹
敵
す
る
よ
う

な
伝
説
が
数
数
語
ら
れ
る
場
所
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
カ
ム
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
は
こ
う
し
た
場
所
の
一
つ
で
あ
る
。

五
七
九
　
銀
の
泡
が
湧
く
泉

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ（

（10
（

近
郊
ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
村（

（10
（

の
傍
に
廃
村
が
あ
る
。
あ
る
時
そ
こ
で
羊
飼
い
の
少
年
が
羊
の
番
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

突
然
目
の
前
の
地
面
に
穴
が
開
き
、
中
か
ら
白
い
泡
が
さ
な
が
ら
霜
の
よ
う
に
噴
き
出
し
、
穴
の
縁
全
体
に
付
着
し
た
。
少
年
は
び
っ
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く
り
し
て
長
い
こ
と
穴
と
中
の
白
い
代
物
を
眺
め
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
羊
を
駈か

り
立
て
て
戻
り
、
妙
な
物
を
見
た
、
と
語
っ
た
。
こ

れ
を
聴
い
た
羊
飼
い
の
親
方
は
か
っ
と
し
て
こ
う
叱
り
つ
け
た
。「
こ
の
莫ば

か迦
野や

ろ
う郎

。
お
め
え
が
行
き
当
た
っ
た
よ
う
な
幸
せ
に
だ
れ

も
が
恵
ま
れ
る
も
ん
じ
ゃ
ね
え
の
に
。
お
め
え
が
手
を
出
し
て
、
そ
の
白
い
の
を
取
っ
て
来
た
ら
よ
、
未
来
永え

い
ご
う劫

好
い
目
に
遇
っ
た
に

な
あ
。
な
ぜ
っ
て
よ
、
そ
い
つ
ぁ
純
銀
だ
っ
た
か
ら
さ
な
」。
以
来
羊
飼
い
の
少
年
は
来
る
日
も
来
る
日
も
羊
を
同
じ
場
所
に
駈か

り
立

て
て
行
っ
た
が
、
無
駄
骨
折
り
で
、
生
涯
再
び
銀
の
湧
く
穴
に
お
目
に
懸
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
の
羊
飼
い
の
少
年
で
も
う
ま
く

は
行
く
ま
い
。
た
と
え
眼
鏡
を
掛
け
て
い
て
も
ね
。

五
八
〇
　
愚
か
な
女

か
つ
て
騎
士
の
古
城
が
ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
を
見
下
ろ
す
山
上
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
最
後
の
騎
士
に
は
息
女
が
一
人
あ
り
、

あ
る
若
者
と
相
思
相
愛
の
間
柄
だ
っ
た
。
し
か
し
父
親
は
若
者
を
憎
み
、
こ
れ
を
射
殺
し
た
。
そ
こ
で
騎
士
の
姫
は
塔
か
ら
身
を
投

げ
、
老
父
は
後
悔
の
あ
ま
り
死
に
、
城
は
廃は

い
き
ょ墟

に
な
っ
た
。
令
嬢
は
安
息
を
知
ら
ぬ
亡
霊
と
な
っ
て
い
ま
だ
に
辺
り
を
徘は

い
か
い徊

し
て
い
る

が
、
善
良
な
亡
霊
で
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
の
者
が
恩
恵
を
蒙

こ
う
む

っ
て
い
る
。
彼
女
は
隠
さ
れ
た
葡ワ

イ

ン

萄
酒
貯
蔵
庫
─
─
極
上
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
一
杯

入
っ
た
数
数
の
大お

お
だ
る樽

が
置
か
れ
て
い
る
─
─
の
鍵
も
携
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
穴
蔵
や
こ
う
し
た
令
嬢
が
め
っ
た
に
な
い
の
は
ま
こ
と

に
残
念
。

ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
の
あ
る
農
夫
に
娘
が
い
た
が
、
こ
れ
が
普
通
お
人
好
し
と
い
わ
れ
る
類た

ぐ
い

の
お
莫ば

か迦
さ
ん
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
て
ん

か
ら
の
魯ろ

ど
ん鈍

痴ち
ほ
う呆

じ
ゃ
な
く
て
、
ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
気
心
の
知
れ
た
ご
近
所
同
士
や
ら
な
に
や

ら
の
酒
と
骨カ

ル
タ牌

の
集
ま
り
が
あ
り
、
お
百
姓
連
は
こ
ん
な
こ
と
を
つ
い
口
に
し
た
。「
あ
の
古
い
お
城
の
よ
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
や
ら
金
貨
や
ら
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が
ど
っ
さ
り
あ
る
ち
ゅ
う
穴
蔵
を
だ
れ
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
の
う
」。
す
る
と
例
の
抜
け
て
い
る
娘
が
「
お
ら
、
そ
の
穴
蔵

知
っ
て
る
、
お
ら
、
知
っ
て
る
」
と
言
っ
た
。「
は
あ
て
、
お
め
え
に
ゃ
分
か
り
そ
う
も
ね
え
が
な
」
と
父
親
。「
だ
ど
も
、
お
ら
、

知
っ
て
る
だ
に
」
と
娘
は
繰
り
返
し
た
。「
そ
い
で
、
す
ぐ
に
お
め
え
さ
ま
た
ち
に
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
持
っ
て
来
た
げ
る
よ
」。
そ
う
言
う
な

り
、
こ
の
子
は
壺つ

ぼ

を
一
つ
手
に
す
る
と
、
出
掛
け
て
行
き
、
間
も
な
く
縁
ま
で
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
な
み
な
み
入
っ
た
壺
を
持
っ
て
帰
っ
て
来

た
。「
わ
し
も
そ
の
穴
蔵
を
ど
う
し
て
も
見
て
え
」
と
父
親
。「
さ
、
わ
し
と
一
緒
に
行
く
だ
」。
─
─
こ
う
し
て
二
人
は
連
れ
立
っ
て

出
掛
け
た
が
、
今
度
は
お
莫
迦
さ
ん
に
も
ま
る
き
り
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。「
お
ら
が
独
り
で
行
っ
た
ん
だ
っ
た
ら
よ
」
と
娘
は

百
姓
家
の
部
屋
に
戻
り
な
が
ら
言
っ
た
。「
あ
の
穴
蔵
は
き
っ
と
見
つ
か
っ
た
だ
ろ
う
に
さ
」。
さ
て
、
上
物
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
も
う
一
度
聞
こ

し
召
し
た
い
と
い
う
気
分
が
盛
り
上
が
り
、
農
夫
た
ち
は
、
も
し
こ
の
子
が
ま
た
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
手
に
入
れ
て
く
れ
れ
ば
、
と
金
を
集
め

て
、
差
し
出
し
た
も
の
。
娘
は
出
掛
け
て
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
こ
う
も
言
っ
た
。「
こ
れ
で
も
う
酒
屋
さ
ん
は
店
仕
舞
い
だ
。

白
い
服
着
た
お
嬢
様
は
も
う
二
度
と
お
ら
を
入
ら
せ
ち
ゃ
く
れ
ね
。
お
ら
が
お
め
え
さ
ま
た
ち
か
ら
ろ
く
で
も
ね
え
金
さ
貰も

ら

っ
た
か
ら

だ
っ
て
よ
。
お
嬢
様
は
お
め
え
さ
ま
た
ち
に
こ
う
言
え
っ
て
。
こ
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
は
あ
ん
た
ら
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
に
ゃ
あ
も
っ
た
い
な

い
、
あ
ん
た
ら
に
ゃ
薄コ

ー
フ
ェ
ン
ト

麦
酒
が（

（10
（

相
応
だ
、
あ
ん
た
ら
を
一い

ち
ま
と纏

め
に
し
た
っ
て
葡ワ

イ

ン

萄
酒
一
壺
の
値
打
ち
も
な
い
、
っ
て
」。
農
夫
た
ち
は

ゲ
ラ
ー
ト（

（10
（

の
寓
話
に
あ
る
領ア

ム

ト

マ

ン

地
管
理
官
の
お
愛
想
を
聞
い
た
時
み
た
い
に
、
に
や
に
や
笑
い
、
こ
う
言
い
交
わ
し
た
。「
ま
、
言
わ
せ

て
お
く
だ
あ
、
あ
れ
は
か
ら
き
し
莫
迦
だ
か
ら
よ
」。

五
八
一
　
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
の
市シ

ュ
タ
ッ
ト
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

お
抱
え
楽
士

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
に
市シ

ュ
タ
ッ
ト
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

お
抱
え
楽
士
が（

（11
（

い
た
。
人
呼
ん
で
ハ
ウ
ス
マ
ン
。
威
勢
の
良
い
男
だ
っ
た
が
、
実
直
だ
っ
た
。
も
う
ご
く
若
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く
は
な
い
に
せ
よ
、
ぴ
ん
し
ゃ
ん
と
し
て
い
て
、
神
の
賜た

ま
も
の物

た
る
高
貴
な
葡ぶ

ど
う萄

汁ジ
ュ
ー
スを

決
し
て
軽
ん
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
る
時

こ
の
ハ
ウ
ス
マ
ン
は
仲
間
と
連
れ
立
っ
て
ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
─
─
一
説
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ウ
エ
ン
森

フ
ォ
ル
ス
トの

下
手
の
あ
る
村
─
─
に
出
掛
け
、

婚
礼
の
舞ダ

ン
ス踏

の
伴
奏
を
し
て
、
け
っ
こ
う
な
も
て
な
し
を
受
け
、
夜
が
白
む
頃
そ
こ
を
出
て
、
陽
気
に
楽
し
く
例
の
古
城
の
傍
、
あ
る

い
は
シ
ャ
ウ
エ
ン
森

フ
ォ
ル
ス
トの

縁
を
通
り
掛
か
っ
た
。
そ
の
時
ハ
ウ
ス
マ
ン
の
言
う
よ
う
「
朝あ

し
た

の
調
べ
を
一
曲
や
ら
か
し
て
今
日
と
い
う
日

の
夜
明
け
を
祝
お
う
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
と
一
緒
に
あ
ち
ら
に
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
る
白
衣
の
お
嬢
様
に
も
ご
挨あ

い
さ
つ拶

を
な
」。
そ
こ
で
一
同

縦
隊
を
作
る
と
、
い
と
も
朗
ら
か
に
吹
奏
を
開
始
し
た
。
音
曲
が
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
内
に
白
衣
の
令
嬢
が
現
れ
、
楽
士
た
ち
に
歩
み
寄

り
、
に
こ
や
か
に
彼
ら
の
頭
数
だ
け
葡ワ

イ

ン

萄
酒
の
杯
が
載
っ
て
い
る
皿
を
差
し
出
し
た
。
楽
士
た
ち
は
こ
れ
を
飲
み
、
お
礼
心
で
も
う
一

曲
吹
奏
し
た
。
令
嬢
は
ま
た
出
て
来
た
が
、
今
度
皿
の
上
に
あ
っ
た
の
は
何
本
も
の
骨
だ
っ
た
。
皆
目
を
真
ん
丸
に
し
た
が
、
こ
の
妙

ち
き
り
ん
な
贈
り
物
を
拒
む
勇
気
は
だ
れ
に
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
城
の
塔
が
見
え
な
く
な
る
や
い
な
や
、
受
け
取
っ
た
物
を
近
く

の
穀
物
畑
に
投
げ
込
ん
だ
。
だ
が
ハ
ウ
ス
マ
ン
だ
け
は
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
た
骨
を
丁
寧
に
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

に
納
め
た
。
そ
し
て
家
へ
帰
り
着
く
と
骨
は
上
着

ご
と
衣
装
簞だ

ん
す笥

に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
。
翌
日
の
日
曜
、
晴
れ
着
を
持
っ
て
来
て
お
く
れ
、
と
夫
に
言
わ
れ
た
妻
は
上
着
を
取
り
に
行
っ

た
が
、「
あ
な
た
、
一
体
何
を
入
れ
て
い
る
の
。
こ
れ
、
鉄
の
塊
よ
り
重
い
わ
」
と
訊き

い
た
も
の
。
夫
は
答
え
た
。「
だ
れ
か
に
何
か

貰も
ら

っ
た
憶お

ぼ

え
は
な
い
ん
だ
が
な
あ
。
ま
あ
、
見
せ
て
ご
ら
ん
よ
」。
実
直
な
市
お
抱
え
楽
士
が
骨
を
突
っ
込
ん
で
お
い
た
上
着
の
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

か
ら
、
妻
が
引
っ
張
り
出
し
た
の
は
円
筒
状
に
紙
で
包
ま
れ
た
長
い
一
巻
き
の
金
貨
だ
っ
た
。

せ
っ
か
く
の
骨
を
投
げ
棄
て
て
し
ま
っ
た
仲
間
の
楽
士
た
ち
が
こ
の
話
を
耳
に
し
た
時
、
い
や
も
う
驚
い
た
の
な
ん
の
。
大
急
ぎ
で

あ
の
穀
物
畑
に
駈か

け
戻
っ
た
。
や
れ
、
嬉う

れ

し
や
、
骨
は
見
つ
か
っ
た
。
拾
っ
て
帰
宅
し
た
。
と
こ
ろ
が
家
で
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

か
ら
出
し
て
み
る

と
、
だ
れ
の
も
骨
製
の
横フ

レ
ー
テ笛

だ
っ
た
。
念
願
の
幸
運
は
笛
吹
き
に
行
っ
ち
ま
っ
た
〔
＝
ふ
い
に
な
っ
た（

（11
（

〕
が
、
そ
れ
で
も
吹
く
物
は
で

き
た
っ
て
わ
け
だ
。
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五
八
二
　
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
夫
人

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
な
る
人（

（11
（

が
亡
く
な
り
、
後
に
夫
人
ア
グ
ネ
ス
が
残
さ
れ
た
。
な
ん
と
も
う
ら
若
い
未
亡
人
だ
っ
た

が
、
伯
と
の
間
に
子
ど
も
が
二
人
い
た
。
ア
グ
ネ
ス
の
実
家
は
メ
ラ
ン
公
爵
家
で
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
領
の

他
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
地
に
プ
ラ
ッ
セ
ン
城ブ

ル
ク

と
そ
の
所
領
を
遺
産
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
時
折
そ
ち
ら
に
住
ん
だ
。
や
が
て
彼

女
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
ル
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
に
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

伯
た
る
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
美デ

ア
・
シ
ェ
ー
ネ

男
伯
に（

（11
（

激
し
い
恋
情
を
抱
く
よ
う
に
な

り
、
相
手
も
自
分
と
結
ば
れ
る
気
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
内
内
探
ら
せ
た
。
辺
境
伯
と
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
ゾ
フ
ィ
ー
ア
と
の
間

に
は
縁
談
が
進
行
中
で
、
辺
境
伯
の
両
親
は
存
命
で
婚
儀
成
立
を
望
ん
で
い
た
。
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
夫
人
ご
執
心
と
の
報
せ
が
秘

か
に
届
け
ら
れ
る
と
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
「
四
つ
の
目
だ
に
無
か
り
せ
ば
」
と
洩
ら
し
た
。
─
─
こ
れ
を
聞
い
た
伯
爵
夫
人
は
、
罪
の

な
い
自
分
の
幼お

さ
な
ご子

二
人
の
こ
と
だ
、
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
子
息
は
三
歳
、
そ
の
妹
姫
は
二
歳
。
辺
境
伯
へ
の
身
も
世
も
な
い
愛

慕
に
眩く

ら

ま
さ
れ
た
彼
女
は
、
邪
魔
な
子
ど
も
た
ち
を
排
除
し
よ
う
、
と
忌
ま
わ
し
い
決
意
を
固
め
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
を
殺
す
た

め
に
ハ
イ
ダ
ー
な
る
下
僕
を
金
で
雇
い
入
れ
た
。
こ
の
男
が
兇き

ょ
う
こ
う行

に
及
ぼ
う
と
踏
み
込
む
と
、
ち
い
ち
ゃ
い
伯
爵
は
こ
う
哀
訴
し
た
と

い
う
。

ハ
イ
ダ
ー
、
お
願
い
、
生
か
し
と
い
て
お
く
れ
、 

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
を
お
ま
え
に
あ
げ
る
。 

そ
れ
か
ら
プ
ラ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ク
も
ね
、 



53

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十二） 鈴木　滿　訳・注

こ
れ
な
ら
後
悔
し
な
い
で
し
ょ
。

そ
し
て
息
女
の
方
は

ハ
イ
ダ
ー
、
お
願
い
、
生
か
し
と
い
て
お
く
れ
、 

あ
た
し
の
お
人
形
、
み
な
あ
げ
る
か
ら
。

け
れ
ど
も
殺
人
者
は
嘆
願
を
受
け
付
け
ず
、
非
道
な
所
業
を
や
り
遂
げ
た
。
と
は
い
え
、
後
に
拷
問
台
で
こ
う
告
白
し
た
。「
あ
の

無
邪
気
な
子
た
ち
の
、
と
り
わ
け
女
の
子
の
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
た
び
、
お
れ
は
ひ
ど
く
後
悔
し
た
も
ん
だ
」
と
。
─
─
こ
ん
な

こ
と
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
伯
爵
夫
人
は
目
的
を
達
し
な
か
っ
た
の
で
、
悔
や
み
、
絶
望
し
、
重
い
贖し

ょ
く
ざ
い罪

を
行
っ
た
。
そ
し
て
死
後
も

安
息
を
見
出
せ
ず
、
プ
ラ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ク
城
の
あ
の
名
高
い
白
衣
夫
人
と
な
っ
て
さ
ま
よ
い
歩
く
の
だ
。
彼
女
は
ヒ
ン
メ
ル
ク
ロ
ー
ン

修
道
院
へ
膝
で
這は

い
ず
っ
て
行
き
、
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

五
八
三
　
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
二
人
用
寝
台（

（11
（

シ
ュ
タ
ッ
ト
イ
ル
ム（

（11
（

と
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
中
間
に
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
村
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
い
ま
だ
に
同
名
の
城

の
廃は

い
き
ょ墟

が（
（11
（

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
の
も
の
で
、
さ
さ
や
か
な
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
領
の
中
心
だ
っ

た
。
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
領
は
、
婚
姻
に
よ
っ
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
か
ら
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
一
門
に
移
り
、
同
一
族
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廃
絶
後
再
び
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
家
の
手
に
戻
っ
た
。
あ
り
し
日
の
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
城
壁

を
廻
ら
し
、
幾
つ
も
の
塔
を
備
え
た
堂
堂
た
る
建
築
で
、
プ
ラ
ウ
エ
を
見
下
ろ
す
エ
ー
レ
ン
城

ブ
ル
ク

さ（
（11
（

な
が
ら
だ
っ
た
。
東
洋
に
囚と

ら

わ
れ
て

い
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
を
奴
隷
の
鎖
か
ら
解
き
放
っ
て
く
れ
、
伯
爵
が
第
二
の
奥
方
と
し
て
、
ま
だ
存
命
の
第
一
の
奥
方

に
歓フ

ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷
で（

（11
（

引
き
合
わ
せ
た
か
の
サ
ラ
セ
ン
女
性
に
、
寡か

ふ婦
産（

（11
（

と
し
て
譲
渡
し
た
の
は
こ
れ
、
と
は
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。

こ
こ
に
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
は
し
ば
し
ば
滞
在
し
た
。
今
日
も
な
お
色
褪あ

せ
た
彩
色
画
と
金き

ん
ぱ
く箔

で
飾
ら
れ
た
古
い
巨
大
な
天
蓋
付
き
寝
台

が
見
ら
れ
る
が
、
か
の
伯
爵
は
二
人
の
妻
と
と
も
に
こ
の
寝
台
で
眠
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

五
八
四
　
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
城
の
記
念
の
徴

し
る
し

ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
上

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ロ
ス

手
城
に（

（12
（

そ
の
昔
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
と
リ
ュ
ト
ガ
ー
な
る
兄
弟
が
住
ん
で
い
た
が
、
お
互
い
啀い

が

み
合
う
よ
う
に

な
り
、
別
居
し
て
、
共
有
の
領
地
と
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
支
配
権
を
分
割
す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
お
れ
は
自
分
の
た
め
に
新
し
い

城
を
築
く
」
と
リ
ュ
ト
ガ
ー
は
言
い
、
彼か

な
た方

の
山
─
─
後
に
そ
の
山
上
に
下

ニ
ー
ダ
ーク

ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
城
が
で
き
た
─
─
を
指
し
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
は
呵か

か呵
大
笑
し
て
い
わ
く
「
お
ま
え
が
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
城
を
造
れ
る
な
ら
、
わ
し
は
だ
れ
も
で
き
ん
、
だ

れ
も
せ
ん
、
し
か
じ
か
の
こ
と（

（12
（

を
し
て
見
せ
る
わ
」。
す
る
と
リ
ュ
ト
ガ
ー
は
「
決ト

ッ

プ

ま
り
だ
。
騎
士
は
約
束
を
守
る
も
の
だ
ぞ
」
と
応

じ
て
、
兄
と
袂た

も
と

を
分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
下ニ

ー
ダ
ー
ブ
ル
ク

手
城
の
建
設
を
開
始
、
壮
大
な
も
の
を
仕
上
げ
た
。
そ
こ
で
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
は
至
極

心
配
に
な
り
、
大
金
を
積
ん
で
賭か

け
を
取
り
消
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
リ
ュ
ト
ガ
ー
は
承
知
せ
ず
、
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
が
約
束
し
た

例
の
こ
と
を
ど
う
し
て
も
し
ろ
、
と
言
い
張
っ
た
。
そ
こ
で
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
は
こ
れ
を
や
ら
か
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
脊
椎
を
折
っ
て

し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
上オ

ー
バ
ー
ブ
ル
ク

手
城
も
リ
ュ
ト
ガ
ー
の
所
有
に
帰
し
た
し
だ
い
。
リ
ュ
ト
ガ
ー
は
記
念
の
徴し

る
し

と
し
て
浅
ま
し
く
も
み
っ
と
も
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な
い
恰か

っ
こ
う好

を
し
て
い
る
兄
の
姿
を
城
の
張
り
出
し
窓
の
一
つ
に
取
り
付
け
さ
せ
た
。
こ
れ
は
今
日
な
お
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
形
の
石
像
が
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト（

（12
（

の
聖

リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
教
会
の
聖コ

ー

ル

プ

フ

ァ

イ

ラ

ー

堂
内
陣
窓
間
壁
に
あ
り
、
纏ま

つ

わ
る
伝
承
は
こ
う
で
あ
る
。
あ
る
敬け

い
け
ん虔

な

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
夫
人
が
こ
の
教
会
を
建
立
し
た
の
だ
が
、
手
持
ち
の
資
金
が
ど
う
も
足
り
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。
す
る

と
建
築
棟と

う
り
ょ
う梁

が
、
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
領
主
と
同
じ
約
束
を
あ
え
て
し
た
。
伯
爵
夫
人
が
最
後
の
一
文
ま
で
は
た
い
た
と
こ
ろ
で
、

教
会
も
完
成
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
棟
梁
は
や
む
を
え
ず
な
ん
と
も
か
と
も
不
快
な
こ
と
を
し
て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

五
八
五
　
別
別
の
塔

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
聖

リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
教
会
に（

（12
（

つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
伝
説
が
あ
る
。
西
側
正
面
の
脇
に
あ
る
巨
大
な
鐘
楼
の
他
に
塔
を
二

つ
備
え
て
い
る
が
、
内
一
つ
は
ビ
ザ
ン
チ
ン
建
築
様
式
、
も
う
一
つ
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
様
式
で
あ
る
。
片
方
は
棟と

う
り
ょ
う梁

が
、
も
う
片
方
は

そ
の
職
人
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
造
営
し
た
由
。
助
手
の
担
当
し
た
塔
の
方
が
よ
り
優
美
だ
と
人
人
に
賞し

ょ
う
さ
ん讃

さ
れ
た
の
で
、
棟
梁
は
む
ら

む
ら
と
妬ね

た

み
心
を
起
こ
し
、
職
人
を
彼
が
建
て
た
塔
か
ら
人
知
れ
ず
投
げ
落
と
し
、
職
人
の
忠
犬
も
そ
の
後
を
慕
っ
て
跳
び
下
り
た
の

だ
そ
う
な
。
や
が
て
石
像
が
装
飾
お
よ
び
思
い
出
の
よ
す
が
と
し
て
塔
に
取
り
付
け
ら
れ
、
こ
れ
は
今
日
な
お
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

荒
れ
果
て
た
聖

リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
教
会
は
不
気
味
な
雰
囲
気
で
、
真
夜
中
に
は
亡
霊
た
ち
が
そ
こ
で
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
う
。
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
そ
の
他
多

く
の
町
の
塔
に
つ
い
て
も
全
く
同
じ
、
な
い
し
細
部
が
い
さ
さ
か
異
な
る
伝
説
が
あ
る
。
教
会
の
一
つ
の
塔
の
内
部
に
は
巨
人
の
肋
骨

が
〔
肋
材
と
し
て
〕
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
人
の
墓
は
ヴ
ァ
ル
パ
ー
山ベ

ル
ク

の
下
に
あ
り
、
ハ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
通
じ
る
街
道
脇
に
は
こ

の
巨
人
が
地
面
に
差
し
込
ん
だ
匙さ

じ

が（
（12
（

あ
る
。
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五
八
六
　
乙ユ

ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
と
ベベ

ー

ラ

ー

ス

メ

ン

ヒ

ェ

ン

ー
ラ
ー
の
小
人
た
ち

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
に
ヨ
ー
ナ
ス
谷タ

ー
ル

な
る
深
い
峡
谷
が
あ
る
。
名
称
の
由
来
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
。
谷
に
は
垂
直
に
そ
そ
り
立

つ
険
し
い
巖い

わ
か
べ壁

が
あ
り
、
人
呼
ん
で
乙

ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
と
い
う
。
昔
騎
馬
の
男
に
追
わ
れ
た
処
女
が
天
使
た
ち
に
身
を
委ゆ

だ

ね
て
そ
こ
か
ら
跳

び
下
り
、
天
使
た
ち
は
彼
女
を
抱
き
留
め
、
や
ん
わ
り
と
地
面
に
下
ろ
し
て
く
れ
た
。
騎
馬
の
男
は
乗
馬
を
制
御
で
き
ぬ
ま
ま
、
娘
の

後
か
ら
跳
躍
、
人
馬
と
も
ど
も
奈
落
の
底
で
砕
け
散
っ
た
。
谷
の
入
口
に
あ
る
麗

デ
ア
・
シ
ェ
ー
ネ
・
ブ
ル
ン
ネ
ン

し
の
泉
は
そ
の
昔
乙ユ

ン
グ
フ
ァ
ー
ブ
ル
ン
ネ
ン

女
の
泉
と
い
わ
れ
た
。
五
十

年
ほ
ど
前
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
ち
い
ち
ゃ
な
少
年
聖
歌
隊
員
が
乙

ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
の
巖が

ん
と
う頭

へ
散
歩
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
猛
烈
な
突
風
に

襲
わ
れ
て
よ
ろ
け
て
し
ま
い
、
こ
と
に
こ
の
子
の
着
て
い
た
外マ

ン
ト套

を
風
が
帆
の
よ
う
に
は
ら
ま
せ
た
の
で
、
谷
間
へ
攫さ

ら

わ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
落
ち
て
行
く
際
、
聖
歌
隊
の
外マ

ン
ト套

が
落パ

ラ
シ
ュ
ー
ト

下
傘
の（

（12
（

よ
う
な
働
き
を
し
、
傷
一
つ
負
わ
ず
に
済
ん
だ
。

こ
の
谷
の
奥
、
入
口
か
ら
ず
っ
と
上か

み
て手

に
、
ベ
ー
ラ
ー
のス

ロ
ッ
ホ

洞
窟
と
呼
ば
れ
る
巖
穴
が
あ
り
、
中
に
ベベ

ー

ラ

ー

ス

メ

ン

ヒ

ェ

ン

ー
ラ
ー
の
小
人
た
ち
と（

（12
（

い
う

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
が
棲す

ん
で
い
た
。
彼
ら
は
悪い

た
ず
ら戯

妖
精
の
流
儀
─
─
こ
れ
に
つ
い
て
は
随
分
話
が
あ
る
─
─
通
り
、
温
良
で
も
あ
り
意
地
悪

で
も
あ
る
。
リ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
マ
ー
ス（

（12
（

で
物
語
ら
れ
る
ニ
ー
フ
ェ
ル
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

や
オ
ウ
ヴ
ェ
ル
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

に（
（12
（

似
て
い
る
。
こ
の
峡
谷

─
─
も
っ
と
高
く
エ
ス
ペ
ン
フ
ェ
ル
ト
村（

（12
（

の
方
へ
と
登
っ
た
と
こ
ろ
は
ゲ
ッ
ツ
ェ
ン
谷タ

ー
ル

と
呼
ば
れ
る
─
─
は
全
く
不
気
味
で
あ
る
。
妖

魔
ど
も
が
夜
歩
く
人
人
の
背
中
に
ど
さ
り
と
お
ぶ
さ
り
、
か
な
り
の
距
離
を
背
負
っ
て
行
か
せ
る
。
夜
更
け
に
「
麗シ

ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
ネ
ン

し
の
泉
」
亭
─
─

上
等
の
小ヴ

ァ
イ
ツ
ェ
ン
ビ
ー
ア

麦
麦
酒
が
飲
め
る
─
─
を
出
て
、
あ
の
辺
り
の
道
を
辿た

ど

っ
た
連
中
が
既
に
少
な
か
ら
ず
こ
う
し
た
目
に
遭
っ
て
い
る
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
多
く
の
他
の
場
所
に
も
ま
だ
ま
だ
小
人
の
洞ど

う
く
つ窟

が
あ
り
、
そ
ち
こ
ち
で
悪ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人
のス

ロ

ッ

ホ

洞
窟
と
か
悪ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人

のス
ヘ
ー
レ

洞
穴
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ブ
ッ
フ
ァ
ー
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
イ
ル
ム（

（13
（

、
ザ
ル
ツ
ミ
ュ
ン
デ（

（13
（

、
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン（

（13
（

、
デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
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ト（
（13
（

、
ヴ
ィ
ヒ
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン（

（13
（

近
郊
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ン
族
侵
入
時
代
、
人
人
は
こ
の
恐
ろ
し
い
蛮
族
ど
も
か
ら
逃
れ
よ
う

と
、
ち
い
ち
ゃ
な
怖
が
り
ん
ぼ
の
悪ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人
よ
ろ
し
く
こ
う
し
た
洞
窟
に
潜
り
込
ん
だ
、
と
い
う
伝
説
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
語
ら

れ
て
い
る
。

五
八
七
　「
マ
ー
ス
た
っ
ぷ
り
！
マ
ー
ス
た
っ
ぷ
り
！
」

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
に
薬
草
が
豊
富
に
採
れ
る
美
し
い
山
林
が
あ
り
、
ヴ
ァ
ル
パ
ー
森

ホ
ル
ツ

と（
（13
（

呼
ば
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
昔
そ
の

高
み
に
聖
女
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
に
奉
献
さ
れ
た
修
道
院
が
建
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
高ア

ン
・
デ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
・
ブ
ー
ヘ
ン

い
山
毛
欅
林
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
、
実
際
い
わ
ゆ
る
狩ヤ

ー

ク

ト

ブ

ー

ヘ

り
の
山
毛
欅
の
樹
が（

（13
（

聳そ
び

え
て
い
る
。
こ
の
山ぶ

な
毛
欅
の
根
元
周
り
は
芝
も
そ
の
他
雑
草
も
薬
草
も
一
切
生
え
な
い

丸
い
地
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
さ
る
麦ビ

ー
ル酒

酒
場
の
女お

か
み将

の
安
ら
ぎ
に
就
け
な
い
亡
霊
が
呪
封
さ
れ
て
い
る
。
生
前
麦ビ

ー
ル酒

の
量
り
を
ご
ま

か
し
た
か
ら
だ
。
そ
の
名
は
ホ
レ
夫
人
。
時
折
古
風
な
衣
装
を
纏ま

と

っ
た
彼
女
が
狩ヤ

ー
ク
ト
ブ
ー
ヘ

猟
山
毛
欅
の
周
り
を
休
む
こ
と
な
く
歩
き
続
け
、
絶

え
ず
声
を
振
り
絞
っ
て
「
マ
ー
ス（

（13
（

た
っ
ぷ
り
！
マ
ー
ス
た
っ
ぷ
り
！
」
と
悲
痛
に
叫
ぶ
の
が
見
聞
き
さ
れ
る
。

こ
の
伝
説
の
呪
封
さ
れ
た
亡
霊
の
名
に
ホ
レ
夫
人
と
い
う
あ
の
神
話
的
な
名
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
亡
霊
は
メ
ー
リ
ス
近
く
の
も

デ
ア
・
ラ
イ
セ
ン
デ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

ぎ
と
り
巖
の
下
を
徘は

い
か
い徊

す
る
女
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
〇
）
を
思
い
出
さ
せ
る
。
彼
女
は
お
顧と

く
い客

さ
ん
に

損
を
さ
せ
た
の
で
呪
封
さ
れ
、「
一
カ
ン
ネ
を
四
分
の
三
、一
プ
フ
ン
ト
を
四
分
の
三
」
と
い
つ
も
叫
ん
で
い
る
の
だ
。
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五
八
八
　
子
ど
も
十
字
軍
と
子
ど
も
の
踊
り

そ
の
昔
（
一
二
一
二
年
）
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
そ
の
他
ド
イ
ツ
各
地
の
子
ど
も
た
ち
の
間
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
と
同
様
、
群
れ
を

成
し
て
遠
征
し
、
聖
墓
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
奇
妙
な
衝
動
、
不
可
思
議
な
幻
想
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る（

（13
（

。

伝
承
に
い
わ
く
。
見
知
ら
ぬ
美
少
年
が
諸
地ガ

ウ方
を
渡
り
歩
き
、
十
字
軍
従
軍
者
の
唄（

（13
（

を
歌
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
皆
、
抗あ

ら
が

い
難

い
衝
動
に
駈か

ら
れ
て
、
少
年
に
随つ

き
随
っ
た
の
だ
、
と
。
説
得
も
、
打

ち
ょ
う
ち
ゃ
く

擲
も
、
拘
束
も
彼
ら
を
引
き
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
か
ら
は
二
万
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
三
万
の
男
の
子
が
出
発
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
中
ア
ル
プ
ス
越
え
の
際
、
道
ら
し
い
道

も
無
い
山
岳
地
帯
で
斃た

お

れ
た
り
、
海
に
行
き
着
い
た
者
た
ち
も
恐
ろ
し
い
嵐
で
難
破
し
、
だ
れ
一
人
故
郷
に
戻
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
大
規
模
な
行
進
と
同
様
、
一
二
三
七
年
に
も
小
規
模
な
行
進
が
起
こ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
別
口
で
、
結
果
も
異
な
っ
た
が
、
と
に

か
く
、
何
か
訳
の
分
か
ら
な
い
も
の
が
群
衆
を
強
烈
に
捉と

ら

え
、
魅
了
し
得
る
─
─
そ
れ
で
い
て
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
し
ば
し
ば
全
く
狂

気
の
沙
汰
た
る
行
動
の
理
由
を
説
明
で
き
な
い
─
─
と
い
う
証
拠
に
は
な
る
。

右
の
年
の
休ろ

く
が
つ

耕
月
十
五
日
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
町
の
子
ど
も
た
ち
の
間
に
奇
妙
な
舞
踏
熱
が
広
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
千
人
以
上
の

群
れ
を
成
し
、
手
を
繫つ

な

ぎ
合
っ
て
大
き
な
列
を
作
り
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
レ
ー
バ
ー
門ト

ー
ア

か
ら
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
森

ヴ
ァ
ル
トへ

と
登
っ
て
行
き
、
ヴ
ァ

ル
タ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
村
に
達
す
る
と
、
今
度
は
そ
こ
か
ら
ア
イ
シ
ュ
レ
ー
ベ
ン
へ
、
ア
イ
シ
ュ
レ
ー
ベ
ン
か
ら
イ
ヒ
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン

へ
、
更
に
ル
ビ
ス
レ
ー
ベ
ン
を
経
て
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
と
向
か
っ
た
。
た
っ
ぷ
り
四
時
間
は
掛
か
る
行
程
を
上
機
嫌
か
つ
無
我
夢

中
で
絶
え
ず
踊
り
、
歌
い
、
跳
び
は
ね
な
が
ら
だ
っ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
彼
ら
は
夕
暮
れ
刻ど

き

へ
と
へ
と
に
く
た
び
れ
て
ア
ル
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
到
着
し
た
。
夥

お
び
た
だし

い
子
ど
も
た
ち
に
突
然
や
っ
て
来
ら
れ
た
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
市
民
は
大
層
訝い

ぶ
かし

ん
だ
が
、
と
に
か
く
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彼
ら
を
迎
え
入
れ
た
。
一
方
エ
ア
フ
ル
ト
の
市
民
は
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
へ
行
っ
た
か
分
か
ら
ず
、
ど
の
家
で
も
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ

て
来
な
い
の
で
町
中
大
恐
慌
を
き
た
し
、
騒
ぎ
は
丸
一
晩
続
い
た
が
、
翌
早
朝
や
っ
と
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
報
せ
が
来
た
の
で
収

ま
っ
た
。
そ
こ
で
エ
ア
フ
ル
ト
の
人
人
は
た
く
さ
ん
の
馬
車
を
用
意
し
て
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
赴
き
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
ら
を
も

て
な
し
て
く
れ
た
あ
ち
ら
の
市
民
の
親
切
に
心
か
ら
感
謝
し
、
子
ど
も
た
ち
を
家
へ
連
れ
戻
し
た
。
け
れ
ど
も
子
ど
も
た
ち
は
い
ず
れ

も
、
こ
ん
な
遠と

お
み
ち道

を
踊
り
な
が
ら
行
け
、
と
だ
れ
に
命
じ
ら
れ
た
の
か
、
言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
─
─
ぐ
っ
た
り
疲
れ
て
、
お

腹
が
ぺ
こ
ぺ
こ
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
取
り
憑つ

か
れ
た
ま
ま
で
、
も
っ
と
先
ま
で
行
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ら
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
そ
の
後
間
も
な
く
死
に
、
残
り
の
大
部
分
も
し
つ
こ
く
続
く
震
え
を
死
ぬ
ま
で
背し

ょ負
い
込
ん
だ
。
彼
ら
の
踊

り
は
命
取
り
だ
っ
た
わ
け
。

五
八
九
　
む
っ
つ
り
し
た
子
ど
も

一
六
七
七
年
三
月
の
こ
と
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
市
有
耕
牧
地
に
十
歳
ほ
ど
の
女
の
子
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
髪
は
お
下
げ
に
編
ま
れ
、
白

い
服
を
着
て
い
て
、
顔
色
は
蒼そ

う
は
く白

だ
っ
た
。
こ
の
子
は
ア
ー
ラ
ッ
ハ
耕フ

ェ
ル
ト地

と
ビ
ュ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
耕フ

ェ
ル
ト地

を
歩
き
回
り
、
独
り
言
を

呟つ
ぶ

い
て
い
た
が
、
意
味
は
だ
れ
に
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
片
手
に
赤
褐
色
の
小
さ
な
杖
を
握
り
、
穀
物
畑
な
い
し
牧
草
地
を
歩
き
な

が
ら
、
そ
れ
で
花
を
打
ち
落
と
し
た
の
で
、
子
ど
も
の
周
囲
至
る
と
こ
ろ
に
花
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
こ
の
む
っ
つ
り
し

た
子
ど
も
に
行
き
逢あ

っ
て
話
を
交
わ
そ
う
と
し
た
り
、
後
を
追
っ
て
素
性
や
ら
そ
の
奇
妙
な
行
動
の
理
由
を
問
い
質た

だ

そ
う
と
し
た
者

は
、
な
ん
だ
か
ひ
ど
く
ぞ
っ
と
し
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
そ
う
で
き
ず
、
す
ご
す
ご
と
引
き
返
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
む
っ
つ
り
し
た

子
ど
も
に
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
終じ

ま

い
と
な
っ
た
。
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五
九
〇
　
伯
爵
の
口
癖

昔
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
な
る
御
仁（

（14
（

が
い
た
が
、
こ
の
人
は
、
何
か
行
き
過
ぎ
た
こ
と
を
や
ら
か
し
て
し
ま
う

と
、
必
ず
こ
ん
な
厭い

と

わ
し
い
言
い
種ぐ

さ

を
口
に
す
る
の
だ
っ
た
。「
か
よ
う
な
こ
と
を
し
で
か
す
と
、
わ
し
は
厠か

わ
や

で
溺
れ
死
に
せ
に
ゃ
な

ら
ん
」
と
。
さ
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
伯
爵
は
雄
雄
し
い
殿
で
、
帝
国
議
会
に
も
馬
上
槍
試
合
に
も
数あ

ま
た多

た
び
参
加
し
て

い
た
が
、
一
一
八
六
年（

（14
（

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世（

（14
（

の
臨り

ん
ぎ
ょ御

が
あ
っ
た
エ
ア
フ
ル
ト
に
お
け
る
帝
国
議
会
に
出
席
し
た
。
そ
こ
に
は
長
期
に

亘わ
た

っ
て
互
い
に
抗
争
、
領
邦
を
侵
攻
し
合
っ
て
い
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（

（14
（

、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト（

（14
（

も
や
っ

て
来
た
。
そ
こ
で
皇
帝
と
大
勢
の
高
貴
な
諸
侯
、
伯
爵
、
殿
輩ば

ら

立
ち
会
い
の
下も

と

、
聖

ザ
ン
ク
トペ

ト
ル
ス
教
会
の
広
間
で
、
こ
の
両
者
間
の
調
停

が
図
ら
れ
、
和
議
が
締
結
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
広
間
の
床
は
古
く
て
腐
っ
て
い
た
の
で
、
か
く
も
夥

お
び
た
だし

い
人
数
の
重
み
に
堪

え
か
ね
て
突
如
崩
壊
し
た
。
と
こ
ろ
が
下
に
は
幾
つ
も
の
便
所
か
ら
糞ふ

ん
に
ょ
う尿

が
流
れ
込
む
汚
物
溜
め（

（14
（

が
あ
り
、
悲
惨
な
こ
と
に
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ア
ル
ン
ス
ブ
ル
ク
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ（

（14
（

は
こ
こ
に
顚て

ん
ら
く落

し
て
窒
息
し
た
。
更
に
ヘ
ッ
セ
ン
伯
ゴ
ス
マ
ー

ル（
（14
（

、
ツ
ィ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ン
伯
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト（

（14
（

、
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
城
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ（

（14
（

、
ベ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ォ
ン
・
メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ

ン（
（15
（

そ
の
他
も
死
ん
だ
。
窓
の
あ
る
壁へ

き
が
ん龕

の
一
つ
で
立
ち
話
を
し
て
い
た
皇
帝
と
大
司
教
は
窓
の
鉄
格
子
に
し
が
み
つ
い
て
助
か
っ
た
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
も
崩
落
事
故
に
遭
っ
た
が
、
怪
我
せ
ず
に
済
ん
だ
。
ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
な
が
ら
こ
う
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

ブ
ル
ク
伯
の
誓
言
は
実
現
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。
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五
九
一
　
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
路
地

エ
ア
フ
ル
ト
の
錠シ

ュ
レ
ッ
サ
ー
ガ
ッ
セ

前
師
横
丁
の
中
程
に
向
か
っ
て
家
家
の
間
に
路
地
が
一
本
あ
る
が
、
幅
が
と
て
も
狭
い
の
で
太
っ
ち
ょ
は
通
れ
な

い
。
こ
れ
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
路
地
で
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
は
、
エ
ア
フ
ル
ト
に
来
た
時
、
干
し
草
を
満
載
し
た
馬
車
で
こ
こ
を
抜

け
た
。
彼
が
住
ん
だ
の
は
ミ
ヒ
ェ
ル
ス
横ガ

ッ
セ丁

で
、
こ
れ
は
大ダ

ス
・
グ
ロ
ー
セ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム

い
な
る
学
寮
の
近
く
だ
っ
た
。
大ダ

ス
・
グ
ロ
ー
セ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム

い
な
る
学
寮
で
は
彼
自
身
講
義
を
行

い
、
学
生
た
ち
に
ホ
メ
ロ
ス
を
解
説
、
学
生
た
ち
の
面
前
に
ホ
メ
ロ
ス
の
英
雄
た
ち
の
亡
霊
を
出
現
さ
せ
、
最
後
に
は
巨
人
ポ
リ
ュ
ペ

モ
ス（

（15
（

ま
で
見
せ
た
の
で
、
学
生
た
ち
は
仰
天
し
て
逃
げ
去
っ
た
。
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
ガ
ッ
セ
に
は
あ
る
高
貴
な
貴
族
の
若
様
が
家
を
借
り

て
い
た
。
彼
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
の
友
だ
ち
で
、
二
人
は
よ
く
一
緒
に
い
た
。
こ
の
家
は
切
り
妻
屋
根
の
上
の
錨

い
か
り

飾
り
で
知
ら
れ
て
お

り
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
は
よ
く
宴
会
を
開
き
、
卓テ

ー
ブ
ル子

に
〔
酒さ

か
だ
る樽

み
た
い
に
〕
飲
み
口
を
開
け
て
そ
こ
か
ら
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
注
い
だ
り
、
屋
根

か
ら
空
中
に
飛
び
出
し
た
り
し
た
。
そ
し
て
屋
根
の
穴
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
瓦か

わ
ら

で
塞ふ

さ

げ
な
い
の
だ
っ
た
。
や
が
て

町
で
も
田
舎
で
も
寄
る
と
触
る
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
噂う

わ
さ

で
持
ち
き
り
に
な
っ
た
。
こ
の
不
思
議
な
人
物
と
彼
が
駆
使
す
る
伎わ

ざ倆
を
見

よ
う
と
近
在
か
ら
貴
族
た
ち
が
町
へ
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
由
由
し
い
数
の
人
人
が
悪
魔
の
術
に
誘
惑
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
と
危き

ぐ惧
さ
れ
る
に
至
り
、
一
人
の
修
道
士
が
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
を
改
心
さ
せ
よ
、
と
の
命
を
受
け
て
彼
の
許も

と

に
派
遣
さ
れ
た
。

弥ミ

サ撒
を
授
か
り
、
祈き

と
う禱

を
唱
え
、
悪
魔
と
絶
縁
す
る
よ
う
に
、
と
の
修
道
士
の
申
し
出
に
対
し
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
こ
う
応
じ
た
。

「
で
き
ま
せ
ぬ
な
、
親
愛
な
る
ク
リ
ン
ゲ
博
士（

（15
（

。
我
と
我
が
血
で
署
名
い
た
し
た
契
約
を
破
る
の
は
わ
た
し
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
恥
ず

べ
き
こ
と
で
す
か
ら
な
。
公
正
と
は
申
せ
ま
す
ま
い
て
。
悪
魔
は
や
つ
が
約
束
し
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

わ
た
し
も
や
つ
と
の
約
束
を
守
る
つ
も
り
じ
ゃ
」。「
な
ん
と
な
、
し
か
ら
ば
悪
魔
の
と
こ
ろ
へ
ま
い
る
が
よ
い
わ
。
こ
の
呪
わ
れ
た
極
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悪
人
、
悪
魔
の
盟
約
者
め
が
」
と
修
道
士
は
か
ん
か
ん
に
な
っ
て
金
切
り
声
を
挙
げ
た
。「
悪
魔
と
そ
の
僕し

も
べ

ど
も
の
た
め
に
用
意
さ
れ

た
永え

い
ご
う劫

の
火
の
中
に
失う

せ
お
れ
」。
そ
し
て
大
学
総
長
の
許
に
駈か

け
つ
け
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
は
悔か

い
し
ゅ
ん悛

を
知
ら
ぬ
、
正し

ょ
う
ど
う道

に
引
き
戻
せ

ぬ
罪つ

み
び
と人

で
ご
ざ
る
、
と
告
げ
た
。
か
く
し
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
は
不
良
学
生
さ
な
が
ら
め
で
た
き
町
エ
ア
フ
ル
ト
か
ら
追
放
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

五
九
二
　
鞭べ

ん
だ打

巡
礼
者

ド
イ
ツ
の
諸
地
方
に
鞭
打
巡
礼
者
た
ち
が
現
れ
た
折
り
、
眩め

ま
い暈

の
よ
う
に
頭
を
襲
う
こ
の
民
衆
病
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
も
到
来
し

た
。
そ
し
て
三
千
を
下
ら
な
い
鞭
打
苦
行
者（

（15
（

の
群
れ
が
エ
ア
フ
ル
ト
へ
押
し
寄
せ
た
。
彼
ら
は
二
人
づ
つ
組
に
な
り
、
だ
れ
も
か
れ
も

腰
の
周
り
に
亜
麻
布
を
巻
き
付
け
た
他
は
素
っ
裸
だ
っ
た
。
先
頭
の
者
は
旗
を
担
い
で
い
た
。
頭
に
は
白
い
帽
子
を
被か

ぶ

り
、
体
の
前
と

後
ろ
に
は
白
い
十
字
架
を
提
げ
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
鞭
打
苦
行
者
の
唄
を
歌
い
、〔
両
手
を
拡ひ

ろ

げ
た
〕
十
字
型
に（

（15
（

地
面
へ
身
を
投

げ
た
り
、
跪

ひ
ざ
ま
ずい

た
り
し
た
。
そ
し
て
鉄
釘く

ぎ

を
差
し
込
ん
だ
結
び
玉
が
先
端
に
付
い
た
三
条
の
皮
鞭
で
自
ら
を
鞭
打
つ
の
だ
っ
た
。
日
中

二
度
、
夜
に
一
度
こ
の
鞭
打
ち
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
似え

せ
而
非
信
心
の
宗
教
茶
番
劇
を
演
じ
た
の
は
ご
く
貧
し
く
ご
く
惨
め
な
下げ

せ
ん賤

の
輩

や
か
ら

ば（
（15
（

か
り
で
、
男
も
女
も
子
ど
も
も
い
た
。
金
銭
を
乞
い
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
食
べ
物
は
喜
ん
で
受
け
取
っ
た
。
ど
こ
か

教
会
に
入
る
た
び
、
意
味
も
な
く
わ
め
き
続
け
た
の
で
、
会
衆
は
だ
れ
も
い
た
し
か
た
な
く
黙
り
こ
く
っ
た
。
エ
ア
フ
ル
ト
の
市
参
事

会
は
こ
れ
ら
や
く
ざ
な
無
頼
の
徒
の
鼻
先
で
市
門
を
閉
じ
さ
せ
た
。
イ
ル
フ
ァ
ー
ス
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン（

（15
（

の
傍
で
夜
営
を
許
さ
れ
た
の
は

僥ぎ
ょ
う
こ
う倖

だ
っ
た
。
こ
の
鞭
打
巡
礼
者
の
一
人
が
愚
か
に
も
、
自
分
は
神
の
子
〔
＝
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〕
だ
、
と
告
げ
る
に
至
っ
た
。
本

当
に
そ
う
だ
と
信
じ
込
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
飛
ん
だ
身
の
破
滅
と
な
っ
た
。
彼
は
引
っ
立
て
ら
れ
、
エ
ア
フ
ル
ト
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の
市デ

ア
・
グ
ロ
ー
セ
・
マ
ル
ク
ト

の
立
つ
大
広
場
で
さ
っ
さ
と
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
そ
の
頃
エ
ア
フ
ル
ト
に
住
ん
で
い
た
エ
ア
フ
ル
ト
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
な
る
詩
人
が

こ
の
時
代
を
唄
に
詠え

い

じ
、
鞭
打
巡
礼
者
の
流
浪
性
、
野
人
性
を
十
全
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

疫シ
ッ
ペ
イ病

ハ
権
勢
ヲ
振
ル
イ
、
民
衆
ハ
幾
千
モ
斃タ

オ

レ
伏
シ
、 

異イ
ギ
ョ
ウ形

ナ
ル
者
ド
モ
は
半
裸
ニ
テ
自
ラ
ヲ
鞭
打
テ
リ（

（15
（

。

五
九
三
　
特
殊
不
治
病
者

エ
ア
フ
ル
ト
市
参
事
会
は
悪
事
を
働
く
者
た
ち
に
大
層
苦
労
し
て
い
た
が
、
持
て
る
権
力
を
思
い
知
ら
せ
、
い
か
な
る
犯
罪
も
峻し

ゅ
ん
げ
ん厳

に
処
罰
し
た
。
か
つ
て
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
の
持
ち
城
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（

（15
（

に
う
ら
若
い
騎
士
が
い
た
が
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
夫
人

の
腰
元
の
一
人
で
あ
る
乙
女
に
恋
慕
し
、
相
手
の
同
意
を
得
て
拐か

ど
わ

か
し
た
。
娘
は
若
者
の
鞍く

ら
じ
り尻

に
乗
り
、
二
人
は
無
事
に
〔
エ
ア
フ
ル

ト
の
〕
市
門
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
け
れ
ど
も
残
念
な
が
ら
も
う
宵
の
十
時
で
、
門
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
不
安
に
怯お

び

え
な

が
ら（

（15
（

馬
の
向
き
を
変
え
て
特
殊
不
治
病
者
の
隔
離
所（

（16
（

を
訪
ね
、
入
れ
て
欲
し
い
、
と
頼
ん
だ
。
も
っ
と
も
そ
の
前
に
騎
士
は
乗
馬
の

手
綱
を
垣
根
に
結
ん
だ
。
二
人
は
所
内
に
入
れ
て
も
ら
え
た
が
、
男
ば
か
り
だ
っ
た
病
者
た
ち
は
、
綺
麗
な
娘
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
騎
士
に
跳
び
掛
か
っ
て
縊く

び

り
殺
し
、
乙
女
を
襲
っ
て
あ
さ
ま
し
い
情
欲
を
満
た
し
た
の
で
、
彼
女
は
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
一
同
は

二
人
の
亡な

き
が
ら骸

を
埋
め
た
。
と
こ
ろ
で
駈か

け
落
ち
沙ざ

た汰
が
知
れ
る
と
、
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
と
レ
ム
デ
城
か
ら
一
群
の
追
っ
手
が

出
、
エ
ア
フ
ル
ト
に
も
や
っ
て
来
て
、
市
門
で
逃
亡
者
た
ち
の
こ
と
を
問
い
質た

だ

し
た
。
門
番
は
言
っ
た
。「
い
か
に
も
、
昨
日
の
夜
、
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そ
う
い
う
の
が
来
て
、
中
へ
入
れ
て
く
れ
、
と
せ
が
ん
だ
け
れ
ど
、
わ
し
ゃ
あ
門
を
開
け
て
や
れ
ん
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
時
刻
が
遅
過

ぎ
た
で
な
あ
」。
追
っ
手
た
ち
は
隔
離
所
へ
馬
を
乗
り
付
け
、
外
か
ら
同
じ
こ
と
を
訊た

ず

ね
た
。「
わ
し
ど
も
の
と
こ
ろ
へ
来
る
人
な
ん
て

お
り
は
し
ま
せ
ぬ
。
わ
し
ど
も
は
癘れ

い
ふ
う風

患
者
で
特
殊
不
治
病
者
で
す
か
ら
の
」
が
答
え
だ
っ
た
。
─
─
と
こ
ろ
が
そ
の
時
隔
離
所
の
裏

の
垣
根
に
繫つ

な

が
れ
て
い
た
駒
─
─
不
治
病
者
ら
は
ま
だ
こ
れ
に
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
─
─
が
馴
染
み
の
人
声
を
聞
き
付
け
、
腹

を
減
ら
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
ら
か
に
嘶い

な
な

き
始
め
た
の
だ
。
さ
て
よ
く
知
っ
て
い
る
馬
を
発
見
し
た
追
っ
手
た
ち
は
所
内
に
突

入
、
周
囲
を
取
り
囲
み
、
市
当
局
に
使
い
を
送
っ
た
。
当
局
は
市
の
裁
判
官
や
審
判
人（

（16
（

ら
を
派
遣
、
彼
ら
は
捜
索
・
訊じ

ん
も
ん問

の
あ
げ
く
お

ぞ
ま
し
い
犯
行
を
突
き
と
め
、
判
断
を
下
し
た
。
そ
の
後
騎
士
と
そ
の
哀
れ
な
恋
人
は
聖

ザ
ン
ク
ト

トト
ー
マ
ス
キ
ル
ヒ
ェ

ー
マ
教
会
の（

（16
（

墓
に
き
ち
ん
と
葬
ら
れ
た
。

一
方
隔
離
所
の
周
り
に
は
ぐ
る
り
と
薪た

き
ぎ

が
積
ま
れ
、
藁わ

ら

と
粗そ

だ朶
が
屋
根
に
ま
で
達
し
、
さ
な
が
ら
巨
大
な
干
し
草
山
の
観
を
呈
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
隅
に
松た

い
ま
つ明

で
点
火
さ
れ
た
の
で
、
中
の
者
は
一
人
残
ら
ず
燃
え
て
灰
に
な
っ
た
。
や
が
て
隔
離
所
の
跡
に
は
石
の
十
字
架

が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
根
元
の
片
側
に
は
騎
士
の
姿
が
、
反
対
側
に
は
跪

ひ
ざ
ま
ずい

て
い
る
乙
女
の
姿
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

五
九
四
　
短
い
裁
判

エ
ア
フ
ル
ト
の
市
参
事
会
は
放
火
殺
人
犯
に
関
し
て
は
殊
の
外
短
い
裁
判
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
厭い

と

わ
し
い
所
業
に
及
ん
だ
場
合

は
も
と
よ
り
、
及
ぼ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
く
と
も
。
エ
ア
フ
ル
ト
管
内
の
村
落
の
一
つ
ド
ー
ン
村ド

ル
フ

へ
男
が
や
っ
て
来
て
、
家
家
を
回

り
、
鵞が

ち
ょ
う鳥

を
売
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
農
夫
ら
は
、
こ
の
鵞
鳥
男
が
間ス

パ
イ諜

で
は
な
い
か
、
と
疑
い
、
縛
り
上
げ
て
エ
ア
フ
ル
ト
へ
連
行

し
た
。
男
は
そ
こ
で
厳
し
く
訊じ

ん
も
ん問

さ
れ
、
村
の
様
子
を
悉

こ
と
ご
とく

調
べ
上
げ
て
通
報
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
、
あ
の
バ
ー
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
村（

（16
（

が

放
火
さ
れ
た
の
に
も
関
係
し
た
、
と
白
状
し
た
。
そ
れ
か
ら
ド
ー
ン
ド
ル
フ
へ
連
れ
戻
さ
れ
、
そ
こ
で
首
を
刎は

ね
ら
れ
、
屍し

が
い骸

は
四
つ
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裂
き
に
さ
れ
た
。

エ
ア
フ
ル
ト
自
体
で
も
燃

シ
ュ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

え
木
を（

（16
（

担
い
だ
男
が
現
れ
、
こ
れ
を
持
っ
た
ま
ま
市
門
か
ら
出
て
行
っ
た
。
は
て
、
妙
な
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
追
跡
が
行
わ
れ
、
男
は
逮
捕
・
拘こ

う
き
ん禁

さ
れ
た
。
訊じ

ん
も
ん問

─
─
情
け
容
赦
の
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
─
─
の
結

果
、
男
は
、
エ
ア
フ
ル
ト
市
管
内
の
村
村
に
放
火
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
、
と
白
状
し
た
。「
そ
の
後
」
と
年
代
記
は
物
語
る
。「
男
は
斬

首
さ
れ
、
屍
骸
は
野の

ざ
ら曝

し
に
さ
れ
た（

（16
（

」。

五
九
五
　
ジ
ビ
ュ
レ
の
小
塔

エ
ア
フ
ル
ト
近
郊
キ
リ
ア
ク
ス
ブ
ル
ク
堡ほ

う
る
い塁

の（
（16
（

下
、
ゴ
ー
タ
へ
向
か
う
旧
街
道
の
左
手
に
、
古
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
装
飾
を
施
さ
れ
、

石
の
浮
き
彫
り
が
付
い
た
大
き
な
石
柱
が
立
っ
て
い
て
、
ジ
ビ
ュ
レ
の
小
塔（

（16
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
伝
説
が
一
つ
な
ら
ず
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
が
、
以
下
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
若
き
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
が
、
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
姫
君
を
恋
し
、

結
婚
の
日
取
り
が
決
め
ら
れ
、
そ
れ
も
間
近
に
な
っ
た
。
姫
君
は
焦こ

が
れ
に
焦
が
れ
て
そ
の
日
を
待
っ
た
が
、
そ
の
日
は
遂
に
来
な

か
っ
た
。
伯
爵
は
二
人
の
従
士
を
連
れ
、
許い

い
な
ず
け嫁

の
た
め
宝
飾
品
を
買
お
う
と
、
城
を
出
て
騎
馬
で
エ
ア
フ
ル
ト
に
赴
い
た
の
だ
が
、
か

ね
て
か
ら
彼
に
敵
意
を
抱
い
て
い
た
界か

い
わ
い隈

の
追
い
剝は

ぎ
が
こ
れ
を
聞
き
付
け
、
数
人
の
人
殺
し
ど
も
と
共
に
キ
リ
ア
ク
ス
山

ベ
ル
ク

─
─
当
時

そ
こ
に
は
女
子
修
道
院
が
あ
っ
た
─
─
山
麓
で
伯
爵
を
待
ち
伏
せ
し
、
短
時
間
の
闘
い
後
二
人
の
従
士
も
ろ
と
も
若
殿
を
惨
殺
し
た
の

だ
っ
た
。
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
許
嫁
の
許も

と

で
は
大
変
な
悲
嘆
・
心
痛
が
捲ま

き
起
こ
っ
た
。
彼
女
は
城
も
財
産
も
捨
て
、
あ
の
場
所

で
伴
の
者
ら
と
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
愛
す
る
人
の
墓
に
十
字
架
を
一
基
、
従
士
の
墓
の
そ
れ
ぞ
れ
に
も
十
字
架
を
一
基
づ
つ
立

て
、
そ
の
近
く
に
丈た

け

の
高
い
大
き
な
石
柱
を
建
立
さ
せ
、
山
上
の
聖

ザ
ン
ク
トキ

リ
ア
ク
ス
修
道
院
で
修
道
女
の
面ヴ

ェ
ー
ル紗

を
被か

ぶ

り
、
毎
日
山
か
ら
石
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柱
へ
と
下
り
て
行
き
、
最
愛
の
人
の
墓
畔
で
祈
り
を
捧
げ
、
遂
に
死
が
彼
女
を
し
め
や
か
な
傷
心
か
ら
解
放
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
石

柱
は
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
名
を
伝
え
て
い
る
。

五
九
六
　
情じ

ょ
う

の
深
い
牡

お
す
お
お
か
み狼

一
五
五
五
年
の
夏
の
こ
と
、
数
週
間
の
間
エ
ア
フ
ル
ト
市
の
市
域（

（16
（

を
一
頭
の
牡
狼（

（16
（

が
走
り
回
っ
た
。
こ
の
狼
は
耕
牧
地
に
い
る
人
人

─
─
と
り
わ
け
女
性
─
─
の
後
を
追
い
、
両
の
前
脚
を
掛
け
、
べ
た
べ
た
し
、
ぐ
い
ぐ
い
押
し
こ
く
る
の
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
別
に

危
害
を
加
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
嚙か

ま
れ
た
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
だ
れ
か
れ
な
し
に
抱
き
つ
き
、
お
っ
そ
ろ
し

く
で
か
い
口
を
か
っ
と
開
け
た
の
で
、
抱
き
つ
か
れ
た
方
は
ほ
と
ん
ど
死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
信し

ん
ぴ
ょ
う憑

す
る
に
足
る
人
人
が

目
撃
証
言
し
て
い
る
由
。

五
九
七
　
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム

エ
ア
フ
ル
ト
大
聖
堂（

（17
（

の
高
い
合
唱
席
に
、
中
央
祭
壇
の
方
を
向
い
て
、
青
銅
製
の
肖
像
が
立
っ
て
い
る
。
少
年
く
ら
い
の
大
き
さ
の

男
性
像
で
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム（

（17
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
両
手
に
そ
れ
ぞ
れ
会
堂
燭し

ょ
く
だ
い台

を
捧
げ
て
お
り
、
聖メ

ス

ナ

ー

物
保
管
係
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
像

は
異
教
時
代
に
由
来
す
る
と
か
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。
あ
る
若
い
都パ

ト
リ
ー
ツ
ィ
エ
ル

市
貴
族
が（

（17
（

肉
欲
の
大
罪
を
犯
し
た
。
こ
れ
を
償

わ
せ
る
た
め
教
皇
は
苛
酷
か
つ
長
期
に
亘わ

た

る
教
会
規
定
の
贖し

ょ
く
ざ
い罪

を
彼
に
課
し
た
。
丸
一
年
連
日
、
燃
え
る
蠟ろ

う
そ
く燭

を
挿
し
た
燭
台
を
手
に

し
、
祭
壇
の
前
に
、
そ
れ
も
弥ミ

サ撒
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
間
、
立
っ
て
お
れ
、
と
い
う
も
の
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
も
こ
れ
に
従
っ
た
。
し
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か
し
全
く
力
尽
き
て
、
直
立
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
の
た
め
に
猛
烈
な
懇
願
が
な
さ
れ
、
や
っ
と
罰

は
免
除
さ
れ
た
。
だ
が
彼
は
償
い
の
た
め
、
ま
た
自
ら
の
悔か

い
し
ゅ
ん悛

と
懺ざ

ん
げ悔

と
を
諸
人
の
記
憶
に
残
す
た
め
、
青
銅
の
像
を
造
り
、
そ
れ
か

ら
宗
規
厳
格
な
ど
こ
や
ら
の
修
道
会
に
入
り
、
や
が
て
そ
こ
で
み
ま
か
っ
た
。

五
九
八
　
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
の
起
源
は
遙
か
上
代
で
辿た

ど

れ
な
く
な
る
。
さ
り
な
が
ら
家
系
伝
承
は
次
の
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
ず

ロ
ー
マ
の
貴
族
だ
っ
た
兄
弟
二
人
が
故
郷
イ
タ
リ
ア
を
去
り
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
近
く
に
今
日
な
お
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
と
呼
ば
れ
て
い

る
二
つ
の
城
を
築
き
、
そ
こ
に
居
を
構
え
た
。
次
い
で
彼
ら
自
身
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
直
近
の
子
孫
が
そ
こ
か
ら
移
住
、
な
い
し
敵
に

追
わ
れ
て
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
地
に
到
来
、
三ド

ラ
イ

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン（

（17
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
か
の
三
つ
の
城
を
築
い
た
。
こ
れ
ら
の
城
は
エ
ア

フ
ル
ト
、
ゴ
ー
タ
、
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
三
市
の
間
で
三
角
形
を
作
っ
て
い
る
。
二
つ
は
廃は

い
き
ょ墟

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
は
本
元

の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
─
─
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
─
─
で
、
今
一
つ
は
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
城
で
あ
る
。
三
つ
目

の
、
最
も
高
所
に
あ
り
、
最
も
要
害
堅
固
な
城
は
ヴ
ァ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
い
、
こ
れ
に
は
い
ま
だ
に
人
が
住
ん
で
い
る
。
歴
代
の
グ

ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
お
よ
び
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
多
く
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
。
か
の
黒

騎
士
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト（

（17
（

は
偉
大
な
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
親
族
で
は
な
く
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
の
始
祖
エ
ル
ン
ス
ト
の
孫
で
あ
り
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
カ
ー
ル
な
る
二
人
の
子
息
を
持
ち
、
こ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
方
が
初
め
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
を

築
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
の
高
貴
な
家
系
の
一
人
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
は
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
や
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
伯
爵
家
と

同
盟
し
て
エ
ア
フ
ル
ト
市
を
攻
撃
、
甚
大
な
被
害
を
蒙こ

う
む

ら
せ
た
の
で
、
テテ

ュ

ー

リ

ン

ガ

ー

・

ト

イ

フ

ェ

ル

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
悪
魔
と
呼
ば
れ
た
。
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皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世（

（17
（

が
十
字
軍
を
催
す
と
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（

（17
（

は
そ
の
家
臣
の
大
方
を
率
い
て
こ
れ
に
加

わ
っ
た
。
そ
こ
で
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
三
世（

（17
（

も
出
征
し
、
異
教
徒
を
相
手
に
勇
猛
果
敢
に
戦
っ
た
。
方
伯
は
半
途
に
し
て
薨こ

う

じ
、
皇
帝
は
ア
ッ
コ
ン（

（17
（

で
イス

ル

タ

ン

ス
ラ
ー
ム
王
と（

（17
（

和
議
を
結
ん
で
帰
国
し
た
。
け
れ
ど
も
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
他
は
ア
ッ
コ
ン
守
備
の
た
め
残

さ
れ
た
。
あ
る
時
沙さ

ば
く漠

へ
騎
行
し
た
伯
爵
は
虜と

り
こ囚

に
さ
れ
、
奴
隷
と
し
て
苦
役
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
と
う
と
う
庭
師
と

し
て
働
い
て
い
た
折
り
、
ス
ル
タ
ン
の
麗
し
い
姫
君
が
彼
を
見
初
め
て
恋
に
落
ち
た
。
そ
し
て
ま
た
一
緒
に
捕
虜
に
な
っ
た
彼
の
従
者

の
一
人
が
姫
に
彼
の
身
分
が
伯
爵
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。
そ
こ
で
姫
は
、
自
分
を
妻
に
し
て
、
も
ろ
と
も
に
逃
げ
て
く
だ
さ
る
な

ら
、
彼
を
自
由
の
身
に
し
、
自
分
自
身
と
所
持
の
財
宝
の
悉

こ
と
ご
とく

を
差
し
上
げ
よ
う
、
と
申
し
出
た
。
さ
り
な
が
ら
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯

は
故
郷
に
奥
方
と
子
ど
も
二
人
を
残
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
サ
ラ
セ
ン
の
乙
女
に
は
そ
れ
が
妨
げ
に
な
る
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
ス
ル
タ
ン
の
息
女
の
申
し
出
を
受
け
る
他
自
由
の
身
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
し
、
妻
と
子
ど
も
た
ち
に
は
と
っ
く
に
こ

ち
ら
が
行
方
不
明
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
た
伯
爵
は
、
教
皇
が
重
ね
て
の
婚
姻
を
宥ゆ

う
じ
ょ恕

し
て
く
れ
る
か
も

知
れ
な
い
、
そ
れ
に
こ
の
異
教
徒
の
美
女
は
、
伯
爵
様
が
お
愛い

と

し
い
の
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
て
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
と

言
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
と
希
望
を
持
っ
た
。
逃
亡
は
成
功
し
た
。
サ
ラ
セ
ン
女
性
は
莫
大
な
財
宝
を
携
行
し
た
。
愛
し
合
う
二
人
と

従
者
は
イ
タ
リ
ア
に
到
着
、
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
ス
ル
タ
ン
の
姫
君
は
洗
礼
を
受
け
た
後
、
正
妻
と
し
て
伯
爵
に
娶め

あ
わ

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

三
人
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
旅
を
続
け
た
。
伯
爵
は
先
だ
っ
て
奥
方
の
許も

と

に
急
行
、
奥
方
は
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
背
の
君
を
大
喜
び

で
迎
え
、
彼
か
ら
全
て
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
。
彼
女
は
、
自
分
に
は
夫
を
、
子
ら
に
は
父
を
連
れ
戻
し
て
く
れ
た
異
国
の
女
性
に
感
謝

し
て
こ
れ
を
祝
福
、
妹
と
し
て
愛
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
次
い
で
こ
ち
ら
を
目
指
し
て
近
づ
い
て
い
る
サ
ラ
セ
ン
女
性
を
迎
え
に

出
、
城
山
の
下
で
賑に

ぎ
に
ぎ賑

し
く
歓
待
、
そ
の
場
所
を
歓フ

ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷
と
命
名
し
た
。
こ
の
名
は
今
日
に
至
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。
三
人
の

夫め
お
と婦

は
和わ

き
あ
い
あ
い

気
藹
藹
と
し
て
睦む

つ
ま

ま
じ
く
共
に
暮
ら
し
た
。
も
っ
と
も
サ
ラ
セ
ン
女
性
に
子
ど
も
は
授
か
ら
な
か
っ
た
。
か
か
る
出
来
事
の
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夥お
び
た
だし

い
証
拠
は
言
葉
の
本
来
の
意
味
で
存
在
し
た
し
、
い
ま
だ
に
存
在
す
る
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
村
を
眼
下
に
見
る
グ
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
城
に
は
今
世
紀
〔
＝
十
九
世
紀
〕
の
二
十
年
代
ま
で
三
人
用
寝
台
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
れ
よ
り
も
大
事
な
の
は
エ
ア
フ
ル
ト

大
聖
堂
に
現
存
す
る
墓
石
で
あ
る
。
墓
石
に
は
二
人
の
奥
方
に
挟
ま
れ
た
伯
爵
の
図
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
装
束
は
皇
帝
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
の
十
字
軍
時
代
の
そ
れ
と
完
全
に
合
致
す
る
。
女
性
両
人
の
身
な
り
も
全
く
同
時
代
の
ド
イ
ツ
風
で
あ
る
。
更
に
同
所
で
は
契ち

ぎ

り

を
交
わ
し
た
三
人
の
遺
骨
、
と
り
わ
け
頭
蓋
骨
が
見
ら
れ
る
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
か
ら
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
へ
は
トデ

ア
・
テ
ュ
ル
キ
ン
・
ヴ
ェ
ー
ク

ル
コ
婦
人
の
道
な

る
舗
装
道
路（

（18
（

が
下
っ
て
い
る
。
な
に
せ
東
洋
渡
来
の
も
の
は
当
時
な
に
も
か
も
ト
ル
コ
と
呼
ば
れ
た
か
ら
で
。
ト
ン
ナ
に
あ
る
グ
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
の
館
で
は（

（18
（

サ
ラ
セ
ン
女
性
の
ト
ル
コ
纏タ

ー
バ
ン布

（
墓
石
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
二
人
の
女
性
は
黄
金
の
飾
り
の
あ
る
赤
い
環
状
冠
を

被か
ぶ

っ
て
い
る
）
と
黄
金
の
十
字
架
が
見
ら
れ
る
。
フ
ァ
ル
ン
ロ
ー
デ（

（18
（

に
保
存
さ
れ
て
い
る
壁
掛
け
に
は
こ
の
物
語
が
織
り
模
様
で
描
か

れ
て
お
り
、
オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
の
町
の
教
会
に
は
彫
刻
が
あ
り
、
城
そ
の
も
の
に
は
、
ピ
ル
モ
ン
ト
の
館（

（18
（

、
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

城（
（18
（

、
エ
ム
レ
ー
ベ
ン（

（18
（

近
郊
の
分フ

ォ
ア
ヴ
ェ
ル
ク

農
場
ヴ
ェ
ル
ニ
ン
グ
ス
ロ
ー
デ
な
ど
随
所
と
同
様
、
三
人
用
寝
台
が
あ
る
。

五
九
九
　
殺モ

ル
ト
ガ
ル
テ
ン

し
の
庭

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
の
下
、
あ
の
歓フ

ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷
の
近
く
に
、
以
前
は
何
本
も
の
老
樹
の
木こ

か
げ蔭

に
覆
わ
れ
て
い
た
空
き
地
が
あ
り
、

殺モ
ル
ト
ガ
ル
テ
ン

し
の
庭
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
決
闘
に
使
わ
れ
る
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
百
年
以
上
も
経
つ
が
、
二
人
の
若
者
が
ア
ル

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
美
女
に
同
時
に
惚ほ

れ
込
ん
だ
。
美
女
が
色
好
い
返
辞
を
し
た
の
は
二
人
の
内
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
撥は

ね
つ
け
ら
れ
た

方
は
幸
運
な
恋
敵
に
喧け

ん
か嘩

を
売
っ
た
。
喧
嘩
の
種
は
賭か

け
事
の
際
に
容
易
に
見
つ
か
っ
た
。
こ
う
し
て
殺モ

ル
ト
ガ
ル
テ
ン

し
の
庭
で
お
互
い
拳ピ

ス
ト
ル銃

で
決

闘
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
不
吉
な
予
感
が
あ
っ
て
か
、
な
く
て
か
、
女
性
は
決
闘
当
日
の
朝
、
恋
人
に
慣
わ
し
で
あ
る
婚
礼
肌
着（

（18
（

を
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贈
っ
た
。
─
─
こ
れ
は
死
出
の
肌
着
と
な
っ
た
。
恋
人
は
こ
れ
を
纏ま

と

っ
て
葬
ら
れ
た
。
最
初
の
一
発
で
斃た

お

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後

乙
女
は
故
人
の
た
め
歓フ

ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷
─
─
今
や
彼
女
に
と
っ
て
哀ヤ

ン
マ
ー
タ
ー
ル

し
み
の
谷
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
─
─
の
、
自
ら
が
原
因
で
彼
が
死
を
迎
え

た
そ
の
場
所
に
、
あ
の
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
伯
の
姫
君
ジ
ビ
ュ
レ
と
同
様
、
十
字
架
を
一
基
立
て
さ
せ
た
。
こ
の
古
い
十
字
架
は
多

分
ま
だ
立
っ
て
い
る
か
も
。
一
八
二
〇
年
に
は
ま
だ
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
故
人
の
名
と
以
下
の
よ
う
な
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・ 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ゼ
殿
は 

一
七
一
七
年
弥さ

ん
が
つ

生
月
九
日 

こ
こ
に
て
殺
さ
れ
た
り
。 

キ
リ
ス
ト
の
血
、
我
を
地
獄
よ
り
救
い
た
ま
え
り
。 

復ふ
く
し
ゅ
う讐

を 

我
が
血
は 

復
讐
を
求
め
て 

叫
ぶ
。 

我
、
我
が
事
を 

神
に
委ゆ

だ

ね
ま
い
ら
す（

（18
（

。



71

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十二） 鈴木　滿　訳・注

六
〇
〇
　
アヘ

ア

・

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ン

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん

ゴ
ー
タ
の
ヤ
ー
コ
プ
広
場
に
面
し
て
石
像
が
飾
ら
れ
た
石
造
り
の
建
物
が
あ
る
。
小
さ
い
子
ど
も
二
人
に
小ブ

レ

ー

チ

ェ

ン

型
丸
白
麵
麭
を
差
し
出

し
て
い
る
男
の
像
で
、
殊
の
外
子
ど
も
好
き
だ
っ
た
アヘ

ア

・

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ン

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
の（

（18
（

姿
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
が
貧
し
い
子
ど
も

た
ち
に
何
か
を
与
え
る
の
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、
町
へ
出
る
時
に
は
必
ず
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

一
杯
贈
り
物
を
詰
め
込
ん
で
い
た
。
ま
る
で
湧
き
出
る

と
い
っ
た
具
合
で
、
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

が
空
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
愛
し
、

子
ど
も
た
ち
も
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
を
慕
う
中う

ち

、
八
十
歳
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
臨
終
を
迎
え
た
時
、
小
さ
な
男
の
子
が
二
人
、
そ

の
寝
床
の
傍
ら
に
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
の
目
を
閉
ざ
し
て
や
る
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
墓
の
上
に
も
三
日
の
間
小
さ

な
男
の
子
が
一
人
坐
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
子
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。

六
〇
一
　
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
財
宝

ゴ
ー
タ
な
る
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城（

（18
（

─
─
城
内
で
は
公
爵
家
の
先
祖
の
女
性
が
彷さ

ま
よ徨

い
歩
く
─
─
に
家か

ふ扶
職
を
務
め
る
エ
ッ

カ
ー
ト
と
い
う
名
の
兵
卒
身
分
の
男
が
い
た
。
彼
は
時
折
宮ホ

ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

廷
煖
房
部
屋
の（

（19
（

長な
が
い
す

椅
子
の
一
つ
で
夜
を
過
ご
し
た
も
の
。
宮
廷
の
祝
宴
な

ど
が
延
延
と
続
き
、
夜
遅
く
ま
で
忙
殺
さ
れ
た
時
に
は
と
り
わ
け
そ
う
だ
っ
た
。
あ
る
時
男
は
こ
の
部
屋
で
亡
霊
を
目
に
し
た
。
亡
霊

は
、
随つ

い
て
来
い
、
と
手
招
き
し
た
。
エ
ッ
カ
ー
ト
は
ま
だ
燃
え
て
い
た
灯
火
を
手
に
取
り
、
怖
が
ら
ず
に
亡
霊
の
後
に
従
っ
た
。
亡

霊
は
幾
つ
も
の
通
路
を
抜
け
、
と
あ
る
穴
蔵
に
彼
を
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
金
貨
が
溢あ

ふ

れ
ん
ば
か
り
に
入
っ
た
大
き
な
釜か

ま

が
あ
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り
、
亡
霊
は
、
手
を
出
し
て
財
宝
を
取
れ
、
と
合
図
し
た
。
け
れ
ど
も
エ
ッ
カ
ー
ト
は
驚き

ょ
う
が
く愕

の
あ
ま
り
宮ホ

ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

廷
煖
房
部
屋
へ
逃
げ
帰
っ

た
。
亡
霊
は
追
っ
て
来
て
、
引
き
返
す
よ
う
身
振
り
手
振
り
で
説
得
を
試
み
た
。
財
宝
の
三
分
の
一
は
自
分
の
た
め
に
取
り
、
後
の
三

分
の
二
は
君
侯
に
や
れ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
エ
ッ
カ
ー
ト
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
翌
朝
彼
は
こ
の
出
来
事
を
殿
で
あ
る
公

爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世（

（19
（

に
打
ち
明
け
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
ど
う
つ
か
ま
つ
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
ご
下
命
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
と
言
上

し
た
。
公
爵
は
、
ど
う
こ
う
せ
よ
、
と
申
す
つ
も
り
は
な
い
、
今
後
亡
霊
に
同
行
す
る
つ
も
り
な
ら
、
自
ら
の
責
任
で
進
退
い
た
す
が

よ
い
、
と
答
え
た
。
そ
れ
か
ら
暫し

ば
ら

く
し
て
宮ホ

ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

廷
煖
房
部
屋
に
錠
が
下
り
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
家
扶
の
姿
が
ど
こ
に
も

見
え
な
か
っ
た
。
人
人
は
思
い
切
り
強
く
扉
を
叩
き
、
思
い
切
り
大
声
で
怒
鳴
り
、
と
ど
の
つ
ま
り
扉
を
打
ち
壊
し
て
開
け
た
。
家

扶
は
死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
卓テ

ー
ブ
ル子

に
頭
を
載
せ
て
い
た
。
や
が
て
正
気
に
な
っ
た
も
の
の
、
何
一
つ
聞
き
出
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
あ
る

聖
職
者
に
そ
の
後
こ
う
話
し
た
。
い
わ
く
。
亡
霊
は
ま
た
現
れ
、
ま
こ
と
に
悲
し
げ
に
贈
り
物
の
財
宝
を
回
収
す
る
よ
う
哀
願
し
た

─
─
思
う
に
、
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
夫
人
に
あ
の
亡
霊
が
頼
ん
だ
の
と
全
く
同
様
だ
っ
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
九
）
の
で
あ
ろ
う
─
─
。
怖

が
る
こ
と
は
な
い
。
七
面
鳥（

（19
（

の
よ
う
な
姿
の
魔
物
が
彼
の
両
脚
の
間
を
通
り
抜
け
る
だ
ろ
う
が
、
何
も
危
害
は
加
え
な
い
。
財
宝
の
値

打
ち
は
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
四
万
枚
だ
。
そ
う
言
っ
た
が
、
自
分
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
や
ら
な
い
、
七
面
鳥
も
焙あ

ぶ

り
焼
き
に
な
っ
て
皿
盛

り
で
出
て
来
る
な
ら
珍ち

ん
ち
ょ
う重

す
る
が
、
亡
霊
が
仄ほ

の

め
か
し
た
よ
う
な
代
物
は
ご
免
蒙こ

う
むる

、
と
応
じ
た
。
す
る
と
亡
霊
は
ひ
ど
く
悲
し
げ

な
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
身
振
り
を
し
た
。
そ
こ
で
自
分
、
エ
ッ
カ
ー
ト
は
完
全
に
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
。
聖
職
者
は
「
も

う
宮ホ

ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

廷
煖
房
部
屋
で
は
眠
り
な
さ
る
な
。
肥
え
た
七
面
鳥
を
一
羽
焙や

か
せ
な
さ
れ
。
そ
し
て
元
気
づ
け
に
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
一ひ

と
び
ん壜

添
え
る
の

じ
ゃ
。
そ
う
し
て
欲
し
け
れ
ば
わ
し
も
喜
ん
で
お
相し

ょ
う
ば
ん伴

い
た
そ
う
」
と
助
言
し
た
。
エ
ッ
カ
ー
ト
は
こ
れ
を
実
行
、
以
来
亡
霊
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
亡
霊
が
別
の
男
を
見
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
の
話
だ
が
、
財
宝
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
か
も
知
れ
な
い
。
エ
ッ

カ
ー
ト
は
そ
の
後
ま
だ
ま
だ
少
な
か
ら
ず
七
面
鳥
料
理
に
見け

ん
ざ
ん参

し
た
が
、
そ
の
際
し
ば
し
ば
自
分
の
体
験
を
語
っ
た
。
そ
し
て
立
派
な
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生
涯
を
送
り
、
ゴ
ー
タ
で
公
爵
家
家か

れ
い令

と
し
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
。

六
〇
二
　
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
洪
水

凄す
さ

ま
じ
い
大
洪
水
が
何
度
も
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

を
襲
っ
た
。
最
も
惨
た
る
も
の
の
一
つ
は
一
五
五
八
年
皐ご

が
つ月

十
七
日
の
出で

み
ず水

で

あ
る
。
地
は
震
え
戦お

の
の

き
、
天
は
車
軸
の
ご
と
き
豪
雨
を
ゴ
ー
タ
と
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
の
間
に
拡ひ

ろ

が
る
平
野
に
降
り
注
い
だ
。
グ
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
伯
領
の
村
ブ
ル
ク
ト
ン
ナ（

（19
（

で
は
ほ
ぼ
四
十
戸
の
家
屋
と
納
屋
が
基
礎
か
ら
壊
滅
し
、
災
害
後
こ
れ
ら
が
ど
こ
に
あ
っ
た
も
の
や

ら
跡
形
も
無
か
っ
た
。
逞た

く
ま

し
い
樹
樹
も
根
こ
そ
ぎ
と
な
っ
て
押
し
流
さ
れ
、
ブ
ル
ク
ト
ン
ナ
だ
け
で
四
十
六
人
も
が
遭
難
し
た
。
掠さ

ら

わ

れ
た
家
家
の
一
つ
─
─
羊
飼
い
の
住
ま
い
─
─
に
は
前
日
出
産
し
た
ば
か
り
の
産
婦
が
床
に
就
き
、
赤あ

か
ご子

は
舟
型
容
器
に
寝
か
さ
れ
て

い
た
。
家
は
倒
壊
、
母
親
は
死
ん
だ
が
、
新
生
児
は
容
器
に
入
っ
た
ま
ま
何
の
怪
我
も
な
く
九
十
歩
離
れ
た
林り

ん
ご檎

の
樹
の
枝
に
引
っ
掛

か
り
、
健
や
か
に
し
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
。
村
の
各
所
で
水
は
男
の
背
丈
三
人
分
ほ
ど
の
高
さ
に
ま
で
達
し
た
。
あ
る
男
は
溺
れ

な
が
ら
「
さ
れ
ば
我
ら
聖
霊
に
冀

こ
い
ね
が

う（
（19
（

」
を
歌
っ
た
し
、
ま
た
あ
る
男
は
沈
み
な
が
ら
水
か
ら
片
手
を
挙
げ
て
、
ま
だ
生
き
て
い
る
人

人
を
祝
福
し
た
。
少
年
が
一
人
、
下
男
が
一
人
、
秣

ま
ぐ
さ

切
り
が
一
人
、
高
く
聳そ

び

え
る
梨な

し

の
樹
に
し
が
み
つ
き
、
命
を
拾
っ
た
。
あ
る
田
舎

回
り
の
担
ぎ
本
屋
─
─
今
日
現
代
風
に
申
せ
ば
巡コ

ル
ポ
ル
ト
ゥ
ー
ア

回
販
売
員
─（

（19
（

─
は
梁は

り

に
ま
た
が
り
、
耕
地
に
し
て
五
つ
ほ
ど
の
距
離
を
運
ば
れ
、
自

分
も
本
を
入
れ
た
背は

い
の
う嚢

も
無
事
安あ

ん
の
ん穏

に
乾
い
た
場
所
へ
辿た

ど

り
着
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
あ
る
年
の
洪
水
に
は
何
も
か
も
無
力
だ
っ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦
で
は
空
前
絶
後
の
こ
の
洪
水
が
起
こ
っ
た
の

は
一
六
一
三
年
五
月
二
十
九
日
の
こ
と
。
四
方
八
方
か
ら
嵐
が
襲
来
、
全
土
を
覆
い
尽
く
し
、
互
い
に
ぶ
つ
か
っ
て
荒
れ
狂
っ
た
の

で
、
最
後
の
審
判
の
日
が
近
づ
い
て
い
る
、
と
だ
れ
も
が
信
じ
込
ん
だ
。
こ
れ
は
ザ
ー
レ
川
か
ら
ハ
ー
ル
ツ
山
地
、
ヴ
ェ
ラ
川
か
ら
エ
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ル
ベ
川
に
ま
で
及
ん
だ
。
イ
ル
ム
川
の
水み

ず
か
さ嵩

は
十
肘エ

レ尺
か
ら
十
二
肘エ

レ尺
も
の
高
さ
に
増
え
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
は
四
十
四
戸
の
家
屋
と
納

屋
を
押
し
流
し
、
七
十
四
人
の
人
間
と
二
百
頭
の
家
畜
を
溺
死
さ
せ
た
。
同
市
の
ケ
ー
ゲ
ル
門
に
は
洪
水
が
ど
れ
ほ
ど
の
高
さ
に
ま
で

達
し
た
か
を
示
す
黒
い
線
が
い
ま
だ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
上

オ
ー
バ
ーヴ

ァ
イ
マ
ル
村（

（19
（

で
は
十
四
人
が
溺
死
、
家
屋
二
十
二
戸
が
倒
壊
し
た
。
メ

リ
ン
ゲ
ン
で
は
洪
水
が
二
十
二
人
を
掠
い
、
家
屋
三
十
六
戸
を
廃は

い
き
ょ墟

と
し
た
。
あ
る
牛
飼
い
の
妻
は
四
人
の
子
ど
も
も
ろ
と
も
溺
死
し

た
が
、
助
か
っ
た
父
親
は
こ
ん
な
会
話
を
耳
に
し
た
。
末
の
子
が
、
自
分
の
小
さ
な
寝
台
が
も
う
ぷ
か
ぷ
か
浮
き
始
め
た
時
、
母
親
に

「
溺
れ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
あ
た
し
た
ち
も
天
国
へ
行
く
の
」
と
訊た

ず

ね
、
母
親
が
「
そ
う
よ
」
と
答
え
る
と
、「
分
か
っ
た
、
じ
ゃ
あ
溺
れ
て

も
い
い
や
。
お
休
み
な
さ
い
、
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
」
と
叫
ん
だ
の
だ
。
幾
つ
か
の
村
で
は
ほ
と
ん
ど
全
部
が
流
さ
れ
、
立
っ
て
い

た
の
は
ご
く
僅
か
な
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ゴ
ー
タ
で
は
館
中
の
窓
の
内
辛
う
じ
て
一
つ
が
残
っ
た
だ
け
、
畑
の
穀
物
は
全
滅
し
た
。

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
被
害
は
甚
だ
し
く
、
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
に
嵐
と
洪
水
が
齎も

た
ら

し
た
損
失
は
こ
こ
だ
け
で
も
金
貨
一
噸ト

ン

と
見
積
も

ら
れ
た
。
そ
し
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
全
土
で
は
数
百
万
タ
ー
ラ
ー
に
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
エ
ナ
と
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
間
だ
け

で
も
二
千
人
以
上
が
溺
死
な
い
し
倒
壊
し
た
家
に
埋
め
ら
れ
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
溢い

っ
す
い水

は
後
に
「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
劫ご

う
ば
つ罰

洪
水（

（19
（

」
と

呼
ば
れ
、
神
の
審
判
の
罰
が
下
っ
た
の
だ
、
と
見
な
さ
れ
た
。
あ
る
一
語
に
こ
の
処
罰
の
年
の
ロ
ー
マ
数
字
を
合
わ
せ
た
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
語
と
は
す
な
わ
ち
Ｉ
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｍ
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ（

（19
（

）
で
あ
る
。

六
〇
三
　
ネネ

ー

ゲ

ル

シ

ュ

テ

ッ

タ

ー

・

ヴ

ァ

イ

デ

ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
草
地

ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
と
大

グ
ロ
ー
スフ

ァ
ル
グ
ー
ラ
村（

（19
（

─
─
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
教
会
を
建
立
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
が
真

実
で
あ
る
徴し

る
し

と
し
て
携
え
た
杖
を
地
中
に
突
き
刺
す
と
、
そ
れ
が
緑
な
す
樹
と
な
っ
た
か
の
場
所
─
─
の
間
に
ネ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
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村（
（20
（

が
あ
り
、
そ
の
近
傍
に
草
原
が
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
悪
い
噂う

わ
さ

が
あ
り
、
ネネ

ー

ゲ

ル

シ

ュ

テ

ッ

タ

ー

・

ヴ

ァ

イ

デ

ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
草
地
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
し
ば
し
ば
そ
こ
へ
は
亡
霊
が
呪
封
さ
れ
た
の
だ
。
昔
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
に
風
変
わ
り
な
博
士
が
住
ん
で
い
た
。
博
士
は
世
俗
と

の
関
わ
り
を
断
っ
て
い
た
が
、
下
僕
の
手
を
通
じ
て
貧
民
た
ち
に
た
っ
ぷ
り
施
し
を
し
た
。
年
老
い
て
と
う
と
う
死
ん
だ
が
、
も
し
か

す
る
と
生
き
る
の
に
う
ん
ざ
り
し
て
も
い
た
か
。
葬
儀
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
柩ひ

つ
ぎ

は
既
に
玄
関
の
間
に
置
か
れ
、
聖
歌
隊
が
家
の

前
で
慣
わ
し
通
り
挽ば

ん
か歌

を
歌
っ
て
い
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
亡
く
な
っ
た
老
博
士
が
白
い
寝ナ

イ
ト
キ
ャ
ッ
プ

間
帽
子
を
被か

ぶ

り
、
緑
色
の
眼
鏡
を
掛
け
て

二
階
の
窓
か
ら
顔
を
覗の

ぞ

か
せ
た
の
で
あ
る
。
泡
を
喰く

っ
た
一
同
は
慌あ

わ

て
て
家
に
入
り
、
柩
を
開
い
た
。
─
─
が
老
人
は
し
ゃ
ち
こ
ば
っ

て
中
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
柩
は
急き

ゅ
う
き
ょ遽

持
ち
上
げ
ら
れ
、
教
会
墓
地
へ
運
ば
れ
た
が
、
博
士
の
方
は
ま
た
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
葬
式

で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
人
が
柩
と
一
緒
に
走
っ
て
行
く
様
を（

（20
（

、
の
ん
び
り
見
送
っ
て
い
た
。
以
来
正
午
の
鐘
が
十
二
時
を
告
げ
て
か
ら

一
時
ま
で
博
士
の
亡
霊
が
窓
か
ら
顔
を
覗
か
せ
、
だ
れ
も
こ
の
家
に
入
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
祓ふ

つ
ま
し

魔
師
が（

（20
（

招
か
れ
た
。
こ

れ
は
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
、
こ
の
人
は
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

の
背し

ょ負
い
籠か

ご

の
よ
う
な
物
を
持
っ
て
来
て
、
そ
の
中
に
亡
霊
を
呪

封
、
ネ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
デ
へ
運
ん
だ
。
そ
の
後
一
週
間
し
て
ほ
ぼ
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
村
の
許い

い
な
ず
け婚

同
士
が
町

へ
出
て
婚
礼
の
買
い
物
を
す
る
た
め
草
地
を
通
っ
た
。
け
れ
ど
も
金
が
充
分
な
い
の
で
、
娘
の
方
が
こ
ん
な
願
い
を
口
に
し
た
。「
あ

あ
、
あ
た
し
た
ち
に
宝
物
が
見
つ
か
れ
ば
ね
え
、
そ
う
す
り
ゃ
心
配
事
が
一
遍
に
無
く
な
る
ん
だ
け
ど
」。「
ま
っ
た
く
だ
」
と
男
の

方
。「
な
ん
か
宝
物
が
入
っ
た
物
が
あ
り
ゃ
な
あ
」。
す
る
と
柏

ア
イ
ヒ
ェの

古
木
に
籠
が
見
え
た
。
籠
は
綱
で
し
っ
か
り
括く

く

ら
れ
、
先
の
折
れ
た

大
枝
に
吊
り
下
が
っ
て
い
た
。
男
は
ふ
ざ
け
て
叫
ん
だ
。「
や
っ
た
あ
。
こ
こ
に
お
れ
た
ち
の
お
宝
が
下
が
っ
て
ら
」。
籠
は
急
い
で
木

か
ら
外
さ
れ
た
。
な
ん
と
も
重
い
籠
だ
っ
た
─
─
金
が
入
っ
て
る
に
決
ま
っ
て
る
。
そ
こ
で
道
か
ら
い
く
ら
か
逸そ

れ
た
と
こ
ろ
で
開
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ぎ
ゅ
っ
と
結
ば
れ
た
綱
を
骨
折
っ
て
解
き
、
蓋
を
開
く
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
婚
約
者
た
ち
は
千
一
夜
物
語
の
最
初

の
お
話
に
登
場
す
る
漁
師（

（20
（

み
た
い
な
こ
と
に
あ
い
な
っ
た
。
ほ
ら
、
あ
の
古
い
湯
た
ん
ぽ
を
網
で
引
き
揚
げ
、
開
け
て
み
た
あ
の
漁
師
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で
す
よ
。
籠
の
中
か
ら
煙
が
立
ち
昇
っ
た
。
阿あ

ぎ魏
と（

（20
（

纈か
の
こ
そ
う草

と（
（20
（

麝じ
ゃ
こ
う香

が（
（20
（

混
じ
っ
た
よ
う
な
匂
い
が
し
た
。
そ
し
て
こ
の
煙
は
ご
く
ご
く

年
寄
り
で
背
中
に
瘤こ

ぶ

の
あ
る
小
男
の
姿
に
変
じ
た
。
こ
れ
は
あ
の
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
の
博
士
だ
っ
た
わ
け
。
博
士
は
と
て
も
愛
想
良

く
こ
う
言
っ
た
。「
い
や
あ
、
あ
り
が
と
よ
、
若
い
お
二
人
さ
ん
。
わ
し
を
籠
か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
て
さ
。
あ
の
糞く

そ

忌い
ま
い
ま忌

し
い
イ
エ

ズ
ス
会
士
め
が
わ
し
を
封
じ
込
め
た
の
じ
ゃ
。
さ
、
礼
の
徴し

る
し

に
こ
の
グ
ル
デ
ン
金
貨
を
一
枚
受
け
取
っ
て
お
く
れ
。
こ
れ
で
お
ま
え
さ

ん
が
た
の
欲
し
い
物
を
買
う
が
よ
い
。
こ
の
金
貨
は
い
つ
も
ま
た
お
ま
え
さ
ん
が
た
の
手て

も
と許

に
戻
っ
て
来
る
。
だ
が
の
、
こ
の
礼
の
贈

り
物
を
決
し
て
迂う

か
つ闊

に
使
っ
て
は
な
ら
ん
よ
」。
こ
う
し
て
婚
約
者
た
ち
は
金
持
ち
に
、
幸
せ
に
な
っ
た
。
さ
て
老
博
士
の
亡
霊
は
元

の
家
に
は
帰
ら
ず
、
ネ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
デ
に
留と

ど

ま
り
、
時
折
姿
を
見
せ
た
。
類
似
の
伝
説
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
近
郊
の
森

ヴ
ェ
ー
ビ
ヒ
ト
に
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
森
も
不
気
味
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
闊か

つ
よ
う
じ
ゅ
り
ん

葉
樹
林
の
下し

も
て手

の
端
、
テ
ィ
ー
フ
ル
ト（

（20
（

へ
向
い
て
い
る
辺
り
に
は
イ
ル
ム
川
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
現
れ
る
。
彼
女
の
黄こ

が
ね金

の
髪
は
輝
い
て
、
人
人
を
水
中
に
誘
い
込
む
。

六
〇
四
　
血
の
濠ほ

り

一
五
五
五
年
干し

ち

が

つ

し
草
月
六
日
の
こ
と
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル（

（20
（

の
城
の
壕
が
年
金
局
の
後
ろ
の
あ
る
場
所
で
湯
が
滾た

ぎ

る
よ
う
に
ご
ぼ
ご
ぼ
湧わ

き

立
ち
、
溢あ

ふ

れ
始
め
た
。
水
の
色
は
肉
色
で
、
時
折
血
の
よ
う
に
真し

ん
く紅

に
な
っ
た
の
で
、
城
壁
に
映
る
照
り
返
し
さ
え
焰ほ

の
お

の
よ
う
に
赤
く

見
え
た
。
こ
う
し
た
湧
き
立
ち
は
時
折
ど
こ
か
一
箇
所
で
、
時
折
幾
つ
も
の
場
所
で
起
こ
り
、
静
か
な
濠
の
真
ん
中
で
勢
い
よ
く
ど
っ

と
噴
出
し
た
り
し
た
。
け
れ
ど
も
水
底
に
泉
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
日
目
ま
で
ず
っ
と
続
い
た
。
三
日
目
に

濠
を
放
水
し
て
み
た
が
、
湧
き
立
ち
と
色
の
原
因
は
突
き
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
地
面
に
は
血
の
滴し

ず
く

の
よ
う
に
と
ろ
り
と
溜

ま
っ
た
し
、
樽た

る

に
入
れ
て
保
存
し
て
も
水
は
赤
葡ワ

イ

ン

萄
酒
の
よ
う
に
澄
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
。
当
時
エ
ア
フ
ル
ト
の
あ
る
泉
が
や
は
り
血
紅
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色
に
な
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
あ
る
野
道
で
泉
が
湧
き
出
し
た
。
こ
れ
は
農
民
戦
争
の
前
年
に
も
血
に
変
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
ま

た
し
て
も
赤
い
水
だ
っ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
の
あ
る
泉
も
同
じ
様
相
を
呈
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
そ
の
頃

は
示
せ
な
か
っ
た
が
、
後
に
明
ら
か
に
な
り
、
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
か
、
と
驚き

ょ
う
が
く愕

し
た
。
グ
ル
ム
バ
ハ
事
件（

（20
（

が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
こ

の
時
代
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
地
で
少
な
か
ら
ぬ
者
の
命
を
奪
っ
た
し
、
兄
弟
で
あ
る
二
人
の
ザ
ク
セ
ン

公
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
平

デ
ア
・
ミ
ッ
ト
レ
レ

凡
公
と（

（21
（

ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
中
を
致
命
的
に
離
間
し
、
善
良
に
し
て
信
仰
篤あ

つ

く
、
友
と

し
て
信ま

こ
と実

あ
る
君
侯
だ
っ
た
前
者
を
終
身
禁き

ん
こ錮

の
憂
き
目
に
遭
わ
せ
た
の
だ
。

六
〇
五
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
さ
な
鐘

ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
市
教
会
の
鐘
楼
に
古
い
、
た
だ
し
鋳
直
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
小
さ
な
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
夜
中
の
二
時
に

突
然
警
鐘
を
鳴
ら
し
始
め
た
こ
と
が
再
度
あ
る
。
一
度
は
か
の
ア
ル
バ（

（21
（

が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
暴
れ
回
っ
た
イ
ス
パ
ニ
ア
戦
争
の
折
。

こ
の
時
イ
ス
パ
ニ
ア
兵
ど
も
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
市
を
奇
襲
し
よ
う
と
企
ん
だ
の
だ
。
し
か
し
彼
ら
は
こ
の
警
鐘
を
耳
に
し
、
市
民
が
武
器

を
執
っ
た
の
で
、
陣
営
を
引
き
払
っ
て
立
ち
退
い
た
の
で
あ
る
。
二
度
目
は
三
十
年
戦
争
の
際
だ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
が
夜
を

籠こ

め
て
思
い
掛
け
な
く
市
に
接
近
、
古

デ
ィ
ー
・
ア
ル
テ
・
ブ
ル
ク

い
城
背
後
の
耕
地
─
─
こ
こ
は
い
ま
だ
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
堡ほ

う
る
い塁

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
エ
ッ

タ
ー
ス
ベ
ル
ク
の
麓ふ

も
と

と
い
う
者
も
あ
る
が
─
─
陣
を
張
っ
た
。
こ
の
時
公
の
若
殿
ヨ
ー
ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
許も

と

に（
（21
（

白
装
束
の
ち
い

ち
ゃ
な
男
の
子
が
や
っ
て
来
て
、
公
子
を
呼
び
覚さ

ま
し
、「
と
っ
て
も
怖
い
こ
と
が
あ
る
よ
。
す
ぐ
お
父
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
て
」
と

言
っ
た
。
同
時
に
鐘
楼
か
ら
あ
の
小
さ
な
鐘
が
高
ら
か
に
鳴
り
出
し
た
。
そ
こ
で
市
民
ら
は
目
覚
め
、
武
装
し
て
警
備
に
出
動
し
た
。

な
に
し
ろ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
と
来
た
ら
、
友
邦
で
も
劫ご

う
り
ゃ
く略

を
こ
と
と
す
る
連
中
だ
っ
た
か
ら
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
も
容
赦
し
な
か
っ
た
だ
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ろ
う
。
雄
雄
し
い
兄
弟
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム（

（21
（

と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト（

（21
（

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
ヴ
・
ア
ド
ル
フ

と（
（21
（

同
盟
を
結
ん
で
い
た
の
だ
が
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
ら
二
人
は
王
の
名
高
い
将
帥
だ
っ
た
の
だ
が
。
こ
の
警
鐘
─
─
天
使
に
鳴

ら
さ
れ
た
由
─
─
を
記
念
し
て
、
後
に
、
さ
よ
う
二
世
紀
も
経
っ
て
か
ら
だ
が
、
毎
夜
二
時
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
さ
な
鐘
が
暫し

ば
ら

く
鳴

ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
今
は
、
他
の
少
な
か
ら
ぬ
古
い
習
慣
同
様
、
取
り
止
め
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
と
り
わ
け
多
く

の
村
村
で
は
あ
り
が
た
い
思
い
出
で
は
あ
る
。

六
〇
六
　
イ
エ
ナ
の
七
つ
の
奇き

せ
き蹟

イ
エ
ナ（

（21
（

は
大
学
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
葡ワ

イ

ン

萄
酒
と
七
つ
の
奇
蹟
で
名
高
い
。
と
り
わ
け
こ
の
七
つ
の
奇
蹟
は
前
代
に
は
大
い
に
賞
讃
賞

揚
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
言
語
の
韻
文
で
述
べ
ら
れ
た
。
内
最
も
有
名
な
韻
文（

（21
（

は
左
記
の
ご
と
し
。

祭
壇
、
頭
、
龍
、
御オ

ヤ
マ山

、
橋
、
狐

キ
ツ
ネ

塔
、 

ゔ
ぁ
い
げ
る
ノ
家
、
コ
レ
ゾ
い
え
な
ノ
七
奇
蹟
ナ
リ（

（21
（

主
教
会
の
祭
壇（

（21
（

は
奇
蹟
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
祭
壇
の
下
に
開
い
た
拱ア

ー
チ門

と
通
路
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
ん
な
も
の
は
世
界
の
ど
こ

の
教
会
に
も
ま
ず
無
か
ろ
う
。
祭
壇
の
下
を
す
れ
す
れ
に
干
し
草
や
堆
肥
を
積
ん
だ
荷
車
が
通
過
で
き
る
。
頭（

（22
（

と
い
う
の
は
市
庁
舎
の

時
計
附
属
の
工
芸
作
品
で
、
こ
れ
は
時
計
が
正し

ょ
う
じ時

を
打
つ
た
び
に
大
口
開
け
て
欠あ

く
び伸

を
す
る
仕
組
み
。
こ
の
愉
快
な
お
ち
ゃ
ら
け
の
お

蔭か
げ

で
、
ご
同
様
暇
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
薊

あ
ざ
み
あ
た
ま

頭
は
、
頭
の
こ
の
欠ゲ

ー
ネ
ン伸

か
ら
、
こ
の
市
は
昔
ゲ
エ
ナ
と
い
っ
た
の
か
も
知
れ
ん
、
と
穿せ

ん
さ
く鑿
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し
た
り
で
き
た
。
龍（

（22
（

は
人
工
の
怪
物
で
骸が

い
こ
つ骨

。
大
学
図
書
館
に
あ
る
。
沢
山
の
犬
の
頭
を
持
ち
、
黙も

く
し
ろ
く

示
録
の
獣
に
似
て
い
る
。
御
山（

（22
（

は

ハ
ウ
ス
山

ベ
ル
ク

─
─
グ
ラ
イ
ス
山ベ

ル
ク

と
も
い
う
。
橋（

（22
（

は
幾
つ
か
の
特
徴
を
持
つ
ザ
ー
ル
橋

ブ
リ
ュ
ッ
ケ。

橋
が
新
し
か
っ
た
時
代
に
は
ま
さ
に
奇
蹟
と
思

わ
れ
た
ろ
う
。
狐

フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム塔

は（
（22
（

周
知
の
も
の
。
巨リ

ー
ゼ
ン
フ
ィ
ン
ガ
ー

人
の
指
な
る
名
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
ん
な
巨
人
伝
説
が
─
─
。
そ
の
巨
人
は
実

の
母
親
を
打
っ
た
。
す
る
と
山
が
崩
れ
、
巨
人
を
埋
め
た
。
し
か
し
巨
人
は
墓
の
中
か
ら
脅お

ど

す
よ
う
に
人
差
し
指
を
突
き
出
し
た
。
こ

れ
が
あ
の
巨
大
な
高
い
塔
な
の
だ
、
と
。
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
の
家（

（22
（

は
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
奇
蹟
全
て
の
中
で
最
も
見
る
価
値
が
あ
る
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
家
で
は
明
る
い
日
中
で
も
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
下
の
階
か
ら
上
の
階
ま
で
階
段
を
使
わ
ず
に
昇
れ
た
。

六
〇
七
　
狐

フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム

塔
と
狐
と
い
う
名

今
日
ま
で
も
う
長
い
こ
と
狐

フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム

塔
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
塔
は
こ
の
地
方
を
所
領
と
し
て
い
た
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の（

（22
（

発シ
ュ
タ
ム
シ
ュ
ロ
ス

祥
の
城

の
物
見
塔
だ
っ
た
。
城
の
名
が
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
な
の
は
、
そ
の
昔
聖
者
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
建
立
し
た
教キ

ル
ヒ
ェ会

を
下
に
見
て
聳そ

び

え
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
往
古
こ
の
塔
は
さ
る
極
め
て
高
貴
か
つ
著
名
な
客
人
の
宿
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
諸
侯
の
尊

貴
な
源
流
、
大デ

ア
・
グ
ロ
ー
セ

辺
境
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
コ
ン
ラ
ー
ト（

（22
（

で
あ
る
。
グ
ロ
イ
ッ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト（

（22
（

が
マ
イ
セ
ン
辺

境
伯
領
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
し
、
そ
の
正
当
な
君
主
、
若
き
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ（

（22
（

は
毒
殺
さ
れ
た
の
だ
、
と
の
風
評
を
流
し
た
。
こ

う
し
て
極
め
て
錯さ

く
そ
う綜

し
た
、
訳
の
分
か
ら
な
い
私フ

ェ
ー
デ闘

が
起
こ
っ
た
。
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
コ
ン
ラ
ー
ト
は
こ
れ
に
関
わ
ら
ず
に
い
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
自
身
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
に
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
た
と
あ
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
小

ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
決
し
て
自
分
の
近
親
な
ど
で
は
な
く
、
あ
る
料
理
番
の
倅せ

が
れ

な
の
に
掏す

り
換
え
ら
れ
た
の
だ
、
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の

結
果
両
者
間
に
深
刻
な
私フ

ェ
ー
デ闘

が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
虜と

り
こ囚

に
な
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
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母
と
自
分
が
か
ね
て
コ
ン
ラ
ー
ト
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
誹ひ

ぼ
う謗

に
苛
烈
な
復ふ

く
し
ゅ
う讐

を
し
た
。
頑
丈
な
檻お

り

に
入
れ
た
コ
ン
ラ
ー
ト
を
、
さ
な
が

ら
珍
奇
な
鳥
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
か
の
高
い
物
見
塔
の
外
に
吊
り
下
げ
た
の
で
あ
る
。
も
し
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
そ
の
後
間
も
な
く
子

の
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
、
唯
一
か
つ
正
当
な
跡
継
ぎ
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
が
そ
れ
に
よ
っ
て
自
由
の
身
に
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
も
し

か
す
る
と
こ
の
一
門
の
始
祖
は
あ
え
な
い
最
期
を
遂
げ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
物
見
塔
が
廃は

い
き
ょ墟

と
化
す
と
、
イ
エ
ナ
大
学
の
学
生
た
ち
は
し
ば
し
ば
楽
し
い
遠
足
の
目
的
地
に
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
公
爵
家
に

よ
っ
て
大
学
が
創
立
さ
れ
た
時
、
あ
る
学
者
が
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
の
学
校（

（23
（

か
ら
イ
エ
ナ
へ
ギ
リ
シ
ア
語
教
授
と
し
て
招し

ょ
う
へ
い聘

さ
れ
た
。
ブ

リ
ュ
ゾ
マ
ン
な
る
こ
の
御
仁
は
奇
妙
な
小
男
で
、
夏
冬
通
し
て
狐
の
皮
の
縁
飾
り
が
付
い
た
ち
い
ち
ゃ
な
外マ

ン
ト套

を
羽
織
っ
て
い
た
。

ララ

タ

イ

ン

テ
ン
語
学シ

ュ
ー
レ校

か
ら
来
た
と
い
う
の
で
、
大
学
生
連
は
こ
の
人
を
学シ

ュ
ー
ル
フ
ク
ス

校
狐
と
綽あ

だ
な名

し
た
。
そ
し
て
や
が
て
彼
ら
は
ラ
テ
ン
語
学
校
の
在

学
生
、
な
い
し
卒
業
生
を
全
て
こ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
生
た
ち
は
そ
れ
以
前
新
入
生
を
羽ペ

ナ

ー

レ

根
洋
筆
─（

（23
（

─
学
校
生
徒
の
筆
入
れ

か
ら
由
来
─
─
と
称
し
て
か
ら
か
い
、
苛い

じ

め
て
い
た
の
だ
が
、
今
度
は
新
入
生
を
狐

フ
ク
ス

と（
（23
（

呼
ん
で
か
ら
か
い
、
苛い

じ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
お
遊
び
を
連
中
は
野
外
の
お
気
に
入
り
の
場
所
で
や
っ
た
の
だ
が
、
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
城
の
高た

か
ね嶺

は
こ
う
し
た
場
所
の
一
つ
だ
っ

た
。
か
く
し
て
物
見
塔
は
狐

フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム

塔
の
名
を
得
、
初う

ぶ心
で
年
若
な
小
狐
た
ち
は
か
わ
い
そ
う
に
た
び
た
び
虐
待
を
受
け
た
し
だ
い
で
あ
る
。

六
〇
八
　
イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜

か
つ
て
イ
エ
ナ
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
い
う
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ（

（23
（

出
身
の
大
学
生
─
─
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
も
籍
を

置
い
た
こ
と
が
あ
る
─
─
が
若
い
衆
何
人
か
と
羊
飼
い
一
人
と
組
ん
で
と
あ
る
小
屋
─
─
こ
こ
に
は
し
ば
し
ば
白
衣
の
乙
女
が
姿
を
現

し
、
な
に
や
ら
宝
を
残
し
た
り
す
る
と
い
う
噂う

わ
さ

が
あ
っ
た
─
─
で
悪
魔
を
召
喚
し
、
財
宝
な
い
し
幾
枚
か
の
子こ

孵か
え

し
銭ぜ

に

を（
（23
（

入
手
し
よ
う
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と
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
芸
当
の
結
果
は
惨さ

ん
た
ん憺

た
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
連
中
は
他
の
呪
具
に
加
え
フ
ァ
ウ
ス
ト

博
士
の
呪
文
書（

（23
（

を
調
達
し
、
一
七
一
五
年
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
に
例
の
小
屋
に
集
ま
っ
た
の
だ
が
、
翌
朝
だ
れ
も
町
へ
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。

午
後
、
大
学
生
は
完
全
に
失
神
し
て
意
識
無
く
、
羊
飼
い
と
も
う
一
人
、
農
夫
が
死
ん
で
い
る
の
が
小
屋
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
事
件

が
そ
の
筋
に
通
報
さ
れ
る
と
、
大
学
生
を
旅
館
「
黄ツ

ム
・
ゲ
ル
ベ
ン
・
エ
ン
ゲ
ル

色
い
天
使
」
へ
運
び
下
ろ
し
て
か
ら
、
屍し

が
い骸

の
傍
に
三
人
見
張
り
を
置
け
、
と
の

指
示
が
あ
っ
た
。
三
人
の
見
張
り
に
は
更
に
二
人
が
志
願
し
て
加
わ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
は
夜
遅
く
町
へ
下
り
て
来
た
。
残
さ
れ
た
三

人
の
若
者
が
一
緒
に
坐す

わ

っ
て
、
寝
ず
の
番
を
し
て
い
る
と
、
小
屋
の
扉
が
猛
烈
に
引
っ
搔か

か
れ
、
男
の
子
ほ
ど
の
大
き
さ
の
化
け
物
が

入
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
あ
ち
こ
ち
動
き
回
っ
て
か
ら
、
扉
を
凄す

さ
ま

ま
じ
い
勢
い
で
ば
あ
ん
と
閉
め
た
の
で
、
微み

じ
ん塵

に
砕
け
た
か
と
思
わ
れ

た
ほ
ど
だ
っ
た
。
翌
朝
若
者
た
ち
は
死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
屍
骸
の
傍
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
内
二
人
は
実
際
息
を
吹
き
返
さ
な
か
っ

た
。
三
人
と
も
肌
に
青
い
斑
点
と
青
い
縞
が
何
箇
所
も
付
い
て
い
た
。
こ
の
話
は
周
辺
で
大
変
な
騒
ぎ
を
捲ま

き
起
こ
し
、
書
き
留
め
ら

れ
た
記
録
、
印
刷
に
附
さ
れ
た
も
の
は
数
多
い
。
他
で
も
な
い
、
イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
の・

ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ
エ

悲
劇
と
呼
ば
れ
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

六
〇
九
　
大
学
生
の
受
難
劇

イ
エ
ナ
の
葡ぶ

ど
う
や
ま

萄
山
の
小
屋
の
悲
劇
よ
り
も
っ
と
恐
ろ
し
い
悲
劇
が
一
七
一
六
年
ハ
レ（

（23
（

で
演
じ
ら
れ
た
。
舞
台
は
居
酒
屋
の

「
緑

デ
ア
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
・
フ
ー
ト

帽
子
」、
時
は
聖
な
る
受カ

ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

難
週
、（

（23
（

演
じ
た
の
は
遺い

か
ん憾

な
が
ら
神
学
部
の
学
生
た
ち（

（23
（

だ
っ
た
。
こ
の
連
中
は
集
ま
っ
て
割
り
勘
の

宴
会
を
催
し
、
何
人
か
が
悪
魔
に
吹
き
込
ま
れ
て
、
我
ら
が
主し

ゅ

、
救
世
主
の
受
難
の
様さ

ま

を
演
じ
よ
う
、
と
思
い
つ
い
た
時
に
は
、
も
う

昼
夜
ぶ
っ
通
し
で
坐す

わ

り
放ぱ

な

し
だ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
放ほ

う
ら
つ埒

無む
ざ
ん慙

な
茶
番
狂
言
に
居
酒
屋
の
亭
主
と
給
仕
役
の
そ
の
二
人
の
娘
も
引
っ
張

り
込
ん
だ（

（23
（

。
学
生
た
ち
は
ま
ず
仔こ

ひ
つ
じ羊

を
焙や

か
せ
、
復オ

ー
ス
タ
ー
ラ
ム

活
祭
仔
羊
と（

（24
（

命
名
、
こ
れ
を
平
ら
げ
て
晩ば

ん
さ
ん餐

と（
（24
（

し
た
。
晩
餐
の
最
中
彼
ら
は
一
人
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ひ
と
り
順
に
麦ビ

ー
ル酒

の
杯グ

ラ
ス

を
聖せ

い
は
い杯

に
な
ぞ
ら
え
て
飲
み
、
大
根
の
薄
切
り（

（24
（

を
聖せ

い
へ
い餅

の
代
わ
り
と
し
た
。
か
て
て
加
え
て
神
聖
な
聖
体
制
定

の
言
葉（

（24
（

を
瀆と

く
し
ん神

的
に
歪ゆ

が

め
、
逆
さ
ま
に
唱
え
た
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
や
っ
た
男
は
、
他
の
者
た
ち
か
ら
〔
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
へ
歩
む
キ
リ

ス
ト
が
そ
う
さ
れ
た
よ
う
に
〕
嬲な

ぶ

ら
れ
、
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄

さ
れ
、
戯
れ
に
で
は
あ
る
が
鞭
打
た
れ
、
赤
い
外マ

ン
ト套

を
肩
に
掛
け
ら
れ
た
。
次
い
で
、

板
切
れ
を
急
い
で
釘
付
け
に
し
た
十
字
架
に
両
手
を
拡
げ
て
縛
り
付
け
ら
れ
、
下
ろ
さ
れ
る
と
、
捏こ

ね
桶お

け

の
中
に
埋
葬
さ
れ
た
。
─
─

し
か
し
な
が
ら
神
は
ご
自
身
を
か
ら
か
わ
せ
て
は
お
か
な
い
。
神
の
審
判
は
恐
ろ
し
い
。
悪
魔
は
出
現
し
な
か
っ
た
し
、
亡
霊
や
化
け

物
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
ご
く
僅
か
な
学
生
が
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
─
─
こ
れ
ら
僅
か
な
数
の
学
生
が
い
な
く
な
っ
た
後
、

嘆
か
わ
し
い
悪
人
ど
も
の
内
十
一
人
が
死
ん
だ
。
居
酒
屋
の
亭
主
も
死
ん
だ
。
そ
の
二
人
の
う
ら
若
い
娘
も
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
居
合

わ
せ
た
他
の
者
た
ち
─
─
中
に
は
我
ら
が
御お

ん
あ
る
じ主

、
救
世
主
の
役
を
演
じ
た
不
吉
な
男
も
い
た
─
─
は
そ
こ
こ
こ
に
散
ら
ば
っ
て
、
瀕ひ

ん
し死

の
病
の
床
に
臥
し
た
り
、
絶
望
し
て
狂
乱
し
た
り
、
一
部
は
不
治
の
重
い
鬱う

つ
び
ょ
う病

に
罹か

か

っ
た
。

訳
注

（1）	

い
い
龍
と
つ
ま
ら
ん
龍　

gute und arm
e D

rachen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（2）	

干
し
草
締
め
付
け
柱　

W
iesebaum

.　

干
し
草
を
荷
車
に
満
載
し
て
運
ぶ
際
、
干
し
草
の
山
の
上
に
縦
長
に
置
か
れ
る
長
大
な
支
柱
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
注 

参
照
。

（3）	

窓
の
楔

く
さ
び

型　

Fensterzw
ickel.　

窓
枠
に
鉛
を
嵌
め
込
む
際
、
丸
い
窓
ガ
ラ
ス
同
士
の
間
の
部
分
を
埋
め
る
三
角
形
の
ガ
ラ
ス
。
し
か
し
龍
が
こ
こ
か
ら

入
る
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
。

（4）	

牛バ
タ
ー酪

製
造
の
攪

か
く
に
ゅ
う乳

桶　

Buttterfässer.　

単
数
形 ,Butterfaßʻ
。
以
下
に
「
穴
蔵
に
埋
め
込
ま
れ
た
壺
」in den K

ellern eingegrabene Töpfe

と
い

う
記
述
が
あ
る
が
、
訳
者
に
は
理
解
で
き
な
い
。
ミ
ル
ク
と
い
う
素
材
の
性
質
上
、
バ
タ
ー
の
製
造
を
終
え
る
た
び
に
清
浄
に
洗
い
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
。
実
際
訳
者
が
南
西
ド
イ
ツ
で
見
た
数
種
の
木
製
「
ブ
ッ
タ
ー
フ
ァ
ス
」
は
─
─
地
方
が
違
う
、
と
指
摘
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
─
─
埋
め

込
ま
れ
る
よ
う
に
は
で
き
て
お
ら
ず
、
底
辺
は
平
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
バ
タ
ー
製
造
は
金
曜
の
み
」
と
い
う
意
味
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
ミ
ル
ク
は
涼
し
い
穴
蔵
で
も
腐
り
易
い
の
で
。
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（5）	

立た
ち
あ
お
い葵　

Eibisch.　

学
名
ア
ル
タ
エ
アalthaea 

が
ギ
リ
シ
ア
語
「
ア
ル
テ
イ
ン
」althein 

（
癒
や
す
）
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
古

来
薬
草
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
草
丈
一
─
三
メ
ー
ト
ル
の
草
で
あ
り
、
こ
れ
で
攪
乳
桶
が
作
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（6）	
こ
れ
す
な
わ
ち
お
金か

ね

龍
で
、
し
ば
し
ば
人
間
の
顔
を
し
て
二
本
足
で
徘は

い
か
い徊

す
る
こ
と
も
あ
る　

das sind die Gelddrachen, die auch oft auf zw
ei 

Beinen m
it M

enschengesichtern um
gehen.　

人
間
の
姿
に
化
け
、
魂
と
引
き
替
え
に
富
を
約
束
す
る
悪
魔
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
信
仰
で
は
龍
は
し
ば
し
ば
悪
魔
と
同
一
視
さ
れ
る
。

（7）	

赤あ
か

山ぶ

な
毛
欅　

Rotbuche.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ナ
。
学
名Fagus sylvatica

。
最
大
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
直
径
三
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。
通
常
二
五
─
三
五

メ
ー
ト
ル
、
幹
の
直
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。
樹
齢
百
五
十
─
二
百
年
、
三
百
年
に
達
す
る
樹
も
あ
る
。

（8）	

白
髪
の
男
の
小
人　

ein graues M
ännchen.　

か
つ
て
こ
の
財
宝
を
蓄
え
て
い
て
呪
わ
れ
た
城
主
に
仕
え
て
い
た
侏
儒
な
の
か
、
超
自
然
的
存
在
の
小

人
な
の
か
不
明
。

（9）	

ア
イ
リ
ン
・
Ｔ
・
ナ
イ
ト
レ
イ　

Iren T. K
nightley.　

未
詳
。

（10）	

フ
ェ
と
エ
ル
フ
の
神
話
学　

M
ythologie der Feen und Elfen.　

本
来
の
タ
イ
ト
ル
は
英
語
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
未
詳
。「
フ
ェ
」fé 

（
フ
ラ

ン
ス
語
）、「
エ
ル
フ
」elf, Elf （
英
語
、
ド
イ
ツ
語
）
は
ど
れ
も
「
妖
精
」
の
意
。

（11）	

家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん　

H
eim

chen.　

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀

を
も
指
し
、
小
人
の
一
種
を
も
い
う
。
な
お
、
英
国
の
作
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
短
編
『
炉
辺
の
蟋
蟀
』

T
he Cricket on the H

earth (1845) 
は
、
蟋
蟀
が
幸
せ
を
齎
す
と
い
う
─
─
ド
イ
ツ
と
共
通
の
─
─
民
間
信
仰
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

（12）	

ツ
ィ
ル
・
ツ
ィ
ル
・
ツ
ィ
ル
と
い
う
鳴
き
声　

zirpen.　
「
ツ
ィ
ル
ペ
ン
」zirpen

は
擬
声
語
動
詞
。

（13）	

ちブ
ッ
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

び
小
人
、
家ハ

イ
メ
レ

ち
び
、
地エ

ー
ル
ト
メ
ン
ネ
レ

中
小
人　

Butzelm
ännchen, H

eim
ele, Erdm

ännele.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（14）	

グ
ロ
ー
ベ
ン
ゲ
ロ
イ
ト　

Grobengereuth.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
村
。

（15）	

ア
ル
テ
ン
ゲ
湖ゼ

ー　

A
ltengesee.　

未
詳
。

（16）	

姫キ
ュ
ン
メ
ル

茴
香　

K
üm

m
el.　

姫ひ
め
う
い
き
ょ
う

茴
香
の
、
種
子
の
よ
う
に
見
え
る
が
果
実
で
あ
る
通
称
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
・
シ
ー
ド
は
甘
い
香
り
と
ほ
ろ
苦
い
味
を
持
ち
、
香
辛

料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
若
葉
や
根
も
食
用
に
な
る
。
キ
ュ
ン
メ
ル
（
＝
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
）、
デ
ィ
ルD

ill

（
＝
イ
ノ
ン
ド
）、
茴

フ
ェ
ン
ヒ
ェ
ル香Fenchel

（
＝
フ
ェ
ン

ネ
ル
）、
西ア

ン
ゲ
ー
リ
カ

洋
当
帰A

ngelika 

（
＝
ア
ン
ゼ
リ
カ
）、
和

ペ
ー
タ
ー
ジ
ー
リ
エ

蘭
芹Petersilie
（
＝
パ
セ
リ
）
な
ど
強
い
芳
香
を
放
つ
芹
科
食
用
植
物
は
ド
イ
ツ
で
は
昔
か
ら
、

魔
物
、
魔
女
、
魔
法
を
祓
う
効
用
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
来
た
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

、
男ホ

ル

ツ

メ

ン

ネ

ル

の
樹
の
小
人
や
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
、
男ヴ

ァ
ル
ト
メ
ン
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
や
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
は
キ
ュ
ン

メ
ル
・
ブ
ロ
ー
ト
で
追
い
払
え
る
、
と
い
う
広
く
普
及
し
て
い
る
言
い
伝
え
は
こ
れ
に
基
づ
く
。
彼
ら
小
人
族
は
「
姫キ

ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭
、
辛

マ
ハ
ト
・
ア
ン
グ
ス
ト
・
ウ
ン
ト
・
ノ
ー
ト

苦
の
種
」

K
üm

m
elbrod m

acht A
ngst und N

ot. 

と
か
「
姫キ

ュ
ン
メ
ル
ブ
ロ
ー
ト

茴
香
麵
麭
、
あウ

ン

ザ

ー

・

ト

ー

ト

た
し
ら
死
ん
じ
ゃ
う
」K

üm
m

elbrot, unser Tod. 

と
叫
ぶ
。

（17）	

ゲ
フ
ェ
ル　

Gefell.　

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
あ
る
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
都
市
。
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
か
ら
も
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遠
く
な
い
。

（18）	

あ
る
日
家
で
新
し
く
麵パ

ン麭
を
焼
い
た　

Eines Tages, als sie daheim
 frisch gebacken hatten.　

中
世
、
領
主
（
貴
族
や
修
道
院
）
の
支
配
下
に

あ
っ
た
領
民
は
、
領
主
の
粉
挽
き
小
屋
で
穀
物
を
粉
に
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
─
─
自
前
の
碾
き
臼
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
─
─
ば
か
り
か
、

領
主
の
パ
ン
焼
き
竈
で
パ
ン
を
焼
き
、
そ
の
代
償
（
金
銭
な
い
し
焼
い
た
パ
ン
の
一
部
）
を
差
し
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
近
世
・
近
代
と
な
っ
て

も
、
パ
ン
屋
が
近
く
に
あ
る
都
市
の
住
民
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
田
舎
住
ま
い
の
人
人
は
自
家
の
竈
で
、
あ
る
い
は
村
落
共
有
の
竈
で
、
何
日
分
か
纏
め
て

パ
ン
を
焼
い
た
。
古
く
、
硬
く
な
っ
た
パ
ン
を
素
材
と
す
る
レ
シ
ピ
が
い
ま
だ
に
色
色
あ
る
所
以
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
が
旨
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

し
、
こ
う
し
た
大
切
な
食
料
を
友
だ
ち
の
精
に
贈
る
の
は
、
庶
民
の
娘
と
し
て
は
並
並
な
ら
ぬ
好
意
で
あ
る
。

（19）	

葉
っ
ぱ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨　

Laubthaler.　

一
七
二
六
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
王
国
で
鋳
造
さ
れ
た
月
桂
樹
の
葉
を
文
様
と
し
た
銀
貨
「
月
桂
樹
エ
キ
ュ
銀

貨
」Écu aux lauriers
の
こ
と
。
六
リ
ー
ヴ
ル
の
価
値
が
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
で
も
広
範
囲
に
流
通
、
そ
の
文
様
か
ら
「
葉
っ
ぱ
タ
ー
ラ
ー
」

Laubtaler

、「
月
桂
樹
タ
ー
ラ
ー
」Lorbeertaler 

、「
羽
根
タ
ー
ラ
ー
」Federtaler 

と
呼
ば
れ
た
。

（20）	

ゲ
ス
ジ
ッ
ツ　

Gössitz.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
高
原
に
あ
る
村
。

（21）	

シ
ュ
リ
ン
ゲ
ン
谷

グ
ル
ン
トに

あ
る
自
家
の
森ホ

ル
ツ
ヴ
ィ
ー
ゼ

の
草
原
で　

auf ihrer H
olzw

iese im
 Schlingengrunde.　

写
真
で
見
る
限
り
、
シ
ュ
リ
ン
ゲ
ン
グ
ル
ン
ト
は
両

側
に
森
が
あ
る
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い
る
帯
状
の
草
地
で
あ
る
。

（22）	

三ド
ラ
イ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ア
ー
ベ
ン
ト

王
節
の
宵　

D
reikönigsabend.　

一
月
六
日
（
公
現
祭
）
の
宵
。
十
二
夜
の
最
後
。

（23）	

灯
り
部
屋
〔
＝
紡
ぎ
部
屋
〕　Lichtstube.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
九
注
参
照
。

（24）	

ロ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク　

Leutenberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
小
都
市
。「
七
つ
の
谷
の
町
」Stadt 

der sieben Täler 

と
呼
ば
れ
る
。

（25）	

騎リ
ッ
タ
ー
グ
ー
ト

士
の
荘
園　

Rittergut. 　
「
騎リ

ッ

タ

ー

ジ

ッ

ツ

士
の
家
屋
敷
」Rittersitz 
と
も
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
七
注
参
照
。

（26）	

ル
ー
ル
〔
＝
ル
ー
ラ
〕
の
あ
の
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
の
よ
う
に　

w
ie jene H

ütchen in der Ruhl.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
一
参
照
。

（27）	

乾チ
ー
ズ酪

鉢ば
ち　

K
äsenapf.　

成
形
す
る
た
め
チ
ー
ズ
を
入
れ
る
容
器
。

（28）	

莨ビ
ル
ゼ
ン

ト
根　

Bilsen.　
「
ビ
ル
ゼ
」Bilse 

は
茄
子
科
の
毒
草
莨ろ

う
とト

（
ひ
よ
す
）
の
こ
と
。

（29）	

ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー　

Bilsenschnitter.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
五
で
見
る
限
り
、
人
間
で
あ
る
「
ビ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
」
─
─
す
な
わ
ち
妖
術
を

使
っ
て
、
仲
間
の
収
穫
を
奪
お
う
と
す
る
こ
う
し
た
貪
欲
な
農
夫
の
遣
り
口
は
理
解
で
き
な
い
。
十
分
の
一
の
穀
物
は
ど
う
や
っ
て
自
分
の
物
に
す
る
の

か
。
そ
の
過
程
で
正
体
が
ば
れ
て
は
元
も
子
も
な
い
わ
け
だ
が
。

（30）	

キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
、
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
、
三
位
一
体
の
祝
日
に　

an den Tagen H
im

m
elfahrt, Johannis und der heiligen D

reieinigkeit.　
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キク
リ
ス
テ
ィ
・
ヒ
ン
メ
ル
フ
ァ
ー
ル
ト

リ
ス
ト
昇
天
祭Christi H

im
m

elfahrt

は
復
活
祭
か
ら
数
え
て
六
回
目
の
日
曜
日
後
の
木
曜
日
─
─
四
月
三
十
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
移
動
。

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日Johannistag

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
半
年
前
─
─
六
月
二
十
四
日
。
三ト

リ

ニ

タ

テ

ィ

ス

位
一
体
の
祝
日Trrinitatis

は
聖
霊
降
臨
祭
の
一
週
間
後

─
─
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
移
動
。

（31）	
こ
の
半
ば　

zur H
älfte.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
五
に
よ
れ
ば
十
分
の
一
の
は
ず
。

（32）	

鎌
を
両
足
の
親
指
に
結
び
付
け　

die Sicheln an die großen Zehen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
五
に
よ
れ
ば
右
足
の
親
指
の
は
ず
。

（33）	

賢
い
男
の
許も

と

へ　
zum

 klugen M
ann.　

こ
う
し
た
場
合
、
普
通
昔
話
・
伝
説
で
は
「
利
巧
な
」klug

で
は
な
く
「
賢
い
」w

eis

を
用
い
る
の
で
、
後
者

に
相
応
し
い
訳
語
と
し
た
。
昔
話
・
伝
説
に
登
場
す
る
「
賢
い
男
」「
賢
い
女
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
三
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
四
三
注
参
照
。

（34）	

エ
ル
ス
ニ
ッ
ツ　

O
elsnitz.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
南
西
端
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
トVogtland 

─
─
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
」Voigtland

と
表
記
し
て
い
る
─
─
郡
の
都
市
。
町
を
白

ヴ
ァ
イ
セ
・ヴ

ェ
ー
ザ
ー
川
が
貫
流
し
て
い
る
。

（35）	

フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク
の
館　

Schloß Voigtsberg.　

後
に
「
フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク
の
館
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
フ
ォ
イ
ク
ツ
ベ
ル
ク
城
」Burg 

Voigtsberg 

は
中
世
盛
期
（
一
二
〇
〇
年
頃
）
の
典
型
的
山
城
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
後
、
三
十
年
戦
争
時
代
、
館
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
一
八
五
五
年

ま
で
─
─
初
め
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
、
次
い
で
ザ
ク
セ
ン
王
国
─
─
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
の
郡
役
場
が
置
か
れ
た
。

（36）	

ド
ル
ス
ス
・
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス　

D
rusus Germ

anicus.　

ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
（
前
一
五
─
後
一
九
）。
ロ
ー
マ
帝
国
初
代
皇
帝
オ

ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
姪
の
子
。
二
代
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
甥
。
紀
元
十
一
年
「
プ
ラ
エ
ト
ル
・
ウ
ル
バ
ヌ
ス
（
首
都
プ
ラ
エ
ト

ル
）」praetor urbanus 

に
任
命
さ
れ
る
。
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
軍
を
率
い
て
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
を
も
渡
河
、
ケ
ル
ス
キ
族
の
ヘ
ル
マ
ン
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ

二
九
一
参
照
）
─
─
ロ
ー
マ
人
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
と
呼
ん
だ
─
─
の
指
揮
す
る
ゲ
ル
マ
ン
人
と
数
度
交
戦
（
一
四
─
一
六
年
）、
ヘ
ル
マ
ン
の
妻
と
息
子
を

捕
虜
と
す
る
戦
功
（
一
五
年
）
も
挙
げ
た
。
た
だ
し
、
ゲ
ル
マ
ン
人
に
対
し
決
定
的
勝
利
を
収
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
結
局
エ
ル
ベ
河
ま
で
を
ロ
ー
マ
の

勢
力
範
囲
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
以
降
帝
国
の
北
境
は
ラ
イ
ン
河
と
な
る
。
中
東
に
転
じ
、
こ
こ
で
も
軍
人
と
し
て
有
能
さ
を
発
揮
し
た
が
、
シ
リ
ア

の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
で
（
お
そ
ら
く
）
熱
病
の
た
め
若
死
に
し
た
。
本
来
な
ら
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
跡
を
継
い
で
三
代
皇
帝
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

（37）	

こ
こ
に
陣
営
を
張
り
し
ド
ル
ス
ス
は
山
を
総プ

ラ
エ
ト
ル督

と
名
付
け
た
り
。
／
し
か
し
て
そ
の
名
を
後
代
は
継
承
せ
り
。　

Castra locus D
rusus hic praetoria 

nom
ina m

onti / Fecit: posteritas servat et ipsa sibi.　

,locusʻ
は
奇
妙
。
こ
の
ラ
テ
ン
語
詩
句
は
一
書
に
よ
れ
ば
若
干
異
な
る
。
す
な
わ

ち
、„Castra locans D

rusus hic praetoria nom
ina m

onti / Fecit: posteritas servat et illa sibi.“ (Johannes U
nger: Vorurkundliche 

G
eschichte der böhm

ischen K
ronlehngüter A

sch und Fleißen und ihrer U
m

gegend. Eger 1841.)

で
あ
る
。
訳
は
こ
ち
ら
の ,locansʻ 

に

従
っ
た
。
ま
た
「
プ
ラ
エ
ト
ル
」praetor 

は
「
法
務
官
」
が
一
般
的
訳
語
だ
が
、
命イ

ン
ペ
リ
ウ
ム

令
権
を
保
持
す
る
こ
と
か
ら
ロ
ー
マ
以
外
で
は
「
属
州
総
督
」
と

な
っ
た
の
で
、「
総
督
」
と
し
た
。
こ
う
す
れ
ば
後
の
「
代
官
」
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
ド
ル
ス
ス
は
前
掲
注
に
記
し
た
よ
う
に
「
首
都
プ
ラ
エ
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ト
ル
」（
た
だ
し
任
命
さ
れ
て
も
ロ
ー
マ
に
帰
ら
ず
戦
争
に
従
事
）
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
総
督
」
で
は
な
い
。

（38）	

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト　

Voigtland.　

現
表
記
「
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
」Vogtland

。
現
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
お
よ
び
チ
ェ
コ

共
和
国
の
境
界
地
域
に
な
る
地
方
名
。
か
つ
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
直
轄
地
ヴ
ァ
イ
ダ
、
ゲ
ラ
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
、
グ
ラ
イ
ツ
の
代フ

ォ
ー
ク
ト官

（
＝
代フ

ォ
イ
ク
ト官

）
に
よ
っ
て

統
治
さ
れ
て
い
た
地ラ

ン
ト方

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

（39）	

プ
ラ
ウ
エ
ン　

Plauen.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
南
西
部
上
部
中
心
都
市
で
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
郡
庁
所
在
地
。
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
最
大
。「
フ
ォ
ー
ク

ト
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ウ
エ
ン
」
は
「
フ
ォ
ー
ク
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ダ
」（
一
五
三
一
年
継
嗣
を
断
つ
）
の
一
族
か
ら
出
た
貴
族
の
家
柄
。

（40）	

ト
リ
プ
ツ　

Triptʼs.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
都
市
ト
リ
プ
テ
ィ
スTriptis

。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
六
五
参
照
。

（41）	

ア
ウ
マ　

A
um

a.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
グ
ラ
イ
ツ
郡
の
小
都
市
。
二
〇
一
一
年
末
ア
ウ
マ
＝
ヴ
ァ
イ
デ
タ
ー
ルA

um
a-W

eidetal

の
一
部
と
な
る
。

（42）	

ヴ
ァ
イ
ダ W

eida.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
グ
ラ
イ
ツ
郡
の
都
市
。

（43）	

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト　

N
eustadt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
都
市
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ル
ラN

eustadt an der 
O

rla

。

（44）	

ツ
ィ
ー
ゲ
ン
リ
ュ
ッ
ク　

Ziegenrück.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小

ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

都
市K

leinstadt

（
尤
も
こ
の
「
都
市
」
は
住
民
数
僅
か

七
百
）。

（45）	

パ
ウ
ザ　

Pausa.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
パ
ウ
ザ
＝
ミ
ュ
ー
ル
ト
ロ
ッ
フPausa=M

ühltroff

（
二
〇
一
三
年
一
月
以
降
）。

（46）	

伝
承
に
よ
れ
ば
パ
ウ
ザ
は
世
界
の
中
心
だ
そ
う
な　

D
ie Sage geht, Pausa liege im

 M
ittelpunkt der W

elt.　

現
在
も
こ
の
町
は
、「
地
球
の
中
心

に
」am

 M
ittelpunkt der Erde

位
置
す
る
、
と
し
て
観
光
の
売
り
込
み
を
し
て
い
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
か
ら
そ
れ
で
有
名
だ
っ
た
、
と
見
え

る
。
根
拠
は
不
明
。
以
下
の
話
の
滑
稽
は
、
こ
の
町
は
、
世
界
の
中
心
、
と
誇
っ
て
い
る
か
ら
、
行
く
の
は
簡
単
だ
が
、
同
地
域
の
他
の
町
と
の
交
通
手

段
が
寡
少
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（47）	

メ
ー
ル
ト
イ
ア
ー　

M
ehltheuer.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
の
村
。
パ
ウ
ザ
＝
ミ
ュ
ー
ル
ト
ロ
ッ
フ
と
境
を
接
す
る
。

（48）	

シ
ュ
ラ
イ
ツ　

Schleiz.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
南
東
部
の
都
市
で
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
郡
庁
所
在
地
。
パ
ウ
ザ
よ
り
大
き
い
。

（49）	

ヴ
ェ
ン
ド
人
の
部
族
名　

einem
 w

endischen Volksstam
m

e.　
「
ヴ
ェ
ン
ド
人
」
は
ゲ
ル
マ
ン
人
の
居
住
地
な
い
し
そ
の
近
傍
の
ス
ラ
ヴ
人
を
指
す
ゲ

ル
マ
ン
語
（
後
ド
イ
ツ
語
）。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
三
に
も
出
る
。

（50）	

ロ
シ
ア
皇
帝
の
称
号
中
に
「
あ
ら
ゆ
る
ロ
イ
セ
ン
人
の
絶
対
君
主
」　im

 russischen K
aisertitel der Selbstherrscher aller Reußen.　

二
十
世
紀

初
頭
の
ロツ

ァ

ー

リ

シ
ア
帝
国
皇
帝царь

の
長
長
し
い
称
号
は
「
全
ロ
シ
ア
、
モ
ス
ク
ワ
、
キ
エ
フ
、
ヴ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
な
ら
び
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
イ
ン
ペ
ラ
ー
ト

ル
お
よ
び
絶
対
君
主
」
で
始
ま
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
何
を
言
い
た
い
の
か
訳
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
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（51）	

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世　

K
aiser Friedrich II.　

ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
朝
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
二
二
〇
─
五
〇
）。
シ
チ
リ
ア
王

（
在
位
一
一
九
八
─
一
二
五
〇
）、
ロ
ー
マ
＝
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
二
一
二
─
五
〇
）。
一
二
二
五
以
降
エ
ル
サ
レ
ム
王
の
称
号
を
も
帯
び
る
。
教
皇
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
九
世
の
圧
力
に
耐
え
か
ね
、
や
む
を
得
ず
十
字
軍
（
第
六
次
。「
無
血
十
字
軍
」「
破
門
十
字
軍
」
と
呼
ば
れ
る
。
一
二
二
八
─
二
九
）
を
組
織
、

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
渡
っ
た
。
二
度
教
皇
に
破
門
を
受
け
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
登
場
。

（52）	

ゲ
ラ　

Gera.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
で
エ
ア
フ
ル
ト
（
州
都
）、
イ
エ
ナ
に
次
い
で
第
三
の
住
民
数
（
十
万
近
い
）
を
擁
す
る
都
市
。
白

ヴ
ァ
イ
セエ

ル
ス
タ
ー

川
河
畔
に
位
置
す
る
。

（53）	

か
の
、
後
に
一
度
に
二
人
の
妻
を
持
っ
た
の
で
知
ら
れ
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯　

jener durch seine nachherige D
oppelehe bekannte Graf.　

こ
の

物
語
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
三
に
詳
し
い
。

（54）	

プ
ト
ロ
マ
イ
ス　

Ptolom
ais.　

プ
ト
レ4

マ
イ
スPtolem

ais

。
現
イ
ス
ラ
エ
ル
の
港
湾
都
市
ア
ッ
コ
（
ア
ラ
ビ
ア
語
ア
ッ
カ
）。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代

お
よ
び
東
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
は
プ
ト
レ
マ
イ
ス
と
呼
ば
れ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
か
ら
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
時
代
の
都
市
国
家
名

ア
ッ
コ
ン
に
戻
っ
て
ア
ッ
カ
。
十
字
軍
に
征
服
さ
れ
て
い
た
時
代
（
ほ
ぼ
一
一
〇
四
─
一
二
九
一
）
に
は
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク
ル
と
し
て
西
欧
に
知

ら
れ
た
。

（55）	

モ
ス
コ
ヴ
ィ
ア
の
商
人
に　

einem
 m

oskow
itischen K

aufm
ann.　

ロ
シ
ア
帝
国
の
遙
か
な
る
前
身
モ
ス
ク
ヴ
ァ
大
公
国
（
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
れ

を
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ア
と
呼
ん
だ
）
の
商
人
が
ヴ
ォ
ル
ガ
河
を
南
下
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ブ
ハ
ラ
商
人
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
交
易
し
た
こ
と
は
虚
構
で

は
な
い
。
た
だ
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
在
世
中
は
こ
の
大
公
国
は
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。
モ
ス
ク
ヴ
ァ
大
公
国
を
強
力
な
統
一

国
家
に
仕
上
げ
た
イ
ヴ
ァ
ン
三
世
の
治
世
は
一
四
六
二
─
一
五
〇
五
年
。

（56）	

タ
タ
ー
ル
軍　

Tartaren.　

モ
ン
ゴ
ル
軍
で
あ
る
。
衰
退
し
た
キ
エ
フ
大
公
国
に
代
わ
っ
て
割
拠
し
て
い
た
ヴ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ス
ー
ズ
ダ
リ
公
国
や

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
国
な
ど
ル
ー
シ
諸
国
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
入
は
一
二
二
三
年
カ
ル
カ
河
畔
の
戦
い
で
始
ま
り
、
や
が
て
ほ
ぼ
一
二
四
〇
年
ま
で
に

ル
ー
シ
の
民
は
ロ
シ
ア
史
に
い
わ
ゆ
る
「
タ
タ
ー
ル
の
軛く

び
き

」
の
下
に
置
か
れ
、
こ
れ
は
一
四
八
〇
年
頃
ま
で
続
く
。

（57）	

ル
ッ
ツ
ォ
、
リ
ュ
ッ
ツ
ォ　

Ruzzo, Rüzzo.　

こ
れ
ら
の
他
、
ラ
テ
ン
語
ル
テ
ヌ
スRuthenus

（「
ル
テ
ニ
ア
の
人
」）
な
い
し
ド
イ
ツ
語
ル
ス
ツ
ェ

Rusze 

（「
ル
ッ
セ
」Russe

＝
「
ル
ー
シ
の
人
」）
は
プ
ラ
ウ
エ
ン
の
代フ

ォ
イ
ク
ト官

ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
次
男
で
あ
る
「
小
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」H

einrich der Jüngere 

の

添
え
名
で
あ
る
。
彼
は
ラ
テ
ン
語
でH

enrico de Plaw
e dicto Ruze

（
る
つ
ぇ
ト
呼
バ
レ
シ
ぷ
ら
う
え
ノ
へ
ん
り
こ
）
と
し
て
古
文
献
に
登
場
す
る
。

こ
う
し
た
添
え
名
の
由
来
は
、
東
方
の
ル
テ
ニ
ア
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
い
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
現
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
合
わ
せ
た
地
域
に
対
す
る
ラ
テ
ン
語
名
称
。

こ
こ
が
本
来
の
ル
ー
シ
。
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
も
大
ル
ー
シ
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
文
明
の
中
心
地
か
ら
遠
い
「
辺
境
の
ル
ー
シ
」
と
い
う
意
味

だ
っ
た
）
に
長
く
滞
在
し
た
た
め
か
、
母
方
が
ル
テ
ニ
ア
の
君
侯
家
の
出
身
で
あ
る
ガ
リ
ツ
ィ
ア
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
西
部
）
の
君
侯
の
息
女
マ
リ
ア
・
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ス
ヴ
ィ
ホ
ヴ
ス
カ
と
結
婚
し
た
た
め
で
あ
る
。
二
人
の
子
息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
は
一
三
〇
七
年
以
降
公
式
に
そ
の
姓
ロ
イ
スReuß

と
し
た
。
ロ
イ
ス
一
族

は
本
拠
地
プ
ラ
ウ
エ
ン
を
中
心
に
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
を
構
成
す
る
各
代フ

ォ
イ
ク
ト官

領
を
支
配
、
こ
う
し
た
趨
勢
は
一
五
六
四
年
ま
で
続
い
た
。

（58）	
ヴ
ァ
ル
ス
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レ　

W
alsburg an der Saale.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
村
エ
ス
バ
ハ
の
一
部
。

（59）	
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ア

魔
の
障
壁　

Teufelsw
ehr.　

流
れ
を
横
切
っ
て
巖
が
い
わ
ば
鎖
状
に
連
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

（60）	

ロ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

Lobenstein.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
都
市
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンBad Lobenstein

。

（61）	

ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク　

H
irschberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
都
市
。
ザ
ー
レ
川
上
流
河
畔
に
あ
る
。
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
北
端
に

接
し
て
い
る
。

（62）	

ブ
ン
ツ
ィ
ヒ　

Bunzig.　

未
詳
。

（63）	

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
会
戦
で　

bei Bergrad.　

お
そ
ら
く
セ
ル
ビ
ア
を
主
戦
場
と
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ト
ル
コ
戦
争
（
一
七
一
六
─
一
八
）
中
の
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
攻
囲
戦
（
一
七
一
七
年
七
月
十
六
日
─
八
月
十
五
日
）
を
指
す
。
現
セ
ル
ビ
ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
支
配
下

に
あ
っ
た
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
仕
え
た
名
将
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ヴ
ォ
イ
エ
ン
＝
カ
リ
グ
ナ
ン
（
一
六
六
三
─
一
七
三
六
。
通
称

オプ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン

イ
ゲ
ン
公
子
。
フ
ラ
ン
ス
貴
族
）
率
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
こ
れ
を
包
囲
、
ま
た
救
援
に
駆
け
つ
け
た
オ
ス
マ
ン
の
大
軍
を
撃
破
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド

守
備
軍
は
降
伏
し
た
。

（64）	

ホ
ー
エ
ン
ロ
イ
ベ
ン　

H
ohenleuben.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
東
部
の
最
小
の
都
市
の
一
つ
。

（65）	

ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ　

Sondershäuser Püstrich.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
一
末
尾
に
記
述
が
あ
る
。
詳
し
く
は
注
参
照
。

（66）	

泊
め
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
み
、
あ
あ
、
い
い
と
も
さ
、
と
言
わ
れ
た
。 Bat um

 N
achtquartier, w

as ihm
 gern gew

ährt w
urde.　

旅
修
業
の
職
人

は
同
業
の
親
方
の
と
こ
ろ
で
し
か
る
べ
く
頼
め
ば
食
事
と
寝
床
は
保
証
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
対
価
は
労
働
で
支
払
え
ば
よ
い
。

（67）	

館や
か
た　

das Schloß.　

十
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
「
ト
リ
プ
テ
ィ
ス
城
」Burg Triptis 

は
主

ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
の
み
が
残
り
、
一
七
七
五
年
こ
の
塔
の
す
ぐ
傍
に
「
新

邸
」N

eues H
aus 

あ
る
い
は
「
館
」Schloß

と
も
呼
ば
れ
る
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
も
あ
り
、
私
有
。

（68）	

水
溜
ま
り
が
柳
の
上
に
垂
れ
て
い
る　

D
ie Pfütze hängt über die W

eide.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（69）	

か
の
麗
し
き
グ
ロ
イ
チ
ュ
女
伯　

die schöne Gräfin von Groitsch.　

未
詳
。
グ
ロ
イ
チ
ュ
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
の
息
女
ベ
ル
タBertha

（
？
─

一
一
四
四
）
か
。

（70）	

手ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン

伝
い
妖
精　

H
inzelm

ann.　

普
通
は
「
手ヒ

ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

伝
い
小
人
」H

inzelm
ännchen

と
かH

einzelm
ännchen

と
か
の
縮
小
形
だ
が
、
こ
の
場
合
特
に
体
つ
き 

が
ち
っ
ぽ
け
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
な
お
、「
皺ハ

イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

く
ち
ゃ
小
人
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
八
の
注
「
皺ハ

イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ラ
イ
ン

く
ち
ゃ
小
人
」H

einzelm
ännlein

を
参
照
。
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（71）	

水ミ
ュ
ー
ル
ア
ー
ル
ツ
ト

車
装
置
修
理
人　

M
ühlarzt.　

こ
こ
で
は
「
水
車
」
と
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
「
風
車
」
の
場
合
も
あ
る
。
水
車
（
風
車
）
医
者
。
水
車
あ
る
い
は
風

（
車
に
よ
る
製
粉
そ
の
他
の
装
置
全
般
を
修
理
し
た
り
、
調
整
し
た
り
す
る
技
術
者
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
注
参
照
。 

（72）	
煖
房
部
屋　

Stube.　

こ
の
家
で
は
こ
こ
が
家
族
・
奉
公
人
全
員
が
集
ま
る
居
間
兼
食
堂
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
世
ド
イ
ツ
で
は
煖
炉
に
よ
る
煖
房
可

能
な
部
屋
を
「
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ
」
と
い
っ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
一
注
で
詳
述
。

（73）	

お
化
け　

Gespenst.　

こ
れ
は
一
種
の
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト

霊Poltergeist 

で
あ
る
。
伝
承
を
見
る
と
、
こ
れ
が
出
没
す
る
家
に
は
必
ず
少
女
が
い
る
。
こ
の
話
で
も
同

じ
。

（74）	

匙さ
じ

や
小ナ

イ
フ刀　

M
esser und Löffel.　

こ
の
時
代
、
フ
ォ
ー
ク
は
食
事
用
具
と
し
て
ま
だ
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
元
来
指
食

文
化
圏
に
属
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
が
庶
民
末
端
に
至
る
ま
で
普
及
し
た
の
は
ド
イ
ツ
で
は
十
九
世
紀
。

（75）	

白ヴ
ァ
イ
ス
ヴ
ル
ス
ト

腸
詰
め　

W
eißw

urst.　

細
か
く
挽
い
た
仔
牛
肉
や
豚
肉
、
豚
の
背
脂
、
香
辛
料
で
調
製
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
。
沸
騰
し
な
い
熱
湯
で
数
分
温
め
て
食

べ
る
。
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
・
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
発
色
剤
・
保
存
料
）
添
加
塩
で
な
く
、
普
通
の
食
塩
を
使
う
の
で
、
赤
く
な
ら
ず
、
薄
い
灰
白
色
を
呈

す
る
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
名
物
の
一
つ
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ナ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
ヴ
ル
ス
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
伝
統
的
に
早
朝
に
作
ら
れ
、
軽
食
と
し
て
午
前
中

─
─
ヴ
ァ
イ
ス
ヴ
ル
ス
ト
は
保
た
な
い
の
で
あ
る
─
─
市マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場
や
軽イ

ン
ビ
ス

食
店
で
売
ら
れ
る
。
甘
い
マ
ス
タ
ー
ド
を
付
け
、
ブ
レ
ー
ツ
ンBrezn

（
＝

８ブ

レ

ー

ツ

ェ

ル

の
字
型
塩
味
ビ
ス
ケ
ッ
トBrezel
）
と
共
に
食
べ
る
。
飲
み
物
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ナ
ー
・
白ヴ

ァ
イ
ス
ビ
ー
ア

麦
酒
。（
氷
室
な
ど
の
例
外
を
除
き
）
冷
蔵
設
備
の
ま
ず
無
い
時

代
、
れ
っ
き
と
し
た
市ビ

ュ
ル
ガ
ー民

で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
傷
み
や
す
い
加
工
肉
、
あ
る
い
は
新
鮮
な
生
肉
は
た
ま
に
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ご
馳
走
だ
っ
た
。
現

代
で
も
、
ド
イ
ツ
の
農
村
で
秋
、
豚
を
潰
し
て
解
体
、
貯
蔵
用
加
工
肉
を
作
る
場
合
、
そ
の
家
で
は
当
日
の
昼
食
と
し
て
、
茹
で
た
だ
け
の
肉
に
塩
を
付

け
て
食
べ
て
楽
し
む
習
慣
が
あ
る
。

（76）	

胸
は
血
ま
み
れ
で die blutig w

ar.　

こ
の
化
け
物
は
か
つ
て
こ
の
家
で
胸
を
刃
物
で
刺
さ
れ
て
横
死
し
た
子
ど
も
の
亡
霊
だ
、
と
い
う
こ
と
を
仄
め
か
し

て
い
る
の
か
。

（77）	

焙や

き
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め　

Bratw
urst.　

フ
ラ
イ
パ
ン
な
い
し
直
火
で
焙
っ
て
食
べ
る
。湯
、ス
ー
プ
、白
ワ
イ
ン
な
ど
で
温
め
て
食
べ
る
茹
で
ソ
ー
セ
ー
ジBrühw

urst 

や
そ
の
ま
ま
食
べ
る
料
理
ソ
ー
セ
ー
ジK

ochw
urst 

と
区
別
さ
れ
る
。

（78）	

あ
る
牝め

う
し牛

小
屋
に　

in einen K
uhstall.　

ま
さ
か
町
の
中
心
部
に
住
ん
で
い
た
靴
屋
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
あ
た
り
、
筋
が
不
分
明
。

（79）	

あ
り
が
と
さ
ん
に
あ
り
が
と
ね
。
／
こ
れ
で
救
済
、
決
ま
り
だ
も
ん
。 H

ab du D
ank für deinen D

ank! / N
un bin ich erlöset sonder W

ank!　

生

前
何
か
の
罪
を
犯
し
、
呪
わ
れ
て
灯
火
の
形
で
さ
ま
よ
っ
て
い
た
亡
霊
が
、
奉
仕
に
対
し
礼
を
言
わ
れ
た
の
で
、
呪
い
が
解
け
、
天
国
へ
行
け
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
。

（80）	

テ
ィ
ー
ア
バ
ハ　

T
hierbach.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
の
都
市
パ
ウ
ザ
＝
ミ
ュ
ー
ル
ト
ロ
ッ
フ
の
一
部
。
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（81）	

担
保
遊
び　

Pfänderspiel.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
九
注
お
よ
び
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
二
参
照
。

（82）	

ベ
ル
ガ　

Berga.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
グ
ラ
イ
ツ
郡
の
小
都
市
ベ
ル
ガ
／
エ
ル
ス
タ
ー
。
白

ヴ
ァ
イ
セエ

ル
ス
タ
ー
河
谷
の
斜
面
に
位
置
す
る
。

（83）	
元
の
レ
ン
マ
ー
亭
、
今
の
ガ
イ
ン
亭
の　

des sonst Lem
m

er’schen, jetzt Geyn’schen H
auses.　

い
ず
れ
も
旅
籠
屋
兼
居
酒
屋
の
名
で
あ
ろ
う
。

（84）	
菓
子
の
生
焼
け　

K
litsch.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
方
言
で
、「
捏
ね
粉
状
の
焼
き
菓
子
」teigiges Gebäck

を
い
う
由
（
グ
リ
ム
『
ド
イ
ツ

語
辞
典
』）。「
こ
の
菓
子
は
と
ん
と
生
焼
け
だ
あ
」D

er K
uchen ist reiner K

litsch.

の
よ
う
に
使
う
。

（85）	

こ
の
老お

い
ぼ耄

れ
ど
腐
れ
女あ

ま郎　

du alte Saum
äre.　

老
女
に
対
す
る
極
め
て
口
汚
い
呼
び
掛
け
。

（86）	

ボ
ル
ス
ド
ル
フ
種
の
林り

ん
ご檎　

Borsdorfer A
pfel.　

栽
培
種
林
檎
の
名
称
の
一
つ
。
こ
の
種
類
で
最
も
有
名
な
の
は
ド
イ
ツ
最
古
の
林
檎
種
─
─
最
初
の

記
述
は
一
一
七
五
年
─
─
で
あ
る
エ
ー
デ
ル
ボ
ル
ス
ド
ル
フ
ァ
ーEdelbolsdorfer

。

（87）	

と
こ
ろ
が
こ
の
樹
は
毎
年
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
に
漸
く
開
花
し
始
め　

er begann aber sein erstes Blühen in jeder Christnacht.　

林
檎
は
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
は
通
常
五
月
に
開
花
す
る
。

（88）	

ラ
ニ
ス　

Ranis.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
都
市
。

（89）	

ツ
ォ
イ
レ
ン
ロ
ー
ダ　

Zeulenroda.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
東
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
の
都
市
ツ
ォ
イ
レ
ン
ロ
ー
ダ
＝
ト
リ
ー
ベ

ス
。

（90）	

ゲ
ラ
近
傍
の
ツ
ァ
イ
ツ
山ベ

ル
ク　

der Zeitzberg bei Gerra.　

未
詳
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。
次
の
文
は
こ
の
山
が
ご
く
小
さ
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

が
、
な
ぜ
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
そ
ん
な
こ
と
に
言
及
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
結
び
に
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
一
般
を
か
ら
か
う
唄
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い

る
の
か
も
理
解
で
き
な
い
。

（91）	

ホ
ー
フ　

H
of.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
北
東
部
最
大
の
都
市
ホ
ー
フ
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レ
。
一
三
七
三
年
ま
で
ヴ
ァ
イ
ダ
代フ

ォ
ー
ク
ト官

家
の
所
有
。
次
い
で

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

伯
に
属
す
。
一
七
九
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
、
一
八
一
〇
年
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
。

（92）	

ペ
ス
ネ
ッ
ク
の
町　

die Stadt Pösneck.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
最
大
の
都
市
。

（93）	

ボ
ー
デ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ　

Bodelw
itz.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
自
治
共
同
体
オ
ッ
プ
ル
ク
に
属
す
る
村
。

（94）	

デ
ー
ブ
リ
ッ
ツ　

D
öbliz.　

未
詳
。

（95）	

怖
い
プ
レ
ヒ
タ　

die w
ilde Prechta.　

ペ
ル
ヒ
タ
に
同
じ
。
優
し
さ
と
怖
さ
の
二
面
性
を
備
え
る
。

（96）	

ペ
ル
ヒ
タ　

Perchta.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
こ
で
こ
う
表
記
し
て
い
る
。
不
統
一
な
こ
と
で
あ
る
。

（97）	

靴
の
中
へ　

in die Schuhe.　

革
靴
で
は
な
く
木
靴
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
木
切
れ
が
入
る
ゆ
と
り
が
あ
る
。

（98）	

ケケ

ス

ト

リ

ッ

ツ

ァ

ー

ス
ト
リ
ッ
ツ
産　

K
östritzer.　

ケ
ス
ト
リ
ッ
ツ
ァ
ー
・
黒シ

ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ビ
ー
ー
ア

ビ
ー
ル
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
グ
ラ
イ
ツ
郡
バ
ー
ト
・
ケ
ス
ト
リ
ッ
ツ
の
ケ
ス
ト
リ
ッ
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ツ
ァ
ー
・
黒

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ビ
ー
ー
ア

ビ
ー
ル
醸
造
所
製
ビ
ー
ル
。
同
醸
造
所
は
ド
イ
ツ
最
古
の
黒
ビ
ー
ル
醸
造
所
の
一
つ
で
あ
る
。

（99）	
ブ
ー
デ
ル
ス
っ
て
ど
こ
だ
か
知
ら
な
い
の
。
／
緑
豊
か
な
と
こ
に
あ
る
。
／
あ
す
こ
に
ゃ
綺
麗
な
あ
ま
っ
こ
が
お
っ
て
さ
。
／
雌め

ん
ど
り鶏

み
た
い
に
怠
け
者
。

／
明
け
方
牛
飼
い
角
笛
吹
く
と
、
／
あ
ま
っ
こ
叫
ぶ
よ
、
あ
ん
れ
ま
あ
、
／
あ
た
い
は
ま
ん
だ
乳
搾し

ぼ

っ
て
ね
え
だ
。　

W
ißt ihr nich, w

u Budels 
liegt? / Budels liegt im

 Grunne. / Sin a feine M
ädlich drin, / Sin faul w

ie die H
unne. / Früh m

urgens, w
ann der H

ärte tutt, / 
Schrein se: A

ch du lieber Gutt! / M
er han nuch nich gem

ulken. 　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
気
候
が
良
く
な
る
と
、
放
牧
し
て
青
草
を
食
べ
さ
せ

る
た
め
に
、
朝
早
く
牛
飼
い
が
村
の
家
家
か
ら
牛
を
集
め
て
草
原
へ
連
れ
て
行
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
に
搾
乳
が
終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
娘
は
寝
過
ご
し
た
し
だ
い
。

（100）	

エ
ー
ル
ゼ
ン　

O
elsen.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゼ
ク
ス
ィ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
・
オ
ス
ト
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
の
都
市
バ
ー
ト
・
ゴ
ッ
ト
ロ
イ
バ
＝
ベ
ル

ク
ギ
ー
ス
ヒ
ュ
ー
ベ
ル
の
一
部
。
一
九
九
六
年
バ
ー
ト
・
ゴ
ッ
ト
ロ
イ
バ
に
併
合
。
十
九
世
紀
を
通
じ
て
住
民
は
三
百
人
台
。

（101）	

マ
ー
ス　

M
aaß.　

現
在
普
通 ,M

aßʻ 

と
綴
る
。
ビ
ー
ル
の
古
い
容
量
単
位
で
、
一
─
二
リ
ッ
ト
ル
。

（102）	

一
列
分　

eine Zeile.　

パ
ン
屋
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
一
列
分
ら
し
い
が
、
何
個
に
な
る
の
や
ら
訳
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
パ
ン
焼
き
竈
に
入
れ
る
一
回
分

な
の
か
も
、
と
も
思
う
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（103）	

聖ザ
ン
ク
トウ

ル
バ
ヌ
ス
の
祝
日　

Sankt U
rbanus Tag.　

教
皇
聖
ウ
ル
バ
ヌ
ス
一
世
─
─
葡
萄
畑
と
葡
萄
栽
培
農
家
の
守
護
聖
人
─
─
の
祝
日
で
あ
れ
ば
十
二

月
十
九
日
。

（104）	

オ
ッ
プ
ル
ク　

O
ppurg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
自
治
共
同
体
。

（105）	

白し
ら
が髪

の
男
の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒

た
ち　

Graue M
ännchen.　

地
中
に
沈
ん
だ
オ
ス
テ
ラ
リ
ッ
ツ
城
の
城
主
一
家
に
道
化
な
ど
と
し
て
仕
え
て
い
た
人
間
の
侏
儒
た
ち

な
の
で
あ
ろ
う
。

（106）	

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ　

O
rlam

ünde.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
ホ
ル
ツ
ラ
ン
ト
郡
の
小
都
市
。
オ
ル
ラ
川
が
ザ
ー
レ
川
に
合
流
す
る
地
点
に
あ

る
。
か
つ
て
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
家
の
城
下
町
だ
っ
た
。

（107）	

ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
村　

der O
rt H

eilingen.　

 

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
小
村
。
か
つ
て
は
同
名
の
貴
族

一
門
の
根
拠
地
だ
っ
た
。　

（108）	

薄コ
ー
フ
ェ
ン
ト

麦
酒　

K
ovent.　

俗
に
い
う
「
修
道
院
ビ
ー
ル
」K

ofentbier 

の
こ
と
。「
薄
ビ
ー
ル
」D

ünnbier 

と
も
。
中
・
近
世
、
修
道
院
や
船
、
庶
民
の
家
庭

で
水
代
わ
り
に
飲
ま
れ
た
。
英
語
の
「
ス
モ
ー
ル
・
ビ
ー
ア
」sm

all beer
。
一
旦
ビ
ー
ル
を
醸
し
た
マ
ッ
シ
ュ
を
煮
て
再
醸
造
す
る
。
煮
沸
の
過
程
を

経
て
い
る
か
ら
衛
生
的
だ
が
、
味
も
し
ゃ
ら
し
ゃ
ら
も
あ
れ
ば
こ
そ
。
た
だ
し
ア
ル
コ
ー
ル
分
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
、
朝
食
の
際
に
も
、
ま
た
子
ど
も

で
も
飲
め
た
。
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（109）	

ゲ
ラ
ー
ト　

Gellert.　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ュ
ル
ヒ
テ
ゴ
ッ
ト
・
ゲ
ラ
ー
トChristian Fürchtegott Gellert 

（
一
七
一
五
─
六
九
）。
ド
イ
ツ
の
文

人
。
啓
蒙
主
義
の
道
徳
哲
学
者
。
ザ
ク
セ
ン
の
ハ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
に
生
ま
れ
る
。
生
存
時
最
も
文
名
高
い
作
家
の
一
人
と
さ
れ
た
。

（110）	
市シ

ュ
タ
ッ
ト
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

お
抱
え
楽
士　

Stadtpfeifer.　

十
四
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
都
市
に
雇
わ
れ
た
音
楽
家
の
こ
と
。
彼
ら
は
同
業
組
合
を
結
成
し
て
い
た
。
十
九
世
紀

に
は
市
管
弦
楽
団
に
発
展
解
消
。
彼
ら
の
仕
事
は
市
の
祝
賀
会
な
ど
の
催
し
事
で
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
だ
っ
た
。
ツ
ィ
ン
ケ
ン
（
コ
ル
ネ
ッ
ト
の
一
種
）、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
横
笛
、
縦
笛
、
諸
種
の
弦
楽
器
、
打
楽
器
な
ど
を
演
奏
し
た
。　

（111）	

笛
吹
き
に
行
っ
ち
ま
っ
た
〔
＝
ふ
い
に
な
っ
た
〕  flöten gegangen.　

慣
用
句
「
笛
吹
き
に
行
く
」flöten gehen

は
「
行
方
不
明
に
な
る
」「
消
え
失
せ

る
」「
駄
目
に
な
る
」
と
い
う
意
味
。

（112）	

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
な
る
人　

ein Graf zu O
rlam

ünde, O
tto.　

プ
ロ
イ
セ
ン
の
あ
る
伝
説
に
よ
れ
ば
、
一
二
八
四
年
に
死
ん
だ
オ
ル
ラ

ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
二
世
の
未
亡
人
が
恋
に
狂
っ
て
実
子
二
人
を
殺
さ
せ
、
ヒ
ン
メ
ル
ク
ロ
ー
ン
修
道
院
ま
で
懺
悔
行
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

オ
ッ
ト
ー
二
世
は
存
在
し
な
い
。
一
二
八
五
年
に
死
ん
だ
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
三
世
（
ヴ
ァ
イ
マ
ル
と
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
入
手
。
以

降
こ
の
家
系
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
家
）
は
存
在
。
夫
人
ア
グ
ネ
ス
（
一
三
〇
〇
以
前
に
死
亡
）
は
ト
ル
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ン
女
伯
。

子
女
三
人
と
も
横
死
な
ど
し
て
い
な
い
。
内
母
と
同
名
の
ア
グ
ネ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
は
未
婚
で
ヒ
ン
メ
ル
ク
ロ
ー
ン
女
子

修
道
院
長
（
言
い
伝
え
で
は
初
代
）
と
し
て
一
三
五
四
年
死
す
。
年
齢
か
ら
し
て
こ
の
女
性
が
伝
説
の
「
未
亡
人
」
と
な
ろ
う
。

（113）	

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
美デ

ア
・
シ
ェ
ー
ネ

男
伯　

A
lbrecht der Schöne.　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城
伯Burggraf von N

ürnberg （
一
三
一
九
─
六
一
）。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城
伯

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
の
四
男
。
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
ゾ
フ
ィ
ー
と
結
婚
。
息
女
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
に
嫁
す
。

（114）	

二
人
用
寝
台　

D
oppelbett.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
迂
闊
な
人
で
あ
る
。
二
人
妻
を
持
っ
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
た
め
に
、
貞
実
な
第
一
の
妻
が
作

ら
せ
た
豪
奢
な
寝
台
は
当
然
三
人
が
横
た
わ
れ
る
寝
台
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
伝
説
を
素
材
と
し
て
楽
し
い
物
語
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
を
作
っ
た

Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
ち
ゃ
ん
と
「
三
人
用
寝
台
」eine dreischläfige Bettsponde

と
記
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
鈴
木
滿
訳
「
メ
レ
ク
ザ
ー

ラ
」
─
─
所
収
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行
会
、
平
成
一
九
年
─
─
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
同
郷
の
大
先
輩
ム

ゼ
ー
ウ
ス
に
私
淑
し
て
お
り
、
こ
の
物
語
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
る
証
拠
が
あ
る
─
─
彼
の
初
期
の
物
語
「
ゼ
リ
ン
デ
」Selinde

（
後
掲
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
五

注
「
匙
」
参
照
）
─
─
は
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
を
枕
に
振
っ
て
い
る
─
─
の
だ
が
…
…
。

（115）	

シ
ュ
タ
ッ
ト
イ
ル
ム　

Stadtilm
.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
＝
ク
ラ
イ
ス
郡
の
小
都
市
。

（116）	

同
名
の
城
の
廃は

い
き
ょ墟　

eine Burgtrüm
m

er gleichen N
am

ens.　
「
同
名
の
城
」、
す
な
わ
ち
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城Burg Ehrenstein

は
か
つ
て

の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
領
、
ト
ン
ナ
＝
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
領
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
領
の
接
点
に

あ
っ
た
。



93

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十二） 鈴木　滿　訳・注

（117）	

プ
ラ
ウ
エ
を
見
下
ろ
す
エ
ー
レ
ン
城ブ

ル
ク　

der Ehrenburg über Plaue.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
＝
ク
ラ
イ
ス
郡
の
都
市
プ
ラ
ウ
エ
の
上
手
に
そ

そ
り
立
ち
、
ゲ
ラ
谷タ

ー
ル

の
西
斜
面
に
あ
る
山
城
。
い
ま
だ
に
主
要
部
分
は
残
っ
て
い
る
。

（118）	
歓フ

ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷　

Freudenthal.　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
は
居
城
近
く
の
こ
の
地
で
、
出
迎
え
に
来
た
留
守
宅
の
夫
人
、
子
ど
も
ら
と
再
会
、
東
洋

か
ら
伴
っ
て
来
た
第
二
の
妻
を
引
き
合
わ
せ
た
由
。

（119）	

寡か

ふ婦
産　

W
itthum

.　

現
在
で
は
普
通 ,W

ittum
ʻ 

と
綴
る
。
中
世
の
用
語
で
、
亡
夫
の
遺
産
の
内
寡
婦
が
受
け
る
部
分
。
こ
こ
で
は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯

が
生
前
か
ら
第
二
の
妻
の
財
産
と
し
て
譲
渡
し
た
も
の
。
も
と
よ
り
城
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
領
全
体
が
そ
う
で
、
こ
こ
か
ら
上
が
る

貢
租
は
第
二
の
妻
の
収
入
と
な
っ
た
わ
け
。

（120）	

ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
上

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ロ
ス

手
城　

K
rannichfelder O

berschloß.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
イ
マ
ラ
ー
・
ラ
ン
ト
郡
の
小
都
市
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト

の
上
手
に
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
城
。
大
貴
族
ロ
イ
ス
家
の
居
館
だ
っ
た
。
十
二
世
紀
に
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
殿
た
ち
の
砦
が
あ
っ
た
。

（121）	

だ
れ
も
で
き
ん
、
だ
れ
も
せ
ん
、
し
か
じ
か
の
こ
と　

dieß und das thun, w
as keiner kann und thut.　

こ
れ
に
つ
い
て
は
物
語
中
、
実
行
し
た

ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
は
脊
椎
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
、
リ
ュ
ト
ガ
ー
は
浅
ま
し
く
も
み
っ
と
も
な
い
恰
好
を
し
て
い
る
兄
の
姿
を
城
の
張
り
出
し
窓
の
一
つ
に
取

り
付
け
さ
せ
た
、
と
の
説
明
し
か
な
い
。
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
上

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ロ
ス

手
城
に
はLECK

 M
ICH

 A
M

 M
A

RS （= ,Leck m
ir den A

rsch!ʻ 

＝
「
お
れ
の

け
つ
を
舐
め
ろ
」「
糞
喰
ら
え
」）
と
大
文
字
で
刻
ま
れ
た
粗
末
な
石
像
（
一
五
三
〇
年
頃
の
物
）
が
い
ま
な
お
存
在
す
る
。
こ
れ
は
張
り
出
し
窓
の
一
つ

の
下
部
で
支
え
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
裸
の
男
が
足
を
踏
ん
ば
り
、
極
度
に
背
を
丸
め
、
両
手
で
自
分
の
尻
を
拡
げ
、
陰
茎
・
睾
丸
を
含
め
て
見
せ

つ
け
て
い
る
。
訪
問
者
を
挑
発
し
よ
う
と
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
建
築
棟
梁
の
突
拍
子
も
な
い
思
い
つ
き
か
。
た
だ
し
こ
の
伝
説
で
は
、
自
分
で
自
分
の

肛
門
を
舐
め
て
見
せ
る
、
と
の
約
束
を
履
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
図
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
。

（122）	

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト　

A
rnstadt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
＝
ク
ラ
イ
ス
郡
郡
庁
所
在
地
。
ゲ
ラ
川
河
畔
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
登
場
。

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
一
八
年
こ
こ
で
薬
剤
師
の
徒
弟
と
な
り
、
更
に
こ
こ
を
振
り
出
し
に
薬プ

ロ

ヴ

ィ

ー

ゾ

ア

剤
師
主
任
助
手
を
し
て
い
た
の
で
、
愛
着
深
い
。

（123）	

聖リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
教
会　

die Liebfrauenkirche.　

一
二
二
〇
年
頃
建
立
が
開
始
さ
れ
、
一
三
三
〇
年
頃
一
応
終
わ
っ
た
。
途
中
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
聖

ザ
ン
ク
トヴ

ァ
ル
プ

ル
ギ
ス
女
子
修
道
院
の
附
属
教
会
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
宗
教
改
革
と
共
に
同
修
道
院
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
教
会
は
意
義
を
失
い
、
僅
か
し
か
使
用
さ
れ

ず
、
一
八
一
三
年
究
極
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
当
座
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
た
め
に
荒
廃
が
早
ま
っ
た
。
従
っ
て
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ

を
編
著
し
て
い
た
頃
は
無
人
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
十
九
世
紀
半
ば
保
持
目
的
の
募
金
が
始
ま
り
、
一
八
八
〇
年
以
降
修
復
工
事
に
着
手
。
現
在
は
美
し

く
再
建
さ
れ
、「
聖
母
」
の
名
を
冠
し
た
ま
ま
、
新
教
＝
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
と
な
っ
て
い
る
。

（124）	

匙さ
じ　

Löffel.　

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
中
心
部
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
、
ハ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
街
道H

arhäuserstraße

脇
の
草
原
に
現
存
す
る
「
巨リ

ー
ゼ
ン
レ
ッ
フ
ェ
ル

人
の
匙
」

Riesenlöffel 

と
唱
え
ら
れ
る
高
さ
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
砂
岩
製
の
物
。
元
来
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
大
祭
で
あ
る
聖フ

ロ
ー
ン
ラ
イ
ヒ
ナ
ー
ム

体
の
祝
日
（
ド
イ
ツ
で
は
快
い
時
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期
で
あ
る
五
月
末
か
ら
六
月
下
旬
初
め
に
掛
け
て
の
移
動
祝
日
）
の
お
練
り
（
祈
願
行
列
。
教
区
内
を
司
祭
が
聖モ

ン
ス
ト
ラ
ン
ツ

体
顕
示
台
を
捧
持
し
て
巡
り
、
所
所
で

聖
餐
式
を
挙
げ
る
）
の
折
、
聖モ

ン
ス
ト
ラ
ン
ツ

体
顕
示
台
を
上
部
の
大
き
な
壁
龕
に
、
聖モ

ン
ス
ト
ラ
ン
ツ

体
顕
示
台
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
下
部
の
小
さ
な
壁
龕
に
安
置
し
た
も

の
。
柄
を
地
面
に
突
き
刺
し
た
巨
大
な
匙
に
見
え
る
。
こ
れ
は
一
五
〇
七
年
に
立
て
ら
れ
た
。
や
が
て
宗
教
改
革
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
及
び
、
こ
の
地

方
が
新
教
＝
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
帰
属
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祭
祀
で
あ
る
祈
願
行
列
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、
用
途
が
忘
れ
去
ら
れ
た
。「
巨リ

ー
ゼ
ン
レ
ッ
フ
ェ
ル

人
の
匙
」
と

い
う
名
称
は
ど
う
や
ら
十
九
世
紀
初
頭
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
発
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
れ
に
纏
わ
る
伝
説
を
素
材
と
し
て
「
巨

人
の
匙　

─
─
あ
る
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

」Riesenlöffel. Ein M
ährchen.

な
る
物
語
を
書
い
た
。
こ
れ
は
他
の
三
つ
の
物
語
と
と
も
に
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』

T
hüringische Volksm

ährchen

と
題
し
て
一
八
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
物
語
集
に
興
味
の
あ
る
向
き
は
「
ゼ
リ
ン
デ
」Selinde. 

、「
ハ
ラ
ル

ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ヒ
ェ
ン　

─
─
十
二
世
紀
後
半
の
一
齣こ

ま

」H
arald von Eichen. Eine Skizze aus der 2ten H

älfte des 12ten Jahrhunderts.

、

「
ベ
ー
ラ
ー
の
洞
窟　

─
─
民

フ
ォ
ル
ク
ス
メ
ル
ヒ
ェ
ン

話
」D

ie Böhlershöhle. Volksm
ährchen. 

、
そ
し
て
「
巨
人
の
匙　

─
─
あ
る
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

」（
い
ず
れ
も
鈴
木
滿
訳
・

注
・
解
題
。「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
十
九
巻
第
三
号
／
第
四
号
／
第
四
十
巻
第
一
号
／
第
二
号
所
載
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（125）	

落パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

下
傘　

Fallschirm
.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
既
に
試
行
錯
誤
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
が
、
十
八
世
紀
末
複
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
一
応
実
用
化
に
成
功
し
て

い
る
の
で
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
も
当
然
知
っ
て
い
た
わ
け
。

（126）	

ベベ

ー

ラ

ー

ス

メ

ン

ヒ

ェ

ン

ー
ラ
ー
の
小
人
た
ち　

Böhlersm
ännchen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
伝
説
群
と
伝
説
圏
』D

er Sagenschatz und die 
Sagenkreise der T

hüringerlandes. 
（
一
八
三
五
─
三
八
）
第
三
巻
（
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
、
一
八
三
七
）
第
二
節
所
収
の
一
八
「
ベ
ー
ラ
ー
の
小
人
た

ち
」D

ie Böhlersm
ännchen.

お
よ
び
一
九
「
乙ユ

ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
」Jungfersprung.

で
も
同
様
の
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
伝
説
を
素
材
と
し
て
、
小

人
た
ち
が
善
い
人
間
を
助
け
る
際
の
温
良
さ
、
悪
い
人
間
を
懲
ら
し
め
る
際
の
苛
酷
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た
物
語
を
「
ベ
ー
ラ
ー
の
洞
窟　

─
─
民

フ
ォ
ル
ク
ス
メ
ル
ヒ
ェ
ン

話
」

と
し
て
発
表
し
た
（
前
掲
注
参
照
）。
こ
の
中
で
は
小
人
た
ち
の
容
姿
と
彼
ら
が
棲
ま
う
洞
窟
の
状
景
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

（127）	

リ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
マ
ー
ス　

Lim
burg an der M

aas.　

未
詳
。
リ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ラ
ー
ンLim

burg an der Lahn

で
あ
れ

ば
、
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
リ
ン
ブ
ル
ク
＝
ヴ
ァ
イ
ブ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。「
リ
ン
ブ
ル
フ
」
だ
け
な
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
）
最
南
端
の

州
。

（128）	

ニ
ー
フ
ェ
ル
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

や
オ
ウ
ヴ
ェ
ル
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人　

N
ievelm

ännchen und O
uw

elm
ännchen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（129）	

エ
ス
ペ
ン
フ
ェ
ル
ト
村　

Espenfeld.　

現
在
は
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
構
成
す
る
地
区
の
一
つ
で
最
小
。
東
の
ゲ
ラ
谷タ

ー
ル

と
西
の
ヨ
ー
ナ
ス
谷タ

ー
ル

に
挟
ま
れ
た

高
台
（
標
高
ほ
ぼ
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
窪
地
に
あ
る
。

（130）	

ブ
ッ
フ
ァ
ー
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
イ
ル
ム　

Buffahrt an der Ilm
.　

未
詳
。　

（131）	

ザ
ル
ツ
ミ
ュ
ン
デ　

Salzm
ünde. 　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ザ
ー
レ
郡
の
自
治
体
ザ
ル
ツ
タ
ー
ル
の
一
部
。 

尤
も
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
テ
ュ
ー
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リ
ン
ゲ
ン
の
多
く
の
他
の
場
所
」
と
記
し
て
、
こ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
異
な
る
場
所
か
も
知
れ
な
い
。

（132）	
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン　

M
einingen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
南
部
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
郡
庁
所
在
地
で
著
名
な
文
化
都
市
。 

（133）	
デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト　

D
illstädt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
自
治
体
。

（134）	
ヴ
ィ
ヒ
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン　

W
ichtshausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
都
市
ズ
ー
ル
（
＝
ズ
ー
ラ
）
の
一
部
。

（135）	

ヴ
ァ
ル
パ
ー
森ホ

ル
ツ　

W
alperholz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
〇
で
は
「
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
ー
森ホ

ル
ツ

」W
alzerholz 

と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

（136）	

い
わ
ゆ
る
狩ヤ

ー

ク

ト

ブ

ー

ヘ

り
の
山
毛
欅
の
樹　

eine sogenannte Jagdbuche.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
不
定
冠
詞
を
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味

不
通
。
他
の
複
数
の
文
献
で
は
定
冠
詞
が
付
い
て
い
る
。
固
有
名
詞
。

（137）	

マ
ー
ス　

M
aaß.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
七
六
注
参
照
。

（138）	

そ
の
昔
（
一
二
一
二
年
）
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
そ
の
他
ド
イ
ツ
各
地
の
子
ど
も
た
ち
の
間
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
と
同
様
、
…
…
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る　

Zu 
einer Zeit (1212) kam

 unter die K
inder in T

hüringen und auch im
 übrigen D

etschalnd, w
ie in Frankreich, .......　

「
子
ど
も
十
字
軍
」「
少

年
十
字
軍
」der K

inderkreuzzug,/ la croisade des enfants

の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
神
の
啓
示
を
受
け
た
、
と
称
す
る
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
な
る

少
年
が
、
ド
イ
ツ
で
は
ニ
コ
ラ
ス
な
る
青
年
狂
信
者
が
聖
地
奪
回
を
呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
に
応
じ
た
少
年
・
少
女
が
中
心
と
な
っ
て
東
方
へ
と
向
か
っ
た
。

大
失
敗
だ
っ
た
第
四
回
十
字
軍
（
一
二
〇
二
─
〇
四
）
の
後
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
（
在
位
一
一
九
八
─
一
二
一
六
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
説
教
師
を
派
遣
、
十
字
軍
へ
の
参
加
を
鼓
吹
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
民
衆
層
は
そ
れ
に
煽
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
飢
渇
・
病
気
な
ど
に
よ
る
途
中
で

の
斃
死
、
海
難
事
故
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
船
で
輸
送
さ
れ
て
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
辿
り
着
い
た
者
も
、
親
切
ご
か
し
に

無
料
で
船
を
手
配
し
た
商
人
に
よ
っ
て
奴
隷
に
売
ら
れ
、
惨
憺
た
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
の
者
た
ち
は
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
ロ
ー
マ
に
辿
り

着
い
た
が
、
教
皇
に
説
得
さ
れ
て
引
き
返
し
た
。
し
か
し
こ
ち
ら
で
も
無
事
に
故
郷
へ
戻
れ
た
の
は
少
数
に
過
ぎ
な
か
っ
た
由
。

（139）	

十
字
軍
従
軍
者
の
唄　

K
reuzfahrerlied.　

十
字
軍
へ
の
従
軍
を
呼
び
掛
け
る
中
高
ド
イ
ツ
語
宮
廷
風
叙
情
詩
。

（140）	

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
な
る
御
仁　

ein Graf zu Schw
arzburg, H

einrich der Siebente geheißen.　

エ
ア
フ
ル
ト
で
汚
物
溜

め
に
落
ち
て
死
ん
だ
の
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
一
一
三
〇
頃
─
一
一
八
四
）
で
あ
る
。
一
二
八
五
年
以
降
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル

ク
＝
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
が
存
在
す
る
。
厭
わ
し
い
言
い
種
は
、
ご
先
祖
様
の
椿
事
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
の
人
の
口
癖
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

（141）	

一
一
八
六
年　

im
 Jahr 1186.　

事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
一
一
八
四
年
七
月
二
十
六
日
で
あ
る
。

（142）	

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世　

K
aiser H

einrich V
I.　

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
六
九
─
一
一
九
七
）、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
一
九
一
─
一
一
九
七
）。

晩
年
シ
チ
リ
ア
王
（
在
位
一
一
九
四
─
一
一
九
七
）
を
も
兼
ね
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
登
場
。
ド
イ
ツ
王
に
し
て
後
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
戴
冠
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し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
出
征
の
途
次
エ
ア
フ
ル
ト
で
短
期
間
宮
廷
を
開
き
、
諸
侯
会
議
を
召
集
し
た
─
─
こ
の
時
ま
だ
十
九
歳
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
と
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
の
深
刻
な
確
執
を
和
解
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
エ
ア

フ
ル
ト
大
聖
堂
の
二
階
大
広
間
に
大
勢
の
随
行
者
と
共
に
座
を
占
め
た
時
、
古
い
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
腐
朽
し
て
い
た
床
が
重
み
に
堪
え
か
ね
て
倒
壊
、

一
階
に
落
ち
た
人
人
は
─
─
こ
こ
の
床
も
壊
れ
た
の
で
─
─
更
に
下
に
あ
っ
た
汚
物
溜
め
に
顚
落
し
た
。
一
部
は
汚
物
の
中
で
窒
息
、
他
の
者
は
落
下

し
た
梁
や
石
に
打
た
れ
て
死
ん
だ
り
負
傷
し
た
り
し
た
。
同
時
代
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
死
者
は
ほ
ぼ
六
十
人
に
上
っ
た
。
こ
の
悲
惨
な
事
故
が
い
わ
ゆ
る

「
エ
ア
フ
ル
ト
の
汚
物
溜
め
顚
落
」Erfurter Latrinensturz

で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
幸
い
辛
う
じ
て
落
ち
な
い
で
済
み
、
事
故
後
す
ぐ
に
エ
ア
フ
ル

ト
を
去
っ
た
。

（143）	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Landgraf Ludw
ig.　

敬デ
ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
方
伯
な
い
し
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

和
方
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
（
在
位
一
一
七
二

─
九
〇
）。
事
故
の
際
深
み
に
顚
落
し
た
が
、
幸
い
に
死
を
免
れ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
六
本
文
お
よ
び
注
参
照
。

（144）	

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト　

Erzbischof K
onrad von M

ainz.　

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
の
出
。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
（
在
位
一
一
八
三
─

一
二
〇
〇
）
と
し
て
は
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
。
一
一
六
六
年
以
降
枢
機
卿
。 

（145）	

汚
物
溜
め　

Cloak.　

現
在
は
普
通 ,K

loakeʻ 

と
綴
る
。
普
通
汚
物
溜
め
の
汚
物
は
特
殊
階
級
の
請
負
人
─
─
廃
牛
廃
馬
の
皮
剝
ぎ
人
を
兼
ね
る
こ
と
も

あ
っ
た
─
─
が
時
時
汲
み
出
し
て
桶
に
入
れ
、
荷
馬
車
で
運
搬
、
川
に
捨
て
た
は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
溜
め
放
し
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
建

物
内
部
に
あ
っ
た
と
は
ま
こ
と
に
意
外
で
あ
る
。
悪
臭
が
芬
芬
と
立
ち
昇
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
─
─
。
な
お
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
聖

ザ
ン
ク
トペ

ト
ル
ス
〔
・
聖

ザ
ン
ク
ト

パ
ウ
ル
ス
〕
修
道
院
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
一
一
八
四
年
七
月
二
十
六
日
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
貴
顕
は
以
下
の
通
り
。「
ア
ー
ビ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
リ
ー
デ4

リ

ヒFriderich, Graf von A
binberc 

、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
さ
る
伯
爵
ハ
イ
ン
リ
ヒH

einrich, ein Graf aus T
hüringen 

〔
こ
れ
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
で
あ
ろ
う
〕、
ヘ
ッ
セ
ン
の
さ
る
伯
爵
ゴ
ツ
マ
ー
ル Gozm

ar, ein hessischer Graf 

、
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
伯
フ
リ
ー
デ4

リ
ヒ

Friderich, Graf von K
irchberg 

、
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
クBurchard von W

artburg 〔
＝
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
伯
ブ
ル
ヒ
ャ

ル
トBurchard, Burggraf von W

artburg 

〕」。
更
に
「
お
よ
び
さ
ほ
ど
の
身
分
で
は
な
い
他
の
人
人
」
と
あ
っ
さ
り
記
さ
れ
て
い
る
。 

（146）	

ア
ル
ン
ス
ブ
ル
ク
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Friedrch Graf von A
rnsberg.　

該
当
し
そ
う
な
人
物
は
未
詳
。
た
だ
し
ア
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

一
世Friedrich I., Graf von A

benberg

は
こ
の
倒
壊
事
故
で
死
亡
。
ア
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
家
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
貴
族
。 

（147）	

ヘ
ッ
セ
ン
伯
ゴ
ス
マ
ー
ル　

Gosm
ar Graf von H

essen.　

 

該
当
し
そ
う
な
人
物
は
未
詳
。　

（148）	

ツ
ィ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ン
伯
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト　

Gottfried Graf von Ziegenhain.　

該
当
す
る
人
物
は
北ノ

ル
ト

ヘ
ッ
セ
ン
の
ツ
ィ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ン
伯
ゴ
ツ
マ
ー

ル
三
世Gozm

ar III. （
在
位
一
一
六
八
─
八
四
）。　

（149）	

キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
城
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Burggraf Friedrich von K
irchberg.　

該
当
し
そ
う
な
人
物
は
未
詳
。
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（150）	

ベ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ォ
ン
・
メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン　

Beringer von M
eldingen.　

メ
ル
リ
ン
ゲ
ンM

elllingen 

（
メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
イ
マ
ラ
ー
・
ラ
ン
ト
郡
南
部
の
自
治
体
）
の
殿
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
故
死
を
遂
げ
た
こ
と
と
、
こ
の
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
一
門
が

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
家
臣
だ
っ
た
こ
と
以
外
は
未
詳
。　

（151）	
巨
人
ポ
リ
ュ
ペ
モ
ス　

Riese Polyphem
us.　

ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
登
場
す
る
一
つ
眼
の
人
喰
い
巨
人
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は

十
二
人
の
部
下
の
内
六
人
を
喰
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
濃
厚
な
ワ
イ
ン
を
し
た
た
か
に
飲
ま
せ
、
前
後
不
覚
に
酔
っ
払
っ
て
寝
込
ん
だ
巨
人
の
目
を
潰
し
、

な
ん
と
か
脱
出
に
成
功
す
る
。

（152）	

親
愛
な
る
ク
リ
ン
ゲ
博
士　

M
ein guter D

oktor K
linge!　

「
ク
リ
ン
ゲ
」
に
は
「
刃
」
の
意
が
あ
る
が
、
嘲
弄
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
姓
な
の
か
も
知

れ
な
い
。
実
際
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
は
こ
の
姓
が
存
在
す
る
の
で
。

（153）	

鞭
打
苦
行
者　

Flagellant.　

疾
病
や
天
災
は
人
間
の
罪
に
対
す
る
神
の
罰
で
、
自
ら
苦
行
を
行
い
、
悔
悛
を
示
す
こ
と
で
こ
れ
ら
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
の
思
考
か
ら
、
十
三
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
背
中
を
鞭
打
ち
な
が
ら
巡
礼
す
る
者
が
現
れ
た
。
更
に
十
四
世
紀
黒ペ

ス

ト
死
病
の
流
行
を
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
土
に
こ
の
宗
教
的
熱
狂
が
広
ま
っ
た
。
集
団
で
町
か
ら
町
へ
移
動
し
、
上
半
身
裸
と
な
り
、
皮
鞭
や
尖
っ
た
金
属
を
仕
込
ん
だ
鞭
で
自
ら
を
打
つ
の
で

あ
る
。
教
皇
が
こ
れ
を
弾
劾
す
る
教
書
を
出
し
た
こ
と
で
、
こ
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
じ
み
た
キ
リ
ス
ト
教
異
端
は
不
意
に
終
熄
し
た
。

（154）	

〔
両
手
を
拡
げ
た
〕
十
字
型
に　

kreuzw
eis.　

特
に
神
の
前
に
へ
り
く
だ
る
時
、
両
足
を
揃
え
て
伸
ば
し
、
両
手
を
左
右
に
拡
げ
、
丁
度
十
字
の
形
に
俯

せ
に
な
る
。
こ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（155）	

下げ
せ
ん賤

の
輩や

か
ら　

Lum
pengesindel.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（156）	

イ
ル
フ
ァ
ー
ス
ゲ
ー
ホ
ー
フ
ェ
ン　

Jlversgehofen.　

現
在
は
エ
ア
フ
ル
ト
の
市
区
。
か
つ
て
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
（
選
帝
侯
）
の
所
領
で
、
エ
ア
フ
ル

ト
郊
外
の
い
わ
ゆ
る
御み

く
り
や厨

村K
üchendorf

（
台
所
村
。
エ
ア
フ
ル
ト
市
内
の
大
司
教
の
宮
廷
に
生
活
必
需
品
を
貢
納
す
る
義
務
を
課
さ
れ
て
い
た
）
の
一

つ
。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
鞭
打
巡
礼
者
に
こ
の
村
近
傍
で
の
宿
営
を
許
可
し
た
も
の
か
。

（157）	

疫シ
ッ
ペ
イ病

ハ
権
勢
ヲ
振
ル
イ
、
民
衆
ハ
幾
千
モ
斃タ

オ

レ
伏
シ
、
／
異イ

ギ
ョ
ウ形

ナ
ル
者
ド
モ
ハ
半
裸
ニ
テ
自
ラ
ヲ
鞭
打
テ
リ
。 Pestis regnavit, plebis quoque m

illia 
stravit, / Insolitus populus flagellat se sem

inudus.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。　
　

（158）	

エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

Ehrenstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
三
参
照
。　

（159）	

不
安
に
怯お

び

え
な
が
ら　

voll A
ngst.　

中
世
に
お
い
て
は
都
市
市
壁
外
で
の
野
宿
は
極
め
て
危
険
だ
っ
た
。

（160）	

特
殊
不
治
病
者
の
隔
離
所　

das H
aus der Sondersiechen.　

隔
離
施
設
は
都
市
や
村
落
の
境
界
外
に
建
て
ら
れ
て
、
通
常
修
道
士
な
ど
が
食
事
、
被

服
、
薬
剤
な
ど
の
面
倒
を
見
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
聖
職
に
あ
る
健
常
者
が
管
理
し
て
い
る
上
、
病
者
は
多
く
身
障
者
な
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起

こ
っ
た
と
は
信
じ
難
い
。
こ
の
伝
説
は
偏
見
に
よ
る
恐
ろ
し
い
歪
曲
の
一
例
か
。
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（161）	

審
判
人　

Schöppe.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。,Schöffeʻ 

の
こ
と
。
中
世
、
法
律
問
題
や
行
政
問
題
の
諸
任
務
を
委
託
さ
れ
た
者
。

（162）	

聖
ザ
ン
ク
ト

トト
ー
マ
ス
キ
ル
ヒ
ェ

ー
マ
教
会　

Sankt T
hom

a.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
聖

ザ
ン
ク
トト

ー
マ
ス
教
会
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
当
時
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
。
現
在
は
新
教
の

ト
ー
マ
ス
教
会T

hom
askirche

と
な
っ
て
い
る
。

（163）	
あ
の
バ
ー
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
村　

das D
orf Berlstett.　

未
詳
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
に
ベ
ル
シ
ュ
テ
ッ
トBellstedt 

と
い
う
小
さ

な
村
が
あ
る
が
、
そ
れ
か
。

（164）	

燃シ
ュ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

え
木　

Strohw
isch.　

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
若
木
や
木
の
棒
に
藁
束
を
括
り
付
け
た
も
の
。
畑
や
草
地
に
立
て
ら
れ
る
。
耕
牧
地
の
所
有
者

が
、
羊
飼
い
、
特
に
羊
を
移
動
さ
せ
て
い
る
旅
の
羊
飼
い
に
対
し
、
こ
の
耕
牧
地
で
は
羊
群
に
草
を
食
ま
せ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
ま

た
一
般
に
警
告
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
通
行
で
き
な
い
道
と
か
疫
病
感
染
者
の
出
た
家
な
ど
の
告
知
で
あ
る
。
二
十
世
紀
に
至
る
ま
で
法

的
拘
束
力
を
持
つ
標
識
だ
っ
た
。
今
日
で
も
、
自
然
保
護
の
た
め
入
っ
て
は
い
け
な
い
区
域
を
知
ら
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

（165）	

屍
骸
は
野の

ざ
ら曝

し
に
さ
れ
た　

m
an ...... ihn hingehen ließ, w

ohin er w
ollte.　

直
訳
「
人
人
は
…
…
彼
が
ど
こ
へ
行
こ
う
と
勝
手
に
さ
せ
た
」。
こ
れ
で

は
意
味
不
通
な
の
で
、「
ど
う
に
で
も
な
れ
と
放
置
さ
れ
た
」
と
解
釈
し
、
上
記
の
訳
に
な
っ
た
が
、
自
信
は
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。
な
お
、
夜

間
の
放
火
は
、
宗
教
上
の
犯
罪
、
大
逆
罪
、
破
廉
恥
罪
、
夜
間
の
重
窃
盗
な
ど
と
並
び
、
民
衆
や
国
家
に
対
す
る
平
和
侵
害
行
為
の
一
つ
。

（166）	

キ
リ
ア
ク
ス
ブ
ル
ク
堡ほ

う
る
い塁　

Veste Cyriaksburg.　

一
四
八
〇
年
か
ら
一
六
〇
四
年
ま
で
エ
ア
フ
ル
ト
市
の
小
城
塞
。
標
高
二
六
五
メ
ー
ト
ル
の
キ
リ
ア

ク
ス
山

ベ
ル
ク

山
上
に
あ
る
。
同
所
に
は
そ
れ
以
前
は
─
─
十
二
世
紀
以
降
─
─
聖ザ

ン
ク
トキ

リ
ア
ク
ス
修
道
院
が
あ
っ
た
。

（167）	

ジ
ビ
ュ
レ
の
小
塔　

Sibyllenthürm
chen.　

エ
ア
フ
ル
ト
西
方
（
ブ
リ
ュ
ー
ラ
ー
郭
外
市Brühlervorstadt

）、
キ
リ
ア
ク
ス
城ブ

ル
ク

の
下
に
あ
る
石
造
記
念

碑
。
現
存
。
ほ
ぼ
一
三
七
〇
年
か
ら
一
三
八
〇
年
の
間
に
建
て
ら
れ
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
尖
塔
を
持
つ
。
キ
リ
ス
ト
受
難
の
物
語
の
幾
つ
か
の
状
景
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
四
つ
の
側
面
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
塔
の
名
の
由
来
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幾
つ
か
の
仮
説
が
あ
る
。

（168）	

市
域　

W
eichbild.　

都
市
の
管
轄
権
が
及
ぶ
地
域
。
中
世
以
来
の
用
語
。

（169）	

一
頭
の
牡
狼　

ein W
olf.　

案
ず
る
に
、
こ
れ
は
大
層
人
懐
こ
い
、
し
か
し
ろ
く
す
っ
ぽ
躾
を
さ
れ
て
い
な
い
、
小ポ

ニ
ー馬

ほ
ど
も
大
き
な
迷
い
犬
（
飼
い
主

は
多
分
ご
婦
人
）
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
。
前
脚
を
掛
け
た
ば
か
り
か
、
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
う
さ
れ
て
怯
え
き
っ
た
人
間
の
顔
を

ぺ
ろ
ぺ
ろ
舐
め
た
に
違
い
な
い
。
舐
め
ら
れ
た
方
は
さ
ぞ
か
し
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（170）	

エ
ア
フ
ル
ト
大
聖
堂　

der D
om

 zu Erfurt.　

エ
ア
フ
ル
ト
で
最
古
最
重
要
の
教
会
建
築
。
司カ

テ

ド

ラ

ー

レ

教
座
教
会
。 

（171）	

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム　

der W
olfram

.　
「
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
燭
台
」W

olfram
leuchter

。
ド
イ
ツ
最
古
の
金
属
の
立
像
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
で
鋳
造
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。「
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
」
は
寄
進
者
の
名
。

（172）	

都パ
ト
リ
ー
ツ
ィ
エ
ル

市
貴
族　

Patrizier.　

古
代
ロ
ー
マ
の
世
襲
貴
族
の
総
称
（
パ
ト
リ
キpatricii
）
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
世
お
よ
び
近
世
初
期
の
都
市
上
層
階
級
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の
こ
と
。
市
参
事
そ
の
他
に
選
ば
れ
て
都
市
行
政
の
実
権
を
握
っ
た
富
裕
な
家
族
の
成
員
。

（173）	

三ド
ラ
イグ

ラ
イ
ヒ
ェ
ン　

die drei Gleichen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
古
い
町
ゴ
ー
タ
と
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
間
に
あ
る
三
つ
の
、
互
い
に
近
接
し

て
い
る
城
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェW

anderslebener

あ
る
い
はW

andersleber Gleiche 

（
現
代
で
は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城Burg 

Gleichen 

─
─
既
に
廃
墟
─
─
で
通
っ
て
い
る
）、
そ
の
南
の
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
クM

ühlberg

近
く
の
ミ
ュ
ー
ル
ブ
ル
クM

ühlburg （
主

ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
と
城
壁
は
残
っ

て
い
る
が
他
は
廃
墟
）、
ホ
ル
ツ
ハ
ウ
ゼ
ンH

olzhausen

近
く
の
ヴ
ァ
ク
セ
ン
ブ
ル
クW

achsenburg 

（
改
築
・
再
建
さ
れ
た
城
は
い
ま
だ
に
あ
る
）
を

い
う
。
一
番
目
の
城
が
お
そ
ら
く
一
〇
八
八
年
古
文
書
に
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
で
あ
り
、
ト
ン
ナ
伯
爵
家
の
分
家
が
こ
の
城
主
と

な
っ
て
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
と
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

（174）	

か
の
黒
騎
士
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト　

W
ittekind, der schw

arze Ritter.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
九
参
照
。

（175）	

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世　

K
aiser Friedrich II.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
八
注
参
照
。

（176）	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Landgraf Ludw
ig von T

hüringen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
五
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
六
参
照
。

（177）	

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
三
世　

Graf Ernst III. von Gleichen.　

生
没
年
が
さ
ほ
ど
ず
れ
て
い
な
い
の
は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
＝
ト
ン
ナ
伯
エ
ル
ン
ス

ト
四
世
（
一
二
一
二
以
前
─
一
二
七
七
）
だ
が
、
Ｄ
Ｓ
五
八
一
で
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
伝
説
上
の
人
物
な
の
で
、
穿
鑿
は

無
用
で
あ
ろ
う
。
こ
の
伝
説
を
素
材
と
し
た
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
い
物
語
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
私
淑
し
た
同
郷
の
大
先
輩
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ

ス
（
一
七
三
五
─
八
七
）
が
書
い
た
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」M

elechsala

で
、『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』Volksm

ärchen der D
eutschen

に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
一
九
年
）
参
照
。
二
人
妻
を
持
っ
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
の
伝
説
に
つ
い
て

は
、
知
れ
る
限
り
を
同
物
語
解
題
（
前
掲
書
二
七
八
─
二
九
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
記
し
て
お
い
た
。

（178）	

ア
ッ
コ
ン　

A
kkon.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
八
注
参
照
。

（179）	

イス

ル

タ

ン

ス
ラ
ー
ム
王　

Sultan.　

エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
を
支
配
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
国
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
第
五
代
ス
ル
タ
ン
で
、
完
全
王
、
す
な
わ
ち
ア
ル
＝
マ

リ
ク
・
ア
ル
＝
カ
ー
ミ
ル
（
在
位
一
二
一
八
─
三
八
）
と
尊
称
さ
れ
た
ナ
ー
ス
ィ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
ク
ル
ド
人
の
英
雄
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ

＝
デ
ィ
ー
ン
─
─
西
欧
人
の
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
デ
ィ
ン
─
─
の
弟
の
子
）。
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
と
は
分
別
あ
る
知
識
人
同
士
と
し
て
交
信
、
戦
闘
を
ほ

と
ん
ど
行
わ
ず
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
無
血
譲
渡
、
十
年
間
の
休
戦
条
約
を
結
ん
だ
。
ス
ル
タ
ン
に
し
て
み
れ
ば
東
方
国
境
に
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
脅
威
も
迫
っ

て
い
た
こ
と
だ
し
…
…
。
尤
も
、
彼
我
の
蒙
昧
な
好
戦
派
は
─
─
教
皇
を
含
め
─
─
片
や
皇
帝
、
片
や
ス
ル
タ
ン
を
非
難
・
攻
撃
し
て
已
ま
な
か
っ
た
。

（180）	

トデ
ア
・
テ
ュ
ル
キ
ン
・
ヴ
ェ
ー
ク

ル
コ
婦
人
の
道
な
る
舗
装
道
路　

ein gepflasterter W
eg, der T

ürkin W
eg.　

サ
ラ
セ
ン
人
の
奥
方
が
資
金
を
出
し
て
舗
装
さ
せ
た
の
で
、
こ
の
名

が
あ
る
由
。

（181）	

ト
ン
ナ
に
あ
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
館
で
は　

im
 Gleichenschen Schloß zu Tonna.　

ト
ン
ナ
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
町
。
町
の
一
部
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グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ト
ン
ナ
に
は
古
い
伯
爵
家
の
館
ケ
ッ
テ
ン
ブ
ル
クK

ettenburg

が
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
北

翼
に
あ
る
高
さ
三
五
メ
ー
ト
ル
の
塔
は
九
世
紀
の
も
の
。
一
二
〇
〇
年
頃
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
＝
ト
ン
ナ
伯
爵
家
に
よ
り
水

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ブ
ル
ク

城
が
新
た
に
建
て
ら
れ
た
が
、

十
八
世
紀
半
ば
に
は
改
築
。
以
来
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
は
ゴ
ー
タ
侯
国
の
役
所
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

（182）	
フ
ァ
ル
ン
ロ
ー
デ　

Farnrode.　

フ
ァ
ル
ン
ロ
ー
ダFarnroda

。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
町
ヴ
ー
タ
＝
フ
ァ
ル
ン
ロ
ー
ダ

W
utha-Farnroda 

の
一
部
（
一
九
八
七
年
ヴ
ー
タ
と
合
併
）。

（183）	

ピ
ル
モ
ン
ト
の
館　

Schloß Pyrm
ont.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
メ
ル
ン
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
郡
の
町
バ
ー
ト
・
ピ
ル
モ
ン
ト
に
あ
る
。
か
つ
て
シ
ュ

ピ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
家
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
伯
爵
家
の
夏
の
滞
在
地
だ
っ
た
。

（184）	

エ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Burg Ehrenstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
三
参
照
。

（185）	

エ
ム
レ
ー
ベ
ン　

Em
leben.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
村
。

（186）	

婚
礼
肌
着　

Brauthem
d.　

結
婚
式
当
日
に
新
婦
新
郎
双
方
が
身
に
着
け
る
優
美
な
肌
着
。

（187）	

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
／
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ゼ
殿
は
／
一
七
一
七
年
弥さ

ん
が
つ

生
月
九
日
／
こ
こ
に
て
殺
さ
れ
た
り
。
／
キ
リ
ス
ト

の
血
、
我
を
地
獄
よ
り
救
い
た
ま
え
り
。
／
復ふ

く
し
ゅ
う讐

を
／
我
が
血
は
／
復
讐
を
求
め
て
／
叫
ぶ
。
／
我
、
我
が
事
を
／
神
に
委ゆ

だ

ね
ま
い
ら
す
。 H

ER
R 

CH
R

IST
IA

N
 / FR

IED
R

ICH
 CA

R
L v. BO

SE / w
ard hier getödtet den 9. M

arty / A
nno 1717. / Christi Blut hat m

ich befreit von 
der H

öllen / Rachen / M
ein Blut / U

m
b Rache / schreyt / GO

T
T

 befehl ich m
ein / Sachen.

（188）	

アヘ

ア

・

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ン

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん　

H
err A

ugustin.　
「
アリ

ー

バ

ー

・

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ン

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
お
じ
さ
ん
」Lieber A

ugustin

と
も
。
現
在
も
そ
の
白
い
石
像
が
商イ

ン

ヌ

ン

グ

ス

ハ

レ

工
業
組
合
会
館

（
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
）
正
面
壁
龕
に
立
っ
て
い
る
。
一
四
三
三
─
三
八
年
の
飢
饉
の
間
貧
民
に
パ
ン
を
施
し
た
ゴ
ー
タ
の
あ
る
富
裕
な
博
愛
家
の
市
民
に
関
す

る
伝
説
に
よ
っ
て
「
ヘ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
」「
リ
ー
バ
ー
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
市
民
に
生
活
必
需
品
を
供
給
す
る
市
長
の

象
徴
で
あ
る
、
と
の
説
の
方
が
真
実
か
。

（189）	

ゴ
ー
タ
な
る
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Schloß Friedenstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
八
五
注
参
照
。

（190）	

宮ホ
ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

廷
煖
房
部
屋　

H
ofstube.　

中
世
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
城
・
邸
・
家
屋
の
煖
房
─
─
壁
煖
炉
が
発
明
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
部
屋
中
央
の
火ひ

ど
こ床

よ
り
遙

か
に
熱
効
率
が
良
く
な
っ
た
─
─
可
能
な
部
屋
を
「
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ
」Stube

─
─
こ
の
語
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
六
八
に
既
に
出
る
─
─
と
い
う
。「
ホ
ー
フ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ベ
」
は
こ
こ
で
は
宮ホ

ー
フ廷

勤
務
の
人
人
が
食
事
や
休
息
を
取
る
部
屋
か
。
そ
う
広
い
と
も
思
え
な
い
。
た
だ
し
大
き
な
ホ
ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ
は
城

の
祝
祭
・
饗
宴
用
広
間
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
上

オ
ー
バ
ーフ

ラ
ン
ケ
ン
の
コ
ー
ブ
ル
ク
城Veste Coburg 

の
そ
れ
な
ど
）。
農ホ

ー
フ場

＝
百バ

ウ
エ
ル
ン
ホ
ー
フ

姓
屋
敷
の
煖
房
可
能
な
広

い
部
屋
─
─
居
間
・
食
堂
と
し
て
使
用
さ
れ
た
─
─
も
「
ホ
ー
フ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ
」
と
い
い
、
現
代
で
は
こ
の
名
を
冠
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。

（191）	

公
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世　

H
erzog　

Friedrich II.　

ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
＝
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
在
位
一
六
九
一
─
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一
七
三
二
）。

（192）	
七
面
鳥　

ein w
älscher H

ahn.　
「
ヴ
ェ
ル
シ
ュ
ハ
ー
ン
」W

elschhahn 

と
も
。
ど
ち
ら
も
直
訳
す
れ
ば
「
南
国
（
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）
の

雄
鶏
」。「
ト
ゥ
ル
ー
ト
ハ
ー
ン
」Truthahn 

（
コ
ッ
コ
ッ
コ
鶏
）、「
カ
ル
ク
ー
タ
ー
」K

alkuter 

（
カ
ル
カ
ッ
タ
─
─
現
コ
ル
カ
タ
─
─
鳥
）、「
コ
ン
ジ

ス
ト
リ
ア
ー
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
」Consistorialvogel

（
枢
機
卿
鳥
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ー
ン
」Indian 

（
イ
ン
ド
鳥
）
と
も
。
短
距
離

な
ら
飛
翔
も
す
る
が
、
普
通
は
走
る
か
、
歩
く
。
カ
ナ
ダ
南
縁
部
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
メ
キ
シ
コ
北
部
に
棲
息
。
中
央
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
に
は
家
禽

と
さ
れ
て
い
た
。
十
六
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
る
。

（193）	

ブ
ル
ク
ト
ン
ナ　

Burgtonna.　

グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ト
ン
ナ
と
バ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
間
、
ト
ン
ナ
川
の
河
谷
に
位
置
す
る
村
。

（194）	

さ
れ
ば
我
ら
聖
霊
に
冀

こ
い
ね
がう　

N
un bitten w

ir den heiligen Geist.　

ル
タ
ー
が
最
初
の
節
を
作
詞
し
た
聖
歌
。
ド
イ
ツ
語
の
福
音
派
讃
美
歌
集

Evangelisches Gesangbuch

一
二
四
番
。

（195）	

巡コ
ル
ポ
ル
ト
ゥ
ー
ア

回
販
売
員　

Colporteur.　

フ
ラ
ン
ス
語
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
気
取
っ
て
こ
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
現
代
日
本
の
仏
和
辞
典
で
は
、
な
ん
の

こ
と
は
な
い
、「
行
商
人
」
と
に
べ
も
な
い
訳
語
と
な
っ
て
い
る
。

（196）	

上オ
ー
バ
ーヴ

ァ
イ
マ
ル
村　

O
berw

eim
ar.　

か
つ
て
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
市
の
市
壁
の
外
に
あ
っ
た
。
現
在
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
市
の
一
区
域
。

（197）	

「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
劫ご

う
ば
つ罰

洪
水
」　T
hüringer Sündfluth.　

現
代
で
は „T

hüringer Sintflut“ 

と
綴
る
。「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
洪
水
」
の
意
で
あ

る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
用
い
て
い
る
綴
り
＝
語
彙
も
か
つ
て
一
般
的
で
、「
大ジ

ン
ト
フ
ル
ー
ト

洪
水
」Sintflut 

を
「
罪

ジ
ュ
ン
デSünde

の
洪フ

ル
ー
ト水

」、
す
な
わ
ち
「
ジ
ュ
ン
ト
フ

ル
ー
ト
」
と
故
意
に
訛
っ
た
も
の
。
旧
訳
聖
書
「
ノ
ア
の
洪
水
」
も
ド
イ
ツ
語
で
は
双
方
使
わ
れ
る
。
一
六
一
三
年
五
月
二
十
九
日
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の

諸
地
域
を
大
暴
風
雨
が
襲
い
、
ほ
ん
の
数
時
間
の
間
に
多
く
の
河
川
の
水
位
が
数
メ
ー
ト
ル
上
昇
、
大
洪
水
と
な
っ
た
。
こ
の
大
洪
水
の
犠
牲
と
な
っ
た

死
者
は
総
数
二
千
二
百
六
十
一
人
。

（198）	

Ｉ
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｍ
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
） IV

D
ICIV

M
 (M

D
CX

III).　

,IV
D

ICIV
M

ʻ

＝,iudicium
ʻ 

は
ラ
テ
ン
語
で
「
審
判
」
の
意
。
括
弧
内
は

ロ
ー
マ
数
字
で
「
一
六
一
三
」
と
な
る
。

（199）	

大グ
ロ
ー
スフ

ァ
ル
グ
ー
ラ
村　

Groß-Valgula.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ウ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ー
ト
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
郡
の
自
治
体
グ
ロ
ー
ス
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ

Großvalgura

。
バ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
に
程
近
い
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
に
登
場
し
た
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ
の
属
す

る
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ
一
門
発
祥
の
地
は
こ
こ
。

（200）	

ネ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
村　

D
orf N

ägelstätt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ウ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ー
ト
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
郡
の
保
養
都
市
バ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル

ツ
ァ
の
一
部
ネ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
トN

ägelstedt

。

（201）	

ユ
ダ
ヤ
人
の
葬
式
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
人
が
柩
と
一
緒
に
走
っ
て
行
く
様
を　

w
ie m

an m
it ihm

 dahinlief, als w
äre er ein zu begrabender 
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Jude.　

中
・
近
世
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
葬
儀
の
際
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
ど
も
な
ど
が
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
ま
で
嘲
弄
し
な
が
ら
随
い
て
行
っ
た
も
の
か
。
識
者

の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（202）	
祓ふ

つ
ま
し

魔
師　

ein H
ullen- und Pöpelsträger.　

「
フ
レ
」H

ulle 

も
「
ペ
ー
ペ
ル
」Pöpel 

も
悪
戯
を
し
て
止
ま
な
い
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
や
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト

霊
、
小プ

ッ

ツ
妖
精
な
ど
を
指

す
方
言
。
こ
れ
ら
邪
な
精
霊
を
呪
封
し
て
袋
に
入
れ
、
運ト

レ

ー

ガ

ー

ん
で
ゆ
く
者Träger 

を
「
フ
レ
ン
ト
レ
ー
ガ
ー
」「
ペ
ー
ペ
ル
ト
レ
ー
ガ
ー
」
と
呼
ぶ
地
域
が

あ
っ
た
わ
け
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
訳
語
を
「
祓
魔
師
」
と
し
た
。

（203）	

千
一
夜
物
語
の
最
初
の
お
話
に
登
場
す
る
漁
師　

dem
 Fischer im

 ersten M
ärchen der tausend und einen N

acht.　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
ド
リ
ュ

ス
版
（
豊
島
与
志
雄
・
佐
藤
正
彰
・
渡
辺
一
夫
・
岡
部
正
孝
訳
『
完
訳
千
一
夜
物
語
』、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
で
は
「
第
三
夜
」
か

ら
漁
師
と
魔エ

フ
リ
ッ
ト神

の
話
が
始
ま
る
。
漁
師
が
網
で
引
き
揚
げ
た
の
は
土
甕
。
英
国
の
バ
ー
ト
ン
版
（
大
場
正
史
訳
『
バ
ー
ト
ン
版
千
夜
一
夜
物
語
』、
ち
く

ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
で
も
「
第
三
夜
」
か
ら
漁
師
と
魔マ

リ
ッ
ド神

の
話
。
こ
ち
ら
で
は
瓢
簞
型
を
し
た
銅
製
の
壺
。
い
ず
れ
も
「
湯
た
ん
ぽ
」

W
ärm

flasche 

で
は
な
い
。

（204）	

阿あ

ぎ魏　

Teufelsdreck.　

ア
サ
フ
ェ
テ
ィ
ダ
。
北
ア
フ
リ
カ
原
産
の
芹
科
の
二
年
草
。
根
茎
か
ら
採
れ
る
樹
脂
状
物
質
を
香
辛
料
や
生
薬
（
鎭
痙
・
鎮
静

剤
）
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ
は
大
蒜
や
ド
リ
ア
ン
に
似
た
強
烈
な
臭
い
が
す
る
。
た
だ
し
焦
が
さ
な
い
よ
う
油
で
炒
め
る
と
玉
葱
を
炒
め
た
よ
う
な
快
い

香
り
と
味
に
な
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
美
食
家
に
珍
重
さ
れ
た
シ
ル
フ
ィ
ウ
ム
は
こ
れ
。
ド
イ
ツ
語
と
同
様
英
語 ,D

evil’s dungʻ 

も
「
悪
魔
の
糞
」
の
意
。

（205）	

纈か
の
こ
そ
う草　

Baldrian.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
女
郎
花
科
の
多
年
草
。
根
は
吉き

っ
そ
う
こ
ん

草
根
、
纈け

っ
そ
う
こ
ん

草
根
と
い
い
、
生
薬
。
こ
れ
は
特
異
な
臭
い
を
放
ち
、
こ
の
臭
い
は

乾
燥
さ
せ
る
と
更
に
強
く
な
る
。
不
眠
症
、
精
神
不
安
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
、
中
世
の
修
道
院
の
薬
園
で
長
く
栽
培
さ
れ
た
。

（206）	

麝じ
ゃ
こ
う香　

M
oschus.　

牡
の
麝
香
鹿
の
腹
部
に
あ
る
香
囊
（
麝
香
腺
）
の
分
泌
物
を
乾
燥
さ
せ
た
生
薬
、
香
料
。
甘
く
、
性
的
な
香
り
。

（207）	

テ
ィ
ー
フ
ル
ト　

T
iefurt.　

イ
ル
ム
河
畔
に
位
置
し
、
現
在
ヴ
ァ
イ
マ
ル
市
の
一
部
。

（208）	

ヴ
ァ
イ
マ
ル　

W
eim

ar.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
都
市
で
、
文
化
的
遺
産
で
知
ら
れ
る
。
州
都
エ
ア
フ
ル
ト
、
イ
エ
ナ
、
ゲ
ラ
に
次
い
で
人
口
第

四
位
。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
だ
っ
た
ザ
ク
セ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容
公
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
一
注
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
九
一
注
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
五
参
照
）

は
一
五
五
二
年
皇
帝
に
よ
る
虜
囚
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、
首
都
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
失
っ
た
の
で
、
晩
年
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
過
ご
し
た
（
一
五
五
四

年
没
）。
一
五
五
五
年
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
含
む
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
は
彼
の
三
人
の
子
息
の
共
同
統
治
下
か
。
人
心
不
安
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
小
領
邦

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
国
（
一
五
七
二
─
一
七
四
一
）、
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
国
（
一
七
四
一
─
一
八
一
五
）、
同
大
公
国

（
一
八
一
五
─
一
九
一
八
）
の
首
邑
。
ゲ
ー
テ
が
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
公
・
大
公
（
在
位
一
七
五
八
─
一
八
二
八
）
の
招
き
を
受
け
て
永
住
し
た
こ
と
は

有
名
。

（209）	

グ
ル
ム
バ
ハ
事
件　

die Grum
m

bachischen H
ändel.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
永
久
平
和
令Ew

iger Landfriede 

が
破
ら
れ
た
最
後
の
事
例
。
尤
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も
こ
の
事
件
の
顚
末
に
は
な
に
や
ら
い
か
が
わ
し
い
滑
稽
さ
が
な
い
で
も
な
い
。
グ
ル
ム
バ
ハ
騎
士
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
一
五
〇
三
─
六
七
）
は
フ
ラ
ン

ケ
ン
の
古
い
貴
族
出
身
。
騎
士
に
し
て
冒
険
家
。
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
周
辺
の
荘
園
の
多
く
が
彼
の
所
領
だ
っ
た
。
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
領
主
司
教
メ
ル

ヒ
オ
ー
ル
・
ツ
ォ
ー
ベ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ベ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
か
ね
て
か
ら
金
銭
問
題
・
土
地
問
題
で
抗
争
、
腹
心
の
配
下
に
司
教
を
殺
害
さ
せ
た

（
一
五
五
八
年
。
誘
拐
し
て
身
代
金
を
取
る
つ
も
り
が
失
敗
し
た
、
と
の
説
あ
り
）
こ
と
も
あ
る
騎
士
は
、
一
五
六
三
年
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
奇
襲
、
占

領
、
掠
奪
、
退
去
し
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
（
在
位
一
五
五
六
─
六
四
）
は
騎
士
に
帝
国
追
放
令Reichsacht

を
発
し
た
が
、

管
轄
の
帝
国
ク
ラ
イ
スReichskreis

で
あ
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
内
の
悶
着
の
た
め
、
処
置
は
次
の
帝
国
議
会
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
騎

士
は
し
か
る
べ
き
君
侯
と
の
同
盟
を
画
策
、
ザ
ク
セ
ン
公
に
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
と
ゴ
ー
タ
の
殿
た
る
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
接
近
、
や
が
て

そ
の
完
全
な
信
頼
を
得
、
帝
国
顚
覆
計
画
に
引
き
込
ん
だ
。
隠
さ
れ
た
財
宝
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
「
開

シ
ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ
ェ
ル

錠
根
」（
こ
れ
を
押
し
当
て
る
と
い
か
な
る

錠
で
も
開
い
て
し
ま
う
と
い
う
呪ア

イ
テ
ム具

。
入
手
方
法
は
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
「
宝
探
し
」
─
─
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
所
収
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク

ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行
会
。
平
成
十
九
年
─
─
や
Ｄ
Ｓ
九
に
詳
し
い
）
を
調
達
し
た
、
な
ど
と
瞞
し
て
い
る
。
一
五
六
六
年
五
月
七

日
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
に
代
わ
っ
た
そ
の
子
息
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
（
在
位
一
五
六
四
─
七
六
）
主
催
の
帝
国
議
会
は
満
場

一
致
で
騎
士
と
そ
の
徒
党
の
帝
国
追
放
を
議
決
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
宮
廷
に
逃
げ
込
ん
で
い
た
騎
士
を
引
き
渡
す
よ
う
、
使
者
が
派
遣
さ
れ

た
。
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
友
人
、
親
族
ら
の
勧
告
に
も
耳
を
傾
け
ず
、
騎
士
を
庇
護
し
続
け
た
の
で
、
彼
自
身
も
一
五
六
六
年
十
二
月
十
二
日

帝
国
追
放
令
を
受
け
た
。
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
騎
士
は
ゴ
ー
タ
の
グ
リ
ン
メ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
立
て
籠
も
っ
た
が
、
ゴ
ー
タ
の
貴
族
、
市
民

の
支
持
を
受
け
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ア
ウ
グ
ス
ト
率
い
る
強
力
な
皇
帝
軍
に
よ
る
攻
囲
の
結
果
、
一
五
六
七
年
四
月
十
四
日
開
城
、
騎
士
は

徒
党
と
共
に
逮
捕
・
拷
問
さ
れ
、
四
月
十
八
日
ゴ
ー
タ
の
市マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場
で
四
つ
裂
き
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
一
方
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
四

月
十
三
日
ド
レ
ス
デ
ン
に
、
後
ウ
ィ
ー
ン
に
送
ら
れ
、
豪
雨
の
中
を
無
蓋
馬
車
で
引
き
回
さ
れ
（
公
衆
に
対
し
罪
を
認
め
さ
せ
、
宥
恕
を
乞
わ
せ
る
加
虐

刑
＝
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
う
「
ア
マ
ン
ド
・
オ
ノ
ラ
ブ
ル
」am

ende honorable

か
）、
以
後
二
十
二
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
禁
錮
さ
れ
て
死
ん
だ
。
グ
リ
ン
メ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
一
五
六
七
年
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
、
跡
地
は
一
六
四
二
年
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
八
五
注
参
照
）
が
ザ
ク
セ
ン
＝

ゴ
ー
タ
公
の
宮
殿
と
し
て
建
設
さ
れ
る
ま
で
牧
草
地
と
し
て
放
置
さ
れ
た
。

（210）	

ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
平

デ
ア
・
ミ
ッ
ト
レ
レ

凡
公　

Johann Friedrich der M
ittlere.　

一
五
二
九
年
生
誕
─
─
一
五
九
五
年
上オ

ー
バ
ーオ

ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
タ
イ
ル
城

で
禁
錮
さ
れ
た
ま
ま
死
去
。
ザ
ク
セ
ン
公
（
在
位
一
五
五
四
─
六
六
）
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
。
穏
や
か
な
性
格
の
お
人
好
し
だ
っ
た
よ
う
だ
。

添
え
名
は
「
ほ
ど
ほ
ど
公
」「
好
い
加
減
公
」
と
で
も
訳
し
得
る
か
。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
（
後
に
選
帝
侯
位
は
皇
帝
に
剝
奪
さ
れ
る
）・
ザ
ク
セ
ン
公
ヨ
ー

ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
子
息
。
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
に
逮
捕
さ
れ
た
後
、
弟
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
ザ
ク
セ
ン
公
と
な
っ
た
が
、

一
五
七
二
年
同
皇
帝
の
裁
定
に
よ
り
、
所
領
は
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
二
人
の
子
息
と
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
間
で
分
割
さ
れ
た
。
子
息



武蔵大学人文学会雑誌　第47巻第 3 ・ 4 号

104

た
ち
は
ザ
ク
セ
ン
＝
コ
ー
ブ
ル
ク
公
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
と
な
る
。

（211）	

か
の
ア
ル
バ　

der A
lba.　

ア
ル
バ
公
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
六
注
参
照
。
公
爵
の
率
い
る
旧
教
徒
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
は
新
教
徒
＝
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
派
諸
地
方
で
殺
人
・
強
姦
・
放
火
・
劫
略
を
事
と
し
た
。

（212）	
公
の
若
殿
ヨ
ー
ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
許も

と

に　

zu dem
 jungen H

erzogssohn Johann Ernst.　

こ
の
若
殿
は
後
の
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヨ
ー

ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
二
世
（
在
位
一
六
六
二
─
八
三
）。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
の
子
息
。

（213）	

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム　

W
ilhelm

, H
erzog zu Sachsen-W

eim
ar.　

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世

（
一
五
九
八
年
─
六
二
）。
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヨ
ー
ハ
ン
三
世
の
子
息
。
新
教
徒
。

（214）	

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト　

Bernhard, H
erzog zu Sachsen-W

eim
ar.　

ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヨ
ー
ハ
ン
三
世
の
末
子
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
（
一
六
〇
四
─
三
九
）。
公
爵
で
は
な
い
。
新
教
徒
。
戦
巧
者
で
知
ら
れ
た
傭
兵
隊
長
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
注
参
照

（215）	

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
ヴ
・
ア
ド
ル
フ
と　

m
it dem

 Schw
edenkönige Gustav A

dolph.　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
ヴ
（
ド
イ
ツ
語
読
み
で
は
グ

ス
タ
フ
）
二
世
ア
ド
ル
フ
（
一
五
九
四
─
一
六
三
二
）
は
三
十
年
戦
争
の
際
新
教
徒
派
の
大
立
て
者
だ
っ
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
南
西
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
近
郊

で
の
戦
い
（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
率
い
る
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
軍
と
の
戦
い
）
で
戦
死
。
戦
い
は
指
揮
を
引
き
継
い
だ
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
お
蔭
で
新
教
徒
側
が
勝
利
を
収
め
た
。
王
の
死
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
は
幾
つ
も
の
兵
団
に
分
か
れ
、

ド
イ
ツ
各
地
に
転
戦
、
掠
奪
を
働
い
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
注
参
照
。

（216）	

イ
エ
ナ　

Jena.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
都
市
（
人
口
約
十
万
。
州
都
エ
ア
フ
ル
ト
に
次
い
で
二
番
目
）。
ザ
ー
レ
河
谷
に
開
け
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の

東
二
十
キ
ロ
。
一
七
四
一
年
以
降
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
国
（
首
都
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
。
一
八
四
〇
年
で
も
イ
エ
ナ
の
人
口
は
同
公
国

内
で
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
次
ぎ
三
番
目
で
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
同
様
人
口
は
一
万
に
達
し
な
か
っ
た
）、
一
八
一
五
年
以
降
同
大
公
国
、
一
九
〇
三
年
以
降
ザ
ク
セ
ン

大
公
国
に
属
す
。
古
い
大
学
町
で
も
あ
る
。
大
学
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
・
ザ
ク
セ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容
公
）
が
一
五
四
七

年
計
画
を
立
て
、
一
五
五
八
年
彼
の
三
人
の
子
息
が
創
立
を
実
現
し
た
。

（217）	

内
最
も
有
名
な
韻
文　

der bekannteste dieser Verse.　

イ
エ
ナ
大
学
の
学
生
な
ら
だ
れ
で
も
暗
誦
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
押

韻
句
。

（218）	

祭
壇
、
頭
、
龍
、
御オ

ヤ
マ山

、
橋
、
狐

キ
ツ
ネ

塔
／
ゔ
ぁ
い
げ
る
ノ
家
、
コ
レ
ゾ
い
え
な
ノ
七
奇
蹟
ナ
リ
。A

ra, caput, draco, m
ons, pons, vulpecula turris, / 

W
eigeliana dom

us, septem
 m

iracula Jenae.　

原
文
ラ
テ
ン
語
は
上
記
の
通
り
。
宗
教
的
奇
蹟
で
は
な
く
、
つ
ま
り
は
日
本
で
い
う
「
七
不
思
議
」

で
あ
る
。

（219）	

祭
壇　

der A
ltar.　

ア
ラA

ra

。
市
教
会
聖ザ

ン
ク
トミ

ヒ
ャ
エ
ル
の
祭
壇
。
現
存
。
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（220）	

頭　

der K
opf.　

カ
プ
トCaput

。
市
庁
舎
の
時
計
上
部
に
「
ぱシ

ュ
ナ
ッ
プ
ハ
ン
ス

っ
く
り
ど
ん
」Schnapphans 

（「
イ
エ
ネ
の
ハ
ン
ス
」H

ans von Jene

と
も
）
と
呼

ば
れ
る
頭
が
付
い
て
い
て
、
時
計
が
正
時
を
打
つ
た
び
に
、
向
か
っ
て
左
側
に
立
っ
て
い
る
巡
礼
の
杖
の
先
に
付
い
た
金
の
玉
を
ぱ
っ
く
り
や
ろ
う
と
す

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
ぱ
っ
く
り
で
き
た
こ
と
は
な
い
。
─
─
一
説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
そ
幸
い
な
の
で
あ
っ
て
、
頭
が
玉
を
呑
む
の
に
成
功
す
る

と
、
世
界
は
滅
び
る
、
と
か
。
ま
た
、
こ
の
玉
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
名
物
の
団ク

レ
ー
セ子

な
の
だ
、
と
も
。
頭
の
表
情
で
分
か
る
の
だ
が
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の

言
う
よ
う
な
「
欠
伸
」
で
は
な
い
。
現
存
。

（221）	

龍　

der D
rache.　

ド
ラ
コD

raco

。
頭
が
七
つ
、
脚
が
四
本
、
腕
が
二
本
、
尻
尾
が
四
本
の
龍
の
立
像
。
十
七
世
紀
初
め
お
そ
ら
く
イ
エ
ナ
の
大
学
生

た
ち
に
よ
っ
て
戯
れ
に
造
ら
れ
た
。
材
料
は
動
物
の
骨
、
針
金
、
混こ

ん
ぎ
ょ
う
し

凝
紙
（
張
り
子
の
材
料
）。
現
在
は
そ
の
模
造
が
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（222）	

御
山　

der Berg.　

モ
ン
スM

ons

。
イ
エ
ナ
の
最
も
特
徴
的
な
山
イ
エ
ン
ツ
ヒJenzig

（
標
高
三
八
五
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の
木
の
生
え
て
い
な
い
部
分
、

い
わ
ゆ
る
「
鼻

デ
ィ
・
ナ
ー
ゼ」

は
石
灰
岩
な
の
で
、
朝
日
、
夕
日
に
赤
く
輝
く
。
も
ち
ろ
ん
現
存
。

（223）	

橋　

die Brücke.　

ポ
ン
スPons

。
カカ

ム
ス
ド
ル
フ
ァ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

ム
ス
ド
ル
フ
橋Cam

sdorfer Brücke

。
石
造
の
ア
ー
チ
橋
。
一
四
八
〇
年
以
降
九
つ
の
橋
脚
が
あ
っ
た
。
現
在

は
架
け
替
え
ら
れ
た
が
、
同
じ
場
所
に
あ
る
。
建
設
当
時
ド
イ
ツ
最
大
の
橋
の
一
つ
で
、
橋
上
に
は
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
。

（224）	

狐フ
ク
ス
ト
ゥ
ル
ム

塔　

der Fuchsthurm
.　

ウ
（
ヴ
）
ル
ペ
ク
ラ
・
ト
ゥ
リ
スVulpecula turris

。
か
つ
て
ハ
ウ
ス
ベ
ル
ク
山
上
に
あ
っ
た
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
城
の

主ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
。
現
存
。

（225）	

ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
の
家　

das W
eigelische H

aus.　

ヴ
ェ
イ
ゲ
リ
ア
ナ
・
ド
ム
スW

eigeliana dom
us

。
昇
降
機
を
備
え
、
屋
根
に
天
文
観
測
所
が
設
置
さ

れ
た
十
七
世
紀
の
家
屋
。
他
に
も
発
明
・
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
数
学
者
、
天
文
学
者
、
哲
学
者
に
し
て
教
育
学
者
だ
っ
た
エ
ア
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ

ゲ
ルErhard W

eigel （
一
六
二
五
─
九
九
）
の
家
。
市
教
会
の
傍
に
あ
っ
た
が
一
八
九
八
年
取
り
壊
さ
れ
た
。

（226）	

キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の　

der Grafen von K
irchberg.　

キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
一
門
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
キ
ル
ヒ

ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ伯

家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
家
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
貴
族
の
家
系
。
元
来
は
中
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
カ
ペ
ッ
レ
ン
ド
ル
フ
の
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
。

一
一
四
九
年
ド
イ
ツ
王
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世
に
よ
り
帝
国
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
に
昇
格
さ
れ
、
イ
エ
ナ
近
郊
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク
城
伯
領
を
封
土
と
さ
れ
た
。

（227）	

大デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ

辺
境
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
コ
ン
ラ
ー
ト　

Graf, K
onrad von W

ettin, zubenannt der Große.　

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
、
マ
イ
セ
ン

辺マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
（
在
位
一
一
二
五
─
五
七
）、
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
辺
境
伯
（
在
位
一
一
三
六
─
五
七
）。
死
去
の
僅
か
前
に
修
道
士
と
な
る
。
東
方
へ
の
ド
イ
ツ
人
入
植

と
東
方
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
努
め
た
の
で
敬デ

ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
伯
と
も
添
え
名
さ
れ
た
。

（228）	

グ
ロ
イ
ッ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト　

Graf W
ipprecht von Groitzsch.　

グ
ロ
イ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
二
世
。
オ
ス
ト
マ
ル
ク
、
下

ニ
ー
ダ
ーラ

ウ
ジ
ッ
ツ

辺マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
及
び
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
在
位
一
一
二
三
─
二
四
）。
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
二
十
歳
で
亡
く
な
る
と
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ

ン
リ
ヒ
五
世
か
ら
下

ニ
ー
ダ
ーラ

ウ
ジ
ッ
ツ
辺
境
伯
及
び
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
に
任
命
さ
れ
た
が
、
ザ
ク
セ
ン
公
ロ
タ
ー
ル
や
ザ
ク
セ
ン
貴
族
の
抵
抗
に
遭
い
、
敗
退
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し
た
。
ロ
タ
ー
ル
は
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
を
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
コ
ン
ラ
ー
ト
に
委
ね
た
。

（229）	

若
き
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

der junge M
arkgraf H

einrich.　

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
の
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
、
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
（
在

位
一
一
〇
三
─
一
一
二
三
）。
同
名
の
父
と
区
別
す
る
た
め
小
ハ
イ
ン
リ
ヒH

einrich der Jüngere

と
も
呼
ば
れ
る
。
父
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
ア
イ
レ
ン

ブ
ル
ク
伯
、
オ
ス
ト
マ
ル
ク
辺
境
伯
、
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
辺
境
伯
、
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
）
が
一
一
〇
三
年
に
亡
く
な
っ
た
時
、
母
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
（
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
エ
ク
ベ
ル
ト
一
世
の
息
女
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
と
は
三
度
目
の
結
婚
。
一
〇
六
〇
頃
─
一
一
一
七
）
は
ま

だ
彼
を
出
産
し
て
い
な
か
っ
た
。
母
は
胎
児
の
彼
の
た
め
辺
境
伯
位
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
政
敵
た
ち
は
母
が
生
ん
だ
の
は
女
児
で
、
料
理

番
の
倅
と
掏
り
換
え
た
の
だ
、
と
噂
を
流
し
た
。
母
の
後
見
の
下
、
小
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
、
オ
ス
ト
マ
ル
ク
、
下

ニ
ー
ダ
ーラ

ウ
ジ
ッ
ツ
の
支
配

権
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
父
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
従
弟
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
て
っ
き
り
嗣
子
の
無
い
従
兄
の
所
領
を
相
続
で
き
る
、
と

の
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
た
め
、
例
の
中
傷
を
恣

ほ
し
い
ま
まに

し
続
け
た
。
た
め
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
は
私フ

ェ
ー
デ闘

を
起
こ
し
、
一
一
二
一
年
コ
ン
ラ
ー
ト
を
捕
虜
と
し

た
。
し
か
し
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
は
一
一
二
三
年
九
月
な
い
し
十
月
に
─
─
結
婚
し
て
は
い
た
が
子
の
な
い
ま
ま
─
─
死
去
し
た
。
毒
殺
さ
れ
た
疑
い
が
あ

る
。
コ
ン
ラ
ー
ト
は
お
蔭
で
釈
放
さ
れ
、
か
つ
念
願
の
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
を
も
や
が
て
我
が
物
に
で
き
た
の
で
あ
る
。

（230）	

学
校　

Schule.　

中
世
お
よ
び
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
つ
の
基
本
的
学
校
形
態
は
初

エ
レ
メ
ン
タ
ー
ル
シ
ュ
ー
レ

等
学
校Elem

entarschule

と
ララ

タ
イ
ン
シ
ュ
ー
レ

テ
ン
語
学
校

Lateinschule

（
リ
ュ
ツ
ェ
ウ
ムLyceum

と
も
）
だ
っ
た
。
初
等
学
校
は
主
と
し
て
読
み
書
き
な
ど
の
基
礎
知
識
を
教
え
る
に
留
ま
っ
た
。
地
方
に
よ

り
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
ー
レW

inkelschule
、
ヘ
ッ
ク
シ
ュ
ー
レH

eckschule

、
ク
リ
ッ
プ
シ
ュ
ー
レK

lippschule 

─
─
い
ず
れ
も
蔑
称
で
あ
ろ
う

─
─
と
も
呼
ば
れ
た
。
官
庁
に
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
人
─
─
女
性
が
携
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
─
─
の
経
営
。
師
匠
に
特
別
な
資
格
は
要
求

さ
れ
ず
、
月
謝
納
入
は
義
務
で
、
現
金
払
い
か
物
納
だ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
学
校
は
聖
職
者
に
な
る
た
め
の
、
な
い
し
大
学
で
更
に
研
鑽
す
る
た
め
の
準
備

機
関
で
、
古
典
語
（
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
）、
特
に
ラ
テ
ン
語
教
育
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
大
学
進
学
を
建
前
と
す
る
古ギ

ュ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

典
語
中
高
等
学
校
＝

九
年
制
中
高
等
学
校Gym

nasium

に
発
展
す
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
こ
で
は
た
だ ,Schuleʻ 

と
し
て
い
る
が
、
次
に ,Lateinschuleʻ 

と
明
記
し

て
い
る
。
な
お
、
右
の
他
に
修
道
院
や
各
種
商
工
業
組
合
、
あ
る
い
は
市
町
村
自
治
体
が
教
師
・
教
場
を
提
供
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
お

い
て
は
十
八
世
紀
末
ま
で
、
村
の
学
校
の
場
合
、
新
教
＝
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
旧
教
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
両
教
会
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
教
会
の
聖
物
保
管
係

K
üster, M

eßner

が
教
場
の
師
匠Schulm

eister, Schuldiener
を
副
業
と
し
て
務
め
た
り
し
た
。
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
者
や
合
唱
隊
指
揮
者K

antor 

が
こ
れ
に
当
た
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

（231）	

羽ペ

ナ

ー

レ

根
洋
筆　

Pennale.　
「
ペ
ネ
ー
ラ
ー
」Pennäler 

と
も
。
大
学
新
入
生
（
大
学
第
一
学
期
の
学
生
）
な
い
し
ラ
テ
ン
語
学
校
生
徒
に
対
し
て
大
学
在
学

生
が
用
い
る
蔑
称
。
ド
イ
ツ
の
大
学
（
特
に
十
六
─
十
七
世
紀
）
に
お
け
る
上
級
生
に
よ
る
新
入
生
苛
め
を
「
ペ
ナ
リ
ス
ム
ス
」Pennalism

us

と
い
う
。

ラ
テ
ン
語
学
校
出
た
て
の
生
真
面
目
で
気
が
利
か
な
い
少
年
は
「
騾ム

ル
ス馬

」m
ulus

（
ラ
テ
ン
語
）
と
も
。
騾
馬
は
頑
固
で
片
意
地
な
駄
獣
と
さ
れ
る
。
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（232）	

狐フ
ク
ス　

Füchse.　

単
数
形 ,Fuchsʻ

。
ラ
テ
ン
語
で
「
ヴ
（
ウ
）
ル
ペ
ス
」vulpes 

と
も
。
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
よ
れ
ば
新
入
生
は
「
蛙

フ
ロ
ッ
シ
ュ」Frosch 

と
呼
ば
れ
て
い
る
─
─
た
だ
し
、
こ
れ
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
の
こ
と
。
同
書
に
よ
れ
ば
大
学
第
二
学
期
の
学
生
は
「
ブ
ラ
ン
ダ
ー
」Brander 

（
炭
焼

き
の
用
語
で
「
ま
だ
炭
に
な
ら
な
い
半
焼
け
の
木
」
の
意
か
）。

（233）	
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ　

Zw
ickau.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
第
四
位
の
都
市
。

（234）	

子こ

孵か
え

し
銭ぜ

に　
Brutpfennig.　

「
ヘ
ッ
ク
（
ヘ
ッ
ケ
）
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
」H

eck(e)groschen 

と
も
。
瀆
神
の
方
法
で
悪
魔
か
ら
入
手
す
る
。
無
事
に
得
ら

れ
れ
ば
、
こ
の
銭
は
毎
晩
同
じ
種
類
の
銭
を
生
ん
で
く
れ
る
。
Ｄ
Ｓ
八
六
注
参
照
。

（235）	

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
呪
文
書　

D
octor Faustʼs H

öllenzw
ang.　

ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
と
さ
れ
る
、
儀
式
や
呪
文
に
よ
っ

て
地
獄
の
魔
物
を
召
喚
し
、
魔
術
師
の
願
望
を
成
就
す
る
た
め
の
手
引
き
書
。
一
五
〇
一
年
ロ
ー
マ
で
出
版
さ
れ
た
下
記
の
も
の
な
ど
。D

r. Fausts 
vierfacher H

öllenzw
ang: Ein Geisterzw

ang und Zw
ang der V

ier Elem
ente m

it der sogenannten Tabella Rabellina.

（236）	

ハ
レ　

H
alle.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
大
都
市
ハ
レ
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レH

alle an der Saale. 

。
一
七
一
四
年
ま
で
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
公
国
の
首
邑
。
こ
の
物
語
の
一
七
一
六
年
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
領
。
一
八
一
七
年
以
前
の
大
学
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
三
世
に
よ
り
一
六
九
四
年
創
立
さ
れ
た
も
の
─
─
一
七
一
六
年
に
は
ま
だ
歷
史
の
浅
い
大
学
だ
っ
た
わ
け
。
一
八
一
七
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大

学
で
あ
る
ロ
イ
コ
レ
アLeucorea 

（
一
五
〇
二
年
創
立
）
と
ハ
レ
大
学
が
統
合
さ
れ
て
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
＝
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
と
な
っ

た
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
結
果
、
一
八
一
五
年
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
含
む
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
北
半
が
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
割
譲
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

（237）	

聖
な
る
受カ

ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

難
週　

die heilige Charw
oche.　

現
代
で
は
普
通 ,K

arw
ocheʻ 

と
綴
る
。
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
前
の
一
週
間
（「
枝パ

ル

ム

ゾ

ン

タ

ー

ク

（
棕
櫚
）
の
主
日
」
＝
「
棕
櫚
の
日

曜
日
」
か
ら
復
活
祭
前
日
ま
で
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
「
聖
週
間
」。

（238）	

神
学
部
の
学
生
た
ち　

Gottestudenten.　

訳
は
訳
者
の
類
推
で
あ
る
。
識
者
の
ご
教
示
を
俟
つ
。

（239）	

居
酒
屋
の
亭
主
と
給
仕
役
の
そ
の
二
人
の
娘
も
引
っ
張
り
込
ん
だ　

zogen 

…
…auch den W

irth und den dessen zw
ei aufw

artende Töchter.　

案
ず
る
に
、
聖
母
マ
リ
ア
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、
イ
エ
ス
の
遺
骸
を
引
き
取
っ
て
葬
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
ア
リ
マ
タ
ヤ
の
ヨ
セ
フ
の
役
を
振
っ
た
の
か
。

（240）	

復オ
ー
ス
タ
ー
ラ
ム

活
祭
仔
羊　

O
sterlam

m
.　

ユ
ダ
ヤ
人
が
過す

ぎ
こ
し越

（
の
祝
い
）
に
食
べ
る
仔
羊
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
で
復
活
祭
を
祝
っ
て
作
る
仔
羊
の
形
を
し
た
ケ
ー

キ
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
と
し
て
の
「
ア
グ
ヌ
ス
・
デ
イ
」A

gnus D
ei 

＝
「
神し

ん
こ
う羔

」（
神
の
仔
羊
）
で
、
復
活
し
た
イ
エ
ス

を
示
す
。
従
っ
て
、
丸
焙
き
の
仔
羊
を
こ
う
名
付
け
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
上
で
こ
れ
を
喰
ら
っ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
瀆
神
も
極
ま
れ
り

で
あ
る
。

（241）	

晩ば
ん
さ
ん餐　

das N
achtm

ahl.　

イ
エ
ス
と
使
徒
た
ち
の
「
最
後
の
晩
餐
」
を
お
ち
ゃ
ら
か
し
、
福
音
書
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
を
あ
さ
ま
し
く
な
ぞ
っ
た
の
で

あ
る
。
直
接
の
参
加
者
は
十
三
人
で
、
他
に
傍
観
者
が
い
た
わ
け
。
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（242）	

大
根
の
薄
切
り　

Rettigscheiben.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,Rettichscheibenʻ

。「
白

ヴ
ァ
イ
サ
ー
・
ビ
ー
ア
・
レ
ッ
テ
ィ
ヒ

麦
酒
大
根
」

w
eißer Bier-rettich

─
─
か
な
り
細
い
が
日
本
の
青
首
大
根
と
形
状
・
色
は
同
様
─
─
を
生
の
ま
ま
薄
く
輪
切
り
に
し
た
も
の
。
な
る
ほ
ど
、
聖ホ

ス
チ
ア餅

に
似

て
い
る
。
そ
れ
に
擬
し
た
の
も
言
語
道
断
の
冒
瀆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
生
大
根
の
薄
い
輪
切
り
そ
の
も
の
に
は
何
の
罪
も
な
い
。
塩
を
少
少
振
り
掛
け
た

だ
け
で
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
好
適
。
な
お
、
一
本
丸
ご
と
、
螺
旋
状
に
切
っ
て
供
す
る
場
合
も
あ
る
。

（243）	

神
聖
な
聖
体
制
定
の
言
葉　

die heiligen Einsetzungsw
orte.　

ミ
サ
を
執
り
行
う
時
、
司
式
者
が
こ
れ
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
未
聖
別
の
聖ホ

ス
チ
ア餅

が

聖
別
さ
れ
る
。「
取
り
て
食く

ら

へ
、
こ
れ
は
我
が
体
な
り
」（
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
二
十
六
章
二
十
六
節
）
か
ら
。

結
び
に
一
言

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
五
七
の
ラ
テ
ン
語
二
行
詩
に
つ
い
て
は
、
親
愛
な
る
元
同
僚
西
村
淳
子
教
授
の
ご
配
偶
で
あ
る
青
山
学
院
大
学
文
学
部
西

村
哲
一
教
授
に
ご
教
示
を
懇
請
し
た
。
訳
者
は ,locusʻ 

な
る
形
に
と
ま
ど
っ
た
他
、,hicʻ 

を
遠
く ,m

ontiʻ

に
繋
げ
て
し
ま
い
「
こ

こ
な
る
山
を
」
と
誤
訳
し
て
い
た
の
だ
が
、
お
蔭
で
い
ず
れ
も
納
得
お
よ
び
訂
正
で
き
た
。
両
西
村
先
生
、
い
つ
も
な
が
ら
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

訂
正試

訳
（
そ
の
四
）

二
四
六
ペ
ー
ジ　

二
行
目　

家ハ
イ
ム
ヒ
ェ
ン

小
人　

→　

家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん

試
訳
（
そ
の
六
）

二
七
九
ペ
ー
ジ　

五
行
目　

家ハ
イ
ム
ヒ
ェ
ン

小
人　

→　

家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん

試
訳
（
そ
の
七
）
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一
五
五
ペ
ー
ジ　

六
行
目　

三
二
六　

魔
術
の
目
眩く

ら

ま
し Zauberverblendung. 　
　
　

*D
S254. Festhängen.

試
訳
（
そ
の
十
）

一
二
七
ペ
ー
ジ　

三
行
目　

ヴ
ァ
ル
グ
ラ　

→　

フ
ァ
ル
グ
ー
ラ




